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掲示板について

学生への通知や連絡事項はすべて掲示（ポータルシステム含む）によって行う
◎ 公示、告示、修学上必要な事項（休講・補講・時間割変更・教室変更・連絡事項）

の伝達などはすべて所定の掲示板（４号館ピロティー、その他センターからの案内につ
いては１号館２階）またはCampusPlanポータルシステムに掲示する。

◎ 学生が掲示を見なかったことによって生じる不利益はすべて学生自身の責任になります。
そのため、登下校の際には必ず掲示板を見ることを習慣づけることやCampusPlan
ポータルのお知らせを確認すること。

交通機関の運休・気象警報の場合の措置について

●ＪＲ西日本(神戸線)又は阪急電鉄(神戸線)のいずれかが運休した場合
●神戸市に特別警報・緊急地震速報（震度６弱以上）・警報（暴風、大雪、暴
風雪に限る）が発令された場合

●本学所在地に市町村等から避難指示が発令された場合

＜措置について＞
① 午前７時の時点でＪＲ西日本(神戸線)、阪急電鉄(神戸線)が共に運行し、かつ警報並

びに避難指示が解除されている場合は、平常どおり授業、試験を実施する。
② 午前10時の時点でＪＲ西日本(神戸線)、阪急電鉄(神戸線)が共に運行し、かつ警報

並びに避難指示が解除されている場合は、授業は３時限目(午後)から実施する。試験
は午後からの試験を実施する。

③ 午前10時を過ぎても解除されない場合は、全日休講、試験は中止とする。

教務課事務取扱受付時間

平 日／９：００～１７：００ （時間外の受付はできません。）

土・日・祝祭日／ 休　業 （その他、休業の場合は掲示で知らせる。）



 神戸薬科大学の理念　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社会に大きく開かれた大学であることを意識し、創立以来の伝統である教育と研究の両立を基盤と
しながら、医療人としての使命感と倫理観を十分に理解し、高度な薬学の知識を身につけた薬剤師、
並びに教育・研究者を養成すること、さらに地域の医療と環境問題に目を向けて健康の維持・増進に
も貢献できる拠点となること

 神戸薬科大学の教育目標
１．広い視野を持ち社会に貢献できる高度な薬学の知識と技能を修得すること
２．医療人としての使命感と倫理観を涵養すること
３．科学的思考力及び問題の主体的解決能力を修得すること
４．これからの医療と環境を正しく理解し、健康の増進に貢献できる知識を修得すること
５．医療人として相応しいコミュニケーション能力を修得すること

 カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
本学のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）に基づいて、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」

に準拠した科目と本学独自の科目を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせた授業を
開講する。 

本学の教育課程では、その授業科目を基礎教育科目、教養教育科目及び専門教育科目に分ける。各
授業科目は、必修科目及び選択科目に分け、これを各年次に配当して編成する。 

全ての授業科目に GIO（一般目標）と複数の SBOs（到達目標）を定める。これらの SBOs を達成
することにより GIO に到達し、ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）を実現する。 

・	 幅広い視野を身につけるための教養教育科目、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準拠
した薬学基礎系科目及び医療系科目を系統的に編成し、実施する。

・	 医療人としての倫理観と使命感を育成し、患者・生活者本位の視点を身につけるための科目を
編成し、実施する。

・	 国際化に対応できる人材の養成を図るため、６年間を通じて英語を学べる環境を構築するとと
もに、医療、薬学に係る英語科目を編成し、実施する。

・	 地域の保健や医療に貢献できる知識と実践的能力を養成し、近隣大学や地域の医療機関との連
携に基づくチーム医療教育を充実し、実施する。

・	 研究マインドを涵養し、生涯にわたって自己研鑚を続け、後進を育成する意欲と態度を有する
人材の養成を図るため、薬学臨床科目、薬学研究科目を編成し、実施する。

・	 生涯学習に対する意欲を醸成するために、薬剤師生涯研修事業を取り入れるなど、特色ある薬
学教育アドバンスト科目を編成し、実施する。

・	 本学独自科目をシラバスに明記し、履修モデルをもとに目指すキャリアを明確にする。
・	 高等学校から大学への円滑な接続ができるよう、初年次教育を充実させ、習熟度に配慮したク

ラス編成を取り入れた科目を編成し、実施する。
・	 科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力及びコミュニケーションスキルの育成を図るた

め、PBLやSGDなどのアクティブ・ラーニングを取り入れた少人数教育科目や統合教育科目を
編成し、実施する。

・	 ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）に掲げる薬剤師に必要な知識、技能、態度を評価す
る。
①「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準拠した科目と本学独自の科目の評価
②実務実習の評価
③卒業研究の評価



 ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）　　　　
所定の単位を修得し、薬剤師に必要な以下に掲げる知識、技能、態度を備えた学生の卒業を認め、「学

士（薬学）」の学位を授与する。

１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
３．医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者の立場に立って行動できること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。



■ 学生のみなさんへ ■
薬剤師養成のために、臨床に係る実践的能力を培うことを主要な目的として、2006 年より薬学教

育は六年制となりました。学生のみなさんには医療の急速な進歩や医薬品の適正使用に対応した幅
広い学識と生命に関わる職業人になることを自覚した行動・態度が求められています。本学のディ
プロマ・ポリシー（学位授与の方針）では、卒業時に修得すべき資質が謳われています。また、そ
の資質の獲得のためにカリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）が定められており、
その方針に基づき、カリキュラムが編成されています。高度な知識・技能の修得を目指した薬学専
門教育科目はもちろんのこと、国際化に対応した英語力の修得を重視した教育、教養科目やディス
カッション能力の向上をめざした少人数グループによる演習科目など、盛り沢山の内容です。さらに、
研究室での卒業研究を通じて問題発見・解決能力を備えた薬剤師の養成をめざします。

薬学部のカリキュラムは六年制スタート時に、「薬学教育モデル • コアカリキュラム」、「実務実習
モデル • コアカリキュラム」に準拠することが求められることになりました。これらは六年制の導
入に先立つ 2003 年に制定されたものです。制定から 10 年が経過した 2013 年、医療の進歩に対応し、
六年制薬剤師教育をさらに充実させることを目的として改訂され、「改訂薬学教育モデル • コアカリ
キュラム」が完成しました。2015 年 4 月の入学生から、この「改訂コアカリ」に基づいたカリキュ
ラムがスタートしていましたが、2022 年 4 月の入学生から、より昇華したカリキュラムにするべく、
コア科目をスリム化し、「Ｃ　薬学基礎」、「Ｅ 医療薬学」の内容を充実させるなど大きく変更しま
した。また、実務実習についても、改訂にあわせて 2019 年度から大幅に変更されました。

薬学入門や早期体験学習、数学、一般化学、基礎有機化学、基礎物理化学、情報リテラシーなど
の基礎教育科目や英語などの教養教育科目から１年次の授業は始まります。続く学年では薬学基礎、
衛生薬学、医療薬学、薬学臨床に関する専門科目とともに「Ａ 基本事項」、「Ｂ 薬学と社会」の充実
に対応した医療倫理や医療コミュニケーションに関する科目も始まります。

六年制薬学教育では長期実務実習が必修ですが、この実習は学内での 1 か月の実務実習事前教育
と各 11 週間の保険調剤薬局実習、病院実習から構成されています。病院実習、保険調剤薬局実習を
受講する前の 4 年次後半に、全国規模の薬学共用試験（ＣＢＴ、ＯＳＣＥ）が実施され、保険調剤
薬局実習、病院実習を受講するための十分な知識・技能・態度が備わっているかどうかが試験され
ます。4 年生後期から、全員が各研究室に配属し、卒業研究に取り組みます。卒業研究では自らが
目標を設定し、自分自身で考えながら、積極的に研究課題に取り組むことで、問題解決能力や研究
マインドを身につけます。また、「薬学アドバンスト教育」で、より実践的な薬剤師職能にとって重
要な内容を選択科目の中で学習します。

シラバスに記載されている一般目標（ＧＩＯ :General Instructional Objective）とは、学習する
ことにより得られる成果を総合的に示した大目標であり、到達目標（ＳＢＯｓ :Specific Behavioral 
Objectives）は一般目標ＧＩＯを達成するために必要な具体的な個別目標です。各科目の内容はＧ
ＩＯ、ＳＢＯｓを達成することを目的に構成されています。このシラバスのＧＩＯ、ＳＢＯｓや学
生へのアドバイスをよく読んで、内容を熟知して、授業に臨んでください。また、本書の前半には、
学則、履修規程、履修要項を収載しています。履修にあたって、見落としてはいけない重要な内容
が列記されていますので、しっかりと理解することが重要です。新しいカリキュラムでは、専門選
択科目が大幅に増加するなど、枠組みも大幅に変更されています。各自の履修計画をしっかりと立
ててください。

薬剤師国家試験に合格し、卒業後、薬剤師として医療に貢献できる人材となるためには、不断の
努力が必要です。入学時の決意を胸に、積極的に勉学に取り組んでください。同時に、大学生活を
通じて、多くの知己を得て、人間性豊かな人格を形成することを期待しています。

最後に、2022 年度も新型コロナウイルス感染症の影響が続くと予想されます。本学の教育に関す
る基本方針は、感染拡大防止に最大限の配慮をしながら、可能な限り対面で授業を開講することです。
学生の皆さんも、個々人で可能な感染対策を十分に講じることで自信の健康を守りながら、勉学に
励み、平常時と変わらない学力を身につけて欲しいと思います。

教務部長　向　高弘
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神戸薬科大学学則

第１章　総則

（目的）
第１条　神戸薬科大学学則（以下「本学則」という）は、神戸薬科大学（以下「本学」という）が、教育

基本法（平成 18 年法律第 120 号）及び学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に定めるところ
により、高い教養と専門的能力を培うことによって、医療人としての使命感と倫理観を十分に理
解し、高度な薬学の知識を身につけた薬剤師並びに教育・研究者を育成すること、さらに医療と
薬事衛生の向上に貢献することを目的とする。

（学部・学科及び定員）
第２条　本学は、次の学部及び学科を設置し、その定員は次のとおりとする。

学部・学科 入学定員 収容定員
薬学部・薬学科 270 名 1,620 名

（修業年限）
第３条　本学の修業年限は、６年とする。

（学位授与）
第４条　本学は、６年以上在学して所定の単位を修得した者に学士（薬学）の学位を授与する。

第２章　職員組織及び教授会

（職員組織）
第５条　本学に学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員及びその他の職員を置く。
	 ２　前項に定める職員のほかに、非常勤の職員を置くことができる。
	 ３　職員の職制及び服務に関する規程は、別に定める。

（教授会）
第６条　本学に教授会を置く。
	 ２　教授会は、学長、副学長、教授、准教授及び講師をもって構成する。
	 ３　教授会は、学長の求めに応じて、次の各号に掲げる事項を審議する。学長は、教授会の意見を聴

き決定する。
	 	 （１）学生の入学、卒業に関すること
	 	 （２）学位の授与に関すること
	 	 （３）	前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必

要なものとして学長が定めるもの
	 ４　教授会は、前項に定めるもののほか、学長がつかさどる次の各号に掲げる教育研究に関する事項

について審議し、及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる。
	 	 （１）教育課程の編成に関すること
	 	 （２）学生の補導厚生に関すること
	 	 （３）重要な施設の設置及び廃止に関すること
	 	 （４）本学則その他教育研究に関する重要な規則の制定及び改廃に関すること
	 	 （５）学生の賞罰に関すること
	 	 （６）その他、教育研究に関すること
	 ５　教授会に関する規程は、別に定める。
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第３章　教育課程及び履修方法

（教育課程）
第７条　本学の教育課程は、その授業科目を基礎教育科目、教養教育科目及び専門教育科目に分ける。
	 ２　各授業科目は、必修科目及び選択科目に分け、これを各年次に配当して編成する。

（教育内容等の改善）
第７条の２　本学は、教育内容及び教育方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を行う。
	 ２　前項の研修及び研究に関することは、別に定める。

（授業科目の名称及び履修単位）
第８条　授業科目の名称及び履修単位は、別表第１－１及び１－２の授業科目及び単位年次配当表のとお

りとする。ただし、教授会の議を経て、学長が一部変更することがある。

（単位計算の基準）
第９条　１単位の授業科目は、原則として 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準

とする。各授業科目の単位数は、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必
要な学修等を考慮して、次の各号に掲げる基準により単位数を計算する。

	 	 （１）講義及び演習については、15 時間から 30 時間までの範囲で、本学が各授業科目について
定める時間の授業をもって１単位とする

	 	 （２）実習及び実技については、30 時間から 45 時間までの範囲で、本学が各授業科目について
定める時間の授業をもって１単位とする

	 ２　前項の規定にかかわらず、卒業研究等の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単
位数を定める。

（授業期間）
第10条	 各授業科目の授業は、15週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし、教育上特別の必要

があると認められる場合は、これらの期間より短い特定の期間において授業を行うことができる。

（履修すべき単位）
第11条	 2016 年度から実施しているカリキュラムを適用している学生が全課程を履修するには、次に掲げ

る単位を修得しなければならない。

教 育 課 程 科　目 単　位　数 備　考
基礎教育科目 必　修 	 11	 単位  	  

教養教育科目
必　修 	 ８	 単位	  
選　択 	 ８	 単位以上	  

専門教育科目

必　修 	 146	 単位	  

選　択 	 13	 単位以上	
※選択必修科目
このうち、２単位以上
修得すること

総　　計 	 186	 単位以上	  

	 ２　2022 年度から実施しているカリキュラムを適用している学生が全課程を履修するには、次に掲
げる単位を修得しなければならない。

教 育 課 程 科　目 単　位　数 備　考
基礎教育科目 必　修 	 12	 単位  	  

教養教育科目
必　修 	 ６	 単位	  
選　択 	 ６	 単位以上	  

専門教育科目

必　修 	 157	 単位	  

選　択 	 ５	 単位以上	
※選択必修科目
このうち、２単位以上
修得すること

総　　計 	 186	 単位以上	  
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（履修単位の認定）
第12条	 履修した授業科目の単位の認定は、試験によって行う。ただし、授業科目によっては、他の方法によ

ることができる。第９条の授業科目のうち、演習、実習及び実技は、学修の成果を評価して認定す
る。

	 ２　試験に関する規程は、別に定める。
	 ３　他の大学又は短期大学を卒業若しくは退学し、本学の第１年次に入学した学生の既修得単位につ

いては、基礎教育科目及び教養教育科目の単位について、合計 15 単位を超えない範囲で認定す
ることができる。ただし、単位認定と関連した修業年限の短縮は行わない。

	 ４　教育上有益と認めるときは、他の大学との協議に基づき、学生に当該大学の授業科目を履修させ
ることがある。ただし、修得した授業科目の単位は、15 単位を超えない範囲で本学において修
得した単位とみなすことができる。

	 ５　教育上有益と認めるときは、大学教育に相当する水準を有すると認めた学修について、本学の授
業科目の履修により修得した単位とみなすことができる。

	 ６　前項の定めにより与えることができる単位数は、第３項及び第４項の定めにより、本学において
修得したものとみなす単位数と合わせて 60単位を超えないものとする。

（成績の評価）
第13条	 成績は、「秀」、「優」、「良」、「可」、「不可」をもって表示し、「秀」、「優」、「良」、「可」を合格、「不可」を不合

格とする。

（卒業）
第14条	 本学に６年以上在学し、第11条に定める単位を修得した者でなければ卒業できない。

第４章　入学、編入学、転入学、休学、転学、退学及び復学

（入学の時期）
第15条　入学の時期は、学年の始めとする。

（入学者の資格）
第16条	 本学に入学することのできる者は、次に掲げる各号のいずれかに該当する者とする。
	 	 （１）	 高等学校を卒業した者
	 	 （２）	 通常の課程による12 年の学校教育を修了した者、又は通常の課程以外の課程によりこれに

相当する学校教育を修了した者
	 	 （３）	 外国において学校教育における12 年の課程を修了した者、又はこれに準ずるもので文部科

学大臣の指定した者
	 	 （４）	 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者
	 	 （５）	 文部科学大臣の指定した者
	 	 （６）	 高等学校卒業程度認定試験規則により文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合

格した者
	 	 （７）	 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、３月31日までに18歳に達する者

（入学志願の手続）
第17条	 入学志願者は、所定の書類に入学検定料を添えて指定の期日までに願い出なければならない。
	 ２　入学志願の期日及び入学検定料は、別に定める。

（入学選考）
第18条	 入学志願者に対しては、学力及び健康等について教授会の議を経て、学長が入学を許可する。
	 ２　選考の方法及び期日は、別に定める。

（編入学）
第19条	 次に掲げる各号のいずれかに該当する者が、本学に編入学を願い出たときは、収容定員の枠内で教
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授会の議を経て、学長が相当年次に入学を許可することがある。
	 	 （１）大学を卒業した者（卒業見込みの者を含む）
	 	 （２）学校教育法の定めるところにより短期大学士の学位を授与された者
	 	 （３）大学に２年以上在学し、出願時に 62単位以上を修得している者
	 ２　前項の定めにより入学を許可された者については、既に履修した授業科目及び単位数並びに在学

年数の一部又は全部を、本学における授業科目及び単位数並びに在学年数として認定する場合が
ある。

	 ３	 編入学の時期は、学年の始めとする。
	 ４　編入学に関する規程は、別に定める。

（転入学）
第20条	 他大学から本学へ転入学を願い出る者があるときは、欠員のある場合に限り教授会の議を経て、学

長が許可することがある。
	 ２　転入学生が他大学において履修した授業科目及び単位並びに在学年数の一部又は全部を、本学に

おける授業科目及び単位並びに在学年数として認定する場合がある。

（入学手続）
第21条	 入学、編入学及び転入学を許可された者は、指定の期日までに所定の納付金及び次の各号に掲げる

書類を提出しなければならない。
	 	 （１）誓約書
	 	 （２）入学資格を証明する書類
	 	 （３）保証人届
	 ２　正当な理由なくしてこの手続を履行しないときは、入学の許可を取消す。

（保証人）
第22条	 前条に定める保証人は、本人の父母等であり、本人在学中一切の責任を負う者でなければならな

い。

（休学）
第23条	 病気その他やむを得ない事由により休学しようとする者は、保証人連署の上、願い出て、学長の許

可を受けなければならない。
	 ２　休学の始期は、前期又は後期の開始日とし、途中からの休学は認めない。また、第１年次については

前期の休学は認めない。ただし、突発的な疾病・事故などにより長期加療を必要とする場合（医師
の診断書のあるもの）は、願い出により上記以外の休学を認めることがある。

	 ３　休学の期間は、１年を超えることはできない。ただし、特別の事情がある場合は引き続き休学する
ことができるが、通算して３年を超えることはできない。

	 ４　特別の事由があると認めた者には、学長が休学を命じることがある。

（転学）
第24条	 他大学へ転学しようとする者は、保証人連署の上、あらかじめ願い出て、学長の許可を受けなけれ

ばならない。

（退学）
第25条	 病気その他やむを得ない事由により退学しようとする者は、保証人連署の上、願い出て、学長の許

可を受けなければならない。
	 ２　次に掲げる各号のいずれかに該当する者は、学長が退学の措置をとる。
	 	 （１）	 授業料及びその他の納付金の納付を怠り、督促を受けても納めない者
	 	 （２）	 定められた在学期間を超えた者
	 	 （３）	 死亡その他の事由で成業の見込がないと認めた者

（復学）
第26条	 休学又は退学した者が、復学しようとするときは、保証人連署の上、願い出て、教授会の議を経て、
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学長の許可を受けなければならない。
	 ２　休学者の復学は、第29 条第１項に定める各期の始めとする。ただし、特別の事由があるときに限

り、上記以外の復学を認めることがある。
	 ３　第25 条第１項の定めによる退学者の復学は、退学日当日を含む学年度を第１回目として、４回目

の年度の３月末日までに許可された者に限る。また、復学の時期は、学年の始めとする。
	 ４　第25 条第２項第１号の定めによる退学者が復学しようとするときは、未納の授業料、その他の納

付金及び別表第２に定める再入学金を納付した上で、第１項の手続きをとらなければならない。
	 ５　第25 条第２項第１号の定めによる退学者の復学は、退学の効力が生じたときから２年以内の者に

限る。また、復学の時期は、各期の始めとする。ただし、退学手続を行った日から７日以内に所定の
復学手続を完了した者については、退学日と同日付の復学を認めることがある。

	 ６　第３項で復学を認められた者及び前項における退学日と同日付の復学を認められた者について
は、再入学金の納付を免除することがある。

	 ７　第25条第２項第２号及び第40条の定めによる退学者の復学は、認めない。
	 ８　復学時の学年は、学長が決定する。

（在学期間）
第27条	 2021 年度以前に入学した学生の在学期間は、第２年次の必要課程を修了するときまでに４年を、

第４年次の必要課程を修了するときまでに７年を、第６年次の必要課程を修了するまでに10 年
を、それぞれ超えることができない。

	 ２　2022 年度以降に入学した学生の在学期間は、第２年次の必要課程を修了するときまでに３年を、
第４年次の必要課程を修了するときまでに７年を、第６年次の必要課程を修了するまでに10 年
を、それぞれ超えることができない。

	 ３　休学中の期間は、在学年数に算入しない。

第５章　学年、学期及び休講日

（学年）
第28条	 学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。

（学期）
第29条　学年を２つの学期に分け、前期及び後期とし、それぞれの始期と終期は次の各号に掲げるとおり

とする。
	 	 （１）前期は、４月１日から９月30日までとする
	 	 （２）後期は、10月１日から翌年３月31日までとする
	 ２　前期及び後期の授業日数を調整するため、教授会の議を経て、学長が前期の終期及び後期の始期を

変更することがある。

（休講日）
第30条	 授業を行わない日を休講日といい、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、休講日の期間、休講日

の変更、臨時休講日の設定及び休講日における授業の実施については、教授会の議を経て、学長が
決定する。
（１）土曜日、日曜日
（２）国民の祝日に関する法律に定める休日
（３）創立記念日（４月27日）
（４）春季休講日、夏季休講日及び冬季休講日

	

第６章　入学検定料、入学金及び学費

（納付金）
第31条	 納付金は、入学検定料、入学金及び学費（授業料等）とし、その額は別表第２のとおりとする。
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	 ２　入学検定料は出願時に、入学金は入学手続時に納付しなければならない。
	 ３　授業料は、次の各号に掲げる納付期間内にそれぞれ納付しなければならない。ただし、延納が認め

られたときは、その期日までに納付しなければならないものとする。
	 	 （１）前期は、４月１日から４月30日までとする
	 	 （２）後期は、10月１日から10月31 日までとする
	 ４　入学を許可された者は、前期分を入学手続時に納付しなければならない。

（延納）
第32条	 前条に定める期間内に授業料及びその他の納付金を経済的事情等やむを得ない事由により納付で

きない者は、指定の期日までに保証人連署の上、延納願を提出し、学長の許可を受けなければなら
ない。

	 ２　許可された者の延納の最終期日は、前期は５月31日、後期は11月30 日とする。

（休学者の授業料）
第33条	 休学者の休学期間中の授業料は免除する。ただし、休学期間中は別表第２に定める在籍料を納めな

ければならない。
	 ２　計算の結果生じた100 円未満の端数は、四捨五入する。

（納付金の還付）
第34条	 一旦納付した納付金は、次の各号に掲げる場合を除き還付しない。
	 	 （１）公募制推薦入学試験、一般入学試験及び大学入学共通テスト利用入学試験において、入学

手続き時に授業料を納付した者が、入学年度の前年度の３月 31 日までに入学を辞退した
場合

	 	 （２）前条の定めに該当した場合

第７章　科目等履修生及び研究生

（科目等履修生）
第35条	 本学の授業科目中、特定の科目について履修を願い出る者があるときは、学長が科目等履修生とし

て学修を許可することがある。
	 ２　科目等履修生の履修料は、授業科目１単位につき20,000 円とする。
	 ３　科目等履修生に対する単位の認定については、第12条を準用する。

（本学則の準用）
第36条	 科目等履修生は、一般学生とともに授業を受けるものとする。
	 ２　科目等履修生には、本学則第２条から第４条、第11条、第14条から第26条、第30条から第33条を

除いて準用する。

（研究生）
第37条	 本学に研究を願い出る者があるときは、教授会の議を経て、学長が許可することがある。
	 ２　研究生に関する規程は、別に定める。

第８章　公開講座

（公開講座）
第38条　本学は、生涯学習の一環として公開講座を開講することができる。
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第９章　賞　　罰

（表彰）
第39条	 次に掲げる各号のいずれかに該当する団体又は学生がいる場合は、学長が表彰することがある。
	 	 （１）人物及び学業の優秀な者
	 	 （２）課外活動又はその他の活動において優秀な成績や業績を修めた者
	 	 （３）地域社会又は国際交流の発展などにおいて社会的貢献を行った者

（懲戒）
第40条	 本学則、諸規程及び命令を守らず学生の本分に反する行為のあった者は、その軽重に従い、教授会

の議を経て、学長がこれを次の各号に掲げる事項により懲戒する。
	 	 （１）訓戒
	 	 （２）謹慎
	 	 （３）停学
	 	 （４）退学
	 ２　前項第４号に掲げる退学は、次に掲げる各号のいずれかに該当する学生に対して行うことができ

る。
	 	 （１）性行不良であって成業の見込がないと認めた者
	 	 （２）学業を怠り成業の見込がないと認めた者
	 	 （３）正当な理由がなくて出席の常でない者
	 	 （４）その他、大学の秩序を乱し、学生の本分に反した者

第 10 章　学生心得

（学生心得）
第41条	 本学の学生は、次の各号に掲げる事項を守らなければならない。
	 	 （１）学生は、人格の本義を認め信念を涵養し、知徳を練磨し人格の完成を期すること
	 	 （２）学生は、敬けんな態度をもって身を処し、人類の福祉に貢献すること
	 	 （３）学生は、自由、自治の本領に立って協力一致して本学学風の振興に努めること
	 	 （４）学生は、諸規則及び命令を守り秩序と静粛とを保つこと
	 ２　学生心得に関する細則は、別に定める。

第 11 章　附属施設

（図書館、薬用植物園及び学生寮）
第42条	 本学に図書館、薬用植物園及び学生寮を附設する。
	 ２　図書館、薬用植物園及び学生寮に関する規程は、別に定める。

第 12 章　自己点検・評価及び情報開示

（自己点検・評価）
第43条	 本学は、その教育研究水準の向上を図り、第１条に定める目的及び社会的使命を達成するため、本

学の教育研究活動等の状況について、自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するものとする。

（情報開示）
第44条	 本学は、学校教育法施行規則（昭和22 年文科省令第11 号）第172 条の２に定めるところにより、

教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知を図ることができる方法によっ
て、積極的に情報開示するものとする。
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第 13 章　本学則の改正

（本学則の改正）
第45条	 本学則の改正は、教授会の議を経て、理事会が決定する。

　附　則
本学則は、2006 年４月１日から施行する。
	 　2007 年４月１日改正
　2008 年４月１日改正
　2008 年５月 21日改正
　2009 年４月１日改正
　2009 年４月 20日改正
　2010 年４月１日改正
　2011 年４月１日改正
　2012 年４月１日改正
　2013 年４月１日改正
　2014 年４月１日改正
　2015 年４月１日改正
　2016 年４月１日改正
　2017 年４月１日改正
　2018 年４月１日改正
　2019 年４月１日改正
　2020 年４月１日改正　
　2021 年４月１日改正　
　2022 年４月１日改正　
	 	 別表第１－１
	 	 別表第１－２　
	 	 別表第２
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神戸薬科大学
履修規程
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神戸薬科大学　履修規程

（目的）
第１条　神戸薬科大学履修規程（以下「本規程」という）は、神戸薬科大学学則（以下「学則」という）

に定めるところにより、神戸薬科大学（以下「本学」という）の課程を修得するうえで必要な事
項を定め、学生は、学則に定めるもののほか、本規程に定めるところにより課程を履修しなけれ
ばならない。

（授業科目の受講）
第２条　学生は、授業科目が配当されている学年次に進級しなければ、その授業科目を受講することはで

きない。
	 ２　病院実習、薬局実習は、薬学共用試験に合格した者でなければ受講できない。

（履修の登録）
第３条　学生は、履修しようとする選択科目について所定の期日までに履修登録を行わなければならない。

ただし、必修科目については、履修登録の必要はない。
	 ２　履修登録期間に正当な理由なく登録をしない者は、当該年次の選択科目を履修することができな

い。
	 ３　第１項に定める必修科目の履修登録において、本規程第 14 条第１項に定める留年学生及び再履

修すべき科目がある者は、当該履修すべき科目を自らの責任で登録しなければならない。

（単位の修得）
第４条　各授業科目の単位は、その授業時間数の３分の２以上出席し、所定の試験に合格して修得するも

のとする。ただし、授業科目によっては、他の方法によることがある。授業科目及び単位は、「授
業科目及び単位年次配当表」による。

（試験の種類）
第５条　試験の種類は、定期試験、追試験、再試験、４年次特別臨時試験及び臨時試験とする。

（成績の表示）
第６条　成績は、学則第 13 条の定めにより秀、優、良、可、不可をもって表示する。成績は、試験及び

学習成果を総合的に評価して認定する。秀（100 ～ 90 点）、優（89～ 80 点）、良（79～ 70 点）、
可（69～ 60 点）を合格、不可（59～ 0点）を不合格とする。

	 ２　２期にわたって配当されている授業科目の成績については、最終期に判定する。

（定期試験）
第７条　定期試験とは、各期の授業終了後に行う試験をいう。
	 ２　定期試験を受験する者は、所定の期日までに授業料を納入しなければならない。
	 ３　科目によっては、定期試験を行わないことがある。

（追試験）
第８条　追試験とは、定期試験を次に掲げる各号のいずれかに該当する理由により欠席した者に対して行

う試験をいう。
	 	 （１）傷病（医師の診断書のあるもの）
	 	 （２）２親等までの親族又は親権者の死亡
	 	 	 ①父母の場合　　　　　　　　７日以内
	 	 	 ②祖父母・兄弟姉妹の場合　　３日以内
	 	 	 ③親権者の場合　　　　　　　７日以内
	 	 （３）その他、やむを得ない理由
	 ２　定期試験を前項の理由で受験できなかった者のうち追試験を希望する者は、追試験願を提出しな

ければならない。この場合、教務委員会において内容を審議の上、受験を許可する。
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	 ３　追試験願の提出期限は、当該試験期間の最終日から５日以内とする。
	 ４　追試験を受験する者は、所定の期日までに追試験受験登録を行わなければならない。
	 ５　追試験は、原則として前期授業科目については前期に、後期授業科目については後期に行う。た

だし、第４～６年次の追試験の時期は、その都度決める。
	 ６　追試験の成績は、優、良、可、不可をもって表示する。
	 ７　科目によっては、追試験を行わないことがある。

（再試験）
第９条　再試験とは、定期試験において不合格となった者及び定期試験を欠席した者のうち、第８条第１

項に該当しない者に対して行う試験をいう。再試験を受験する者は、所定の期日までに再試験受
験登録を行わなければならない。

	 ２　再試験は、原則として前期授業科目については前期に、後期授業科目又は最終期が後期に配当さ
れた授業科目については後期に行う。ただし、第４～６年次の再試験の時期は、その都度決める。

	 ３　再試験に合格した者の成績は、すべて可をもって表示する。
	 ４　科目によっては、再試験を行わないことがある。
	 ５　定期試験を無断で欠席した者は、再試験を受験することができない。

（４年次特別臨時試験）
第10条	 ４年次特別臨時試験とは、４年次に配当する必修科目において追試験、再試験を不合格となった者

及び欠席した者に対して行う試験をいう。ただし、定期試験又は追試験、再試験を第８条第１項に
該当しない理由で欠席した者は、４年次特別臨時試験を受験することはできない。４年次特別臨時
試験を受験する者は、所定の期日までに４年次特別臨時試験受験登録を行わなければならない。

	 ２　４年次特別臨時試験の受験科目数は２科目以下とする。必修科目が３科目以上未修得の場合は、
すべての４年次特別臨時試験を受験することができない。

	 ３　４年次特別臨時試験の実施時期は、その都度決める。
	 ４　４年次特別臨時試験に合格した者の成績は、すべて可をもって表示する。
	 ５　科目によっては、４年次特別臨時試験を行わないことがある。

（臨時試験）
第11条	 臨時試験とは、自然災害などやむを得ない事由により通常の試験が実施できなかった時に行う試

験をいう。

（薬学共用試験）
第12条	 ４年次の所定の期間に、薬学共用試験（CBT、OSCE）を行う。
	 ２　病気などやむを得ない理由により、薬学共用試験の本試験を受験できなかった者に対して所定の

期日に追試験を行う。
	 ３　薬学共用試験の本試験の結果、不合格になった者に対して、所定の期日に再試験を行う。

（進級基準）
第13条	 進級が認められる者は、本条各項に定める条件を満たした者でなければならない。
	 ２　第１年次で次の各号に掲げる条件をすべて満たした者でなければ、第２年次の課程を履修するこ

とはできない。
	 	 （１）	１年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
	 	 （２）	１年次において、必修講義科目の未修得単位数が４単位以下の者
	 ３　第２年次で次の各号に掲げる条件をすべて満たした者でなければ、第３年次の課程を履修するこ

とはできない。
	 	 （１）	２年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
	 	 （２）	２年次終了時までに、教養教育科目の選択科目合計８単位以上を修得した者
	 	 （３）	２年次において、必修講義科目の未修得単位数が４単位以下の者
	 	 （４）	１年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者
	 ４　第３年次で次の各号に掲げる条件をすべて満たした者でなければ、第４年次の課程を履修するこ

とはできない。
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	 	 （１）	３年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
	 	 （２）	３年次において、必修講義科目の未修得単位数が４単位以下の者
	 	 （３）	２年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者
	 ５　第４年次で次の各号に掲げる条件をすべて満たした者でなければ、第５年次の課程を履修するこ

とはできない。
	 	 （１）	４年次において、必修科目の単位をすべて修得した者
	 	 （２）	３年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者
	 ６　第５年次で次の各号に掲げる条件を満たした者でなければ、第６年次の課程を履修することはで

きない。
	 	 （１）	５年次において、必修科目の単位をすべて修得した者
	 	 （２）	前号に対して、成績評価について特別事情を認めた者
	 ７　本条は、2016 年度から実施しているカリキュラムに該当する学生に適用する。

（進級基準）
第13条の２	 進級が認められる者は、本条各項に定める条件を満たした者でなければならない。
	 ２　第１年次で次の各号に掲げる条件をすべて満たした者でなければ、第２年次の課程を履修するこ

とはできない。
	 	 （１）１年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
	 	 （２）１年次終了時までに、教養教育科目の選択科目合計６単位以上を修得した者
	 	 （３）１年次において、必修講義科目の未修得単位数が３単位以下の者
	 ３　第２年次で次の各号に掲げる条件をすべて満たした者でなければ、第３年次の課程を履修するこ

とはできない。
	 	 （１）２年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
	 	 （２）２年次において、必修講義科目の未修得単位数が4.5 単位以下の者
	 	 （３）１年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者
	 ４　第３年次で次の各号に掲げる条件をすべて満たした者でなければ、第４年次の課程を履修するこ

とはできない。
	 	 （１）３年次において、必修科目の実習、演習の単位をすべて修得した者
	 	 （２）３年次において、必修講義科目の未修得単位数が4.5 単位以下の者
	 	 （３）２年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者
	 ５　第４年次で次の各号に掲げる条件をすべて満たした者でなければ、第５年次の課程を履修するこ

とはできない。
	 	 （１）４年次において、必修科目の単位をすべて修得した者
	 	 （２）３年次の単位未修得の必修講義科目を再履修し、すべて修得した者
	 ６　第５年次で次の各号に掲げる条件を満たした者でなければ、第６年次の課程を履修することはで

きない。
	 	 （１）５年次において、必修科目の単位をすべて修得した者
	 	 （２）前号に対して、成績評価について特別事情を認めた者
	 ７　本条は、2022 年度から実施しているカリキュラムに該当する学生に適用する。

（留年学生）
第14条	 本学は、第13条及び第13条の２に抵触する学生を留年学生と称する。
	 ２　留年学生の既修得単位は、原則として認める。
	 ３　留年学生の未修得単位に係る授業科目については、原則として再履修し、当該授業科目の定期試験

を受験しなければならない。その成績は、第６条を適用する。
	 ４　留年学生については、審議の上、第２条第１項の定めにかかわらず翌年次科目の履修を認めること

がある。

（試験日程）
第15条	 各試験の日程は、事前に教務課から発表する。ただし、臨時試験はこの限りではない。
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（追試験、再試験及び４年次特別臨時試験受験料）
第16条	 追試験の受験料は無料とする。再試験及び４年次特別臨時試験を受験する者は、所定の期日までに

受験料を経理課に納入しなければならない。受験料が未納の者は、これを受験することができな
い。

	 ２　再試験及び４年次特別臨時試験の受験料は、１科目につき 2,000 円とする。

（不正行為）
第17条	 受験に際し不正行為があった場合は、定期試験、追試験、再試験、４年次特別臨時試験及び臨時試験

にかかわらず、当該学期の既受験科目の成績はすべて不可とし、それ以降の当該学期のすべての試
験を受験停止とする。不正行為を行った者に対しては、学則に従い懲戒を行う。

（受験心得）
第18条	 各試験を受験するときは、必ず机上に学生証又は仮学生証を提示しなければならない。

（退学勧告）
第19条	 病気その他やむを得ない事情がないにもかかわらず、年度GPAが２年連続して1.0 未満となった

者は、学則第25条第２項第３号に掲げるところにより、教授会の議を経て、学長が退学勧告を行う
ことがある。

（規程の改正）
第20条	 本規程の改正は、教授会の議を経て、学長が決定する。

　附　則　
１　本規程は、2006 年４月１日から施行する。
２　第 19条は、2020 年度入学生から適用する。
　2009 年４月	 １日改正
　2010 年４月	 １日改正
　2010 年６月	28 日改正
　2011 年４月	 １日改正
　2012 年４月	 １日改正
　2014 年４月	 １日改正
　2015 年４月	 １日改正
　2016 年４月	 １日改正
　2018 年４月	 １日改正
　2020 年４月	 １日改正
　2022 年４月	 １日改正
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履修要項
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履　修　要　項

授業科目の履修に関して、学則及び履修規程に明示されていない細目はこの履修要項に定めるところによ
ります。
履修について理解できない事項がありましたら、クラス担任や教務課（学生支援センター）に相談してく
ださい。

授業について
Ⅰ．授業科目の区分
	 １．開設する科目は、次のとおり３つに大きく区分されています。
	 	 「基礎教育科目」、「教養教育科目」、「専門教育科目」

	 ２．授業科目は、次のように分類されています。
	 	 必修科目：必ず履修しなければならない科目
	 	 選択科目：各自で選択して履修できる科目

Ⅱ．授　業
	 １．授業を受ける心構え
	 	 大学での修学は、学生個人がそれぞれ勉学の目標を定め、単に授業に出席するだけではなく、予習、

復習等各自が自主的な勉学を行うことが大切です。授業については、積極的姿勢で受講してくだ
さい。

	 ２．授業時間（１時限 100 分）　
	 	 平常の授業は、授業時間割表に従って実施します。

１時限　 9:00 ～ 10:40 ４時限　15:20 ～ 17:00

２時限　10:50 ～ 12:30 ５時限　17:10 ～ 18:50

３時限　13:30 ～ 15:10
	 	 ※一部開始時刻が異なる曜日があります。

　　３．休講・補講・時間割変更・講義室変更
	 	 原則として掲示板（４号館１階ピロティ）で知らせます。場合によっては CampusPlan ポータ

ルでお知らせすることもあります。登校したら掲示板を必ず見るようにしてください。掲示板は
学年ごとに区分されていますが、自分の学年と併せて「全学年」の掲示板も必ず見るようにして
ください。

	 	 （１）	休講
　	 	 	 ①急な休講以外は、１週間前に掲示をします。
　	 	 	 ②休講の掲示がなく担当者が来ない場合は、講義室内のインターホン又は電話で教務課　

　	 　（学生支援センター）に確認してください。
	 	 （２）補講
	 	 	 ①休講となった場合、その他補充講義が必要な場合に行います。
	 	 	 ②実施日時、講義室などに注意してください。
	 	 （３）時間割変更・講義室変更
	 	 	 ①時間割、講義室などの変更がある場合は、掲示します。
	 	 	 ②各学期の全期間にわたって変更する場合の掲示期間は、原則２週間です。
	 	 	 　各自の授業時間割表を訂正してください。
	 	 ※これらの内容は掲示板で知らせますが、CampusPlan ポータルでも同じ内容を配信します。

	 ４．出欠席
	 	 （１）授業に欠席、遅刻しないようにしてください。
	 	 （２）授業時間数の 2/3 以上の出席がない場合は単位認定ができません。
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	 	 （３）ガイダンス等の学校行事に欠席しないようにしてください。
	 	 （４）欠席の届出については次のとおり対応してください。
	 	 	 ①１週間未満の欠席
	 	 	 　・授業担当者へなるべく事前に届け出てください。

・急用（急病）などやむを得ない突発的な欠席は、電話連絡をし、事後速やかに授業担
当者へ届け出てください。

	 	 	 　　（授業担当者から指示がある場合は、指示に従うこと。）
・その他、提出物があるときは、その関係部署まで必ず連絡してください。

	 	 	 ②１週間以上の長期欠席
・クラス担任に申し出て、教務課（学生支援センター）で所定の欠席届用紙を受領して
ください。
・欠席届は必要事項を記入の上（医師の診断書など添付）、本人と保護者が署名捺印し
てクラス担任へ提出してください。
　※医師の診断書を提出する場合は、必ず加療期間を明記してもらうようにしてくださ
い。

	 	 	 ③その他
・大学で協議した結果、やむを得ないと認められた長期欠席については、クラス担任の
指示に従い届け出てください。

Ⅲ．履修登録
	 １．履修上の注意

（１）各自で履修計画を立てることが肝心です。
①授業科目の履修は、学則第11条に示された単位数を学則第8条に定められた単位年次配
当表に従い、履修しなければなりません。
②特に選択科目については、進級要件や卒業要件を充足するよう授業科目の内容をシラバ
ス（授業計画）で確認し、各自でよく考え履修計画を立ててください。

	 	 （２）一度履修登録した科目は変更できません。
	 	 （３）クラス指定された授業科目は、必ず指定された時間に履修しなければなりません。
	 	 （４）特定の授業科目（選択科目）の中には、履修人数を制限する場合があります。
	 	 	 履修方法・履修登録の手続きに十分注意してください。
	 	 （５）同一時限に２科目を重複して履修することはできません。
	 	 （６）各学年次に配当された授業科目は、配当学年次で履修しなければなりません。
	 	 （７）各年次とも留年学生以外は上位学年次の配当科目を履修することはできません。

（８）履修指定をする授業科目は次のとおりです。履修指定された科目又はクラスで履修してく
ださい。

	 	 	 ①習熟度別クラスでの履修
	 	 	 　基礎教育科目：「数学Ⅰ・Ⅱ」教養教育科目：「英語Ⅰ・Ⅱ」

・年度当初に小テストを実施します。その結果により履修クラスを決定し、掲示で指示
します。
・前期試験の結果により、後期から履修クラスの変更もあります。
	 変更がある場合は、担当者から掲示で指示します。　　　　　　　

	 	 	 ②教養教育科目（選択科目）の履修について
・同時並列開講科目の履修は定員制のため、履修希望調査を行います。
・１年次終了時には、教養教育科目の選択科目合計６単位以上を修得しなければ２年次
へ進級することができません。
・履修科目の決定は、掲示で指示します。

	 	 	 ③専門教育科目（選択科目）の履修について
	 「初期体験臨床実習」、「アクティブ・ラボ」、「アイソトープ演習」、「実用薬学英
語」、「海外薬学研修」、「インターンシップ」、「IPW演習」「在宅医療演習」は選
考の上、受講者を決定します。詳細については、掲示で指示します。

	 	 	 ④専門教育科目（選択科目）の単位認定科目について
・「実践薬学」は、本学エクステンションセンター主催の生涯研修プログラムに参加し、
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必要条件を満たせば単位認定を行います。ただし、受講人数に制限を設ける場合があ
ります。
・「語学検定」は本学入学後に受験したTOEIC ® Listening＆Reading　Testまたは
TOEIC ® Listening＆Reading　IPテストのスコアが、必要条件を満たせば単位認定を行
います。　　　　　　

	 	 （９）進級後の再履修科目について
	 	 	 単位未修得の必修講義科目は、再履修しなければなりません。
	 	 	 翌年次に必ず履修登録をしてください。

	 ２．履修登録の手続き方法
	 前期・後期に履修する授業科目を、各自Web システムを利用して登録しなければなりません。

授業科目の登録は、次の要領に従って年度当初に指定された期間内に行ってください。「学生
WEBサービス　CampusPlan ポータル」利用ガイドを参照してください。

	 この登録を怠ると、その年度の授業及び試験を受けることができませんので、十分注意してくだ
さい。（P.22【通告】を参照）

	 （１）必修科目について
全員が必ず履修しなければならない科目であるため、自動的に登録されます。履修登録の
手続きは不要です。

【進級後の再履修科目について】
 必修科目であっても必ず履修登録の手続きが必要です。

	 	 （２）選択科目について
履修計画により適宜選択して履修ができる科目であるため、単位を修得するためには、必
ず履修登録の手続きが必要です。

	 	 （３）履修登録科目の確認について
履修登録科目の確認期間中に、各自Webシステムを利用して確認すること。登録内容に誤
りがある場合は、この期間にWebシステムを利用して修正の登録をしてください。確認期
間後の訂正はできません。

	 	 （４）履修登録科目の取り消しについて
一度受講登録された科目であっても、授業内容が勉強したいものと違っていた、あるいは
履修科目数を減らしたい等の理由により、別に定める履修取り消し期間に、受講の取り消
し手続きを行うことができます。
将来の履修計画を立てたうえで、各自履修取り消し手続きを行ってください。ただし、取
り消し手続きができるのは選択科目に限ります。履修取り消し期間内に手続きを行わな
かった場合、以降の申請は受け付けられません。
※なお、１-（８）- ③ に記載している科目（選考のうえ、受講者を決定している選択科
目）は履修の取り消しはできません。

	 	 （５）履修登録科目の受験について
履修登録された科目は定期試験を受けることができます。（科目によっては定期試験を行
わないことがあります。）
ただし、定期試験の結果において不可となった科目については、指定された期間内に再試
験の受験又は放棄の手続きを行ってください。手続きを怠った場合や期間後の訂正はでき
ません。



22

「履修登録」及び「受験申請」の手続きについて

【　通　告　】
【１】「履修登録」「受験申請」の手続き日は、行事予定表の中であらかじめ通知し

ている。また、手続方法等については掲示で知らせている。掲示内容は変更

されることがあるので、毎日登校時と下校時の２回必ず確認すること。

【２】期限（日時）を厳守すること。期限を過ぎても手続きをしていない場合は、

手続きを放棄したものと判断し、以後は一切受理しない。

	 なお、この場合の呼び出し又は個人的連絡は一切行わない。

【３】やむを得ない理由があって期日までに手続きできない場合は、事前に必ず教

務課（学生支援センター）へ届けること（電話も可）。

【４】一旦受理された「履修登録」、「受験申請」の変更又は取り消しは認めない。

以上、履修登録に限らず、期日指定の提出物についても十分に注意すること。
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Ⅳ．他大学卒業など既修得単位の単位認定
他の大学又は短期大学を卒業あるいは退学し、本学に入学した学生の既修得単位の取扱いについて
は下記のとおりです（学則第 12条第３項）。

	 １．単位認定対象科目
	 	 対象となるのは１～３年次に配当されている基礎教育科目及び教養教育科目で、合計 15 単位を

超えない範囲で認定されることがあります。

	 ２．修業年限について
	 	 単位認定と関連して修業年限の短縮は行いません。

	 ３．申請時期
	 	 入学時の１年次４月とします。

	 ４．申請方法
	 	 以下のものを持って教務課（学生支援センター）に提出し、申し出てください。
	 	 （１）単位認定願（下記の様式例を参考に、各自で作成してください）
	 	 	 注）単位認定を希望する科目を全て記入する。（例：１、２、３年科目）
	 	 （２）成績証明書
	 	 （３）単位認定を申請する科目のシラバス（履修の手引）

	 	 	 ＊詳細については、個別に対応します。

	 〔様式例〕

年 月 日

神戸薬科大学学長殿

１年１クラス 10番
神 薬 花 子
(学籍番号 220001)

単 位 認 定 願

大学に於いて修得いたしました下記の単位につきまして、

単位認定していただきたくよろしくお願いいたします。

記

既修得科目（単位数） 単位認定を申請する本学の科目（単位数）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

合格単位数 単位

以 上
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Ⅴ．授業科目配当表「認定科目」について
教育上有益と認められ、大学教育に相当する水準を有すると認められた学修について、本学におけ
る授業科目の履修とみなし、卒業要件の単位として取り扱われます。認定対象となる科目は次のとお
りです。

	 １．成績評価を行う科目
	 	 「語学検定」1単位（選択）専門教育科目

	 ２．成績評価を行わない科目
	 	 「実践薬学」1.5 単位（選択）専門教育科目

試験について
Ⅰ．試験の種別

履修規程第５条のとおり試験は定期試験、追試験、再試験、4年生次特別臨時試験並びに臨時試験
があります。試験については履修規程第７～ 11 条を熟読し、周到な準備と厳正な態度で臨むことが
肝要です。
各試験の日程表は、教務課（学生支援センター）で全員に配布します。
配布期間については掲示で発表します。ただし、発表後に日程変更があれば、掲示で知らせます。
試験をやむを得ず欠席する場合には、必ず試験開始時刻までに教務課に電話で連絡してください。
これを守れない場合は無断で欠席したものとします。

	 １．定期試験（履修規程第７条）
	 	 前期（７月）と後期（１月）に、年２回実施します。なお、実施期間については、各学期行事予

定表で通知します。
＊平常点、授業中等に行う試験、小テスト、又は試験の代わりにレポート提出を求められる場合
もありますので、日頃から授業中での指示及び掲示に十分注意してください。科目によっては、
定期試験を行わないことがあります。シラバス（授業計画）に記載している成績評価方法を熟
知しておいてください。

	 ２．追試験（履修規程第８条）
	 	 追試験とは傷病（医師の診断書のあるもの）、２親等までの親族又は親権者の死亡（父母の場合

７日以内、祖父母・兄弟姉妹の場合３日以内、親権者の場合７日以内）、その他やむを得ない理
由で定期試験を受験できなかった者に対して行う試験です。

	 	 実施期間については、各学期行事予定表で通知します（追試験と再試験は同時に実施します）。
科目によっては、追試験を行わないことがあります。シラバス（授業計画）に記載している成績
評価方法を熟知しておいてください。

	 《追試験願の申請について》
＊ CampusPlan ポータルシステム内、キャビネットに様式が保存されているため、申請者はダ
ウンロードして記入する。
＊所定の欄へ記入後、欠席の理由（医師の診断書等）を添えてクラス担任に提出する。
＊クラス担任に押印してもらった後、当該試験期間の最終日から５日以内に教務課（学生支援セ
ンター）へ提出する。
＊追試験願提出後、受験許可された者は公示されるので、確認すること。
＊医師の診断書を提出する場合は、必ず加療期間を明記しておくこと。

	 ３．再試験（履修規程第９条）
	 	 定期試験において不合格となった者及び定期試験を欠席した者のうち追試験（履修規程第８条）

に該当しない者に対して行う試験です。実施期間については、各学期行事予定表で通知します。
科目によっては、再試験を行わないことがあります。シラバス（授業計画）に記載している成績
評価方法を熟知しておいてください。

	 	 定期試験を無断で欠席した者は、受験することができません。
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	 ４．4年次特別臨時試験（履修規程第 10条）
	 	 4 年次に配当する必修科目において追試験、再試験を不合格となった者及び欠席した者に対して

行う試験です。受験科目数は２科目以下とし、必修科目が３科目以上未修得の場合は、すべての
４年次特別臨時試験を受験することができません。実施時期は、担当者及び教務課（学生支援セ
ンター）から伝達及び掲示で知らせます。科目によっては、４年次特別臨時試験を行わないこと
があります。

	 	 定期試験、追再試験を無断で欠席した者は、受験することができません。

	 ５．臨時試験（履修規程第 11条）
	 	 自然災害などやむを得ない事由により通常の試験が実施できなかった時は臨時試験を実施します。

その時は担当者及び教務課（学生支援センター）から伝達及び掲示で知らせます。

Ⅱ．追再試験及び 4年次特別臨時試験の受験と放棄手続
	 １．追試験の受験手続
	 	 受験を許可された者は、公示します。Web システムを利用して、受験手続きをしてください。

手続の日程については、各学期行事予定表で通知します。

	 ２．再試験の受験と放棄手続
（１）定期試験結果発表後、Webシステムを利用して受験手続きをしてください。
（２）受験を放棄する場合は、Webシステムを利用して放棄の手続きをしてください。
（３）一旦申請した受験又は放棄の手続きの変更や取り消しは認められません。
（４） 手続の日程については、各学期行事予定表で通知します。
（５）受験申請後、所定の期日に経理課へ受験料（１科目 2,000 円）を納入してください。

	 ３．	４年次特別臨時試験の受験
	 	 再試験に準じて手続きをしてください。

＊受験の手続きについては P.22【通告】のとおりですので、各自が責任をもって手続きを怠らな
いようにしてください。

	
Ⅲ．受験の注意事項
	 １．試験の受験資格

（１）受験できる科目は、「履修規程」による定められた手続きを行った科目に限ります。
（２）「学生証」を提示しない者は受験できません。「学生証」を忘れた場合は、学生課（学生支

援センター）が発行した仮学生証を携帯して受験してください（履修規程第 18条）。
（３）定期試験は、授業料が未納の者は受験できません（履修規程第７条第２項）。
（４）再試験及び 4年次特別臨時試験は、受験料が未納の者は受験できません（履修規程第 16条

第１項）。

	 ２．受験に関する注意事項
（１）試験時間は、原則 60分である。
（２）指定された試験室で受験すること。
（３）座席は「座席表」にて指定している。監督者の指示に従い着席すること。
（４）「学生証」は、机上に提示すること。
　　試験開始後の「学生証」不携帯は、受験が無効となる場合があるので試験終了後、直ちに
教務課（学生支援センター）まで出頭すること。

（５）体調不良等で途中退席が予想される場合やハンカチ又はティッシュ等を使用する場合は、
できるだけ事前に教務課（学生支援センター）に申し出ておくこと。後は監督者の指示に
従うこと。

（６）医務室受験はできない。
（７）試験の欠席は、必ず事前に教務課（学生支援センター）へ連絡すること。
（８）試験開始 10分経過後は受験できない。
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（９）試験終了時間まで退場は一切認めない。ただし、科目によっては試験開始 25分経過後から
試験終了時間 10 分前までに限り、退場を認める場合がある。（一旦退場した者は再入場で
きない）

（10）筆記用具（鉛筆、シャープペンシル、消しゴム、定規類）以外のものは、各自の足元に置くこと。
また、試験開始後は筆記用具の貸借はしてはならない。

（11）事前に「持ち込み許可」の掲示が出された科目のみ、許可された物を机上に置くことができる。
ただし、試験開始後は持ち込みを許可されたものの貸借はしてはならない。

（12）英和訳、記憶装置等の特別な機能付きの計算機や時計等は持ち込むことができない。
（13）携帯電話の電源は、必ず切っておくこと。

	 ３．試験問題等に関する注意事項
（１）配付される試験用紙は、１種１枚ずつしか取ってはいけない。
（２）答案には直ちに、「学籍番号」「学年」「クラス」「出席番号」「氏名」を必ず記入すること。

未記入の場合及び記入間違いがあった場合は、科目によっては減点や無効となることがあ
る。十分注意し、必ず再確認をすること。

（３）試験科目によって問題形式が多様なため、試験開始前の監督者による注意事項を必ず確認
すること。

（４）答案の提出は監督者の指示に従い、所定の場所に提出すること。一度提出した答案は加筆
訂正できない。

（５）答案を試験室外に持ち出してはいけない。一度持ち出したものは当該科目の受験が無効と
なる。

（６）マークカード方式の試験科目があるため、全科目、ＨＢの鉛筆とプラスチック消しゴムを
持参すること。

（７）マークカード方式の試験で、学籍番号のマーク記入間違い及び未記入は、氏名の未記入と
して取り扱う。科目によっては減点や無効となることがある。

      十分注意し、必ず再確認をすること。
（８）試験問題における誤字、誤植に関する質問・確認は試験時間中に行うこと。
	 試験時間終了後の誤字、誤植に関する問合せには一切応じない。

	 ４．不正行為
（１）不正行為とは

①持ち込みを許可されていないものを持ち込んで使用すること。
②持ち込み許可の物や筆記用具を貸借すること。
③カンニングペーパーなどを用意すること。
④他人の答案をのぞき見て写しとったり、写させたりすること。
⑤試験内容について私語をすること。
⑥配付されたもの以外の机上や手などへの書き込みや、疑われるような行動をすること。
⑦試験中や試験終了後から答案回収までの間に、携帯電話、スマートフォン・スマート
ウォッチなどの電子機器類を身に着ける又は取り扱うこと。
※「以上に類する行為をすること」、「監督者の指示に従わない行為をすること」なども
不正行為に該当するとみなされますので、注意してください。

（２）不正行為に対する処置（履修規程第 17条）
①監督者が不正行為と判断したときは、直ちにその学生に試験の停止を命じる。
②不正行為をした場合は、試験の種別にかかわらず、当該学期の既受験科目の成績はすべ
て不可とし、それ以降の当該学期のすべての試験を受験停止とする。
③不正行為を行った者に対しては、学則に従い懲戒を行う。

成績について
Ⅰ．成績評価

定められた授業の講義、演習、実習、実技等に出席し、試験及びレポート等の提出により学習成果
を総合的に評価し単位の認定をします。

	 １．成績の表示（学則第 13条）
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成績は秀、優、良、可、不可をもって表示し、「秀」、「優」、「良」、「可」を合格、「不可」を不
合格とします。
また、本学の成績はGPA（Grade Point Average）制度を導入し、成績評価を行っています。
所定の試験を受験しなかったり、授業に出席しなかったときなどは、評価の対象にならない場
合があります。

	 ２．GPA（Grade Point Average）制度
GPA制度とは、各授業科目の成績を５段階（秀、優、良、可、不可）で評価し、各成績評価
段階に 4.0 ～ 0.0 の評点（グレード・ポイント）を付与して、１単位あたりの評点平均値（グレー
ド・ポイント・アベレージ）を算出する制度です。
GPA制度は単位数という学修の「量」だけでなく、成績評価に基づく「質」を問うものです。
GPAにより、学期毎の学修の成果がより明確となり、自らの履修管理に責任を持ち、履修する
科目を自主的に、意欲的に学修することを目的としています。更に、各自の努力目標が具体的に
なることなどを狙いとしています。
なお、GPAは学習指導に用いられる他、ゼミ配属や奨学金などの様々な選考基準として採用
しています。GPAは成績表及び保護者宛の成績通知書に記載します。

	 	 GPAの算出方法は次のとおりです。

区　分 評　価 成績評価基準
GPA

GP

合格

秀 100～90点 4.0

総履修登録単位
数を、分母とし
て計算します。

優 89～80点 3.0

良 79～70点 2.0

可 69～60点 1.0

不合格 不可 59～0点
0.0

評価不能 欠席等
試験未受験等により評価
できないもの

受験放棄 放棄
追再試験の受験届におい
て放棄の手続きをしたも
の

GPA計算対象外

単位認定 認定
転編入学や他大学等で修
得した科目を本学の単位
として認定したもの

（注１）追試験の評価は優、良、可、不可をもって表示する。
（注２）再試験の評価は可、不可をもって表示する。

【GPA算出方法】

GPA=　4.0×秀の修得単位数+3.0×優の修得単位数+2.0×良の修得単位数+1.0×可の修得単位数
　	 	 　　　　　　　総履修登録単位数（不可・欠席等の単位数を含む。）

（注１）「放棄」、「認定」の科目は、計算式に含みません。また、薬学共用試験など卒業所要単
位に算入しない科目は、GPAの算出の対象としません。

（注２）GPAは、追再試験終了後の最終評価を用いて算出します。
（注３）GPAは、小数点第３位を四捨五入し、小数点第２位までの数値で算出します。

Ⅱ．成績発表（「学生の手引」学生心得細則第 10条参照）
	 １．発表方法について
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（１）試験ごとにWebシステムにより発表します。発表日については行事予定表及び掲示で知ら
せます。

（２）各期の追再試験成績発表後、保護者宛に「成績通知書」を送付します。

	 ２．成績結果の問い合わせについて
	 	 成績発表日翌日から、10日以内まで授業科目担当者に成績を問い合わせることが可能です。

留年学生について
それぞれ適用されているカリキュラムに基づく進級基準（履修規程第 13 条又は第 13 条の 2）に規定
する学年ごとの進級要件を充足しなかった場合は留年となります。
Ⅰ．科目の履修
	 　留年学生の履修は、履修規程第 14条の規定を適用します。
	 １．留年した学年次における未修得科目の履修について

（１）未修得科目が必修科目の場合は、必ずその科目を再履修しなければなりません。すなわち、
その科目の授業に再び出席し、定期試験から受験しなければなりません。

（２）未修得科目が選択科目の場合は、必ずしもその科目を再履修する必要はありません。ただし、
進級要件又は卒業要件単位数不足の場合は、再履修するか、新たな選択科目を履修しなけ
ればなりません。

	
	 ２．留年した学年次における翌年次科目の履修について

（１）履修許可条件及び単位認定について
①下記5項目に基づき、審議の上、履修を認めることがあります。
・履修にあたっては、上記１で再履修又は新規履修科目が決定した後、時間割上で重複し
ない科目に限る。
 ・当該クラスで受講できる科目であること。
 ・履修を希望する科目担当者の許可が得られた科目であること。
 ・許可科目数は年間5科目を上限とする。
 ・実習（実務実習事前教育を含む）、演習、卒業研究、総合薬学講座は除く。
②単位は、単位修得時に認定します。ただし、翌年次への進級要件には単位加算はしませ
ん。
③単位修得科目は、再履修も可能です。再履修の結果によっては、成績評価の高い方を最
終成績とします。
④単位を修得できなかった場合は、その学年次進級後に改めて履修しなければなりません。

（２）科目履修願の手続について
①留年学生の履修ガイダンスにおいて、翌年次科目の履修について説明します。
②「科目履修願」を所定の期日までに、教務課（学生支援センター）へ提出しなければな
りません。
③審議の上、履修許可された科目については、履修登録をしなければなりません。

Ⅱ．履修登録
	 １．必修科目について
	 	 未修得科目はすべて履修登録の手続きをしなければなりません。

	 ２．選択科目について　
	 	 単位を修得するためには、必ず履修登録の手続きが必要です。

	 ３．上位学年の科目について
	 	 履修許可された科目についてのみ、履修登録することができます。

	 ４．履修登録科目の確認について
（１）履修登録科目の確認期間を設けるので、Webで登録確認を行ってください。
（２）登録内容に誤りがある場合は、この期間に申し出てください。
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（３）確認期間後の訂正はできません。

	 ５．履修登録科目の受験について
	 	 （１）履修登録された科目は定期試験を受けることができます。

（２）定期試験で、不可となった科目については、所定の期間内に再試験の受験又は放棄の手続
きを行ってください。

	 	 （３）手続きを怠った場合や期間後の訂正はできません。

薬学共用試験について（履修規程第 12 条）
薬学共用試験とは、長期実務実習（5年次通年「病院実習（11 週間）」、「薬局実習（11 週間）」を履修
するために必要な知識、技能及び態度が備わっているかを評価する試験です。この試験に合格しなければ、
長期実務実習（病院実習・薬局実習）を履修することができません。
また、薬学共用試験には、CBT（Computer- Based Testing）とOSCE（Objective Structured Clinical 
Examination）という 2種類の試験があります。
「CBT」とはコンピュータを使用して知識を評価します。具体的にはコンピュータによりランダムに出題
される問題を解答します。全員が同じ問題を解くわけではありません。
「OSCE」とは技能、態度を評価する客観的臨床能力試験です。本学の総合教育研究センター臨床部門に
おいて、模擬薬局、調剤室、演習室、講義室等を利用し、「患者応対、薬剤の調製（１）、薬剤の調製（２）、
調剤鑑査、無菌操作の実践、情報の提供」の６つのステーションを順次巡回する形式で臨床能力を評価す
る試験を行う予定です。各ステーションで１人１人の学生に対して「試験」が行われます。

	 （薬学共用試験の実施時期）
薬学共用試験（CBT、OSCE）は、４年次後期に行います。
　試験の実施時期は、次のとおり予定しています。
　・薬学共用試験（CBT） ：本試験（１月）、追再試験（３月）
　・薬学共用試験（OSCE）：本試験（12月）、追再試験（２月）
　なお、5年次に進級できない学生は、CBT、OSCE を受験できません。

	 （薬学共用試験に不合格となった場合）
薬学共用試験「CBT」と「OSCE」の２種類の試験に合格しなければ、５年次「病院実習」、「薬局実習」
を履修できません。薬学共用試験合格の有効期限は１年間ですので、翌年度にあらためて「CBT」と「OSCE」
の両方を再受験しなければなりません。
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「学生 WEB サービス CampusPlan ポータル」 利用ガイド 

             

- 1 - 

—始めにー 

CampusPlan ポータル（以下「ポータル」といいます）では、学校からのお知らせ、授業に関するお

知らせの受信や、履修登録、追再試験の受験申請、時間割・プリント配布状況の確認、オンデマンド講

義の受講など、学校生活を送る上で必要となる情報を受け取れるサービスです。一日一度はログインし

て新たな情報が入っていないか確認するようにしましょう。 

 

１．ログイン 

（１） 大学のホームページより、「学生教職員ポータル」をクリックし、「CampusPlan」をクリックし

ます。 

 

（２） ログイン画面が表示されますので、ID とパスワードを入力し、ログインを押します。ID、パスワ

ードは 1 年生「情報リテラシー」の初回授業で配布します。忘れた場合は情報支援室（１１号館

２階）まで 

 

（３） メインメニューが表示されます。（下図 ホーム画面 PC 版） 

 

『通常のお知らせ』と『授業に関するお知らせ』の２種類があります。新着のお知らせは１週間経過す

ると表示されなくなりますが、「お知らせ一覧」から過去のお知らせを見ることができます。 
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「学生 WEB サービス CampusPlan ポータル」 利用ガイド 
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２．お知らせ等のメール転送設定について 

お知らせをメールアドレスに転送することができます。大学から大切な連絡が入りますので、必ず転送

設定を行ってください。ホーム画面の右上の黒塗り（赤丸の箇所）のところにはご自身の名前が表示さ

れます。そこをクリックすると下のページへ移動します。 

 

「変更する」の『□』をクリックすると編集が可能になります。 

※必ず一つは登録してください。 

 

「変更する」をクリックすると記入したアドレスに確認メールが送信されますので、必ず受信している

ことを確認してください。 
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「学生 WEB サービス CampusPlan ポータル」 利用ガイド 
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３．履修時間割について 

履修登録している科目が下図のように表示されます。科目名をクリックすると WebClass のオンライン

授業ページに移動します。 

 

または、「履修・成績・就職」をクリックすると下図のとおりプルダウンが出てきますので、WebClass

をクリックすると WebClass のオンライン授業ページに移動します。 

 

《WebClass のオンライン授業ページ》 

 

《WebClass とは》 

講義動画の掲載や課題の提示、小テストの実施など非対面で

授業を実施できるオンラインツールです。 
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「学生 WEB サービス CampusPlan ポータル」 利用ガイド 
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４．時間割とプリント配布状況のお知らせについて 

ポータルのメインメニュー下部の【指定リンク】内に、時間割表とプリント配布一覧を掲示しています。 

 

・時間割表 

休講・補講については、ポータルにある休講補講一覧でも確認はできますが、イベントや行事について

は時間割表で確認してください。 

 

画面下のシートで週ごとに作成していますので、見たい日の週をクリックしてください。 

 

・プリント配布一覧 

プリント教材の配布状況をお知らせしています。 
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「学生 WEB サービス CampusPlan ポータル」 利用ガイド 
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５．成績の確認と WEB 履修申請 

 ・履修申請、履修取消は指定期間内に WEB システムから行います。 

 ・必修科目は予め登録していますので時間割画面上に表示されています。皆さんは必修再履修科目と 

選択科目の履修申請を行ってください。（留年生は必修を含む全科目を履修申請してください） 

 ・履修者の選考を行う科目は履修申請できません。選考後、教務課で履修登録を行います。なお、選

考後は履修取消ができません。選考方法については掲示板で確認してください。 

 ・時間割表に掲載されていない科目は「集中講義」に指定していますので注意してください。 

 ・本システムでは必修科目の再履修登録をするため、１コマ当たり２科目までの履修登録を許可して 

います。ただし、再履修科目以外で２科目選択した場合はどちらも履修登録が無効になりますので、 

十分に注意をしてください。 

 

下図の丸をクリックすると CampusPlanWeb サービス画面に移動できます。 

 

 

〇メニューが表示されます。 
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「学生 WEB サービス CampusPlan ポータル」 利用ガイド 
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【1】成績の確認 

「Web 学生カルテ→学生カルテ参照」の順にクリックしてください。以下の画面が表示されますので、

画面右側の「成績情報」をクリックしてください。 

 

 

以下の画面が表示されますので、【今年度履修・成績】欄にて、履修した内容を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

この画面で履修確認ができます。 

受講登録をした科目が登録されて

いるか確認してください。 

 

また、成績発表時には、この画面に

成績が表示されます。 
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「学生 WEB サービス CampusPlan ポータル」 利用ガイド 
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なお、当画面からは前年度までの全成績や修得単位数、GPA なども確認できます。 

 

 

進級要件・卒業要件における『判定用単位数』とは、『現在履修中の科目を修得できたものとして』計算

し、不足単位数を提示しています。 
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「学生 WEB サービス CampusPlan ポータル」 利用ガイド 

             

- 8 - 

【２】WEB 履修申請 

（１） 「メニュー」→「Web 履修申請」→「履修申請（時間割）」の順にクリックしてください。 

以下の画面で履修申請登録を行います。 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

集中講義の入力

はこちら→④へ 

① 履修登録 

枠内の「+」ボタンを

クリックすると、その

時限に開講されてい

る科目のうち、履修可

能な科目が「講義検索

画面」に表示されます

→③へ 

② 履修取消 

③で履修する科目を選ぶと、このような表示となりま

す。この科目を取り消したい場合は、枠内の「-」ボタ

ンをクリックして削除します 

予め登録されている必修科目は「+」

「-」ボタンが表示されず、追加も削

除もできません 

画面をスクロー

ルすると後期分

が表示されます 

③ 講義検索画面 

履修したい科目を選ん

で「選択」ボタンをクリ

ッ ク し て く だ さ い →

（２）へ 

④ 集中講義入力 

時間割表に記載の

ない科目を検索し

て、履修登録して

ください→(２)へ 
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「学生 WEB サービス CampusPlan ポータル」 利用ガイド 
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（２） 履修登録する科目をすべて選択したら、「履修申請（時間割）」画面下の「登録に進む」ボタンを

クリックしてください。 

 

 

（３） 「履修申請確認（時間割）」画面が表示されますので、申請内容を確認し問題なければ「登録」ボ

タンをクリックしてください。 

→ 履修申請チェックが作動しますので、しばらくお待ちください。 

 → 「履修申請チェック（時間割）登録完了」が表示されます。エラー表示の有無に関わらず 

   「履修チェック結果を確認する」ボタンをクリックしてください。 

 

（４） 「履修申請チェック結果（時間割）」画面が表示されます。エラー表示がある場合は画面を下にス

クロールしてエラー内容を確認し、エラーが解消するまで履修申請を繰り返してください。 

→ 履修登録が完了したら、登録内容を PDF ファイルに出力して保管してください。 

 

 

スクロール 

 

 

６．WEB 試験申請 

 ・追再試験の受験申請は指定期間内に WEB システムから行います。 

 ・受験申請の後、指定期間内に受験料を納付して手続き完了です。 

 ・「Web 試験申請」→「試験申請」の順にクリックすると、以下のような申請画面になります。受験 

申請欄の「受験する」「受験しない」を選択して、画面下の「登録」ボタンをクリックしてください。 

最後に「試験申請結果確認」画面で申請結果を確認して終了です。 

 

ここから成績

状況を参照で

きます→(1)へ 

PDF ファイル

出力ボタン 
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以上です。 





カリキュラムマップ
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デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

DP １
医療を担う薬の専門
家として相応しい薬
学に関する十分な知
識、技能を有するこ
と。

DP ２
薬学・医療の進歩
と改善に貢献でき
る科学的思考力、
課題発見能力、問
題解決能力を有す
ること。

DP ３
医療人として相応
しい倫理観と使命
感を有し、患者や
生活者の立場に
立って行動できるこ
と。

DP ４
医療人に必要なコ
ミュニケーション力を
有すること。

DP ５
医療人としての活
動に必要な英語力
を有し、グローバル
化に対応した国際
感覚を有すること。

DP ６
地域の医療、環境衛
生に貢献できる幅広
い知識と見識を有す
ること。

DP ７
生涯にわたって自
己研鑽をし続ける
能力と意欲を有す
ること。

総合薬学講座 ※医療政策倫理 ※語学検定 ※実践薬学

※医薬品開発

※がん薬物療法論

※感染制御学

※IPW演習 ※語学検定 ※在宅医療演習 ※インターンシップ

※海外薬学研修 ※実践薬学

薬物治療学Ⅵ・Ⅶ 薬学的症例解析演習 社会薬学 ※実用薬学英語 ※在宅医療演習 ※インターンシップ

社会保障と医療経済 ※IPW演習 ※語学検定 ※臨床栄養学 ※実践薬学

医療安全学 ※海外薬学研修

薬事関係法規

基礎薬学演習

※総合構造有機化学

天然物化学・生物有機化学 研究リテラシー 医療コミュニケーション 薬学英語 衛生薬学Ⅱ・Ⅲ ※キャリアデザイン講座

医薬品化学 ロジカル思考演習Ⅳ 医療コミュニケーション演習 ※コスモポリタン薬剤師入門 地域保健･プライマリケア論

薬理学Ⅲ・Ⅳ 医薬品化学実習 ※語学検定

薬物治療学Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ 有機分析学実習

医薬品情報学 衛生薬学実習

薬物動態学Ⅰ・Ⅱ 臨床生化学実習

物理薬剤学 臨床薬学実習

製剤学 製剤学実習

調剤学 薬剤学実習

※医療統計学Ⅱ 薬理学実習

※生物物理化学 組織病理学実習

※臨床・薬理・有機推論 ※アイソトープ演習

※アクティブ・ラボ

統計学 ロジカル思考演習Ⅱ・Ⅲ 医療倫理学 英語Ⅲ・Ⅳ 衛生薬学Ⅰ

医療統計学Ⅰ 基礎物理化学実習 医療倫理学演習

物理化学Ⅱ 分析化学実習

放射化学 天然物化学・生薬学実習

分析化学Ⅱ・Ⅲ 細胞生物学実習

有機化学Ⅱ・Ⅲ 物理化学実習

生命科学Ⅱ・Ⅲ 微生物学実習

微生物学 生命科学実習

免疫学 ※アクティブ・ラボ

薬理学Ⅰ・Ⅱ

薬物治療学Ⅰ

臨床生化学

数学Ⅰ・Ⅱ 情報リテラシー ※文化とコミュニケーション 英語Ⅰ・Ⅱ ※現代社会論 薬学入門

サイエンティフィックリテラシーロジカル思考演習Ⅰ ※社会心理学 ※ドイツ語 ※消費者行動論 未来を拓く力

基礎物理化学 基礎実習 ※中国語 ※薬局経営論

基礎有機化学 ※グラフ理論 ※韓国語 ※医薬品企業論

物理化学Ⅰ ※数学トレーニング ※ロシア語 ※生活情報論

分析化学Ⅰ ※論理トレーニング ※アメリカ文化論

有機化学Ⅰ ※初期体験臨床実習 ※日本文化論

生薬学 ※アクティブ・ラボ ※異文化理解

機能形態学Ⅰ・Ⅱ ※近代ヨーロッパ精神史

生命科学Ⅰ ※国際ビジネスコミュニケーション

注1 ) ※は選択科目を示す

神戸薬科大学　カリキュラムマップ（2022）

6
年
次

卒業研究

5
年
次

卒業研究

病院・薬局実習

卒業研究

実務実習事前教育

3
年
次

2
年
次

1
年
次

早期体験学習 早期体験学習

4
年
次
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神
戸

薬
科

大
学

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー

　
ナ

ン
バ

リ
ン
グ
：
学
修
の
段
階
や
順
序
を
表
し
、
教
育
課
程
の
体
系
性
を
明
示
す
る
た
め
、
授
業
科
目
に
ナ
ン
バ
ー
を
付
与
す
る

　
ナ

ン
バ

ー
の
構
成
：
「
分
類
記
号
（
２
）
＋
開
講
学
年
（
１
）
＋
段
階
記
号
（
１
）
＋
通
し
番
号
（
２
）
」
の
６
桁
と
す
る

　
　

分
類

記
号
　
G
E
（
G
e
n
e
r
a
l
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
）
 
 
 
 
 
：
一
般
教
養

段
階
記
号

1
：
基
礎

　
　

　
　

　
　
　
L
A
（
L
a
n
g
u
a
g
e
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
語
学

2
：
応
用

　
　

　
　

　
　
　
P
H
（
p
h
y
s
i
c
s
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
物
理
系

3
：
発
展

　
　

　
　

　
　
　
C
H
（
c
h
e
m
i
s
t
r
y
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
化
学
系

　
　

　
　

　
　
　
B
I
（
b
i
o
l
o
g
y
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
生
物
系

　
　

　
　

　
　
　
H
Y
（
H
y
g
i
e
i
o
l
o
g
y
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
衛
生
系

　
　

　
　

　
　
　
C
L
（
c
l
i
n
i
c
a
l
 
p
h
a
r
m
a
c
y
）
 
 
 
 
 
：
医
療
薬
学
系

　
　

　
　

　
　
　
C
P
（
c
o
m
p
r
e
h
e
n
s
i
v
e
 
p
h
a
r
m
a
c
y
）
：
総
合
薬
学
系

前
　
　
期

後
　
　
期

前
　
　
期

後
　
　
期

前
　
　
期

後
　
　
期

前
　
　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

前
　

　
期

後
　

　
期

C
P
1
1
0
1
薬
学
入
門

C
P
1
1
0
3
未
来
を
拓
く
力

C
L
2
1
0
1
医
療
倫
理
学

C
L
2
2
0
4
医
療
倫
理
学
演
習

C
L
3
1
0
1
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

C
L
3
2
1
1
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

C
L
3
2
1
2
地
域
保
健
･
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
論

C
L
4
2
0
2
社
会
薬
学

C
L
4
2
0
3
社
会
保
障
と
医
療
経
済

C
L
4
2
0
4
薬
事
関
係
法
規

P
H
1
1
0
1
基
礎
物
理
化
学

P
H
1
1
0
2
物
理
化
学
Ⅰ

P
H
2
2
0
1
物
理
化
学
Ⅱ

P
H
2
2
0
5
放
射
化
学

P
H
1
1
0
3
分
析
化
学
Ⅰ

P
H
2
2
0
2
分
析
化
学
Ⅱ

P
H
2
2
0
6
分
析
化
学
Ⅲ

P
H
2
2
0
3
基
礎
物
理
化
学
実
習

P
H
2
2
0
7
物
理
化
学
実
習

P
H
2
2
0
4
分
析
化
学
実
習

C
H
1
1
0
1
基
礎
有
機
化
学

C
H
1
1
0
2
有
機
化
学
Ⅰ

C
H
2
1
0
1
有
機
化
学
Ⅱ

C
H
2
1
0
3
有
機
化
学
Ⅲ

C
H
3
2
0
1
天
然
物
化
学
・
生
物
有
機
化
学

C
H
3
2
0
4
医
薬
品
化
学

C
H
1
1
0
3
生
薬
学

C
H
2
2
0
2
天
然
物
化
学
・
生
薬
学
実
習

C
H
3
2
0
2
医
薬
品
化
学
実
習

C
H
3
2
0
3
有
機
分
析
学
実
習

B
I
1
1
0
1
機
能
形
態
学
Ⅰ

B
I
1
1
0
2
機
能
形
態
学
Ⅱ

B
I
1
1
0
3
生
命
科
学
Ⅰ

B
I
2
2
0
1
生
命
科
学
Ⅱ

B
I
2
2
0
4
生
命
科
学
Ⅲ

B
I
2
2
0
5
生
命
科
学
実
習

B
I
2
2
0
2
微
生
物
学

B
I
2
2
0
6
免
疫
学

B
I
2
2
0
3
細
胞
生
物
学
実
習

B
I
2
2
0
7
微
生
物
学
実
習

H
Y
2
2
0
1
衛
生
薬
学
Ⅰ

H
Y
3
2
0
1
衛
生
薬
学
Ⅱ

H
Y
3
2
0
3
衛
生
薬
学
Ⅲ

H
Y
3
2
0
2
衛
生
薬
学
実
習

C
L
2
1
0
2
薬
理
学
Ⅰ

C
L
2
1
0
5
薬
理
学
Ⅱ

C
L
3
2
0
2
薬
理
学
Ⅲ

C
L
3
2
1
3
薬
理
学
Ⅳ

C
P
4
2
0
4
基
礎
薬
学
演

習

C
L
2
2
0
3
臨
床
生
化
学

C
L
3
2
0
3
臨
床
生
化
学
実
習

C
L
3
2
1
4
薬
理
学
実
習

C
L
2
2
0
6
薬
物
治
療
学
Ⅰ

C
L
3
2
0
4
薬
物
治
療
学
Ⅱ

C
L
3
2
1
5
薬
物
治
療
学
Ⅳ

C
L
4
2
0
5
薬
物
治
療
学
Ⅵ

C
L
4
3
1
1
薬
学
的
症
例

解
析

演
習

C
L
3
2
0
5
薬
物
治
療
学
Ⅲ

C
L
3
2
1
6
薬
物
治
療
学
Ⅴ

C
L
4
2
0
6
薬
物
治
療
学
Ⅶ

C
L
3
2
0
6
薬
物
動
態
学
Ⅰ

C
L
3
2
1
7
薬
物
動
態
学
Ⅱ

C
L
2
2
0
7
医
療
統
計
学
Ⅰ

C
L
3
2
1
8
医
薬
品
情
報
学

C
L
3
2
0
7
物
理
薬
剤
学

C
L
3
2
1
9
製
剤
学

C
L
3
2
2
0
製
剤
学
実
習

C
L
3
2
2
1
薬
剤
学
実
習

C
L
3
2
0
8
調
剤
学

C
L
4
2
0
7
医
療
安
全
学

C
L
3
2
0
9
臨
床
薬
学
実
習

C
L
3
2
2
2
組
織
病
理
学
実
習

Ｇ
　

薬
学

研
究

C
P
3
2
0
3
研
究
リ
テ
ラ
シ
ー

L
A
1
1
0
1
英
語
Ⅰ

L
A
1
1
0
6
英
語
Ⅱ

L
A
2
1
0
1
英
語
Ⅲ

L
A
2
1
0
2
英
語
Ⅳ

L
A
3
2
0
1
薬
学
英
語

L
A
1
1
0
2
※
ド
イ
ツ
語

L
A
1
1
0
3
※
中
国
語

L
A
1
1
0
4
※
韓
国
語

L
A
1
1
0
5
※
ロ
シ
ア
語

G
E
1
1
0
1
数
学
Ⅰ

G
E
1
1
1
2
数
学
Ⅱ

G
E
2
2
0
1
統
計
学

G
E
1
1
0
2
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

G
E
1
1
0
3
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ

ッ
ク

リ
テ

ラ
シ

ー
G
E
1
1
1
3
基
礎
実
習
 

G
E
1
1
0
4
※
論
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

G
E
1
1
1
4
※
グ
ラ
フ
理
論

G
E
1
1
0
5
※
ア
メ
リ
カ
文
化
論

G
E
1
1
1
5
※
数
学
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

G
E
1
1
0
6
※

文
化

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

G
E
1
1
1
6
※
日
本
文
化
論

G
E
1
1
0
7
※
社
会
心
理
学

G
E
1
1
1
7
※
異
文
化
理
解

G
E
1
1
0
8
※
現
代
社
会
論

G
E
1
1
1
8
※
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
史

G
E
1
1
0
9
※
消
費
者
行
動
論

G
E
1
1
1
9
※
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

G
E
1
1
1
0
※
医
薬
品
企
業
論

G
E
1
1
2
0
※
薬
局
経
営
論

G
E
1
1
1
1
※
生
活
情
報
論

C
P
1
1
0
4
ロ
ジ
カ
ル
思
考
演
習
Ⅰ

C
P
2
1
0
1
ロ
ジ
カ
ル
思
考
演
習
Ⅱ

C
P
2
2
0
2
ロ
ジ
カ
ル
思
考
演
習
Ⅲ

C
P
3
2
0
1
ロ
ジ
カ
ル
思
考
演
習
Ⅳ

C
H
6
3
0
1
※

医
薬

品
開

発

C
L
3
2
1
0
※
医
療
統
計
学
Ⅱ

P
H
3
3
0
2
※
生
物
物
理
化
学

L
A
4
3
0
1
※
実
用
薬
学
英
語

C
L
6
3
0
1
※

が
ん

薬
物

療
法

論

P
H
3
3
0
1
※
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
演
習

C
P
3
2
0
4
※
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座

C
H
4
3
0
1
※
総
合
構
造
有
機
化
学

C
L
6
3
0
2
※

医
療

政
策

倫
理

C
P
3
2
0
2
※
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
薬
剤
師
入
門

P
H
3
3
0
3
※
臨
床
・
薬
理
・
有
機
推
論

C
L
4
3
1
0
※
臨
床
栄
養
学

C
L
6
3
0
3
※

感
染

制
御

学

Ｃ
１

、
２

　
薬

学
基

礎
（
物
理
）

１
　
　
　
　
年

２
　
　
　
　
年

３
　
　
　
　
年

６
　

　
　

　
年

Ａ
　

基
本

事
項

C
L
4
3
0
1
※

I
P
W
演

習

C
L
1
1
0
1
※
初
期
体
験
臨
床
実
習

Ｂ
　

薬
学

と
社
会

４
　
　
　
　
年

５
　

　
　

　
年

Ｆ
　

薬
学

臨
床

C
L
5
3
0
1
病

院
実

習

C
L
1
1
0
2
早
期
体
験
学
習

C
L
4
2
0
8
実
務
実
習
事
前
教
育

C
L
5
3
0
2
薬

局
実

習

Ｃ
３

～
５

　
薬

学
基

礎
（
化
学
）

Ｃ
６

～
８

　
薬

学
基

礎
（
生
物
）

Ｄ
　

衛
生

薬
学

Ｅ
　

医
療

薬
学

C
P
6
3
0
1
総

合
薬

学
講

座

　
（

※
は

選
択

科
目

・
大

学
独

自
科

目
を

示
す

）

C
P
4
3
0
1
卒

業
研

究

薬
学

準
備

教
育

薬
学

ア
ド

バ
ン
ス
ト
教
育

C
L
4
3
0
9
※

在
宅

医
療

演
習

L
A
3
2
0
2
※

語
学

検
定

L
A
4
3
0
2
※

海
外

薬
学

研
修

C
P
4
2
0
2
※

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

C
P
1
1
0
2
※
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ボ

C
P
4
3
0
3
※

実
践

薬
学

44



授業科目及び
単位年次配当表

1年次生適用
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2022カリキュラム (9.14教授会資料)

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

数学Ⅰ　 1.5 1.5

数学Ⅱ　 1.5 1.5

統計学 1.5 1.5

情報リテラシー 1.5 1.5 演習科目

サイエンティフィックリテラシー 1.5 1.5

基礎物理化学 1.5 1.5

基礎有機化学 1.5 1.5

薬学英語 1.5 1.5

12 7.5 1.5 1.5 0 1.5 0 0 0 0 0 0 0

英語Ⅰ 1.5 1.5

英語Ⅱ　 1.5 1.5

英語Ⅲ 1.5 1.5

英語Ⅳ　 1.5 1.5

6 1.5 1.5 1.5 1.5 0 0 0 0 0 0 0 0

ドイツ語 1.5 1.5

中国語 1.5 1.5

韓国語 1.5 1.5

ロシア語 1.5 1.5

グラフ理論 1.5 1.5

数学トレーニング 1.5 1.5

論理トレーニング 1.5 1.5

アメリカ文化論 1.5 1.5

日本文化論 1.5 1.5

異文化理解 1.5 1.5

文化とコミュニケーション 1.5 1.5

近代ヨーロッパ精神史 1.5 1.5

国際ビジネスコミュニケーション 1.5 1.5

社会心理学 1.5 1.5

現代社会論 1.5 1.5

消費者行動論 1.5 1.5

薬局経営論 1.5 1.5

医薬品企業論 1.5 1.5

生活情報論 1.5 1.5

28.5 18 10.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

薬学入門 1.5 1.5

未来を拓く力 1.5 1.5

医療倫理学 1.5 1.5

医療統計学Ⅰ 1.5 1.5

医療コミュニケーション 1.5 1.5

物理化学Ⅰ 1.5 1.5

物理化学Ⅱ 1.5 1.5

放射化学 1.5 1.5

分析化学Ⅰ 1.5 1.5

分析化学Ⅱ 1.5 1.5

分析化学Ⅲ 1.5 1.5

有機化学Ⅰ 1.5 1.5

有機化学Ⅱ 1.5 1.5

有機化学Ⅲ 1.5 1.5

生薬学 1.5 1.5

天然物化学・生物有機化学 1.5 1.5

医薬品化学 1.5 1.5

授業科目及び単位年次配当表

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考1年 2年 3年 4年 5年 6年

基
礎
教
育
科
目

必
　
修

小　　　計　

教
養
教
育
科
目

必
　
修

小　　　計　

選
　
択

小　　　計　

 
 
 
 
 
 
 
 

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

必
　
修
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2022カリキュラム (9.14教授会資料)

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考1年 2年 3年 4年 5年 6年

機能形態学Ⅰ 1.5 1.5

機能形態学Ⅱ 1.5 1.5

生命科学Ⅰ 1.5 1.5

生命科学Ⅱ 1.5 1.5

生命科学Ⅲ 1.5 1.5

微生物学 1.5 1.5

免疫学 1.5 1.5

衛生薬学Ⅰ 1.5 1.5

衛生薬学Ⅱ 1.5 1.5

衛生薬学Ⅲ 1.5 1.5

薬理学Ⅰ 1.5 1.5

薬理学Ⅱ 1.5 1.5

薬理学Ⅲ 1.5 1.5

薬理学Ⅳ 1.5 1.5

薬物治療学Ⅰ 1.5 1.5

薬物治療学Ⅱ 1.5 1.5

薬物治療学Ⅲ 1.5 1.5

薬物治療学Ⅳ 1.5 1.5

薬物治療学Ⅴ 1.5 1.5

薬物治療学Ⅵ 1.5 1.5

薬物治療学Ⅶ 1.5 1.5

臨床生化学 1.5 1.5

医薬品情報学 1.5 1.5

薬物動態学Ⅰ 1.5 1.5

薬物動態学Ⅱ 1.5 1.5

物理薬剤学 1.5 1.5

製剤学 1.5 1.5

調剤学 1.5 1.5

地域保健・プライマリケア論 1.5 1.5

社会薬学 1.5 1.5

社会保障と医療経済 1.5 1.5

医療安全学 1.5 1.5

薬事関係法規 1.5 1.5

研究リテラシー 1 1

76 3 10.5 12 13.5 13.5 14.5 9 0 0 0 0 0

医療統計学Ⅱ 1.5 1.5

アイソトープ演習 1 1

コスモポリタン薬剤師入門 1 1

生物物理化学 1.5 1.5

キャリアデザイン講座 1.5 1.5

臨床・薬理・有機推論 1.5 1.5

実用薬学英語 1.5 1.5

総合構造有機化学 1.5 1.5 集中講座

臨床栄養学 1.5 1.5

ＩＰＷ演習 1

在宅医療演習 1

医薬品開発 1.5 1.5

がん薬物療法論 1.5 1.5

医療政策倫理 1.5 1.5

感染制御学 1.5 1.5

20.5 0 0 0 0 3.5 4.5 4.5 2 0 2 6 0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専
門
教
育
科
目

（
講
義

）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

必
　
修

小　　　計　

選
　
択

1 1

1 1

小　　　計　

※選択必修科目
このうち、２単位以上修得
すること
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前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目名 単位

開講年次および単位数

備　　　　考1年 2年 3年 4年 5年 6年

早期体験学習 2

医療倫理学演習 1.5 1.5

医療コミュニケーション演習 1.5 1.5

ロジカル思考演習Ⅰ 1.5 1.5

ロジカル思考演習Ⅱ 1.5 1.5

ロジカル思考演習Ⅲ 1.5 1.5

ロジカル思考演習Ⅳ 1.5 1.5

基礎実習 2 2

基礎物理化学実習 0.5 0.5

分析化学実習 0.5 0.5

天然物化学・生薬学実習 0.5 0.5

細胞生物学実習 0.5 0.5

物理化学実習 0.5 0.5

微生物学実習 0.5 0.5

生命科学実習 0.5 0.5

医薬品化学実習 0.5 0.5

有機分析学実習 0.5 0.5

衛生薬学実習 0.5 0.5

臨床生化学実習 0.5 0.5

臨床薬学実習 0.5 0.5

製剤学実習 0.5 0.5

薬剤学実習 0.5 0.5

薬理学実習 0.5 0.5

組織病理学実習 0.5 0.5

実務実習事前教育 4 4

基礎薬学演習 3 3

薬学的症例解析演習 4 4

病院実習 10

薬局実習 10

卒業研究 23

総合薬学講座 6

81 0 5.5 3.5 4.5 4 3.5 0 11 0 20 0 29

初期体験臨床実習 1 神戸大学連携科目

アクティブ・ラボ 1

語学検定 1 認定科目

海外薬学研修 1

インターンシップ 1

実践薬学 1.5 認定科目

6.5 0 2 0 1 0 2 0 4.5 0 4.5 0 2.5

専
門
教
育
科
目

（
実
習
等

）

必
　
修

2

10

10

23

6

小　　　計　

選
　
択

1

1 1 1

1 1 1

小　　　計　

1

1 1

1 1

1.5 1.5 1.5

必修科目 選択科目 計

基礎教育科目 12 0 12

教養教育科目 6 6 12

専門教育科目 157 5 162

計 175 11 186

卒　　業　　要　　件
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SYLLABUS
（授業計画）
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一年次生

数学ⅠＡ………………………………………………55
数学ⅠＢ………………………………………………56
数学ⅠＣ………………………………………………57
数学ⅡＡ………………………………………………58
数学ⅡＢ………………………………………………59
数学ⅡＣ………………………………………………60
情報リテラシー………………………………………61
サイエンティフィックリテラシーA…………………63
サイエンティフィックリテラシーB…………………64
基礎物理化学…………………………………………65
基礎有機化学…………………………………………67
英語ⅠＡ………………………………………………69
英語ⅠＢ………………………………………………70
英語ⅠＣ………………………………………………71
英語ⅠD…………………………………………………72
英語ⅡＡ………………………………………………73
英語ⅡＢ………………………………………………74
英語ⅡＣ………………………………………………75
英語ⅡＤ………………………………………………76
ドイツ語………………………………………………77
中国語…………………………………………………78
韓国語…………………………………………………79
ロシア語………………………………………………81
グラフ理論……………………………………………82
数学トレーニング……………………………………83
論理トレーニング……………………………………84

アメリカ文化論………………………………………85
日本文化論……………………………………………87
異文化理解……………………………………………88
文化とコミュニケーション…………………………90
近代ヨーロッパ精神史………………………………91
国際ビジネスコミュニケーション…………………93
社会心理学……………………………………………95
現代社会論……………………………………………96
消費者行動論…………………………………………97
薬局経営論……………………………………………99
医薬品企業論……………………………………… 100
生活情報論………………………………………… 101
薬学入門…………………………………………… 103
未来を拓く力……………………………………… 104
物理化学Ⅰ………………………………………… 105
分析化学Ⅰ………………………………………… 107
有機化学Ⅰ………………………………………… 109
生薬学……………………………………………… 111
機能形態学Ⅰ……………………………………… 113
機能形態学Ⅱ……………………………………… 115
生命科学Ⅰ………………………………………… 117
早期体験学習……………………………………… 119
ロジカル思考演習Ⅰ……………………………… 120
基礎実習…………………………………………… 145
初期体験臨床実習………………………………… 147
アクティブ・ラボ…………………………………… 148
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一
年
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二
年
次
生

三
年
次
生

四
年
次
生

五
年
次
生

六
年
次
生





一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．関数の概念を理解する。
２．指数関数、対数関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
３．	三角関数、逆三角関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
４．関数の連続性を理解し、主な関数についてそれを確かめることができる。
５．極限値の考え方を理解し、計算によってそれを求めることができる。
６．微分法の考え方を理解し、導関数の計算ができる。
７．導関数を用いて、関数の極値・増減を調べることができる。
８．偏微分を理解する。

準備学習（予習・復習等）
定義の理解、公式・定理の導出が大事です．授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。解答の暗記は推
奨しません。一度問題を解いてから解答を見るようにしましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 中西　康剛 集合と写像 集合と写像の定義・数学の準備 薬学準備教育

第２回 中西　康剛 関数の概念 関数、合成関数、逆関数の定義 指数関数の定義など 薬学準備教育
第３回 中西　康剛 指数関数と対数関数 指数・対数関数 薬学準備教育
第４回 中西　康剛 三角関数 三角関数・逆三角関数・極座標 薬学準備教育
第５回 中西　康剛 関数の極限値１・連続関数 極限値の考え方 1・計算． 薬学準備教育
第６回 中西　康剛 関数の極限値 2・導関数 極限値の考え方 2・微分の考え方、導関数の定義と例 薬学準備教育
第７回 中西　康剛 導関数の計算１ 導関数の計算 薬学準備教育
第８回 中西　康剛 導関数の計算２ 合成関数・逆関数の微分法・基本的な関数の導関数 薬学準備教育
第９回 中西　康剛 関数の増減・平均値の定理 関数の極値と増減、不等式への応用 薬学準備教育
第10回 中西　康剛 関数の極限値 3 導関数のまとめとロピタルの定理とその応用 薬学準備教育

第11回 中西　康剛 関数の展開 1 2次関数と凹凸，n次導関数
マクローリンの定理の紹介 薬学準備教育

第12回 中西　康剛 関数の展開 2 マクローリンの定理とテイラーの定理 薬学準備教育
第13回 中西　康剛 2変数関数 2変数関数と極限，偏微分 薬学準備教育

第14回 中西　康剛 偏微分・全微分，まとめ 偏微分と全微分の紹介と計算
前期のまとめ 薬学準備教育

授業方法
講義形式で行う．

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「わかりやすい微分積分」内田吉昭・熊澤美裕紀著

指定参考書
１．やさしく学べる微分積分 石村園子著 共立出版
２．わかりやすい薬学系の数学入門 都築稔編 講談社
３．薬学生のための基礎シリーズ 2 微分積分 本間浩編 培風館

オフィスアワー
A・B・Cクラスとも担当教員と内田が担当します。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

数学ⅠA
1 年次
前期 必修 1.5 単位

Mathematics 1
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担当教員名 非常勤講師 中西　康剛
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．関数の概念を理解する。
２．指数関数、対数関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
３．	三角関数、逆三角関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
４．関数の連続性を理解し、主な関数についてそれを確かめることができる。
５．極限値の考え方を理解し、計算によってそれを求めることができる。
６．微分法の考え方を理解し、導関数の計算ができる。
７．導関数を用いて、関数の極値・増減を調べることができる。
８．偏微分を理解する。

準備学習（予習・復習等）
定義の理解、公式・定理の導出が大事です．授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。解答の暗記は推
奨しません。一度問題を解いてから解答を見るようにしましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 髙田　一郎 集合と写像 集合と写像の定義・数学の準備 薬学準備教育
第２回 髙田　一郎 関数の概念 関数、合成関数、逆関数の定義 指数関数の定義など 薬学準備教育
第３回 髙田　一郎 指数関数と対数関数 指数・対数関数 薬学準備教育
第４回 髙田　一郎 三角関数 三角関数・逆三角関数・極座標 薬学準備教育
第５回 髙田　一郎 関数の極限値１・連続関数 極限値の考え方 1・計算． 薬学準備教育
第６回 髙田　一郎 関数の極限値 2・導関数 極限値の考え方 2・微分の考え方、導関数の定義と例 薬学準備教育
第７回 髙田　一郎 導関数の計算１ 導関数の計算 薬学準備教育
第８回 髙田　一郎 導関数の計算２ 合成関数・逆関数の微分法・基本的な関数の導関数 薬学準備教育
第９回 髙田　一郎 関数の増減・平均値の定理 関数の極値と増減、不等式への応用 薬学準備教育
第10回 髙田　一郎 関数の極限値 3 導関数のまとめとロピタルの定理とその応用 薬学準備教育

第11回 髙田　一郎 関数の展開 1 2次関数と凹凸，n次導関数
マクローリンの定理の紹介 薬学準備教育

第12回 髙田　一郎 関数の展開 2 マクローリンの定理とテイラーの定理 薬学準備教育
第13回 髙田　一郎 2変数関数 2変数関数と極限，偏微分 薬学準備教育

第14回 髙田　一郎 偏微分・全微分，まとめ 偏微分と全微分の紹介と計算
前期のまとめ 薬学準備教育

授業方法
講義形式で行う．

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「わかりやすい微分積分」内田吉昭・熊澤美裕紀著

指定参考書
１．やさしく学べる微分積分 石村園子著 共立出版
２．わかりやすい薬学系の数学入門 都築稔編 講談社
３．薬学生のための基礎シリーズ 2 微分積分 本間浩編 培風館

オフィスアワー
A・B・Cクラスとも担当教員と内田が担当します。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

数学ⅠB
1 年次
前期 必修 1.5 単位
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担当教員名 非常勤講師 髙田　一郎



一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．関数の概念を理解する。
２．指数関数、対数関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
３．	三角関数、逆三角関数の概念を理解し、それを用いた計算ができる。
４．関数の連続性を理解し、主な関数についてそれを確かめることができる。
５．極限値の考え方を理解し、計算によってそれを求めることができる。
６．微分法の考え方を理解し、導関数の計算ができる。
７．導関数を用いて、関数の極値・増減を調べることができる。
８．偏微分を理解する。

準備学習（予習・復習等）
定義の理解、公式・定理の導出が大事です．授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。解答の暗記は推
奨しません。一度問題を解いてから解答を見るようにしましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 内田　吉昭 集合と写像 集合と写像の定義・数学の準備 薬学準備教育
第２回 内田　吉昭 関数の概念 関数、合成関数、逆関数の定義 指数関数の定義など 薬学準備教育
第３回 内田　吉昭 指数関数と対数関数 指数・対数関数 薬学準備教育
第４回 内田　吉昭 三角関数 三角関数・逆三角関数・極座標 薬学準備教育
第５回 内田　吉昭 関数の極限値１・連続関数 極限値の考え方 1・計算． 薬学準備教育
第６回 内田　吉昭 関数の極限値 2・導関数 極限値の考え方 2・微分の考え方、導関数の定義と例 薬学準備教育
第７回 内田　吉昭 導関数の計算１ 導関数の計算 薬学準備教育
第８回 内田　吉昭 導関数の計算２ 合成関数・逆関数の微分法・基本的な関数の導関数 薬学準備教育
第９回 内田　吉昭 関数の増減・平均値の定理 関数の極値と増減、不等式への応用 薬学準備教育
第10回 内田　吉昭 関数の極限値 3 導関数のまとめとロピタルの定理とその応用 薬学準備教育

第11回 内田　吉昭 関数の展開 1 2次関数と凹凸，n次導関数
マクローリンの定理の紹介 薬学準備教育

第12回 内田　吉昭 関数の展開 2 マクローリンの定理とテイラーの定理 薬学準備教育
第13回 内田　吉昭 2変数関数 2変数関数と極限，偏微分 薬学準備教育

第14回 内田　吉昭 偏微分・全微分，まとめ 偏微分と全微分の紹介と計算
前期のまとめ 薬学準備教育

授業方法
講義形式で行う．

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「わかりやすい微分積分」内田吉昭・熊澤美裕紀著

指定参考書
１．やさしく学べる微分積分 石村園子著 共立出版
２．わかりやすい薬学系の数学入門 都築稔編 講談社
３．薬学生のための基礎シリーズ 2 微分積分 本間浩編 培風館

オフィスアワー
A・B・Cクラスとも担当教員と内田が担当します。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

数学ⅠC
1 年次
前期 必修 1.5 単位

Mathematics 1
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担当教員名 教授 内田　吉昭
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．不定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
２．定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
３．広義積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
４．微分方程式の基本概念を理解し、簡単な場合に解くことができる。
５．微分方程式を用いて反応速度など薬学で必要な式を理解できる。

準備学習（予習・復習等）
定義の理解、公式・定理の導出が大事です。授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。解答の暗記は推
奨しません。一度問題を解いてから解答を見るようにしましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 中西　康剛 不定積分 原始関数と不定積分の定義・基本的な関数の不定積分 1 薬学準備教育
第２回 中西　康剛 基本的な関数の不定積分 基本的な関数の不定積分 2・置換積分法・部分積分法など 薬学準備教育
第３回 中西　康剛 不定積分の計算法１ 基本的な関数の不定積分 3・置換積分法・部分積分法など 薬学準備教育

第４回 中西　康剛 不定積分の計算法２
置換積分法・部分積分法 3・色々な積分（部分分数展開・有理
化など）
時間があれば定積分の定義など．

薬学準備教育

第５回 中西　康剛 定積分 定積分の定義と計算 薬学準備教育
第６回 中西　康剛 定積分の計算１ 置換積分・部分積分・面積・体積の計算など 薬学準備教育
第７回 中西　康剛 定積分の計算 2 置換積分・部分積分・面積・体積の計算など 薬学準備教育
第８回 中西　康剛 定積分の近似計算 台形公式・シンプソンの公式 薬学準備教育
第９回 中西　康剛 広義積分 広義積分の考え方と計算 薬学準備教育
第10回 中西　康剛 広義積分と微分方程式 1 ガンマ関数・ベータ関数と微分方程式の紹介 薬学準備教育
第11回 中西　康剛 微分方程式 1 微分方程式の解法 1 変数分離型 薬学準備教育

第12回 中西　康剛 微分方程式 2 微分方程式の解法 2 1階線形微分方程式など
1次反応・2次反応 薬学準備教育

第13回 中西　康剛 重積分 1 重積分の定義と累次積分 薬学準備教育
第14回 中西　康剛 重積分 2・まとめ 重積分の計算・後期のまとめ 薬学準備教育

授業方法
講義形式で行う．

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「わかりやすい微分積分」内田吉昭・熊澤美裕紀著

指定参考書
１．やさしく学べる微分積分 石村園子著 共立出版
２．わかりやすい薬学系の数学入門 都築稔編 講談社
３．薬学生のための基礎シリーズ 2 微分積分 本間浩編 培風館

オフィスアワー
A・B・Cクラスとも担当教員と内田が担当します。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

数学ⅡA
1 年次
後期 必修 1.5 単位
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担当教員名 非常勤講師 中西　康剛



一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．不定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
２．定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
３．広義積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
４．微分方程式の基本概念を理解し、簡単な場合に解くことができる。
５．微分方程式を用いて反応速度など薬学で必要な式を理解できる。

準備学習（予習・復習等）
定義の理解、公式・定理の導出が大事です。授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。解答の暗記は推
奨しません。一度問題を解いてから解答を見るようにしましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 髙田　一郎 不定積分 原始関数と不定積分の定義・基本的な関数の不定積分 1 薬学準備教育
第２回 髙田　一郎 基本的な関数の不定積分 基本的な関数の不定積分 2・置換積分法・部分積分法など 薬学準備教育
第３回 髙田　一郎 不定積分の計算法１ 基本的な関数の不定積分 3・置換積分法・部分積分法など 薬学準備教育

第４回 髙田　一郎 不定積分の計算法２
置換積分法・部分積分法 3・色々な積分（部分分数展開・有理
化など）
時間があれば定積分の定義など．

薬学準備教育

第５回 髙田　一郎 定積分 定積分の定義と計算 薬学準備教育
第６回 髙田　一郎 定積分の計算１ 置換積分・部分積分・面積・体積の計算など 薬学準備教育
第７回 髙田　一郎 定積分の計算 2 置換積分・部分積分・面積・体積の計算など 薬学準備教育
第８回 髙田　一郎 定積分の近似計算 台形公式・シンプソンの公式 薬学準備教育
第９回 髙田　一郎 広義積分 広義積分の考え方と計算 薬学準備教育
第10回 髙田　一郎 広義積分と微分方程式 1 ガンマ関数・ベータ関数と微分方程式の紹介 薬学準備教育
第11回 髙田　一郎 微分方程式 1 微分方程式の解法 1 変数分離型 薬学準備教育

第12回 髙田　一郎 微分方程式 2 微分方程式の解法 2 1階線形微分方程式など
1次反応・2次反応 薬学準備教育

第13回 髙田　一郎 重積分 1 重積分の定義と累次積分 薬学準備教育
第14回 髙田　一郎 重積分 2・まとめ 重積分の計算・後期のまとめ 薬学準備教育

授業方法
講義形式で行う．

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「わかりやすい微分積分」内田吉昭・熊澤美裕紀著

指定参考書
１．やさしく学べる微分積分 石村園子著 共立出版
２．わかりやすい薬学系の数学入門 都築稔編 講談社
３．薬学生のための基礎シリーズ 2 微分積分 本間浩編 培風館

オフィスアワー
A・B・Cクラスとも担当教員と内田が担当します。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

数学ⅡB
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Mathematics 2
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担当教員名 非常勤講師 髙田　一郎
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一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で基礎となる数学に関する基本的知識を修得し、それらを薬学領域などで応用するための基本的技能を身につける。

到達目標（SBOs）
１．不定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
２．定積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
３．広義積分の概念を理解し、計算によってそれを求めることができる。
４．微分方程式の基本概念を理解し、簡単な場合に解くことができる。
５．微分方程式を用いて反応速度など薬学で必要な式を理解できる。

準備学習（予習・復習等）
定義の理解、公式・定理の導出が大事です。授業の進行に対応して、教科書にある問題を自分で解いてみること。解答の暗記は推
奨しません。一度問題を解いてから解答を見るようにしましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 内田　吉昭 不定積分 原始関数と不定積分の定義・基本的な関数の不定積分 1 薬学準備教育
第２回 内田　吉昭 基本的な関数の不定積分 基本的な関数の不定積分 2・置換積分法・部分積分法など 薬学準備教育
第３回 内田　吉昭 不定積分の計算法１ 基本的な関数の不定積分 3・置換積分法・部分積分法など 薬学準備教育

第４回 内田　吉昭 不定積分の計算法２
置換積分法・部分積分法 3・色々な積分（部分分数展開・有理
化など）
時間があれば定積分の定義など．

薬学準備教育

第５回 内田　吉昭 定積分 定積分の定義と計算 薬学準備教育
第６回 内田　吉昭 定積分の計算１ 置換積分・部分積分・面積・体積の計算など 薬学準備教育
第７回 内田　吉昭 定積分の計算 2 置換積分・部分積分・面積・体積の計算など 薬学準備教育
第８回 内田　吉昭 定積分の近似計算 台形公式・シンプソンの公式 薬学準備教育
第９回 内田　吉昭 広義積分 広義積分の考え方と計算 薬学準備教育
第10回 内田　吉昭 広義積分と微分方程式 1 ガンマ関数・ベータ関数と微分方程式の紹介 薬学準備教育
第11回 内田　吉昭 微分方程式 1 微分方程式の解法 1 変数分離型 薬学準備教育

第12回 内田　吉昭 微分方程式 2 微分方程式の解法 2 1階線形微分方程式など
1次反応・2次反応 薬学準備教育

第13回 内田　吉昭 重積分 1 重積分の定義と累次積分 薬学準備教育
第14回 内田　吉昭 重積分 2・まとめ 重積分の計算・後期のまとめ 薬学準備教育

授業方法
講義形式で行う．

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・定期試験（100点）
・平常点（15点）配点内訳：小テスト、課題レポート、受講態度で評価する。
ただし、100点を超える場合には 100点とする。

教科書
ムイスリ出版「わかりやすい微分積分」内田吉昭・熊澤美裕紀著

指定参考書
１．やさしく学べる微分積分 石村園子著 共立出版
２．わかりやすい薬学系の数学入門 都築稔編 講談社
３．薬学生のための基礎シリーズ 2 微分積分 本間浩編 培風館

オフィスアワー
A・B・Cクラスとも担当教員と内田が担当します。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

数学ⅡC
1 年次
後期 必修 1.5 単位
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一般目標（GIO）
情報伝達技術 (ICT) の発展に合わせた効果的なコンピュータの利用法とセキュリティーの知識を身につけ、必要な情報を活用する能
力を取得する。

到達目標（SBOs）
１．セキュリティーの知識を身につけ、ネットワーク使用上のマナーを遵守する。
２．インターネット、イントラネットの仕組みを概説できる。
３．ワープロソフト、表計算ソフト、グラフィックソフト、プレゼンテーションソフトを用いることができる。
４．ソフトウェア使用上のルール、マナーを守る。
５．電子メールの送信、受信、転送などができる。
６．インターネットのブラウザ検索ソフトを用いて、ホームページを閲覧できる。
７．与えられた課題に関する情報を、コンピュータを用いて収集、加工、発表することができる。

準備学習（予習・復習等）
演習時間以外にも機会をとらえて、コンピュータを利用し各ソフトに慣れること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

コンピュータの基本操作
オペレーティングシステム
情報システムの種類

コンピュータの基礎・基本操作
オペレーティングシステムの種類・役割
学内システムの説明（Webclass、学生イントラネット、e-ラー
ニング）

薬学準備教育ガイドラ
イン（8）- ①

第２回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

インターネットの基礎
ブラウザ検索ソフト
電子メール

ネットワークの概念・仕組み
ホームページから必要な情報の収集
電子メールの送信、受信、転送など

薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-①

第３回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

ワープロソフトの基礎 ワープロソフトの基本的な仕組み、簡単な文書の作成 薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-②

第４回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

ソフトウェア
プレゼンテーションソフトの基礎

ソフトウェアの特徴・使用上のルール、マナー
プレゼンテーションソフトの基本、簡単な操作

薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-②

第５回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

情報倫理

ネットワーク使用上のマナーとインターネットセキュリ
ティー
著作権、肖像権、引用と転載の違いについて
ネットワークにおける個人情報の取り扱いについて

A-（5）-① -5　
薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-③

第６回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

確認テスト　プレゼンテーション
ソフトの応用と情報発信 与えられた課題に関する情報の発信 薬学準備教育ガイドラ

イン（8）-②

第７回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

ワープロソフトの応用 図、表を含む文書の作成 薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-②

第８回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

確認テスト　ワープロソフト ワープロソフトを用いて与えられた課題に関する文書を作成 薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-②

第９回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

グラフィックソフト 簡単な化学構造式の作成 薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-②

第10回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

確認テスト　グラフィックソフト 課題作成 薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-②

第11回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

表計算ソフトの基礎 表計算ソフトの基本的な仕組み、操作、簡単な計算への応用、
グラフの作成など

薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-②

情報リテラシー
1 年次
前期 必修 1.5 単位

Information Literacy
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講師 土生　康司
講師 前田　秀子
講師 増田　有紀
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第12回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

表計算ソフトの応用 表計算ソフトを用いて与えられた課題に関する資料を作成 薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-②

第13回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

確認テスト　表計算ソフト 表計算ソフトを用いて与えられた課題に関する資料を作成 薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-②

第14回

都出　千里
土生　康司
前田　秀子
増田　有紀

文献データベース等の使い方
引用

文献データベースの使用方法
適切な資料の引用

薬学準備教育ガイドラ
イン（8）-③

授業方法
講義、演習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・本科目は演習であり、出席を重視する。出席回数により単位を認定しない場合がある。
・当日に指示された課題や小テスト等の実施により加点される。
・定期試験及び追再試験は実施しない。
・他人のファイルを用いた場合は単位を認定しない場合がある。
・受講態度（スマホの使用や不必要なインターネットの閲覧など態度不良の場合、大幅に減点する）を評価に加える。	

教科書
医療系のための情報リテラシー Windows10・Office2016 対応（佐藤憲一・川上準子ら　共立出版）
情報倫理ハンドブック 2022年度版（noa出版）

指定参考書
学生・研究者のための使える !PowerPoint スライドデザイン : 伝わるプレゼン 1つの原理と 3つの技術（宮野公樹ほか　化学同人）
情報活用力 : 考える伝える分かちあう（noa出版）

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
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一般目標（GIO）
１. 薬学を学ぶ上で必要な化学や生物の基礎力を身につけるために、学習方略について理解する。
２. １年次後期の基礎実習がスムーズに行えるように、準備学習を行う。

到達目標（SBOs）
１. 化学や生物の基本的事項に関する学習方略を理解する。
２. 他の科目との関連性を見出し、効果的な学習方略を考える。

準備学習（予習・復習等）
高校までの知識を復習しておくこと。オリエンテーションで説明を受けた方法で予習・復習すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
竹仲　由希子
児玉　典子
西村　克己

オリエンテーション 授業内容、評価方法、学習方法について
プレテスト

第２回 竹仲　由希子
西村　克己

原子と分子
物質量とその利用

原子の構造と原子量、分子量、式量
物質量（モル）とその計算

第３回 児玉　典子 ヒトの体の構成 細胞、組織、器官系

第４回 竹仲　由希子
西村　克己 物質量とその利用 溶液濃度の表し方

濃度の変換
第５回 児玉　典子 細胞 細胞の種類と構造・機能

第６回 竹仲　由希子
西村　克己 物質量とその利用 化学反応式とその量的関係

第７回 児玉　典子 細胞とがん化 正常細胞とがん細胞

第８回
竹仲　由希子
児玉　典子
西村　克己

ガイダンス 定期試験について、後期の実習について

第９回 竹仲　由希子
西村　克己 化学平衡 酸と塩基、pHとその計算

中和反応、中和滴定と滴定曲線および検量線
第10回 児玉　典子 シグナル伝達 シグナル伝達機構

第11回 竹仲　由希子
西村　克己 化学平衡 化学平衡と平衡定数

弱酸の酸塩基平衡
第12回 児玉　典子 遺伝 ABO式血液型の遺伝形式

第13回
竹仲　由希子
児玉　典子
西村　克己

まとめ（１） 授業のまとめ

第14回
竹仲　由希子
児玉　典子
西村　克己

まとめ（２）
ポストテスト 授業のまとめとポストテスト

授業方法
演習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
演習点（60点）配点内容：確認テスト、レポート、計画・評価シートの作成
平常点（40点）配点内容：出席、授業への積極的な参加、受講態度
フィードバック：確認テストに対する解説講義を毎回行う。

教科書
プライマリー薬学シリーズ ３（日本薬学会編）「薬学の基礎としての化学 I. 定量的取扱い」東京化学同人 第 1版
パートナー機能形態学（南江堂）改訂第 3版

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。４号館６階　総合教育研究センター支援部門

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

サイエンティフィックリテラシーＡ
1 年次
前期 必修 1.5 単位

Scientific Literacy
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担当教員名 准教授 竹仲　由希子
准教授 児玉　典子
講師 西村　克己
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一般目標（GIO）
１. 薬学を学ぶ上で必要な化学や生物の基礎力を身につけるために、学習方略について理解する。
２. １年次後期の基礎実習がスムーズに行えるように、準備学習を行う。

到達目標（SBOs）
１. 化学や生物の基本的事項に関する学習方略を理解する。
２. 他の科目との関連性を見出し、効果的な学習方法を考える。

準備学習（予習・復習等）
高校までの知識を復習しておくこと。オリエンテーションで説明を受けた方法で予習・復習すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回
竹仲　由希子
児玉　典子
西村　克己

オリエンテーション 授業内容、評価方法、学習方法について
プレテスト

第２回 児玉　典子 ヒトの体の構成 細胞、組織、器官系

第３回 竹仲　由希子
西村　克己

原子と分子
物質量とその利用

原子の構造と原子量、分子量、式量
物質量（モル）とその計算

第４回 児玉　典子 細胞 細胞の種類と構造・機能

第５回 竹仲　由希子
西村　克己 物質量とその利用 溶液濃度の表し方

濃度の変換
第６回 児玉　典子 細胞とがん化 正常細胞とがん細胞

第７回 竹仲　由希子
西村　克己 物質量とその利用 化学反応式とその量的関係

第８回
竹仲　由希子
児玉　典子
西村　克己

ガイダンス 定期試験について、後期の実習について

第９回 児玉　典子 シグナル伝達 シグナル伝達機構

第10回 竹仲　由希子
西村　克己 化学平衡 酸と塩基、pHとその計算

中和反応、中和滴定と滴定曲線および検量線
第11回 児玉　典子 遺伝 ABO式血液型の遺伝形式

第12回 竹仲　由希子
西村　克己 化学平衡 化学平衡と平衡定数

弱酸の酸塩基平衡

第13回
竹仲　由希子
児玉　典子
西村　克己

まとめ（１） 授業のまとめ

第14回
竹仲　由希子
児玉　典子
西村　克己

授業のまとめ（２）
ポストテスト 授業のまとめとポストテスト

授業方法
演習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
演習点（60点）配点内容：確認テスト、レポート、計画・評価シートの作成
平常点（40点）配点内容：出席、授業への積極的な参加、受講態度
フィードバック：確認テストに対する解説講義を毎回行う。

教科書
プライマリー薬学シリーズ ３（日本薬学会編）「薬学の基礎としての化学 I. 定量的取扱い」東京化学同人 第 1版
パートナー機能形態学（南江堂）改訂第 3版

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。４号館６階　総合教育研究センター支援部門

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

サイエンティフィックリテラシーＢ
1 年次
前期 必修 1.5 単位

Scientific Literacy
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担当教員名 准教授 竹仲　由希子
准教授 児玉　典子
講師 西村　克己



一般目標（GIO）
薬学を学ぶ上で必要な物理化学の基礎力を身につけるために、原子や分子の構成、熱力学などに関する基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．物理量の基本単位の定義と組立単位を説明できる。
２．有効数字の概念を説明できる。
３．分子の基本的性質について理解できる。
４．化学結合の成り立ちについて説明できる。
５．ファンデルワールスの状態方程式について説明できる。
６．気体の分子運動とエネルギーの関係について説明できる。
７．エネルギーの量子化とボルツマン分布について説明できる。
８．反応次数と速度定数について理解できる。
９．溶液の基本的性質について理解できる。
10．光・音・電磁波などの波の性質を理解できる。
11．電荷と電流、電位などの電気化学の基本的性質を理解できる。

準備学習（予習・復習等）
予習：教科書に目を通し、理解しにくい点を把握しておく。
復習：参考書などを利用し、講義範囲の問題を解く。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田中　将史 総論
物質の基本概念 物理化学に必要な数学、単位、有効数字

第２回 田中　将史 物質の基本概念 原子、分子、イオンの基本構造、原子量、分子量、原子の電
子配置、原子の諸性質、同素体と同位体

第３回 田中　将史 化学結合 化学結合の成り立ち、代表的な結晶構造① C1-（1）-① -1
第４回 田中　将史 化学結合 化学結合の成り立ち、代表的な結晶構造② C1-（1）-① -1
第５回 山崎　俊栄 気体の微視的状態と巨視的状態 熱力学概要、気体の性質、状態方程式 C1-（2）-① -1
第６回 山崎　俊栄 気体の微視的状態と巨視的状態 気体分子の運動とエネルギー C1-（2）-① -2
第７回 山崎　俊栄 気体の微視的状態と巨視的状態 エネルギーの量子化とボルツマン分布 C1-（2）-① -3
第８回 田中　将史 反応速度 反応次数と速度定数、平衡定数 C1-（3）-① -1

第９回 田中　将史 相平衡
溶液の性質 状態図、束一的性質、ラウールの法則 C1-（2）-⑤ -3

C1-（2）-⑥ -1
第10回 田中　将史 化学反応の定量的取扱い 溶液の濃度計算、pH計算（酸、塩基）①
第11回 田中　将史 化学反応の定量的取扱い 溶液の濃度計算、pH計算（酸、塩基）②

第12回 田中　将史 波動
電場と磁場 波動、波長と振動数の関係、反射、屈折、干渉、レーザー

第13回 田中　将史 電荷と電流
電気化学 電荷と電流、電位、化学電池、酸化還元 C1-（2）-⑥ -3

C1-（2）-⑦ -1
第14回 田中　将史 まとめ まとめ

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
定期試験（70点）、出席状況（30点）。ただし、追再試験受験時には、出席状況を加味しない（試験のみにより評価する）。
試験における理解不足の点について質問を受け付ける。

教科書
スタンダード薬学シリーズⅡ２　物理系薬学Ⅰ .　物質の物理的性質（日本薬学会編）　東京化学同人

指定参考書
単位が取れる物理化学ノート（吉田隆弘著）　講談社（電子書籍）
プライマリー薬学シリーズ３　薬学の基礎としての化学Ⅰ：定量的取扱い（日本薬学会編）　東京化学同人

オフィスアワー
質問には随時対応する。ただし、自分自身でしっかり考え、どこまで理解できているかを説明できるようにしておくこと。

基礎物理化学
1 年次
前期 必修 1.5 単位

Basic Physical Chemistry
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学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
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一般目標（GIO）
体内に存在するタンパク質や糖類、核酸、および人類の生活に欠かせない医薬品やプラスチック、合成繊維などは、すべて有機化
合物である。また、人間のみでなく生物が生きていくためには、生体内で有機化合物が化学反応しなければならない。そのため薬
学部では、有機化合物を利用した様々な科目を学修する。その有機化合物を科学的に理解するための基礎知識を修得し、有機化学
とその他の科学分野との関連について理解を深める。

到達目標（SBOs）
１．化学結合の様式について説明できる。
２．分子軌道の基本概念および軌道の混成について説明できる。
３．共役や共鳴の概念を説明できる。
４．代表的な典型元素と遷移元素を列挙できる。
５．薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。
６．基本的な化合物を、ルイス構造式で書くことができる。
７．有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。
８．ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。
９．基本的な有機反応（置換、付加、脱離）の特徴を理解し、分類できる。
10．構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。
11．キラリティーと光学活性の関係を概説できる。
12．エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。
13．ラセミ体とメソ体について説明できる。
14．絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を書くことができる。
15．炭素―炭素二重結合の立体異性について説明できる。
16．フィッシャー投影式とニューマン投影式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
高校で学んだ化学のうち、有機化学関連分野を復習しておけば、講義内容は理解しやすい。
分子模型を使って復習すれば、分子の形や性質の理解の助けとなる。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 上田　昌史 原子の構造 原子の構造、原子軌道、電子配置
第２回 上田　昌史 典型元素と遷移元素 典型元素、遷移元素について C3-（5）-① -1

第３回 上田　昌史 化学結合１ イオン結合、共有結合、分子軌道１ C1-（1）-① -1,2,3
C3-（1）-① -3

第４回 上田　昌史 化学結合２ 分子軌道２ C1-（1）-① -1,2,3

第５回 上田　昌史 酸と塩基１ 酸塩基反応
カーブした矢印による反応の表し方１

C3-（1）-① -5
C3-（1）-① -9

第６回 上田　昌史 酸と塩基２ カーブした矢印による反応の表し方２
Brønsted-Lowryの酸と塩基の強さ

C3-（1）-① -5
C3-（1）-① -9

第７回 上田　昌史 有機化合物の特徴と構造１

有機化合物とは
簡略化構造式、結合・線式構造式
脂肪族炭化水素
芳香族炭化水素１

C3-（2）-① -2
C3-（2）-③ -1,2

第８回 上田　昌史 有機化合物の特徴と構造２
芳香族炭化水素２
化合物の性質を決める官能基
置換基効果（誘起効果、共鳴効果）

C3-（1）-① -4
C3-（2）-① -2
C3-（3）-① -1
C3-（3）-⑥ -1
C3-（3）-⑦ -1,2

第９回 上田　昌史 立体化学１ 異性体、キラル分子、エナンチオマー、ジアステレオマー、
メソ化合物

C3-（1）-②
-1,2,3,4,5,6,7

第10回 上田　昌史 立体化学２ 立体構造の書き方
シクロヘキサンの立体配座 C3-（2）-① -4

第11回 上田　昌史 アミノ酸、糖１ アミノ酸
C4-（1）-① -1,2
C6-（2）-③ -1
C6-（2）-④ -1

第12回 上田　昌史 アミノ酸、糖２ 糖 C6-（2）-② -1,2

第13回 上田　昌史 有機化合物の反応１

化学反応の本質
代表的な有機化学の反応
ハロゲン化アルキルの反応
アルケンの反応

C3-（1）-② -1

第14回 上田　昌史 有機化合物の反応２ ベンゼンの反応 C3-（1）-③ -1

基礎有機化学
1 年次
前期 必修 1.5 単位

Basic Organic Chemistry 
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担当教員名 教授 上田　昌史



68

授業方法
講義、演習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
成績評価の方法：定期試験（80点）、小テスト（20点）
試験に対するフィードバックの方法：小テストの解説、答案の閲覧

教科書
プリント冊子

指定参考書
ソロモンの新有機化学（第 11版）上・下（花房昭静ら監訳）廣川書店
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）『化学系薬学 I, II, III』東京化学同人

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
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一般目標（GIO）
英文学術論文や患者向け医薬品情報など様々なジャンルの英文を読むには、読解の技術（リーディングスキル）が不可欠である。
本科目では英文の理解において必要な「文構造」の正確な把握、豊富な「語彙力」、さらに、まとまった文章表現の理解に必要な「パ
ラグラフ」の論理的展開を効果的に読み取る力を養うことを目標とする。サイエンス系トピックスを中心とした長い英文を確実に
読み、内容を把握するための総合的読解スキルを修得する。

到達目標（SBOs）
１．読解の対象となる英文全体の大意を把握し、それを口頭で説明したり、文章で表現できる。
２．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
３．パラグラフごとに、その主題（main idea）や大意、主張点を説明できる。
４．複数にわたるパラグラフ間の連関性や展開を説明できる。
５．読解の対象となる英文中の重要な語句（キーワード）の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
予習は必須です。音源の活用もお勧めします。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 髙木　一幸 オリエンテーション
Unit 5-1 （1）

授業の進め方・評価方法などの説明
Seeing Music　本文

第２回 髙木　一幸 Unit 5-1 （2） Seeing Music　練習問題
第３回 髙木　一幸 Unit 6-1 （1） Living Together　本文
第４回 髙木　一幸 Unit 6-1 （2） Living Together　練習問題
第５回 髙木　一幸 Unit 6-2 （1） The Genius of Swarms　本文
第６回 髙木　一幸 Unit 6-2 （2） The Genius of Swarms　練習問題
第７回 髙木　一幸 Unit 8-1 （1） Noisy Earth　本文
第８回 髙木　一幸 Unit 8-1 （2） Noisy Earth　練習問題
第９回 髙木　一幸 Unit 8-2 （1） Our Vanishing Night　本文
第10回 髙木　一幸 Unit 8-2 （2） Our Vanishing Night　練習問題
第11回 髙木　一幸 Unit 9-1 （1） In Your Face　本文
第12回 髙木　一幸 Unit 9-1 （2） In Your Face　練習問題
第13回 髙木　一幸 Unit 9-2 （1） The Science of Smiles　本文

第14回 髙木　一幸 Unit 9-2 （2）
筆記テスト The Science of Smiles　練習問題

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
平常点（出席回数・小テスト・レポート・活動内容・受講態度など）１００％

教科書
Reading and Vocabulary Focus 2  (CENGAGE Learning)

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること
５，医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること

英語ⅠA
1 年次
前期 必修 1.5 単位

English 1
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担当教員名 非常勤講師 髙木　一幸
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一般目標（GIO）
英文学術論文や患者向け医薬品情報など様々なジャンルの英文を読むには、読解の技術 (リーディングスキル )が不可欠である。本
科目では英文の理解において必要な「文構造」の正確な把握、豊富な「語彙力」、さらに、まとまった文章表現の理解に必要な「パ
ラグラフ」の論理的展開を効果的に読み取る力を養うことを目標とする。サイエンス系トピックスを中心とした長い英文を確実に
読み、内容を把握するための総合的読解スキルを修得する。

到達目標（SBOs）
１．読解の対象となる英文全体の大意を把握し、それを口頭で説明したり、文章で表現できる。
２．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
３．パラグラフごとに、その主題 (main idea) や大意、主張点を説明できる。
４．複数にわたるパラグラフ間の連関性や展開を説明できる。
５．読解の対象となる英文中の重要な語句 (キ―ワード )の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
予習：
リーディングに入る前に、重要単語リストを配布するので、そのリストにある単語や表現の意味がわかるようにしておくこと。そ
の際、意味だけでなく、発音やアクセント位置も調べること。辞書を引く際は、例文にも目を通して、使い方を学んでほしい。
復習：
・学習した Reading Passages の音声を聞いて、英語表現と音との関係づけをする。リズムを覚えるために、音声を聞きながら一
緒に音読してみるとよい。

・語を理解する際は、日本語に訳すことなく、英語文の順序での理解を習慣づけてほしい。
・新しく出てきた英語表現を効果的に覚えるために、できるだけ自分で使ってみてほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 大深　悦子 コースガイダンス 授業内容・提出物などの説明 + Unit 1: preview
第２回 大深　悦子 Unit 1: Reading 2 （1） The Amazing Coconut: 語彙の確認、読解
第３回 大深　悦子 Unit 1: Reading 2 （2） The Amazing Coconut: 読解、練習問題
第４回 大深　悦子 Unit 2: Reading 1 （1） Face Blindness: 語彙の確認、読解
第５回 大深　悦子 Unit 2: Reading 1 （2） Face Blindness: 読解、練習問題
第６回 大深　悦子 Unit 4: Reading 2 （1） From Humans to Cyborgs?: 語彙の確認、読解
第７回 大深　悦子 Unit 4: Reading 2 （2） From Humans to Cyborgs?: 読解、練習問題
第８回 大深　悦子 Unit 5: Reading 2 （1） Earworms: The Songs in Your Head: 語彙の確認、読解
第９回 大深　悦子 Unit 5: Reading 2 （2） Earworms: The Songs in Your Head: 読解、練習問題
第10回 大深　悦子 Unit 7: Reading 1 （1） Accidental Reporters: 語彙の確認、読解
第11回 大深　悦子 Unit 7: Reading 1 （2） Accidental Reporters: 読解、練習問題
第12回 大深　悦子 Unit 9: Reading 2 （1） The Science of Smiles: 語彙の確認、読解
第13回 大深　悦子 Unit 9: Reading 2 （2） The Science of Smiles: 読解、練習問題
第14回 大深　悦子 Review 習熟度チェックなど

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
成績評価の方法・基準：
　平常点（出席回数、小テスト、レポート、活動内容、授業態度など）100％
フィードバック：解説講義

教科書
Reading and Vocabulary Focus 2 (Cengage Learning)

指定参考書
なし

オフィスアワー
非常勤のため、質問は、E-mail で行うか、講義時間の前後、あるいは予約にて対応する。

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること。

英語ⅠB
1 年次
前期 必修 1.5 単位

English 1

70

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

基
礎
教
育

担当教員名 非常勤講師 大深　悦子



一般目標（GIO）
基本的で重要な文法項目を多角的に学習し、英語の ｢文構造｣ の総合的理解を強化する。
上級学年の英語や薬学英語を学習するための基本的な言語知識と技能の確実な習得を目指す｡

到達目標（SBOs）
１．5文型を正確に識別し､ その特徴を文法的に説明できる｡
２．文中における各品詞の文法的役割を説明できる｡
３．様々な構文を文法的に正しく分析し､ その意味を説明できる｡
４．学習した ｢文構造｣ を応用して､ 文法にかなった英語表現ができる｡
５．英語の音声を聞いて内容を理解し、要約できる｡

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。
特にリスニングは、英語に常に触れている状態に近づけてほしいので、そのための課題をしてくること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 相本　資子 不定詞　動名詞　分詞 TOEIC 演習問題　Section 1 ＋ リスニング　Ch. 1. Boston
第２回 相本　資子 不定詞　動名詞　分詞 TOEIC 演習問題　Section 1 ＋ リスニング　Ch. 1. Boston
第３回 相本　資子 不定詞　動名詞　分詞 TOEIC演習問題　Section 1 ＋ リスニング　Ch. 3. New York City 1
第４回 相本　資子 接続詞　時制　態　仮定法 TOEIC演習問題　Section 2 ＋ リスニング　Ch. 3. New York City 1
第５回 相本　資子 接続詞　時制　態　仮定法 TOEIC演習問題　Section 2 ＋ リスニング　Ch. 4. New York City 2
第６回 相本　資子 動詞　助動詞 TOEIC演習問題　Section 3 ＋ リスニング　Ch. 4. New York City 2
第７回 相本　資子 動詞　助動詞 TOEIC演習問題　Section 3 ＋ リスニング　Ch. 5. Washington D. C.
第８回 相本　資子 形容詞　副詞　比較 TOEIC演習問題　Section 4 ＋ リスニング　Ch. 5. Washington D. C.

第９回 相本　資子 形容詞　副詞　比較 TOEIC演習問題　Section 4 ＋ リスニング　Ch. 11. Santa Fe, New 
Mexico

第10回 相本　資子 形容詞　副詞　比較 TOEIC演習問題　Section 4 ＋ リスニング　Ch. 11. Santa Fe, New 
Mexico

第11回 相本　資子 名詞　冠詞　代名詞　関係詞 TOEIC演習問題　Section 5 ＋ リスニング　Ch. 13. Los Angeles 1
第12回 相本　資子 名詞　冠詞　代名詞　関係詞 TOEIC演習問題　Section 5 ＋ リスニング　Ch. 13. Los Angeles 1
第13回 相本　資子 名詞　冠詞　代名詞　関係詞 TOEIC演習問題　Section 5 ＋ リスニング　Ch. 14. Los Angeles 2
第14回 相本　資子 まとめと復習 既習事項の総復習 ＋ リスニング　Ch. 14. Los Angeles 2

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
平常点（出席、小テスト、提出物、活動内容、受講態度など）100%
フィードバック：講義の中での解説や答案の閲覧

教科書
A Shorter Course in TOEIC Test Grammar（南雲堂）
American Vibes: People, Places and Perspectives（金星堂）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は講義の前後で対応する

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること。

英語ⅠC
1 年次
前期 必修 1.5 単位

English 1
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一般目標（GIO）
基本的で重要な文法項目を多角的に学習し、英語の ｢文構造｣ の総合的理解を強化する。上級学年の英語や薬学英語を学習するた
めの基本的な言語知識と技能の確実な習得を目指す｡

到達目標（SBOs）
１．5文型を正確に識別し､ その特徴を文法的に説明できる｡
２．文中における各品詞の文法的役割を説明できる｡
３．様々な構文を文法的に正しく分析し､ その意味を説明できる｡
４．学習した ｢文構造｣ を応用して､ 文法にかなった英語表現ができる｡
５．英語の音声を聞いて内容を理解し、要約できる｡

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。質問は講義時間の前後で対応する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 赤井　朋子 不定詞　動名詞　分詞 TOEIC 演習問題　Section 1 ＋ リスニング　Ch. 1. Boston
第２回 赤井　朋子 不定詞　動名詞　分詞 TOEIC 演習問題　Section 1 ＋ リスニング　Ch. 1. Boston
第３回 赤井　朋子 不定詞　動名詞　分詞 TOEIC演習問題　Section 1 ＋ リスニング　Ch. 3. New York City 1
第４回 赤井　朋子 接続詞　時制　態　仮定法 TOEIC演習問題　Section 2 ＋ リスニング　Ch. 3. New York City 1
第５回 赤井　朋子 接続詞　時制　態　仮定法 TOEIC演習問題　Section 2 ＋ リスニング　Ch. 4. New York City 2
第６回 赤井　朋子 動詞　助動詞 TOEIC演習問題　Section 3 ＋ リスニング　Ch. 4. New York City 2
第７回 赤井　朋子 動詞　助動詞 TOEIC演習問題　Section 3 ＋ リスニング　Ch. 5. Washington D. C.
第８回 赤井　朋子 形容詞　副詞　比較 TOEIC演習問題　Section 4 ＋ リスニング　Ch. 5. Washington D. C.

第９回 赤井　朋子 形容詞　副詞　比較 TOEIC演習問題　Section 4 ＋ リスニング　Ch. 11. Santa Fe, New 
Mexico

第10回 赤井　朋子 形容詞　副詞　比較 TOEIC演習問題　Section 4 ＋ リスニング　Ch. 11. Santa Fe, New 
Mexico

第11回 赤井　朋子 名詞　冠詞　代名詞　関係詞 TOEIC演習問題　Section 5 ＋ リスニング　Ch. 13. Los Angeles 1
第12回 赤井　朋子 名詞　冠詞　代名詞　関係詞 TOEIC演習問題　Section 5 ＋ リスニング　Ch. 13. Los Angeles 1
第13回 赤井　朋子 名詞　冠詞　代名詞　関係詞 TOEIC演習問題　Section 5 ＋ リスニング　Ch. 14. Los Angeles 2
第14回 赤井　朋子 まとめと復習 既習事項の総復習 ＋ リスニング　Ch. 14. Los Angeles 2

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
平常点（出席回数、小テスト、レポート、活動内容、受講態度など）100%
フィードバック：講義の中での解説や答案の閲覧

教科書
A Shorter Course in TOEIC Test Grammar（南雲堂）
American Vibes: People, Places and Perspectives（金星堂）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること。

英語ⅠＤ
1 年次
前期 必修 1.5 単位

English 1
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担当教員名 准教授 赤井　朋子



一般目標（GIO）
基本的で重要な文法項目を多角的に学習し、英語の ｢文構造｣ の総合的理解を強化する。
上級学年の英語や薬学英語を学習するための基本的な言語知識と技能の確実な習得を目指す｡

到達目標（SBOs）
１．5文型を正確に識別し､ その特徴を文法的に説明できる｡
２．文中における各品詞の文法的役割を説明できる｡
３．様々な構文を文法的に正しく分析し､ その意味を説明できる｡
４．学習した ｢文構造｣ を応用して､ 文法にかなった英語表現ができる｡
５．英語の音声を聞いて内容を理解し、要約できる｡

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。
特にリスニングは、英語に常に触れている状態に近づけてほしいので、そのための課題をしてくること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 相本　資子 不定詞　動名詞　分詞 TOEIC 演習問題　Section 1 ＋ リスニング　Ch. 1. Boston
第２回 相本　資子 不定詞　動名詞　分詞 TOEIC 演習問題　Section 1 ＋ リスニング　Ch. 1. Boston
第３回 相本　資子 接続詞　時制　態　仮定法 TOEIC演習問題　Section 2 ＋ リスニング　Ch. 3. New York City 1
第４回 相本　資子 接続詞　時制　態　仮定法 TOEIC演習問題　Section 2 ＋ リスニング　Ch. 3. New York City 1
第５回 相本　資子 動詞　助動詞 TOEIC演習問題　Section 3 ＋ リスニング　Ch. 4. New York City 2
第６回 相本　資子 動詞　助動詞 TOEIC演習問題　Section 3 ＋ リスニング　Ch. 4. New York City 2
第７回 相本　資子 復習 既習事項の復習 ＋ リスニング　Ch. 5. Washington D. C.
第８回 相本　資子 形容詞　副詞　比較 TOEIC演習問題　Section 4 ＋ リスニング　Ch. 5. Washington D. C.

第９回 相本　資子 形容詞　副詞　比較 TOEIC演習問題　Section 4 ＋ リスニング　Ch. 11. Santa Fe, New 
Mexico

第10回 相本　資子 名詞　冠詞　代名詞　関係詞 TOEIC演習問題　Section 5 ＋ リスニング　Ch. 11. Santa Fe, New 
Mexico

第11回 相本　資子 名詞　冠詞　代名詞　関係詞 TOEIC演習問題　Section 5 ＋ リスニング　Ch. 13. Los Angeles 1
第12回 相本　資子 前置詞 TOEIC演習問題　Section 6 ＋ リスニング　Ch. 13. Los Angeles 1
第13回 相本　資子 前置詞 TOEIC演習問題　Section 6 ＋ リスニング　Ch. 14. Los Angeles 2
第14回 相本　資子 まとめと復習 既習事項の総復習 ＋ リスニング　Ch. 14. Los Angeles 2

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
平常点（出席、小テスト、提出物、活動内容、受講態度など）100%
フィードバック：講義の中での解説や答案の閲覧

教科書
A Shorter Course in TOEIC Test Grammar（南雲堂）
American Vibes: People, Places and Perspectives（金星堂）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は講義の前後で対応する。

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること。

英語ⅡA
1 年次
後期 必修 1.5 単位

English 2
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担当教員名 非常勤講師 相本　資子
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一般目標（GIO）
基本的で重要な文法項目を多角的に学習し、英語の ｢文構造｣ の総合的理解を強化する。上級学年の英語や薬学英語を学習するた
めの基本的な言語知識と技能の確実な習得を目指す｡

到達目標（SBOs）
１．5文型を正確に識別し､ その特徴を文法的に説明できる｡
２．文中における各品詞の文法的役割を説明できる｡
３．様々な構文を文法的に正しく分析し､ その意味を説明できる｡
４．学習した ｢文構造｣ を応用して､ 文法にかなった英語表現ができる｡
５．英語の音声を聞いて内容を理解し、要約できる｡

準備学習（予習・復習等）
予習・復習をしっかり行い、出席を継続すること。質問は講義時間の前後で対応する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 赤井　朋子 不定詞　動名詞　分詞 TOEIC 演習問題　Section 1 ＋ リスニング　Ch. 1. Boston
第２回 赤井　朋子 不定詞　動名詞　分詞 TOEIC 演習問題　Section 1 ＋ リスニング　Ch. 1. Boston
第３回 赤井　朋子 接続詞　時制　態　仮定法 TOEIC演習問題　Section 2 ＋ リスニング　Ch. 3. New York City 1
第４回 赤井　朋子 接続詞　時制　態　仮定法 TOEIC演習問題　Section 2 ＋ リスニング　Ch. 3. New York City 1
第５回 赤井　朋子 動詞　助動詞 TOEIC演習問題　Section 3 ＋ リスニング　Ch. 4. New York City 2
第６回 赤井　朋子 動詞　助動詞 TOEIC演習問題　Section 3 ＋ リスニング　Ch. 4. New York City 2
第７回 赤井　朋子 復習 既習事項の復習 ＋ リスニング　Ch. 5. Washington D. C.
第８回 赤井　朋子 形容詞　副詞　比較 TOEIC演習問題　Section 4 ＋ リスニング　Ch. 5. Washington D. C.

第９回 赤井　朋子 形容詞　副詞　比較 TOEIC演習問題　Section 4 ＋ リスニング　Ch. 11. Santa Fe, New 
Mexico

第10回 赤井　朋子 名詞　冠詞　代名詞　関係詞 TOEIC演習問題　Section 5 ＋ リスニング　Ch. 11. Santa Fe, New 
Mexico

第11回 赤井　朋子 名詞　冠詞　代名詞　関係詞 TOEIC演習問題　Section 5 ＋ リスニング　Ch. 13. Los Angeles 1
第12回 赤井　朋子 前置詞 TOEIC演習問題　Section 6 ＋ リスニング　Ch. 13. Los Angeles 1
第13回 赤井　朋子 前置詞 TOEIC演習問題　Section 6 ＋ リスニング　Ch. 14. Los Angeles 2
第14回 赤井　朋子 まとめと復習 既習事項の総復習 ＋ リスニング　Ch. 14. Los Angeles 2

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
平常点（出席回数、小テスト、レポート、活動内容、受講態度など）100%
フィードバック：講義の中での解説や答案の閲覧

教科書
A Shorter Course in TOEIC Test Grammar（南雲堂）
American Vibes: People, Places and Perspectives（金星堂）

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること。

英語ⅡB
1 年次
後期 必修 1.5 単位

English 2
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担当教員名 准教授 赤井　朋子



一般目標（GIO）
英文学術論文や患者向け医薬品情報など様々なジャンルの英文を読むには、読解の技術（リーディングスキル）が不可欠である。
本科目では英文の理解において必要な「文構造」の正確な把握、豊富な「語彙力」、さらに、まとまった文章表現の理解に必要な「パ
ラグラフ」の論理的展開を効果的に読み取る力を養うことを目標とする。サイエンス系トピックスを中心とした長い英文を確実に
読み、内容を把握するための総合的読解スキルを修得する。

到達目標（SBOs）
１．読解の対象となる英文全体の大意を把握し、それを口頭で説明したり、文章で表現できる。
２．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
３．パラグラフごとに、その主題（main idea）や大意、主張点を説明できる。
４．複数にわたるパラグラフ間の連関性や展開を説明できる。
５．読解の対象となる英文中の重要な語句（キーワード）の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
予習は必須です。音源の活用もお勧めします。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 髙木　一幸 オリエンテーション
Unit 1-1 （1）

授業の進め方・評価方法などの説明
Foods with Many Uses　本文

第２回 髙木　一幸 Unit 1-1 （2） Foods with Many Uses　練習問題
第３回 髙木　一幸 Unit 1-2 （1） The Amazing Coconut　本文
第４回 髙木　一幸 Unit 1-2 （2） The Amazing Coconut　練習問題
第５回 髙木　一幸 Unit 2-1 （1） Face Blindness　本文
第６回 髙木　一幸 Unit 2-1 （2） Face Blindness　練習問題
第７回 髙木　一幸 Unit 2-2 （1） Facial-Recognition Technology　本文
第８回 髙木　一幸 Unit 2-2 （2） Facial-Recognition Technology　練習問題
第９回 髙木　一幸 Unit 4-1 （1） Augmented Reality　本文
第10回 髙木　一幸 Unit 4-1 （2） Augmented Reality　練習問題
第11回 髙木　一幸 Unit 4-2 （1） From Humans to Cyborgs?　本文
第12回 髙木　一幸 Unit 4-2 （2） From Humans to Cyborgs?　練習問題
第13回 髙木　一幸 Unit 5-1 （1） Seeing Music　本文

第14回 髙木　一幸 Unit 5-1 （2）
筆記テスト Seeing Music　練習問題

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
平常点（出席回数・小テスト・レポート・活動内容・受講態度など）１００％

教科書
Reading and Vocabulary Focus 2  (CENGAGE Learning)

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること
５，医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること

英語ⅡC
1 年次
後期 必修 1.5 単位

English 2 
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一般目標（GIO）
英文学術論文や患者向け医薬品情報など様々なジャンルの英文を読むには、読解の技術 (リーディングスキル )が不可欠である。本
科目では英文の理解において必要な「文構造」の正確な把握、豊富な「語彙力」、さらに、まとまった文章表現の理解に必要な「パ
ラグラフ」の論理的展開を効果的に読み取る力を養うことを目標とする。サイエンス系トピックスを中心とした長い英文を確実に
読み、内容を把握するための総合的読解スキルを修得する。

到達目標（SBOs）
１．読解の対象となる英文全体の大意を把握し、それを口頭で説明したり、文章で表現できる。
２．パラグラフ中の各英文を正確に読解し、その意味内容を説明できる。
３．パラグラフごとに、その主題 (main idea) や大意、主張点を説明できる。
４．複数にわたるパラグラフ間の連関性や展開を説明できる。
５．読解の対象となる英文中の重要な語句 (キ―ワード )の意味と用法を説明することができる。

準備学習（予習・復習等）
予習：
リーディングに入る前に、重要単語リストを配布するので、そのリストにある単語や表現の意味がわかるようにしておくこと。そ
の際、意味だけでなく、発音やアクセント位置も調べること。辞書を引く際は、例文にも目を通して、使い方を学んでほしい。
復習：
・学習した Reading Passages の音声を聞いて、英語表現と音との関係づけをする。リズムを覚えるために、音声を聞きながら一
緒に音読してみるとよい。

・英語を理解する際は、日本語に訳すことなく、英語文の順序での理解を習慣づけてほしい。
・新しく出てきた英語表現を効果的に覚えるために、できるだけ自分で使ってみてほしい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 大深　悦子 コースガイダンス 授業内容・提出物などの説明 + Unit 1: preview
第２回 大深　悦子 Unit 1: Reading 1 （1） Foods with Many Uses: 語彙の確認、読解
第３回 大深　悦子 Unit 1: Reading 1 （2） Foods with Many Uses: 読解、練習問題
第４回 大深　悦子 Unit 2: Reading 1 （1） Face Blindness: 語彙の確認、読解
第５回 大深　悦子 Unit 2: Reading 1 （2） Face Blindness: 読解、練習問題
第６回 大深　悦子 Unit 6: Reading 1 （1） Living Together: 語彙の確認、読解
第７回 大深　悦子 Unit 6: Reading 1 （2） Living Together: 読解、練習問題
第８回 大深　悦子 Unit 7: Reading 2 （1） Telling Kibera’s Story: 語彙の確認、読解
第９回 大深　悦子 Unit 7: Reading 2 （2） Telling Kibera’s Story: 読解、練習問題
第10回 大深　悦子 Unit 8: Reading 2 （1） Our Vanishing Night: 語彙の確認、読解
第11回 大深　悦子 Unit 8: Reading 2 （2） Our Vanishing Night: 読解、練習問題
第12回 大深　悦子 Unit 9: Reading 1 （1） In Your Face: 語彙の確認、読解
第13回 大深　悦子 Unit 9: Reading 1 （2） In Your Face: 読解、練習問題
第14回 大深　悦子 Review 習熟度チェックなど

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
成績評価の方法・基準：
　平常点（出席回数、小テスト、レポート、活動内容、授業態度など）100％
フィードバック：解説講義

教科書
Reading and Vocabulary Focus 2 (Cengage Learning)

指定参考書
なし

オフィスアワー
非常勤のため、質問は、E-mail で行うか、講義時間の前後、あるいは予約にて対応する。

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること。

英語ⅡD
1 年次
後期 必修 1.5 単位

English 2
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担当教員名 非常勤講師 大深　悦子



一般目標（GIO）
ドイツ語の基本的な運用能力を習得する。

到達目標（SBOs）
１．ドイツ語を通して、ドイツ文化およびヨーロッパの文化に対する関心を深める。
２．ドイツ語の単語を正しく発音できる。
３．ドイツ語文法の概要を把握する。
４．辞書を引いて、平易なドイツ語の文章を読むことができる。
５．ドイツ語で簡単な日常会話ができる。
６．ドイツ語で簡単な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
到達目標は、ドイツ語の基礎の中の基礎を学びます。基礎とは、名詞系の変化と動詞系の変化、及びドイツ語の文で最も重要な動
詞の位置です。この三つのポイントに常に注目しながら、ドイツ語に慣れていってください。
言葉は文化です。言葉の中に文化と歴史が凝縮されています。ドイツ語と英語は近い親戚ですが、異なった歴史を歩んできました。
それゆえ二つの言葉には、似たところと異なったところがあります。そこが最初は難しいように思えますが、だんだんと慣れてく
れば味わい深いところでもあります。ドイツ語の面白さを一緒に味わいましょう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 畑　公也 導入説明とアルファベットの読み
方、ドイツ語の発音（１）

ヨーロッパの中のドイツ、日本とドイツの関係について概説
アルファベットの読み方を確認、ドイツ語の発音の要点を説明

第２回 畑　公也 ドイツ語の発音（２）、Lektion1（文
法説明） 発音練習、動詞の現在人称変化・定動詞の位置など

第３回 畑　公也 ドイツ語の発音（３）、Lektion１
（文法説明・会話）

発音練習、数字（１）、ドイツ語の代表的な挨拶、動詞の現在人
称変化（２）、会話

第４回 畑　公也 Lektion１（会話・練習問題） 会話文の復習と、練習問題

第５回 畑　公也 Lektion２（文法説明・会話） 冠詞と名詞の格変化・代名詞（１）、動詞の現在人称変化（３）、
会話文解説と練習

第６回 畑　公也 Lektion２（会話・練習問題） 会話文の復習と、練習問題
第７回 畑　公也 Lektion３（文法説明・会話） 冠詞と名詞の格変化・代名詞（２）、会話文解説と練習
第８回 畑　公也 Lektion３（会話・練習問題） 会話文の復習と、練習問題
第９回 畑　公也 Lektion４（文法説明・会話） 冠詞と名詞の格変化・代名詞（３）、会話文解説と練習
第10回 畑　公也 Lektion４（会話・練習問題） 会話文の復習と、練習問題
第11回 畑　公也 Lektion５（文法説明・会話） 所有冠詞、物の値段を聞く
第12回 畑　公也 Lektion５（会話・練習問題） 会話文の復習と、練習問題
第13回 畑　公也 Lektion６（文法説明・会話） 複数形、冠詞と名詞の格変化・代名詞（４）、会話文解説と練習
第14回 畑　公也 Lektion６（会話・練習問題） 会話文の復習と、練習問題、授業のまとめ

授業方法
講義、ＳＧＤ、ロールプレイ

成績評価の方法・基準およびフィードバック
成績評価：授業中の小テスト・リーディングテスト（５０％）、出席・平常点（受講態度、積極的参加度）（５０％）
フィードバック：小テストの返却、講評等

教科書
　『３００語で話すドイツ語』
入谷幸江他著　三修社

指定参考書
特になし

オフィスアワー
在室時は質問や相談を随時受け付けます。４号館２Fの研究室へ。
メールも可：k-hata@kobepharma-u.ac.jp

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。

ドイツ語
1 年次
前期 選択 1.5 単位

German 
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担当教員名 特別教授 畑　公也
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一般目標（GIO）
中国語でコミュニケーションするための基礎力を身につける｡

到達目標（SBOs）
１．中国語を正確に発音できるようにする。 
２．基本的な文法を理解する。
３．簡単な構造の文を作ることができるようにする。
４．自己紹介ができるようにする。
５．簡単な会話ができるようにする。

準備学習（予習・復習等）
教室で担当教員が指示した学習を行うこと。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 馬　淑毅 声調、単母音、複母音 a,o,e,...
第２回 馬　淑毅 子音 b,p,m,f,...
第３回 馬　淑毅 鼻母音、軽声 an,en,in,...
第４回 馬　淑毅 声調変化、声調の組み合わせ 第 3声の変化、“不”と“一”の変化
第５回 馬　淑毅 第 5課 動詞“是”、“吗”疑問文、名前の尋ね方と答え方
第６回 馬　淑毅 第 6課 動詞述語文、副詞“也”と“都”、選択疑問文
第７回 馬　淑毅 第 7課 “呢”疑問文、指示代名詞（1）「これ、あれ（それ）」、“的”
第８回 馬　淑毅 第 8課 疑問詞疑問文、助動詞“想”、時点（1）「今日，今年」など
第９回 馬　淑毅 第 5〜 8課の復習 動詞“是”、動詞述語文、疑問詞疑問文など
第10回 馬　淑毅 第 9課 形容詞述語文、反復疑問文、“吧”
第11回 馬　淑毅 第 10課 所有を表す動詞“有”、量詞、“几”と“多少”
第12回 馬　淑毅 第 11課 文末の“了”、時点（2）時制、前置詞“在”
第13回 馬　淑毅 第 12課 連動文、時点（3）年月日，曜日、疑問詞“怎么”
第14回 馬　淑毅 第 9〜 12課の復習 形容詞述語文、連動文など

授業方法
・教員による教科書を用いた説明
・学生によるペア・グループ会話練習など

成績評価の方法・基準およびフィードバック
定期試験は行わない。
課題 20％、発音テスト 20％、小テスト（筆記）60％、

教科書
杉野元子・黄漢青 著　 改訂版『大学生のための初級中国語 24回』 白帝社

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
質問は授業の前後で対応する。

学位授与の方針との関連
医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。

中国語
1 年次
前期 選択 1.5 単位

Chinese
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担当教員名 非常勤講師 馬　淑毅



一般目標（GIO）
ハングル文字を学び、韓国語の初歩的な文法や表現を身に付け、韓国語で自分にまつわる簡単なコミュニケーションができること
を目標とする。これらの基本素養を身に付けることに伴って、韓国の文化・事情について更なる関心と理解を深めていくことを望む。

到達目標（SBOs）
１．ハングル文字の仕組みや発音方法について理解し、正しく且つ流暢に読める・書ける。
２．入門・初級レベルの単語や表現を身に付ける。
３．初級における名詞文・用言文の丁寧形の活用方法について理解し、運用できる。
４．韓国語で自己紹介ができる。
５．韓国語で自分の誕生日・電話番号の表現、そして物の値段の表現ができる。
６．韓国語で日常あいさつができる。

準備学習（予習・復習等）
ハングル文字の学習は、テキストのCDを繰り返し聴きながらハングルの発音の反復練習と、5回～10回ほどの書く練習をする等
の地道な努力が必要である。授業では、主体性・積極性を発揮し、授業に臨むことと、授業時間外では、30分～ 1時間ほどの自習
学習 (予習・復習 )が必要となる。復習する際は、学習した内容をその都度覚えてしまうのがベターである。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 金　錦花 イントロダクション
・朝鮮（韓国）語・ハングルについて
・単母音
・あいさつ 1ー 안녕하십니까 ?

第２回 金　錦花 文字と発音 1
・単母音
・ヤ行系の重母音
・あいさつ 2ー 안녕히 가세요 .

第３回 金　錦花 文字と発音 2（子音字 1） ・子音ーマ行・ナ行・ラ行・サ行
・あいさつ 3ー 또 만나요 .

第４回 金　錦花 文字と発音 2（子音字 2）
・子音ーカ行・タ行・パ行・チャ行
・発音規則 1ー有声音化
・あいさつ 4ー 감사합니다 .

第５回 金　錦花 文字と発音 3（子音字 3・4） ・子音ー激音・濃音
・あいさつ 5ー 미안합니다 .

第６回 金　錦花 文字と発音 4 ・ワ行系重母音
・あいさつ６ー 죄송합니다 .

第７回 金　錦花 文字と発音 5 ・パッチム（終声）
・あいさつ 7ー 많이 드세요 .

第８回 金　錦花 文字と発音 6
・発音規則 2-連音化
・カナ文字のハングル表記
・あいさつ 8ー 반가워요

第９回 金　錦花 第 1課 私は藤井恵美です。
・助詞「～は」
・名詞文「～です」
・あいさつ 9ー 잘 부탁합니다

第10回 金　錦花 第 1課 私は藤井恵美です。
・発音規則 3-鼻音化
・指示詞 -これは何ですか。
・会話 -自己紹介

第11回 金　錦花 第 2課 学生ではありません
・名詞文「～ではありません」
・助詞「～に」
・会話文と練習

第12回 金　錦花 第 3課 学生ではありません
・漢数詞と電話番号・値段
・助詞「～を」
・会話と練習

第13回 金　錦花 第 4課　私の辞書は家にあります
・丁寧形
・助詞「～に」
・会話文と練習

第14回 金　錦花 第 5課　誕生日はいつですか
・漢数詞と年月日
・助詞「～が」
・会話文と練習

授業方法
講義と演習

韓国語
1 年次
前期 選択 1.5 単位

Korean 

79

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

基
礎
教
育

担当教員名 非常勤講師 金　錦花
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成績評価の方法・基準およびフィードバック
定期試験は実施しない。
①通常の課題・小テストの成績は、全体評価の 60％を占める。
・音声録音の課題は、Webclass のツールも併用して回収することもある。
・課題や小テストについては、その次の授業でフィードバックを行う。
②期末まとめとしてオンラインテストを実施する。オンラインテストの成績は、全体評価の 40％を占める。

教科書
『パランセ韓国語　初級　三訂版』金京子 /喜多恵美子　著 ( 朝日出版社 )  
　ISBN 978-4-255-55676-5
　2300円 +税

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は、講義終了時に受け付ける。

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
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一般目標（GIO）
ロシア語の基本的なコミュニケーション能力を習得する。
キリル文字を習得し、ロシア語のごく初歩的な語彙・文法知識を持つことに置くが、「世界を知り、日本を知る」ための外国語学習
の必要性をロシア語を通じて考える。また同時に現代ロシア社会事情および旧ソビエト地域・東欧全般にも視野を広げる。

到達目標（SBOs）
１．ロシア語を通して、ロシア文化に対する関心を深める。
２．キリル文字を読むことができる。
３．ロシア語の単語を正しく発音できる。
４．ロシア語文法の概要を把握する。
５．辞書を引いて、平易なロシア語の文章を読むことができる。
６．ロシア語で簡単な日常会話ができる。
７．ロシア語で簡単な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 キセリョフ　エフゲーニ 授業の概要説明、キリル文字の書き方
第２回 キセリョフ　エフゲーニ キリル文字の書き方と発音の規則
第３回 キセリョフ　エフゲーニ 「これはナターシャです。」男性形と女性形

第４回 キセリョフ　エフゲーニ 「私はナターシャではありません。」人称代名詞、
挨拶表現

第５回 キセリョフ　エフゲーニ 「これは私のスーツケースです。」所有代名詞、指
示代名詞

第６回 キセリョフ　エフゲーニ 「あそこに古い写真があります。」形容詞の男性形、
女性形、中性形

第７回 キセリョフ　エフゲーニ 「雑誌を読んでいます。」動詞の第一変化

第８回 キセリョフ　エフゲーニ 「日本語を話します。」動詞の第二変化、名詞の複
数形

第９回 キセリョフ　エフゲーニ 「彼女はどこに住んでいるのですか ?」再起動詞、
場所の表現

第10回 キセリョフ　エフゲーニ 「電話を持っていますか。」所有の表現、命令形
第11回 キセリョフ　エフゲーニ 「音楽を聴いているのですか。」格の概要，対格
第12回 キセリョフ　エフゲーニ 「日本文学を勉強していました。」動詞の過去形
第13回 キセリョフ　エフゲーニ 「家にいました。」所有の表現の過去、天候の表現
第14回 キセリョフ　エフゲーニ ロシア語のまとめ

授業方法
基本的にはテキストに沿って授業をすすめますが、補助的な教材として、プリントを適宜配布します。
授業の進度や受講生の興味・関心によって、内容を変更することがあります。　

成績評価の方法・基準およびフィードバック
成績評価：授業中の小テスト（５０％）、平常点（出席、受講態度、積極的参加度）（５０％）
フィードバック：小テストの返却、講評等

教科書
黒田龍之介 『ニューエクスプレスプラス　ロシア語』 白水社 

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は授業の前後に受けます。

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。

ロシア語
1 年次
前期 選択 1.5 単位

Russian
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担当教員名 非常勤講師 キセリョフ　エフゲーニ
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一般目標（GIO）
点と線からなる図形をグラフといいます．グラフを利用して色々なものの性質を調べていきます．例えば，一筆書きの図もグラフ
とみなすことができます。一筆書きができる条件などをグラフの言葉で表していきます．

到達目標（SBOs）
グラフを通して数学の考え方に馴染んでもらう。具体的な到達内容を書いても (ハミルトングラフを理解するなど )グラフ理論を知
らない学生には意味がわからないので，一筆書きができるようになったり，得られたい結果になるあみだ籤を構成できることなど
が目標です．

準備学習（予習・復習等）
予習は必要ありません．
課題を解いてください．

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 内田　吉昭 はじめに グラフ理論の紹介
第２回 内田　吉昭 グラフの定義と応用
第３回 内田　吉昭 一筆書き
第４回 内田　吉昭 畳を敷きましょう
第５回 内田　吉昭 論理を学ぼう
第６回 内田　吉昭 論理トレーニング
第７回 内田　吉昭 彩色グラフ
第８回 内田　吉昭 グラフの基本概念
第９回 内田　吉昭 赤・青・黄色の三角形
第10回 内田　吉昭 赤い三角形・青い三角形
第11回 内田　吉昭 あみだくじ
第12回 内田　吉昭 マッチング
第13回 内田　吉昭 貨車の入れ替えクイズ
第14回 内田　吉昭 たくさん観光するためには

授業方法
テキストにしたがって講義を行う．テキストの講義内容を学生のレベルに応じて取捨選択することがあります．

成績評価の方法・基準およびフィードバック
授業中の課題で評価します．
課題は google form等のネットワークでの提出になります．

教科書
数えて描いて塗って学ぶ グラフ理論ワークブック 内田吉昭著 日本評論社

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

グラフ理論
1 年次
後期 選択 1.5 単位

Graph Theory
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担当教員名 教授 内田　吉昭



一般目標（GIO）
SPI や公務員試験等にも出題されている，初等幾何学や数学パズルを通して，考える力をつける。

到達目標（SBOs）
薬学で必要な数学の力を学生自身でつけることができるようになる。

準備学習（予習・復習等）
特になし。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第２回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第３回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第４回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第５回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第６回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第７回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第８回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第９回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第10回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第11回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第12回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第13回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える
第14回 内田　吉昭 数学パズル カックロ・数独等のパズルを通して考える

授業方法
課題を解いてもらう．

成績評価の方法・基準およびフィードバック
授業課題の成績による．
課題は google form等のネットワークでの提出になります．

教科書
プリント配布

指定参考書
日常にひそむ数理曲線 佐藤雅彦+ユーフラテス 小学館

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

数学トレーニング
1 年次
後期 選択 1.5 単位

Mathematical Training
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一般目標（GIO）
薬学生に必要な論理力をつける。

到達目標（SBOs）
論文作成・報告書作成において必要な論理を身につける。

準備学習（予習・復習等）
特になし。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 内田　吉昭 論理とはなにか
第２回 内田　吉昭 論理の構造 1
第３回 内田　吉昭 論理の構造 2
第４回 内田　吉昭 論理の構造 3
第５回 内田　吉昭 論理の構造 4
第６回 内田　吉昭 論理の構造 5
第７回 内田　吉昭 論理の構造 6
第８回 内田　吉昭 演繹と推測の違い
第９回 内田　吉昭 否定について
第10回 内田　吉昭 条件構造について
第11回 内田　吉昭 論理の練習 1
第12回 内田　吉昭 論理の練習 2
第13回 内田　吉昭 数学の論理トレーニング 1
第14回 内田　吉昭 数学の論理トレーニング 2

授業方法
講義形式で行います．

成績評価の方法・基準およびフィードバック
授業中の課題により評価する．
課題は google form等のネットワークでの提出になります．
進路状況・学生の解答等により内容が変更になる場合があります．

教科書
新版 論理トレーニング 野矢茂樹 産業図書

指定参考書
推理パズル 1 nikoli
数学の基礎体力をつけるためのろんりの練習帳 中内 伸光著 共立出版

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

論理トレーニング
1 年次
前期 選択 1.5 単位

Logical Training
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一般目標（GIO）
アメリカは「自由と平等と民主主義」という理想を掲げて誕生した世界で初めての「民主主義共和国」である。にもかかわらず、
ときには武力を誇示して専制的で独裁的な態度を見せ、国内には格差、人種、環境、銃などの問題を抱えている。このように複雑
で矛盾だらけのアメリカに対する理解を深めることによって、視野を広げ、グローバル人材として国際社会に参加するための基本
的態度を養う。

到達目標（SBOs）
１．アメリカが独立したときの基本的理念を概説できる。
２．アメリカの民族的多様性を概説できる。
３．アメリカにおける少数民族の立場を概説できる。
４．アメリカの宗教観を概説できる。
５．アメリカの外交的態度を概説できる。
６．アメリカの文化的多様性を概説できる。
７．映画、ファンタジー、音楽などの大衆文化から見えるアメリカ文化を概説できる。

準備学習（予習・復習等）
新聞、ニュース、映画などを通して、できるだけアメリカに興味を持ってほしい。
授業で習ったことを深めるために、図書館にある関連した本を読んだりネットで調べたりする。
授業中に言及した映画を自分で観る。
日々起こっている世界の出来事に注目し、それに対して自分の意見を持つ。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 相本　資子 アメリカ文化論を学ぶ意味 アメリカとはどういう国か
第２回 相本　資子 アメリカの理念と矛盾　1 「共和国と帝国」― Barack Obama vs George W. Bush
第３回 相本　資子 アメリカの理念と矛盾　2　 アメリカの象徴が持つ矛盾 ― 国歌（国旗）・独立宣言・宗教

第４回 相本　資子 アメリカの理念と矛盾　3
映画から見る「共和国と帝国」 『インディペンデンス・デイ』『スター・ウォーズ』

第５回 相本　資子 移民国家アメリカの矛盾　1 共和国から帝国へ ― 1890年代の危機

第６回 相本　資子 移民国家アメリカの矛盾 ２　 博覧会に見られる帝国主義
映画に見られる帝国主義『キング・コング』

第７回 相本　資子 多民族国家アメリカの矛盾：先住
アメリカ人１ 歴史と文化 ― 涙の旅路まで

第８回 相本　資子 多民族国家アメリカの矛盾：先住
アメリカ人 2

映画に見られる先住アメリカ人 ―　ふたつのイメージ
『駅馬車』『ダンス・ウィズ・ウルヴズ』

第９回 相本　資子 多民族国家アメリカの矛盾：先住
アメリカ人 3 歴史と文化 ― 現在の先住アメリカ人

第10回 相本　資子 多民族国家アメリカの矛盾：アフ
リカ系アメリカ人 1

歴史と文化 ― Black Lives Matter、奴隷貿易から南北戦争
まで

第11回 相本　資子 多民族国家アメリカの矛盾：アフ
リカ系アメリカ人 2

歴史と文化ージム・クロウ法から公民権運動まで
キング牧師

第12回 相本　資子 多民族国家アメリカの矛盾：アフ
リカ系アメリカ人 3

歴史と文化 ― 公民権運動以後
マルコムX　　モハメド・アリ　　マイケル・ジャクソン
ロサンゼルス暴動

第13回 相本　資子
ポピュラーカルチャーにおける矛
盾：アメリカのファンタジーとア
メリカの帝国主義

1890年代のもうひとつの危機：フロンティアの消滅
『オズの魔法使い』

第14回 相本　資子
ポピュラーカルチャーにおける矛
盾：ディズニーとアメリカの帝国
主義

ウォルト・ディズニーの人生
『蒸気船ウィリー』
オリジナル・ディズニーランド
『ダンボ』

授業方法
講義 (オンライン）

成績評価の方法・基準およびフィードバック
期末レポート（60点）　平常点（40点）配点内訳：課題レポート
講義の中での解説

教科書
トピックごとにレジュメを用意する。

アメリカ文化論
1 年次
前期 選択 1.5 単位

Introduction to American Culture
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担当教員名 非常勤講師 相本　資子
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指定参考書
小田隆裕他編　『事典現代のアメリカ』　大修館書店
高村宏子他編　『アメリカ合衆国とは何か』　雄山閣出版

オフィスアワー
質問はメールや掲示板で対応する。

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。
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一般目標（GIO）
日本文化的教養を身につけるために、特に日本独自の文学形式である俳句を中心とし、作品を丁寧に解釈することを通して、その
史的発展を理解する。古典を学び、今を生きる自分を見つめ直す。

到達目標（SBOs）
１．日本の伝統文化を概説できる。
２．俳諧の誕生とその変遷について詳説できる。
３．芭蕉について人物像を構築する。
４．作品をよく読み、背景や行間に込められた心情を理解する。
５．連句を通してコミュニケーションの楽しさを感じる。
６．芭蕉と同時代の作品を知る。
７．文化的教養を身につけて俳句を創作する。
８．伝統的な価値観と近代以後の価値観の相違を理解する。

準備学習（予習・復習等）
（予習）第２回以降、授業の前に、前回の課題の提出物を再読して、当該講義に備える。
（復習）受講後、講義内容の要点をまとめる。
授業中に課された提出物は、形式と内容を整えて、作成する。継続して課題を提出すると、特に指定しなくとも文字数が増えていき、
自ら考えて記述するという態度が身につく。すなわち日本文化についての知見に、新しい知識をつなぎ、積極的、主体的に取り組
むという変化が見通せるであろう。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 佐藤　真知子 はじめに／日本の詩歌 日本文化って何？
第２回 佐藤　真知子 俳諧の歴史 俳諧の字義および誕生　俳諧の確立と諸流派
第３回 佐藤　真知子 俳句創作 作品理解の一段階としての創作
第４回 佐藤　真知子 芭蕉 伝記的事項と人物像の把握
第５回 佐藤　真知子 芭蕉 俳諧作品を読む～作品とのコミュニケーション～
第６回 佐藤　真知子 座の文芸 連句入門～仲間とのコミュニケーション～
第７回 佐藤　真知子 芭蕉の紀行文 旅人の自覚『野ざらし紀行』～荘子の思想「無用の用」の影響～
第８回 佐藤　真知子 芭蕉の紀行文 『奥の細道』～旅論ならびに人と自然の関係～
第９回 佐藤　真知子 芭蕉と同時代の作品（演劇） 曽根崎心中
第10回 佐藤　真知子 恋の歌 万葉集の時代から芭蕉までの恋の歌を鑑賞する
第11回 佐藤　真知子 芭蕉と同時代の作品（散文） 井原西鶴～生き方を多角的に考える～
第12回 佐藤　真知子 芭蕉以後の俳諧（江戸時代） 与謝蕪村〜郷愁の詩〜
第13回 佐藤　真知子 近代の俳句 正岡子規と夏目漱石
第14回 佐藤　真知子 想像力を喚起する／おわりに 作品に触れて感じたことを考える

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
講義内の課題の提出物で総合的に評価する。
課題に対するフィードバックは、解説をする。
締切日までに、提出先に提出されない場合は、「未提出」として取り扱われるので注意すること。

教科書
特になし。

指定参考書
新編日本古典文学全集 70『松尾芭蕉集①』（1995年）小学館
新編日本古典文学全集 71『松尾芭蕉集②』（1997年）小学館

オフィスアワー
WebClass

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

日本文化論
1 年次
後期 選択 1.5 単位

Introduction to Japanese Culture
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担当教員名 非常勤講師 佐藤　真知子



88

一般目標（GIO）
グローバル人材が必要とされる現代社会において、異文化を理解することによって、ダイバーシティー（多様性）の習得を目指す。
アメリカ文化と日本文化を比較検討し、それぞれの文化の独自性を理解することによって、比較文化論的視点を獲得し、国際社会
に参加するための基本的態度を養う。グローバルな文脈の中で日米関係を捉え直すことによって、現代日本がかかえる問題を解明
する１つの手がかりとする。

到達目標（SBOs）
１．異文化を理解することの意味を明らかにすることができる。
２．異文化を知ることで自国の文化を新たな視点で見直すことができる。
３．アメリカ文化と日本文化を比較することで両者の相違点を概説できる。
４．アメリカ文化と日本文化を比較することで両者の共通点を概説できる。
５．映画、文学作品、アニメ、スポーツなどの媒介を通して、アメリカ人と日本人の発想、視点、思想の違いを概説できる。
６．人文科学、社会科学の思考方法を習得することができる。
７．グローバル人材に必要な多様性を習得することができる。

準備学習（予習・復習等）
新聞、ニュース、映画、アニメなどを通して、できるだけアメリカと日本の関係に興味を持ってほしい。
授業で習ったことを深めるために、図書館にある関連した本を読んだりネットで調べたりする。
授業中に言及した映画を自分で観る。
日々起こっている世界の出来事に注目し、それに対して自分の意見を持つ。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 相本　資子 導入 異文化理解の意味
日本とアメリカの関係

第２回 相本　資子 小説や映画の中の日本人女性表象 1 歴史的背景 ― アメリカのジャポニズム
第３回 相本　資子 小説や映画の中の日本人女性表象 2 『お菊さん』　『オペレッタ・ゲイシャ』
第４回 相本　資子 小説や映画の中の日本人女性表象 3 『蝶々夫人』
第５回 相本　資子 小説や映画の中の日本人女性表象 4 『SAYONARA』
第６回 相本　資子 日本とアメリカの架け橋１ 岡倉天心　『日本の目覚め』『茶の本』を中心に
第７回 相本　資子 日本とアメリカの架け橋 2 新渡戸稲造　『武士道』を中心に
第８回 相本　資子 日本とアメリカの架け橋 3 新渡戸稲造「我、太平洋の橋とならん」
第９回 相本　資子 日本とアメリカの架け橋 4　 日系アメリカ人

第10回 相本　資子 アメリカ文化と日本文化 1 アメリカのアニメーションと日本のアニメ　
『鬼滅の刃』

第11回 相本　資子 アメリカ文化と日本文化 2 アメリカのスーパーヒーロー
『スーパーマン』『キャプテン・アメリカ』『ベイ・マックス』

第12回 相本　資子 アメリカ文化と日本文化 3 手塚治虫の世界

第13回 相本　資子 アメリカ文化と日本文化 4
ディズニーとジブリの女性像
『白雪姫』『シンデレラ』『風の谷のナウシカ』『魔女の宅急便』
『もののけ姫』『千と千尋の神隠し』

第14回 相本　資子 アメリカ文化と日本文化 5
ディズニーとジブリの女性像
『白雪姫』『シンデレラ』『風の谷のナウシカ』『魔女の宅急便』
『もののけ姫』『千と千尋の神隠し』

授業方法
講義（オンライン）

成績評価の方法・基準およびフィードバック
期末レポート（50%）　平常点（50%）配点内訳：課題レポートで評価する｡
講義中での解説

教科書
トピックごとにレジュメを用意する。

指定参考書
小田隆裕他編　『事典現代のアメリカ』　大修館書店

オフィスアワー
質問はメールか掲示板で対応する。

異文化理解
1 年次
後期 選択 1.5 単位

Cross-cultural Understanding
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担当教員名 非常勤講師 相本　資子



学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。
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一般目標（GIO）
異なった文化背景を持つ人々とのコミュニケーションにおいては、言語的技能の問題に加えて、文化を背負った様々な問題がある。
異文化間コミュニケーション論研究の主な目的は、これらの諸問題を認識し、文化とコミュニケーションの視点から過去を調べ、
現在を分析し、未来を予測することにある。授業は、担当教員による講義、質疑応答、学生同士のディスカッション及び対話で構
成される。受講生は、積極的に図書館に通い文献を調べ、問題意識を持ち、積極的に自分の意見を述べて授業参加すること。

到達目標（SBOs）
１．文化とコミュニケーションの意味を明らかにすることができる。
２．文化、コミュニケーションとの相関関係を知ることで多文化を新たな視点で見直すことができる。
３．言語コミュニケーション、非言語コミュニケーションの特徴を概説できる。
４．文化の価値観について例をあげて説明できる。
５．グローバル人材に必要な多様性を習得することができる。

準備学習（予習・復習等）
前の時間に説明された内容を配布プリントで再確認したうえで次の授業に臨むと理解の程度が違います。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 キセリョフ　エフゲーニ オリエンテーション 文化とコミュニケーションの授業概要 　

第２回 キセリョフ　エフゲーニ 文化とコミュニケーションの重要性 文化とコミュニケーション研究の重要性と主な研究分野、
コミュニケーションの定義、構成要素、基本原理

第３回 キセリョフ　エフゲーニ 文化とパーセプション 文化の定義、特性、構成要素、コミュニケーションとの
相関関係

第４回 キセリョフ　エフゲーニ 文化と価値観、世界観 ことわざ、昔話などに見る基本的価値観
第５回 キセリョフ　エフゲーニ 文化と言語コミュニケーション 言葉の障害と文化の壁（言葉の意味と機能）
第６回 キセリョフ　エフゲーニ 文化と言語コミュニケーション 高文脈文化と低文脈文化
第７回 キセリョフ　エフゲーニ 文化と言語コミュニケーション コミュニケーション・スタイル
第８回 キセリョフ　エフゲーニ 文化と非言語コミュニケーション 顔の表情、ジェスチャー、パラ言語
第９回 キセリョフ　エフゲーニ 文化と非言語コミュニケーション  接触行動、対人距離（プロキシーミックス）
第10回 キセリョフ　エフゲーニ 文化と非言語コミュニケーション 時間の概念、空間の捉え方

第11回 キセリョフ　エフゲーニ 異文化間コミュニケーション・スキル エポケー、エンパシー、アサーティブ・コミュニケーショ
ンなど

第12回 キセリョフ　エフゲーニ 「カルチャー・ショック」 「U型曲線」と「W型曲線」モデル。カルチャー・ショッ
クの病状。

第13回 キセリョフ　エフゲーニ グローバル化とアイデンティティ 文化を越えたアイデンティティとは？
第14回 キセリョフ　エフゲーニ まとめ 文化とコミュニケーションのまとめ

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
授業中の小テスト（７０％）、平常点（出席、受講態度、積極的参加度）（３０％）
授業中に書いて提出してもらう質問やコメントに答える（メールも可）

教科書
トピックごとにその都度プリントを用意する。

指定参考書
なし。

オフィスアワー
質問は授業の前後に受けます（メールも可）

学位授与の方針との関連
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。

文化とコミュニケーション
1 年次
前期 選択 1.5 単位

Culture and Communication
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担当教員名 非常勤講師 キセリョフ　エフゲーニ



一般目標（GIO）
「近代 (化 )」という言葉は、(西 ) ヨーロッパにおいて 18世紀以降盛んに用いられるようになったもので、以前より「もっと新しく、
もっと良い時代 ( への移行 )」というポジティブな意味が込められてきました。その際の比較対象は、宗教 ( キリスト教 ) や権力者
たちが迷信によって純朴な民衆を縛りつける暗黒時代として理解された「中世」でした。そのため近代化の肯定・推進は、既存の
宗教や政治・社会体制への反抗・攻撃というかたちで表現されました。
しかし 19世紀頃から、薔薇色と思われた「近代 ( 化 )」の方にも、物質・精神の両面においていろいろな悪弊があることがたびた
び意識されるようになりました。そこから、「近代 ( 化 )」のさらにその先を目指す立場や、「近代 ( 化 )」以前の世界の回復を求め
る立場、この二つの立場のさまざまな混合形態が生じ、21世紀の現在に至っています。
この授業では、そもそも「近代 (化 )」とは何なのか、なぜ・どのようにしてそれが生じたのか、それが何を実現し、何を実現しなかっ
たのか、それにどういう問題があったのか、等々を考えていきます。もちろんいずれも大変な難問なので、簡単な答えは出ませんが、
ドイツ史やドイツの知識人の言説を主な手がかりにして、これらの難問にチャレンジしてみましょう (ドイツの事例を参考にする理
由は、授業中に触れます )。
上の作業を通して、私たちの暮らす現代とはどういう時代であるのか、ということについて、１つ (ないし複数 )の小さな概括的理
解を得ることが、この授業の一般目標です。

到達目標（SBOs）
この授業には以下の３つのサブテーマがあります。
１．宗教・キリスト教（その特徴と機能）
２．死生観（死という出来事についての人々の理解・向き合い方）
３．ナショナリズムとナチズム（異常な大量死と結びついた近代特有のイデオロギー）
　これら３点について、互いに関連させながら概括的な理解を得ることを目指します。
　具体的な到達目標は以下の３点です。
①人々の精神的な支えとしての宗教 (キリスト教 )の役割と、その形骸化の過程について知る。
②宗教 (キリスト教 )の形骸化を精神的支えの喪失として否定的に捉える意見を知る。
③ナショナリズムやナチズムを、伝統的な宗教 (キリスト教 )への代替宗教として捉える視点を得る。

準備学習（予習・復習等）
予習：授業のたびに参考資料や文献をお知らせしますから、それを参照して自分なりに要点や疑問点をまとめておいてください。
復習：授業を通して理解できた点、新たに生じた疑問などを自分なりにまとめておいてください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 野上　俊彦 ガイダンス 授業全体の大まかな見取り図を得るために、まず一般に「宗教」
とはどういうものであるのかを考えます。

第２回 野上　俊彦 キリスト教（信仰・機能・歴史） ヨーロッパの精神史を強力に規定し続けてきたキリスト教に
ついて、概括的な知識を得ます。

第３回 野上　俊彦 近代ヨーロッパの成立
「近代（化）」のさまざまな捉え方を確認した上で、近代ヨーロッ
パの成立を、キリスト教信仰に強力に規定された中世的世界
像の崩壊という出来事と重ね合わせて理解します。

第４回 野上　俊彦 人間中心主義と宗教批判

近代化の二大目標は、「自然」と「人間（社会）」を統御・改良
することでした。このうち「自然」の統御・改良が成功を収
めるにつれて、「人間（社会）」の統御・改良が目指されるよう
になりました。このような流れの中で、宗教が批判の対象と
なっていく様子を確認します。

第５回 野上　俊彦 まとめ（１）：宗教とその盛衰 第 1回〜第 4回の内容を振り返ります。

第６回 野上　俊彦 宗教の失墜の帰結（１）：死と生の
意味の不在

宗教（キリスト教）が失墜したことを、誕生から死後まで人々
の存在に意味を与える権威の喪失として否定的に捉える言説
を確認します。

第７回 野上　俊彦 宗教の失墜の帰結（２）：方向喪失
間隔と自殺

同じ宗教（キリスト教）でも、カトリック、プロテスタント、
東方教会などによって、宗教の説得力の残り方に違いがあり、
そのことは人々の自殺率の違いにも現れるとされます。古典
的な調査をもとにこのことを確認します。

第８回 野上　俊彦 宗教の失墜の帰結（３）：戦争にお
ける大量死とトラウマ

近代化運動の目標の一つである自然の統御・改良が成功を収
めるにつれ、死は日常から程遠い出来事になります。非日常
と化した死がごく身近な事柄として戻ってくる出来事の一つ
は、戦争です。この回では、第一次世界大戦の経験者たちに
よる、近代化した世界における「死の無意味さ」の告発を見
ていきます。

第９回 野上　俊彦 宗教の失墜の帰結（４）：ナショナ
リズムの発展

ナショナリズムは、論者によって色々な仕方で理解される概
念ですが、死や苦難を正当化し、意味づける機能を持った一
種の宗教としても理解することができます。この回では、ナ
ショナリズムの定義、成立・発展の過程、その機能などにつ
いて、諸説を参照しながら理解を深めます。

近代ヨーロッパ精神史
1 年次
後期 選択 1.5 単位

Intellectual History in  Modern Europe
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担当教員名 非常勤講師 野上　俊彦
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第10回 野上　俊彦 まとめ（２）：近代における代替宗
教としてのナショナリズム 第 6回〜第 9回の内容を振り返ります。

第11回 野上　俊彦 ナチズムとナチ運動（１）：理念
第一次世界大戦後のドイツで誕生・発達し、現在なお世界的
な（知的）関心の的であり続けているナチズムの理念について、
概括的な理解を得ます。

第12回 野上　俊彦 ナチズムとナチ運動（２）：実践 ナチ運動の活動内容について、概括的な理解を得ます。

第13回 野上　俊彦 ナチズムとナチ運動（３）：帰趨
ナチ体制の崩壊（1945年）から現代に至るドイツ史において、
ナチズムやナチ運動がどのように捉えられてきたのかを概観
します。

第14回 野上　俊彦 まとめ（３）：急進的な代替宗教と
してのナチズム 第 10回〜第 13回の内容を振り返ります。

授業方法
講義（オンデマンド）

成績評価の方法・基準およびフィードバック
平常点評価（30%）および学期末レポート（70%）による評価
平常点評価：学期中に計２回、簡単なレポートを提出してもらいます。そこに感想・質問・意見などを書いてください。字数の指
定はありません。
学期末レポート：全体の学習内容を踏まえて、レポートを提出してもらいます。こちらは 2000 字以上書いてください。記述内容
は授業に関連することであれば自由です。たとえば①全体の学習内容を要約した上で、感想・意見を書く、②特定のテーマや文献
を選んで内容を要約し、それについての感想・意見を書く、など。

教科書
特定の教科書はありません。参考資料や文献を都度お知らせします。

指定参考書
授業中に指示します。※ 必要に応じてＰＤＦファイル（文献の一部）などを配布します。

オフィスアワー
メールで随時相談に応じます。

学位授与の方針との関連
２．医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者の立場に立って行動できること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。
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一般目標（GIO）
国際ビジネスは、言語と文化を異にする者の間におけるコミュニケーションにより成立する。そのプロセスと、手段である言語と
非言語、さらに企業内と企業間の具体的シチュエーションを紹介し、そこにおけるコミュニケーションや、国際言語としての英語
の役割を講義する。現在行われている国際ビジネスに注目すると同時に、自身が日常生活で行っている活動をコミュニケーション
の視点から分析する能力について積極的に考察させる。

到達目標（SBOs）
１．国際ビジネスコミュニケーションに関する基礎知識の修得
２．日本企業、外資系企業におけるコミュニケーションの特徴を概説できる
３．国際経営におけるコミュニケーションの理解を促す
４．国際取引とコミュニケーションの理解を促す
５．国際マーケティングとコミュニケーションの理解を促す
６．国際ビジネスにおけるコミュニケーションと言語の役割に関する全般的理解力を身につける

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 キセリョフ　エフゲーニ イントロダクション 講義の目標・評価方法・運営方式も確認と講義全体の概要説
明

第２回 キセリョフ　エフゲーニ コミュニケーションから見る
国際ビジネス

国際ビジネスコミュニケーションの概念
文化・言語・信頼との関係
国際ビジネスと英語

第３回 キセリョフ　エフゲーニ コミュニケーションから見る
国際経営

日系多国籍企業による国際経営
多文化社会における国際経営

第４回 キセリョフ　エフゲーニ コミュニケーションから見る
国際取引

国際取引における交渉
異文化と交渉
交渉におけるコミュニケーション力

第５回 キセリョフ　エフゲーニ グローバル人材とコミュニ
ケーション

コミュニケーション・ギャップ
企業内コミュニケーション問題の原因分析

第６回 キセリョフ　エフゲーニ 日本企業と外国企業のコミュ
ニケーションにおける特徴

ケーススタディ①
ケーススタディ②

第７回 キセリョフ　エフゲーニ 電子商取引におけるコミュニ
ケーション

電子商取引環境下の国際ビジネスの変化
コミュニケーションのビジネス上での不変性と普遍性

第８回 キセリョフ　エフゲーニ ステレオタイプ化された交渉
スタイル

議論に対する考え方
意思決定に対する考え方
契約に対する考え方

第９回 キセリョフ　エフゲーニ 国際ビジネスにおけるクライ
シスコミュニケーション

リスクコミュニケーションとクライシスコミュニケーション
事例に見るコミュニケーションのあり方と成功要件

第10回 キセリョフ　エフゲーニ 広告比較に見る異文化理解 商品名・企業名の事例分析

第11回 キセリョフ　エフゲーニ コミュニケーションのジャン
ルとメディア

英文レジュメ、英文レター、英文メモ、電子メール、レポー
トの書き方、プレゼンテーションの仕方と文化比較

第12回 キセリョフ　エフゲーニ 国際マーケティングから見る
コミュニケーション グローバル化とブランド

第13回 キセリョフ　エフゲーニ 国際ビジネスと文化 国際ビジネスにおける文化の影響を考える。各国の文化次元
の比較、文化的価値観の特徴。

第14回 キセリョフ　エフゲーニ 国際ビジネスコミュニケー
ションのまとめ これからのビジネスコミュニケーション

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
授業中の小テスト（７０％）、平常点（出席、受講態度、積極的参加度）（３０％）
授業中に書いて提出してもらう質問やコメントに答える（メールも可）

教科書
トピックごとにそのつどプリントを用意する。

国際ビジネスコミュニケーション
1 年次
後期 選択 1.5 単位

International Business Communication
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担当教員名 非常勤講師 キセリョフ　エフゲーニ
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指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問は授業の前後に受けます（メールも可）

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感覚を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。
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一般目標（GIO）
人間の社会場面での行動、認知、態度を決定する心理的メカニズムを理解する。その心理的メカニズムの知識をもって、自己を理
解しさらに他者を理解して、様々な問題に対処する能力を身に付ける。

到達目標（SBOs）
１．日常生活で体験している事象を心理学の視点から捉えなおす。
２．自己への洞察を深める。
３．他者への理解を深める。
４．良好な対人関係を築くために心理学的な知識を活用する。
５．自分の感情の役割を知り自己表現の大切さを確認する。

準備学習（予習・復習等）
予習としては、心理学関連の本、特に対人心理学についての本を図書館で手に取ってみてみるのもおすすめします。復習としては、
授業で学んだ心理的メカニズムを、自分の体験に落とし込み、分析してみてください。それによって、自己や他者をより深く理解
できるようになることを期待します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 中島　園美 心理学について 心理学のトピックスや理論の紹介
第２回 中島　園美 自己イメージを探す 自身の自己イメージを探すワーク
第３回 中島　園美 自己イメージ 自己イメージ（自己概念）や自己表現のスタイルを知る

第４回 中島　園美 自己肯定感 日本の若者の肯定感は？自己肯定感の高さと態度についての
関係

第５回 中島　園美 周囲から影響を受ける自己 周りにいる人によって左右される私たちの行動や態度
第６回 中島　園美 他者のイメージ・印象 私たちはどのようなプロセスで他者を判断しているか？
第７回 中島　園美 他者に感じる魅力（1） 私たちはどのような人に魅力を感じるか？
第８回 中島　園美 他者に感じる魅力（2） 状況によって変化する私たちの気持ち
第９回 中島　園美 対人関係の形成のプロセス 対人関係を発展させるには何が必要か？

第10回 中島　園美 態度の形成と変化 私たちの態度はどのように形成されるか、またどのようなと
きに態度を変化させるか？

第11回 中島　園美 動機づけ 自己や他者のモチベーションを左右するもの
第12回 中島　園美 感情と対人関係 感情の役割、他者とのかかわりの中で経験する感情について
第13回 中島　園美 人間関係のひずみ 人間関係のメカニズム、アドラーの人間関係論
第14回 中島　園美 リーダーシップ どのようなリーダーシップが適切か？

授業方法
講義によって、人間の社会場面での行動、認知、態度を決定する心理的メカニズムや理論の知識を学習する。

成績評価の方法・基準およびフィードバック
１．講義動画の視聴（56点；4点× 14回）：視聴状況をwebclass にて確認して評価
２．レポート（44点満点）
・フィードバックは必要に応じて対応します。

教科書
適宜、資料を配布する。

指定参考書
特になし。

オフィスアワー
メール（nakajima ＠ kobepharma-u.ac.jp）又は臨床心理学研究室（4号館 2階）にて質問を受け付けます。
メールの場合は、「社会心理学　年　組　　番　氏名　」の記載をしてください。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
３．医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者の立場に立って行動できること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。

社会心理学
1 年次
前期 選択 1.5 単位

Social Psychology
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担当教員名 准教授 中島　園美
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一般目標（GIO）
現代の日本社会が抱える様々な問題に触れ、その背景と原因を考察することで、自分の力で現代の社会問題を評価し、検討する力
を身につける。

到達目標（SBOs）
１．現代社会の特徴を知る。
２．超高齢化と超少子化が与えている社会的インパクトについて理解する。
３．資本主義経済と社会との関係を理解する。
４．格差の問題が社会にどう影響するのかを理解する。
５．日本社会の特徴と将来の可能性についての理解を深める。
６．社会学とはどういう学問かを理解し、社会学的な視点が非常に重要であることの理解を深める。

準備学習（予習・復習等）
本年度は、新型コロナ感染対策のため、オンデマンド授業となります。授業の初めに、「2022年度 1，2年生前期教養選択科目「現
代社会論」のオンライン授業について」という注意書きを配信しますので、それをよく読んで、授業の対策としてください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 松家　次朗 現代社会の特徴　その１

第 1回は、講義の入門です。講義全体の流れは、第 1回～第
7回までは、第 1部世界編とします。内訳は、第 1回入門編、
第 2回～第 7回まで、世界編１～６となります。第 8回～第
12回までは、第 2部日本編とし、第 1部で得た知識をもとに、
戦後の日本社会の動きを概観します。

第２回 松家　次朗 現代社会の特徴　その２
世界編その１とし、第 7回の世界編その 6まで、主に見田宗
介著『現代社会の理論』（岩波新書）を材料に、これに種々の
資料を加えながら、現代社会の特徴を見ていきます。

第３回 松家　次朗 現代社会の特徴　その３ 世界編その２
第４回 松家　次朗 現代社会の特徴その４ 世界編その３
第５回 松家　次朗 現代社会の特徴その５ 世界編その４
第６回 松家　次朗 現代社会の特徴その６ 世界編その５
第７回 松家　次朗 現代社会の特徴その７ 世界編その６

第８回 松家　次朗 現代社会の特徴その８

日本編その１：第 8回～第 12回は、第 2部日本編です。第
1回～第 7回までの講義で得た知識を戦後の日本の歩みの理
解に応用し、少子高齢社会の詳しい内容とその問題点を解説
します。

第９回 松家　次朗 現代社会の特徴その９ 日本編その２
第10回 松家　次朗 現代社会の特徴その１０ 日本編その３
第11回 松家　次朗 現代社会の特徴その１１ 日本編その４
第12回 松家　次朗 現代社会の特徴その１２ 日本編その５
第13回 松家　次朗 現代社会の特徴その１３ 世界と日本の今後について：その１
第14回 松家　次朗 現代社会の特徴その１４ 世界と日本の今後について：その２

授業方法
オンデマンド授業とします。

成績評価の方法・基準およびフィードバック
オンデマンド授業とし、課題提出を求めます。成績は、それらの課題の総得点とします。

教科書
特に指定しません。基本教材は教員の方で用意する。

指定参考書
見田宗介『現代社会の理論』（岩波新書）。

オフィスアワー
必要に応じて対処する。

学位授与の方針との関連
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

現代社会論
1 年次
前期 選択 1.5 単位

Introduction to Modern Japanese Society
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担当教員名 特任教授 松家　次朗



一般目標（GIO）
社会科学における広義の経営学、その中の商学に属する消費者行動研究をマーケティング論視点に基づいて学ぶことを通して、経
済社会の諸関係、特に組織間・組織と個人間・個人間の取引関係を認識・考察・分析する能力を養うことを目指す。その上で経済
社会全体の成り立ちやその構成 ･構造の諸特徴を理解する能力を修得し、社会に有為な人材となることを目指す。

到達目標（SBOs）
（１）マーケティング論に関する基礎知識の修得
（２）消費者行動と企業の戦略策定・実施との相互作用に関する理解を進める
（３）上記相互作用の活性化のための製品戦略の理解を促す
（４）上記相互作用の活性化のためのコミュニケーション戦略の理解を促す
（５）上記相互作用の活性化のための流通戦略の理解を促す
（６）上記相互作用の活性化のための価格戦略の理解を促す
（７）上記マーケティング・ミックスの展開、消費者行動分析視点、そのツールの修得を目指す
（８）これらを踏まえて、組織の購買行動や個人の消費行動に関する全般的理解力を身につける

準備学習（予習・復習等）
日常の生活シーンにおいて、我々は常に購買・消費に関する意思決定に直面している。
本講義を受講する学生諸君は、「何故、この製品を購入するのか」、「何故、このお店は来店客数が多いのか」、「このＣＭは何を意味
しているのか」等について、関心を持つようにしてほしい。
また、受講前には 60分程度の予習（テキスト等に基づく準備学習）、受講後には 40分程度の講義ノートに基づく講義内容の理解
確認を行うことが望ましい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 西村　順二 イントロダクション 講義の目標・評価方法・運営方式も確認と講義全体の概要説
明

第２回 西村　順二 社会科学の中の消費者行動論
社会科学における下位研究領域としての消費者行動論の学問
的特徴の説明、そして消費者行動論の研究対象の特徴につい
て説明

第３回 西村　順二 マーケティングと消費者行動 マーケティングの基礎概念についての説明、生産と消費の懸
隔に対する架橋概念の議論についての理解

第４回 西村　順二 消費者ニーズ概念

消費者ニーズの本質について説明：ニーズ、ウォンツ、デマ
ンド、欲求創造の意味について考える。
なお、第 1回目のレポート提出を求める。課題・様式等につ
いては、講義の中で説明する。

第５回 西村　順二

マーケティング・ミックス編成に
ついて
（１）製品戦略
（２）流通戦略

マーケティング・ミックスにおける製品戦略についての説明：
「製品は属性の束である」
マーケティング・ミックスにおける流通戦略についての説明：
「流通と商業の相違」

第６回 西村　順二

マーケティング・ミックス編成に
ついて
（３）販売促進戦略
（４）価格戦略

マーケティング・ミックスにおける販売促進戦略についての
説明：「消費者と企業のコミュニケーションの困難性」
マーケティング・ミックスにおける価格戦略の説明：「４Ｐに
おける市場浸透と上層吸収」

第７回 西村　順二 消費と購買、そして消費者の動態
消費行行動の基本類型（ＡＩＤＭＡ，ＡＩＳＡＳ）の理解と、
ＳＴＰ分析（セグメンテーション・ターゲティング・ポジショ
ニング）の実際

第８回 西村　順二 供給サイドと需要サイドのマッチ
ング

流通懸隔と流通フロー、それらを統制する流通機能について
の概要説明
なお、第 2回目のレポート提出を求める。課題・様式等につ
いては、講義の中で説明する。

第９回 西村　順二 販売・顧客適応と仕入れ・生産適
応

取引連動性に基づく流通の動態を顧客適応と生産適応の視点
から説明

第10回 西村　順二 流通業態の変化 取引連動性から見る流通の小売業態・卸売業態の変化に関す
る理論モデル説明

第11回 西村　順二 標的市場の設定に基づく消費者分
析

ＳＴＰ分析に基づく標的市場設定の事例研究
なお、第 3回目のレポートとして、ポジショニングマップの
提出を求める。作成方法・提出内容については、講義の中で
説明する。

第12回 西村　順二

マーケティング事象の実際
コロナ禍におけるニューノーマル
の意味すること

近年の消費者行動についての動向やコロナ禍におけるニュー
ノーマルと呼ばれる生活様式での消費者行動について学び、
また SDGs や ESG投資、そしてZ世代等に関する新しい価
値について検討する

消費者行動論
1 年次
前期 選択 1.5 単位

Introduction to Consumer Behavior
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担当教員名 非常勤講師 西村　順二
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第13回 西村　順二 消費者行動の理解・総括
新しい接近方法

消費者を理解し、消費者ニーズに対応するための製品開発発
想方法について学ぶ
デザイン思考とは何か、その意味を学ぶ

第14回 西村　順二 講義の全体総括
消費者を捉えるということは、何を意味するのか
消費者行動の本質とは何かを考える
なお、第 4回目のレポート提出を求める。課題内容や方式に
ついては、講義の中で説明する。

授業方法
動画に基づく講義形式で進める。なお、講義終了後に期限を決めて、4回のレポート提出を求める。

成績評価の方法・基準およびフィードバック
4 回目、8回目、11回目、14回目の講義において、合計で 4回の提出レポート提出を求めます。この 4つのレポートに基づく総
合的な評価を行います。
フィードバックについては、必要に応じて、教務システムを活用して進めます。

教科書
西村順二著 (2009)『卸売流通動態論ー中間流通における仕入れと販売の取引連動性』千倉書房。

指定参考書
特になし

オフィスアワー
火曜日 10：00－ 10：30
なお、講義担当者は非常勤講師であり、かつ大学ルールに従いオンデマンド配信講義となっていますので、質問等への対応を即座
にする事が難しい場合があります。ご容赦ください。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
３．医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者の立場に立って行動できること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
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一般目標（GIO）
社会科学における経営学、その中の経営論を学ぶことを通して、経済社会の認識・考察・分析力を養うことを目指す。

到達目標（SBOs）
薬局経営を考える上で必要と思われる財務諸表に関する基礎知識の習得しつつ、薬局の経営に関する分析視点の確立を目指す。

準備学習（予習・復習等）
授業時間の中で社会科学のひとつの見方を楽しみ、日常生活の中で、将来の方向性を考えるひとつの材料としてください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 辻　峰男 オリエンテーション 授業の進め方等を説明する。
（以下の計画は変更する場合がある。）

第２回 辻　峰男 薬局経営における視点 経営分析の視点について概説する。　教科書・第 4章
第３回 辻　峰男 財務諸表のひな型 財務諸表の読み方を概説する。　教科書・第 2章

第４回 辻　峰男 安全性の分析（１） ストックの安全性のうち、短期の安全性の指標を解説する。
教科書・第 6章

第５回 辻　峰男 安全性の分析（２） ストックの安全性のうち、長期の安全性を解説する。　教科書・
第 6章

第６回 辻　峰男 安全性の分析（３） キャッシュ・フロー計算書の読み方を学び、安全性の分析を
事例を用いて行う。　教科書・第 6章

第７回 辻　峰男 安全性の分析（４） フローの安全性ついて学ぶ。　教科書・第 7章
第８回 辻　峰男 収益性の分析（１） 企業の立場からの収益性を学ぶ。　教科書・第 5章
第９回 辻　峰男 収益性の分析（２） 企業の立場からの収益性を学ぶ。　教科書・第 5章
第10回 辻　峰男 収益性の分析（３） 企業の立場からの収益性を学ぶ。　教科書・第 5章
第11回 辻　峰男 収益性の分析（４） 株主の立場から収益性を学ぶ。　教科書・第 5章

第12回 辻　峰男 薬局経営に関する事例分析（1） 先輩方による経営分析の研究発表を紹介しつつ、ドラッグス
トアなどの経営についての事例を学ぶ。

第13回 辻　峰男 薬局経営に関する事例分析（2） 先輩方による経営分析の研究発表を紹介しつつ、ドラッグス
トアなどの経営についての事例を学ぶ。

第14回 辻　峰男 まとめ これまでの学習内容を復習する。

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
授業内課題（3回程度）30%、最終レポート 70％を予定。

教科書
新田忠誓『実践財務諸表分析』（中央経済社）

指定参考書
大阪府立大学マネジメント研究会（山本・上野山）『マネジメント講義ノート』（白桃書房）
武井一浩『会社法を活かす経営』（日本経済新聞社）
桜井久勝『財務諸表分析』（中央経済社）

オフィスアワー

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。

薬局経営論
1 年次
後期 選択 1.5 単位

Introduction to Pharmacy Management
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一般目標（GIO）
社会科学における経営学、その中の企業論を学ぶことを通して、経済社会の認識・考察・分析力を養うことを目指す。

到達目標（SBOs）
経営学に関する一般的な基礎知識を広く習得しつつ、医薬品企業の経営に関する分析視点の確立を目指す。

準備学習（予習・復習等）
授業時間の中で社会科学のひとつの見方を楽しみ、日常生活の中で経済社会を観察し、将来の方向性を考えるひとつの材料として
ください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 辻　峰男 オリエンテーション
授業の進め方と合わせ、マネジメント論の全体像を紹介する。
　教科書・序章
（なお、以下の計画は変更する場合がある。）

第２回 辻　峰男 財務会計（１）
医薬品を取扱う企業をはじめとする企業の活動との関係で、
「財務諸表」という書類の意義とその読み方を学ぶ。　教科書・
第 15章

第３回 辻　峰男 財務会計（２） 企業の開示する情報媒体のうち『有価証券報告書』をとりあげ、
その内容を概説する。　教科書・第 15章

第４回 辻　峰男 経営戦略の基礎（１） 経営戦略論の意義について説明する。　教科書・第 4章

第５回 辻　峰男 経営戦略の基礎（２） 経営戦略論の基本的なトピックを説明する。　教科書・第 4
章

第６回 辻　峰男 経営戦略の策定（１） 経営戦略の策定プロセスを学ぶ。　教科書・第 5章
第７回 辻　峰男 経営戦略の策定（２） 経営戦略の策定プロセスを学ぶ。　教科書・第 5章

第８回 辻　峰男 経営組織論（１） 経営戦略を実現するために、企業がどのような組織を作って
いるのかについて学ぶ。　教科書・第 6章

第９回 辻　峰男 経営組織論（２） 組織における人間行動のマネジメントについて学ぶ。　教科
書・第 7章～第 8章

第10回 辻　峰男 マーケティング・消費者行動論 マーケティング・ミックスをはじめ、マーケティング論の基
本を学ぶ。　教科書・第 10章～第 11章

第11回 辻　峰男 マーケティング・消費者行動論 マーケティング・ミックスをはじめ、マーケティング論の基
本を学ぶ。　教科書・第 10章～第 11章

第12回 辻　峰男 原価計算と管理会計 原価計算の基礎知識と管理会計の意義を学ぶ。　教科書・第
12章～第 13章

第13回 辻　峰男 原価計算と管理会計 原価計算の基礎知識と管理会計の意義を学ぶ。　教科書・第
12章～第 13章

第14回 辻　峰男 経営計画について これまで学んだ知識を総括し、財務諸表分析と経営計画の策
定へとつなげていく。　教科書・第 16章～第 18章

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
授業内課題（3回程度を予定）30%、最終レポート 70％。

教科書
山本浩二・上野山達哉（大阪府立大学マネジメント研究会）『マネジメント講義ノート（増補版）』（白桃書房）

指定参考書
伊丹・加護野『ゼミナール経営学入門』（日本経済新聞出版社）
武井一浩ほか『デジタルトランスフォーメーション法制実務ハンドブック』（商事法務）
日本製薬工業協会『DATA　BOOK』（日本製薬工業協会）

オフィスアワー

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。

医薬品企業論
1 年次
前期 選択 1.5 単位

Introduction to Medical/Pharmaceutical Industry
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一般目標（GIO）
生活の中で必要な情報を選択できるための基本的な知識を身に付けることを目標とする。選択ためには、大きな柱が３つある。
１つ目は情報を正確に理解する力である。詳細は各授業内で講義をするが、まずは情報の意味するところを理解できなければ、自
己との関わりを判断することができない。２つ目は情報が必要か否かを判別する力である。生活の中で、あるいは将来の生活を考
えた上で、ある情報が自分にとって必要であるのか、不要であるのかを判断できなければならない。そうでなければ情報にふりま
わされることになる。限られた人生の時間の中で徒労に終わるような判断ミスは避けるべきである。３つ目は情報をいかに活用す
るのかを知ることである。自分にとって有益な情報であったとしても、それを活用しなければ宝の持ち腐れである。どのように活
用すべきかを工夫することも生活の中では必要である。
これらの３つの柱はそれぞれ連動しているので、現実的な生活の中で切り離して考えられるものではない。よって多くの事例を用
いて講義内で説明をしていく。成果としては情報を正しく理解し、選択でき、そして活用できるようになる為の指針を身に着ける
ことである。　

到達目標（SBOs）
上記に示した一般目標の３つの柱のそれぞれをどの程度理解できたのかを到達目標とする。１から３までの柱のいずれも７割は理
解して到達すべき目標である。具体的には以下の７つのことができることが目安となる。
１．情報から発信源と内容の信頼性を判断できる
２．生活空間の中で、同一の情報内容についてを５つ以上の情報源を確認できる
３．対人折衝場面で、自分が必要とする情報内容を入手できる
４．生活場面で、過去との相違を述べる知識がある
５．生活情報の移り変わりが理解できる
６．必要な情報を活用するためのツールを選択できる
７．情報の受信あるいは発信のための最適な条件を判断できる　

準備学習（予習・復習等）
予習としては主に経済に関するニュースやトピックスについて注意を払い、その情報がどこから発信されたのか、どのように取り
上げられているのかを覚えておくことである。そのためにニュースなどは１日に 15 分程度はふれるように心がけてほしい。イン
ターネットの SNSを使用している人はそこでの話題も心にとめておく。
復習としては、授業で取り上げた事例について各自が確認しその実態をにノートにまとめること。また配布したプリントを再読す
ること。次の講義までには２０分程度目を通してもらいたい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容

第１回 滋野　英憲 概要説明：イントロダクション

授業の進め方、教材、評価、注意事項などの授業に関する説明と、科目である生活情報
とは何を示すのかという領域の説明をおこなう。具体的には、授業の進め方については、
特に評価と連動しているので、しっかりと理解してもらうために丁寧に説明をする。生
活情報についてはテレビや新聞、インターネットなどを通して配信される情報を想起し
がちであるが、それだけではなく普段なにげなく接している日常空間などからも情報を
得るので、その学問領域の説明をおこなう

第２回 滋野　英憲 生活者としての情報接触態度と行
動の理解

生活環境の中からどのように必要な情報を得るのかということを理論的に学ぶ。ここで
はアイドマの法則を中心に、態度と行動との関係を説明する。これらの２つの理論は、
マーケティング論の分野でもよく利用されている。

第３回 滋野　英憲 法律にもとづく生活情報の例示１

たとえば、食品衛生法では食品全般についての開示について規則がある。これは安全を
確保する目的で施行されている。
製造業者氏名、住所、製造年月日、成分、重量、添加物などが袋や缶に記載されている。
食品だけではなく、家電でも電気用品取締法によって安全のために法律がある。このよ
うな安全のための開示も生活の中では重要な情報のひとつである。
最近は、産地の記載に消費者は敏感だといわれている。このように身近な商品からの情
報について学ぶと共に、風評被害とは何か、その恐ろしさについても事例を交えて説明
をする。
薬事法において薬も内容量、有効期間、製造番号などは開示されなければならない。そ
れらの情報をどのようにしたら正確に消費者に届けることができるのか、記載だけでは
不十分であるといわれる原因なども説明をする

第４回 滋野　英憲 法律にもとづく生活情報の例示２

たとえば、食品衛生法では食品全般についての開示について規則がある。これは安全を
確保する目的で施行されている。
製造業者氏名、住所、製造年月日、成分、重量、添加物などが袋や缶に記載されている。
食品だけではなく、家電でも電気用品取締法によって安全のために法律がある。このよ
うな安全のための開示も生活の中では重要な情報のひとつである。

第５回 滋野　英憲 消費者問題への対処法を考える

消費者と事業者間には情報格差があり、事業者には消費者に対するより詳細かつ容易な
情報提供が義務づけられている。
しかし、現実には食品偽装や詐欺行為に近いような商品販売など消費者が遭遇する問題
は数多く存在する。このような消費者の被害を未然に防ぐ対処法を考えていく。

生活情報論
1 年次
前期 選択 1.5 単位

Introduction to Life Information
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第６回 滋野　英憲 サービスに関する情報と課題

生活をする上で様々なサービスを利用することは快適に生活するためのツールである。
サービスといっても行政サービス、金融サービス、教育サービスなど内容は豊富である。
もちろん医療サービスは現在、もっとも消費者のニーズが高い分野である。医療サービ
スは受け手は患者であったが、今後は、患者とは限らない場合も想定される。高齢化社
会における医療サービスの課題についてもここでは取り上げる。

第７回 滋野　英憲 個別の生活情報とライフスタイル

生活を外と内に分類し、それぞれの場面での情報接触と収集について具体的に考えてみ
る。例えば、街中は外の世界である。
そこにある看板、表示、音楽、商品は多種多様である。その中から個人はそのライフス
タイルによって、情報を選択し、商品を選択、購入していくのである。それらのプロセ
スを解明する。商品やサービスへの関心度の高い人と低い人との基本属性を比較しなが
ら、情報をいかに生活に我々は取り入れて、活用しているのかを学ぶ。

第８回 滋野　英憲 広告効果評価と購買行動との関係
を考える

日常生活で接触頻度の高い広告は私たちの生活にどのように影響し、私たちに購買行動
にどのように影響しているのかを具体的な広告を取りあげて考える。

第９回 滋野　英憲 生活情報の伝播とこだわり

情報の伝播にはいくつかのパターンが存在をする。ここではそのパターンについて学ぶ。
中心から徐々に周囲にひろがる波紋型、上から下へ階層を流れるように移動する情報、
この逆に下から上への階層に浸透する音楽や風習などを例示しながら、情報の伝播につ
いて考える。また、こだわり商品、たとえば趣味のものなどがいかに仲間的な社会の中
でひろがるのかも例示する。生活情報は必需品のみならず嗜好品のようなものも対象と
なる。

第10回 滋野　英憲 環境配慮行動を促すために必要な
情報提示とは何かについて学ぶ

生活者の消費活動は、地球環境を考慮して行わなければならないが、個人消費を見る限
り自己の欲求を満たすことを優先し、環境など配慮していないような行動も散見される。
生活者が無理なく積極的に環境配慮行動を実践するためにはどのような情報提示が望ま
しのかを実際の調査データをもとに学ぶ。

第11回 滋野　英憲 生活者のリスク認知と行動の変容
について学ぶ

生活者はどのような状況でリスクを感じ、どのような行動を取るのかについて、具体的
な商品を対象として行われた調査実験データに基づいて、生活者のリスク回避行動を情
報との関係を明にする。

第12回 滋野　英憲 情報の本質と変化

価値観からこだわりが生じてきているのだが、それらの概念を形成する多くの情報は、
どのように選択されるのかということそしてそれらの本質について考える。本質の中に
は、真実とありのままの姿という他に、本来的にそれが必要か役にたつのかということ
がある。生活の変化の中でその基準が過去とは異なる場合、それらをいかに正しく提示
していくのか、正しく受け止める力を養うのかということが必要になってく
る。

第13回 滋野　英憲
ブランド力の高い企業のマーケイ
ティングコミュニケーションにつ
いて

多くの消費者が支持するブランドを構築する企業の情報発信の特徴から、多くの人々に
浸透するコミュニケーションのあり方を学ぶ

第14回 滋野　英憲 地域における生活弱者を支援する
情報交流のあり方について学ぶ

2025年から本格的な実施が想定されてる地域包括ケアシステムが地域の多くの人々が
理解し良好な連携関係を構築する上で、望まれるコミュニケーションのあり方を考える

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
5 回のレポート課題で下記の基準に従って成績評価を行う
１．講義 3回終了ごとにレポート課題を出題する
２．1回のレポート課題を 20点満点とし、合計 5回で 100満点する

教科書
授業内で配布するプリントが教科書となる。　

指定参考書
なし

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者の立場に立って行動できること。
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一般目標（GIO）
「薬学とは何か」を意識して充実した学生生活を送り、医療人として、また薬の専門家としての必要な基本的姿勢を身につける。薬
学の各専門科目の学習目的と科目間の連携を学ぶ。

到達目標（SBOs）
１．薬学の歴史と医療において、薬学が果たしてきた役割について説明できる。
２．将来の薬剤師と薬学が果たす役割について説明できる。
３．薬学の各科目間の繋がりを説明できる。
４．薬学研究領域における最近の知見を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
講義内容のポイントを掴み、簡単に要約する練習をしてください。また、疑問をもち質問する力を身につけてください。これらの
ことにより、より深く理解しようという意識が高まります。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 北川　裕之 大学での学び 講義の概要と目的、大学での学びについて
第２回 白木　孝 薬剤師の使命① 医療人として
第３回 白木　孝 薬剤師の使命② 薬剤師が果たすべき役割
第４回 白木　孝 薬学の歴史と現在のチーム医療 薬学の歴史と未来、多職種連携協働とチーム医療

第５回 中島　園美
小門　穂

臨床心理学の観点から（中島）
生命倫理・医療倫理の観点から（小門）

折れない心（レジリエンス）を育てる（中島）
患者の権利とインフォームドコンセントについて（小門）

第６回 沖津　貴志
安井　基博

有機合成化学の観点から（沖津）
医薬品有機化学の観点から（安井）

環境にやさしい有用物質合成法について（沖津）
医薬品候補化合物の性質及び合成について（安井）

第７回 佐野　紘平
高木　晃

放射化学 /物理化学の観点から（佐野）
創薬化学の観点から（高木）

病態診断・治療用放射性薬剤の開発について（佐野）
薬と化学構造、メディシナルケミストリーについて（高木）

第８回 田中　将史
大山　浩之

基礎物理化学 /生物物理化学の観点から（田中将）
分析化学 /臨床化学の観点から（大山）

生体分子の特性を活かした機能性材料の開発について（田中将）
抗原抗体反応を用いる臨床検査薬の開発について（大山）

第９回 中山　喜明
山田　泰之

免疫学 /微生物学の観点から（中山喜）
生薬学 /植物細胞生物学の観点から（山田）

病原体に対する防御システムについて（中山喜）
薬用植物がつくる薬の原料　～生産の仕組みからものづくりへ
の応用まで～（山田）

第10回 灘中　里美
多河　典子

糖鎖生物学の観点から（灘中）
臨床生化学の観点から（多河）

病気に関わる糖鎖について（灘中）
生体成分の役割について（多河）

第11回 泉　安彦
中山　啓

薬理学の観点から（泉）
衛生薬学の観点から（中山啓）

薬が生体に作用を現す仕組みについて（泉）
衛生薬学の観点から（中山啓）

第12回 河野　裕允
田中　晶子

薬物動態学 /臨床薬剤学の観点から（河野）
製剤学の観点から（田中晶）

薬の生体内運命について（河野）
Drug Delivery Systemの技術と製剤について（田中晶）

第13回 原　哲也
堀部　紗世

臨床薬学 /医学の観点から（原）
薬物治療の観点から（堀部）

これからの薬剤師に求められるものは？（原）
進化するがん薬物治療について（堀部）

第14回 土生　康司 実務の観点から 薬剤師業務における探求

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
テスト 25点、レポート 75点

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
質問には随時対応する。

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
３．医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者の立場に立って行動できること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

薬学入門
1 年次
前期 必修 1.5 単位

Introduction to Pharmacy
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担当教員名 教授 北川　裕之 准教授 小門　穂 講師 堀部　紗世
教授 田中　将史 准教授 原　哲也 講師 河野　裕允
教授 白木　孝 准教授 大山　浩之 講師 山田　泰之
准教授 灘中　里美 講師 多河　典子 講師 高木　晃
准教授 中山　喜明 講師 沖津　貴志 助教 安井　基博
准教授 中島　園美 講師 土生　康司 助教 田中　晶子
准教授 佐野　紘平 講師 泉　安彦 助教 中山　啓
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一般目標（GIO）
キャリアは単なる『仕事選び』ではなく、ライフキャリア『自分の人生そのもの』です。
その自分の人生の可能性を拡げるためには、スキル（技術）とマインド（心）が必要です。
この講座では、毎回『～～力』と題し、様々な思考法を学んだり、社会で活躍する人の話に触れたりすることで、より良い未来を
自分で創造する力を養います。

到達目標（SBOs）
１．キャリアとは何か、キャリアを築く意味について説明できる
２．社会人・医療人として、基礎的なスキルとマインドを学び、卒業後ふさわしい態度で行動するための基礎力習得に努める
３．キャリアを築く上で必要な情報を自ら積極的に収集し、整理できる
４．薬剤師の幅広い活動分野と社会における役割について説明できる
５．人生の選択時にしっかりと考えることで、納得のいく判断ができるように努める
６．思い込みを外し、自分の可能性を拡げる
７．自分の在りたい姿をイメージし、目標を言語化できる
８．生涯にわたって自己研鑽し続ける重要性を理解し、その意義について説明できる

準備学習（予習・復習等）
授業中のワークによるプロダクト作成、振り返り、事前の下調べ等があります。ただ授業を聞くだけではなく、それを自分の行動
や思考に繋げることで成長しますので、積極的な姿勢で取り組んでください。
プログラムは各回繋がりがありますので、全講義出席を基本としてください。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 山中　智香 キャリアを意識する力 人生そのものを自分で創り上げていく『キャリア』の意味を知る A-（5）- ③ -1

第２回 山中　智香 社会人力と医療人力 自分のキャリアを築くために必要な基礎的な社会人力や医療人として
のマインドを知る A-（1）- ① -1,2

第３回 山中　智香 意思決定のための思考力 これからの人生の選択時にしっかりと考える視点を持つ A-（5）-③ -1
第４回 山中　智香 事実を見る力 自分で情報収集し、物事を見る目を養う A-（5）-① -3,4,5
第５回 山中　智香 情報収集力・質問力 ゲスト＆トークセッション① A-（1）-② -2
第６回 山中　智香 情報収集力・質問力 ゲスト＆トークセッション② A-（1）-② -2
第７回 山中　智香 情報収集力・質問力 ゲスト＆トークセッション③ A-（1）-② -2
第８回 山中　智香 情報収集力・質問力 ゲスト＆トークセッション④ A-（1）-② -2
第９回 山中　智香 思い込みを外す力 自分の中のアンコンシャスバイアスに気付き、自分の可能性を拡げる A-（3）-① -1,2
第10回 山中　智香 創造力 未来をイメージする、目標設定の仕方を知る A-（5）-③ -1
第11回 山中　智香 課題発見力 課題を明確化するためのスキルを知る A-（5）-③ -2
第12回 山中　智香 継続力 目標に向けて継続するためのポイントを知る A-（3）-① -6
第13回 山中　智香 計画力 ありたい姿と行動計画を作成する A-（1）-① -6
第14回 山中　智香 まとめ 全講義の振り返りとまとめ A-（5）-③ -1,2

授業方法
講義・演習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
平常点　60％（出席状況、課題、授業態度）
期末レポート　40％

教科書
随時プリント配布

指定参考書
特になし

オフィスアワー
授業時間外は学外のため
info@with-grow.jp までご連絡ください。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

未来を拓く力
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Ability to Create a Better Future
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担当教員名 非常勤講師 山中　智香



一般目標（GIO）
物質の構造を理解するために、化学結合および分子間相互作用に関する基本的知識と技能を修得する。
物質の変換過程を理解するために、化学反応速度論、および反応速度に影響を与える諸因子に関する基本的知識と技能を修得する。

到達目標（SBOs）
１．化学結合の様式について説明できる。
２．分子軌道の基本概念および軌道の混成について説明できる。
３．共役や共鳴の概念を説明できる。
４．様々な分子間相互作用について、それぞれ例をあげて説明できる。
５．反応次数と速度定数について説明できる。
６．代表的な反応次数の決定法を列挙し、その特徴を説明できる。
７．反応速度と温度との関係を説明できる。

準備学習（予習・復習等）
第７回までに予習として指数、対数計算、簡単な微分積分の復習をしておくこと。
復習として練習問題プリントの配布と答え合わせを行う。
①一次反応　②ゼロ次反応　③二次反応　④その他の反応　⑤反応速度定数と絶対温度との関係
各プリントの所要時間は 30～ 60分と考える。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田中　将史 化学結合 原子の構造と化学結合の成り立ち C1-（1）- ① -1
第２回 田中　将史 化学結合 分子軌道の基本概念 C1-（1）- ① -2
第３回 田中　将史 化学結合 軌道の混成 C1-（1）-① -2
第４回 田中　将史 化学結合 共役と共鳴 C1-（1）-① -3

第５回 田中　将史 分子間相互作用 静電相互作用とファンデルワールス力（双極子間相互作用と分
散力） C1-（1）-② -1,2,3,4

第６回 田中　将史 分子間相互作用 水素結合、電荷移動相互作用と疎水性相互作用 C1-（1）-② -5,6,7

第７回 前田　秀子 反応速度 反応次数と速度定数
速度式の変換

C1-（3）-① -1
C1-（3）-① -2

第８回 前田　秀子 反応速度 代表的な反応次数の反応の特徴
代表的な反応次数の決定方法 C1-（3）-① -3

第９回 前田　秀子 反応速度 擬一次反応速度と反応速度定数
代表的な触媒反応

C1-（3）-① -4
C1-（3）-① -7

第10回 前田　秀子 反応速度 反応速度と温度との関係
代表的な複合反応

C1-（3）-① -6
C1-（3）-① -5

第11回 前田　秀子 反応速度 代表的な複合反応
酵素反応

C1-（3）-① -5
C1-（3）-① -7

第12回 前田　秀子 反応速度
衝突理論
遷移状態理論
総合演習

C1-（3）-① -1
C1-（3）-① -1～ 7

第13回 田中　将史 化学結合と分子間相互作用 総合演習

第14回 田中　将史 化学結合と分子間相互作用
反応速度 後期内容の総復習

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
成績の評価：試験によって評価する。
フィードバック：答案の閲覧、解説講義

教科書
スタンダード薬学シリーズⅡ 2　物理系薬学 Ｉ . 物質の物理的性質（日本薬学会　編）東京化学同人

指定参考書
興味が湧き出る化学結合論（久保田真理　著）共立出版
パザパ薬学演習シリーズ２ 物理化学演習　第３版（三輪嘉尚ら著）京都廣川書店

物理化学Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Physical Chemistry 1
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担当教員名 教授 田中　将史
講師 前田　秀子
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オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
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一般目標（GIO）
医薬品の化学分析において、溶液中の酸塩基反応、沈殿生成反応、錯体生成反応、酸化還元反応が重要な役割を果たしている。本
講義では、これら化学反応の定量的な理解に必須となる化学平衡と、その定量分析への応用について論じる。また、医薬品の定性
試験に有用な反応を総括し、医薬品の確認試験・純度試験への応用について紹介する。

到達目標（SBOs）
１．酸・塩基の定義と酸塩基平衡について説明できる。
２．各種水溶液の水素イオン濃度pHを計算することができる。
３．酸塩基滴定の原理を説明し、滴定曲線を作成することができる。
４．沈殿平衡について説明できる。
５．沈殿滴定の原理を説明し、滴定曲線を作成することができる。
６．錯体、キレートの定義と錯体生成平衡について説明できる。
７．キレート滴定の原理を説明し、滴定曲線を作成することができる。
８．酸化・還元の定義と酸化還元平衡について説明できる。
９．酸化還元滴定の原理を説明し、滴定曲線を作成することができる。
10．分配平衡について説明できる。
11．代表的な医薬品の確認試験について説明できる。
12．代表的な医薬品の純度試験について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
化学平衡に関する基本的な計算問題を解けることが求められます。
復習が必須。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 小林　典裕 分析化学概論 薬学領域における分析化学の役割と方法論

第２回 小林　典裕 酸塩基平衡（1） 酸・塩基の定義、共役酸塩基対、酸塩基平衡と電離定数、弱酸・
弱塩基の分子形 /イオン形存在比の pHによる変化 C2-（2）- ① -1

第３回 小林　典裕 酸塩基平衡（2） 各種の酸、塩基及び塩の水溶液のpH計算法 C2-（1）-① -2　C2-（2）-
① -3,4

第４回 小林　典裕 酸塩基平衡（3） 各種の酸、塩基及び塩の水溶液のpH計算法 C2-（1）-① -2
第５回 小林　典裕 酸塩基滴定の基礎 酸塩基滴定の理論、滴定曲線の作成と当量点の決定法 C2-（3）-② -1
第６回 小林　典裕 沈殿平衡 難溶性塩の沈殿平衡と溶解度積 C2-（2）-② -2
第７回 小林　典裕 沈殿滴定の基礎 沈殿滴定の理論、滴定曲線の作成と当量点の決定法 C2-（3）-② -3
第８回 小林　典裕 錯体生成平衡 金属錯体の種類、錯体生成平衡と安定度定数 C2-（2）-② -1
第９回 小林　典裕 キレート滴定の基礎 キレート滴定の理論、滴定曲線の作成と当量点の決定法 C2-（3）-② -2

第10回 小林　典裕 酸化還元平衡 酸化・還元の定義、共役酸化還元対、酸化還元電位、酸化還
元平衡と平衡定数 C2-（2）-② -3

第11回 小林　典裕 酸化還元滴定の基礎 酸化還元滴定の理論、滴定曲線の作成と当量点の決定法 C2-（3）-② -4

第12回 小林　典裕 分配平衡とイオン交換平衡 分配平衡と溶媒抽出への応用、およびイオン交換反応の化学
平衡と物質の分離・精製への応用

C2-（2）-② -4
C2-（2）-② -5

第13回 小林　典裕 定性反応 局方収載定性反応 C2-（3）-① -1

第14回 小林　典裕 確認試験と純度試験 局方収載医薬品の確認試験と純度試験 C2-（3）-① -2
C2-（3）-② -6

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
定期試験（100点）
所定の開示期間に答案の閲覧に応じます。

教科書
『NEW薬品分析化学』（第 2版）（小林典裕、藤井洋一編、廣川書店）

指定参考書
１．『コアカリ対応分析化学第 4版』（今井一洋ら編、丸善出版）
２．『よくある質問　分析化学の基礎』（澤田　清、山田眞吉著、講談社）
３．『化学サポートシリーズ　酸と塩基』（水町邦彦著、裳華房）

分析化学Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Analytical Chemistry 1
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担当教員名 教授 小林　典裕
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オフィスアワー
質問は随時受け付けます。

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
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一般目標（GIO）
基本的な有機化合物の命名法、電子配置、反応、立体構造などに関する基本的事項を修得する。
有機化合物の基本骨格となる脂肪族および芳香族化合物の構造、性質、反応性などに関する基本的事項を修得する。
官能基を有する有機化合物の性質、反応性に関する基本的事項を修得する。

到達目標（SBOs）
１．代表的な化合物を IUPAC規則に基づいて命名することができる。
２．薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。
３．基本的な化合物を、ルイス構造式で書くことができる。
４．有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。
５．ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。
６．基本的な有機反応（置換、付加、脱離）の特徴を理解し、分類できる。
７．炭素原子を含む反応中間体（カルボカチオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を説明できる。
８．反応の過程を、エネルギー図を用いて説明できる。
９．基本的な有機反応機構を、電子の動きを示す矢印を用いて表すことができる。（技能）
10．構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。
11．キラリティーと光学活性の関係を概説できる。
12．エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。
13．ラセミ体とメソ体について説明できる。
14．絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を書くことができる。（知識、技能）
15．炭素―炭素二重結合の立体異性（cis, trans ならびに E, Z 異性）について説明できる。
16．フィッシャー投影式とニューマン投影式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。（技能）
17．エタン、ブタンの立体配座とその安定性について説明できる。
18．アルカンの基本的な性質について説明できる。
19．アルカンの構造異性体を図示することができる。（技能）
20．シクロアルカンの環のひずみを決定する要因について説明できる。
21．シクロヘキサンのいす形配座における水素の結合方向（アキシアル、エクアトリアル）を図示できる。（技能）
22．置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因について説明できる。
23．アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、その特徴を説明できる。
24．アルケンの代表的な酸化、還元反応を列挙し、その特徴を説明できる。
25．アルキンの代表的な反応を列挙し、その特徴を説明できる。
26．代表的な官能基を列挙し、性質を説明できる。
27．有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。
28．求核置換反応の特徴について説明できる。
29．脱離反応の特徴について説明できる。
30．官能基が及ぼす電子効果について概説できる。
31．アルコール、フェノール、カルボン酸、炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。
32．含窒素化合物の塩基性度を比較して説明できる。

準備学習（予習・復習等）
この科目の範囲内に限定せず、関連の化学系科目の内容も参照しながら、教科書や参考書をよく読みこむことが重要です。教科書
の練習問題や章末問題を解くことによって理解度を認識しながら、日々復習に努めて下さい。
この講義では、教科書の１章から７章について解説します。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 西村　克己 化学結合と分子構造１ オクテット則、Lewis 構造、構造式の書き方 C3-（1）- ① -3
第２回 西村　克己 化学結合と分子構造２ 共鳴理論 C3-（1）- ① -4
第３回 西村　克己 化学結合と分子構造３ 原子軌道と電子配置、混成軌道
第４回 西村　克己 官能基と分子間力 極性共有結合、官能基 C3-（3）-① -1

第５回 西村　克己 酸と塩基 酸塩基反応、Lewisの酸と塩基
C3-（1）-① -5
C3-（3）-⑥ -1
C3-（3）-⑦ -1,2

第６回 西村　克己 有機反応と反応機構 カーブした矢印による反応の表し方 C3-（1）-① -9

第７回 西村　克己 アルカンとシクロアルカン１ アルカンとシクロアルカンの命名法と性質 C3-（1）-① -1,2
C3-（2）-① -1,2

第８回 西村　克己 アルカンとシクロアルカン２ アルカンとシクロアルカンの立体配座 C3-（1）-② -8
C3-（2）-① -3,4,5

第９回 西村　克己 立体化学１ キラリティーと立体化学、（R, S）規則 C3-（1）-② -1,2,5,7
第10回 西村　克己 立体化学２ エナンチオマーとジアステレオマー、メソ化合物 C3-（1）-② -3,4

有機化学Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Organic Chemistry 1
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担当教員名 講師 西村　克己
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第11回 西村　克己 ハロゲン化アルキルの求核置換反
応と脱離反応１ SN1反応と SN２反応 C3-（1）-① -6,7,8

C3-（3）-② -1,2

第12回 西村　克己 ハロゲン化アルキルの求核置換反
応と脱離反応２ E1反応と E2反応 C3-（3）-② -3

第13回 西村　克己 アルケンとアルキン１ アルケンの（E, Z）規則、
アルケンとアルキンの合成と性質 C3-（1）-② -6

第14回 西村　克己 アルケンとアルキン２ アルケンとアルキンの反応（付加反応） C3-（1）-① -6
C3-（2）-② -1,2,3

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
成績評価の方法：定期試験９０点、小テスト１０点
フィードバック：答案の閲覧

教科書
ソロモンの新有機化学（第 11版）Ⅰ、Ⅱ（池田正澄ら監訳）廣川書店

指定参考書
ボルハルト・ショアー　現代有機化学（第８版）上・下（古賀憲司ら監訳）化学同人
ブルース有機化学（第７版）上・下（大船泰史ら監訳） 化学同人
スタンダード薬学シリーズ II 3　「化学系薬学 I 化学物質の性質と反応」（日本薬学会編） 東京化学同人

オフィスアワー
質問は随時受け付ける（４号館６階　総合教育研究センター支援部門）。また、オフィスアワーを開催する。

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
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一般目標（GIO）
自然界に存在する物質を医薬品として利用できるように、代表的な生薬の基原、特色、臨床応用および天然生物活性物質の単離や
構造などに関する基本的事項を習得する。

到達目標（SBOs）
１．多成分系の医薬品としての生薬を説明できる。
２．代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを挙げることができる。
３．代表的な薬用植物の外部形態、植物の主な内部形態について説明できる。
４．法律によって取り扱いが規制されている植物の特徴を説明できる。
５．日本薬局方収載の代表的な生薬を列挙し、基原、薬用部位、薬効、成分、用途などを説明できる。
６．副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。
７．生薬の同定と品質評価について概説できる。
８．生薬由来の代表的な生物活性物質を化学構造に基づいて分類し説明できる。
９．天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製法を概説できる。

準備学習（予習・復習等）
この科目では覚えることがたくさんあり、また幅広い知識が要求されます。学習内容を自分なりに「まとめる」ことを勧めます。
特に覚える内容を整理して分類し表にまとめ、ただ単に暗記するのではなく、いろいろな事に関連づけて覚える事が大切です。また、
専門的な用語も出てきますが、指定参考書などを利用して、用語の意味などを理解する事も大切です。
この科目ではできるだけ実物の生薬を見てもらい、生薬に触れて身近に感じて欲しいと思います。また、本学薬用植物園では生薬
の基となる基原植物を見ることができます。生きた植物に触れてその魅力も感じて下さい。植物によって観察に適した時期が違っ
てくるので、年間を通して植物園に行く事を勧めます。興味や関心を持って勉強する事が、覚える一番の近道だと思います。
そして、わからないことがあるときは、そのままにせず調べたり質問したりして解消することを心がけて下さい。質問はいつでも
受け付けています。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 西山　由美 総論 生薬と生薬学、生薬の歴史、生産と流通、法と制度について
学ぶ C5-（1）

第２回 西山　由美 生薬の基原植物の形態と分類 植物の外部形態・内部形態、植物の分類について学ぶ C5-（1）- ① -2,3

第３回 西山　由美 生薬の品質評価 生薬総則、生薬と含有成分、品質評価、生薬の修治について
学ぶ

C5-（1）-② -1
C5-（1）-③ -1
C5-（1）-④ -1,2,4,5

第４回 西山　由美 生薬の特徴と漢方薬
医薬品としての生薬の特徴について学ぶ
漢方薬と民間薬、健康食品とサプリメント、医薬品原料とし
ての生薬について学ぶ

C5-（1）-① -1
C5-（1）-③ -1

第５回 西山　由美 各論：双子葉植物綱　離弁花植物
由来の生薬（１）

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部位、成分、
薬効／用途などを学ぶ
　双子葉植物鋼　離弁花植物由来の生薬

C5-（1）-① -1,4
C5-（1）-② -1
C5-（1）-③ -1,2
C5-（1）-④ -3

第６回 西山　由美 各論：双子葉植物綱　離弁花植物
由来の生薬（２）

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部位、成分、
薬効／用途などを学ぶ
　双子葉植物綱　離弁花植物由来の生薬

C5-（1）-① -1
C5-（1）-② -1
C5-（1）-③ -1,2
C5-（1）-④ -3

第７回 西山　由美 各論：双子葉植物綱　離弁花植物
由来の生薬（３）

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部位、成分、
薬効／用途などを学ぶ
　双子葉植物綱　離弁花植物由来の生薬

C5-（1）-① -1,4
C5-（1）-② -1
C5-（1）-③ -1,2
C5-（1）-④ -3

第８回 西山　由美 各論：双子葉植物綱　合弁花植物
由来の生薬（１）

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部位、成分、
薬効／用途などを学ぶ
　双子葉植物綱　合弁花植物由来の生薬

C5-（1）-① -1
C5-（1）-② -1
C5-（1）-③ -1,2
C5-（1）-④ -3

第９回 西山　由美 各論：双子葉植物綱　合弁花植物
由来の生薬（２）

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部位、成分、
薬効／用途などを学ぶ
　双子葉植物綱　合弁花植物由来の生薬

C5-（1）-① -1
C5-（1）-② -1
C5-（1）-③ -1,2
C5-（1）-④ -3

第10回 西山　由美
各論：単子葉植物由来の生薬
各論：裸子植物、藻類、菌類由来
の生薬

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部位、成分、
薬効／用途などを学ぶ
　単子葉植物由来の生薬
　裸子植物、藻類、菌類由来の生薬

C5-（1）-① -1
C5-（1）-② -1
C5-（1）-③ -1,2
C5-（1）-④ -3

生薬学
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Pharmacognosy
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担当教員名 准教授 竹仲　由希子
講師 西山　由美



112

第11回 西山　由美
各論：動物，鉱物由来の生薬
法律で取り扱いが規制されている
植物・物質

各生薬について、生薬名、基原植物、科名、薬用部位、成分、
薬効／用途などを学ぶ
　動物、鉱物由来の生薬
法律で取り扱いが規制されている植物と物質について学ぶ
法律で取り扱いが規制されている植物の特徴（ケシとアサ）に
ついて学ぶ

C5-（1）-① -1
C5-（1）-② -1
C5-（1）-③ -1,2
C5-（1）-④ -3

第12回 竹仲　由希子 代表的な生薬由来の生物活性物質
（１）

生薬由来の生物活性物質の構造、試験法、その作用について
学ぶ C5-（2）-① -1,2,3,4,5

第13回 竹仲　由希子 代表的な生薬由来の生物活性物質
（２）

生薬由来の生物活性物質の構造、試験法、その作用について
学ぶ C5-（2）-① -1,2,3,4,5

第14回 竹仲　由希子 天然生物活性物質の抽出法と分離
精製法

生薬などの天然物から活性物質を抽出、分離精製する方法を
学ぶ C5-（2）-③ -1

授業方法
講義、薬用植物園でのスケッチ（課題レポートとして）

成績評価の方法・基準およびフィードバック
成績評価
　定期試験：試験（90 %），課題レポート２種（計 10 ％）
　追試験：試験（90 %），課題レポート２種（計 10 ％）
　再試験：試験（100 ％）
フィードバック
　課題：解説を行う（資料の配布を含む）
　試験：答案の閲覧

教科書
パートナー生薬学　改訂第３版 増補（南江堂）、プリント冊子

指定参考書
生薬単（NTS）
カラーグラフィックス　薬用植物　第４版（廣川書店）
第十七改正日本薬局方解説書（廣川書店）
ミニマムファクター漢方生薬学（京都廣川書店）

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。
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一般目標（GIO）
ヒトの病気について理解するためには、人体を器官や組織、細胞レベルで学んでおく必要がある。本講義では各器官や組織、細胞
などの構造と機能に関する基本的知識を修得する。特に、細胞や神経、骨と筋肉、消化器に関する知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．細胞膜を構成する代表的な生体成分を列挙し、その機能を分子レベルで説明できる。
２．エンドサイトーシスとエキソサイトーシスについて説明できる。
３．細胞小器官やリボソームの構造と機能を説明できる。
４．細胞骨格の構造と機能を説明できる。
５．細胞間コミュニケーションにおける情報伝達様式を説明できる。
６．細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。
７．細胞膜受容体からG タンパク系を介する細胞内情報伝達について説明できる。
８．細胞内情報伝達におけるセカンドメッセンジャーについて説明できる。
９．細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の種類と特徴を説明できる。
10．細胞周期とその制御機構について説明できる。
11．体細胞と生殖細胞の細胞分裂について説明できる。
12．細胞死（アポトーシスとネクローシス）について説明できる。
13．正常細胞とがん細胞の違いについて説明できる。
14．がん遺伝子とがん抑制遺伝子について概説できる。
15．遺伝子と遺伝のしくみについて概説できる。
16．遺伝子多型について概説できる。
17．代表的な遺伝疾患を概説できる。
18．個体発生について概説できる。
19．細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の役割について概説できる。
20．人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置および機能を説明できる。
21．組織、器官を構成する代表的な細胞の種類を列挙し、形態的および機能的特徴を説明できる。
22．中枢神経系について概説できる。
23．末梢（体性・自律）神経系について概説できる。
24．骨、筋肉について概説できる。
25．代表的な骨格筋および関節の名称を挙げ、位置を示すことができる。
26．胃、小腸、大腸などの消化管について概説できる。
27．肝臓、膵臓、胆嚢について概説できる。
28．神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達の調節機構について説明できる。
29．代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。
30．神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機構の代表例を列挙し、概説できる。
31．神経による筋収縮の調節機構について説明できる。

準備学習（予習・復習等）
１．予習、復習をしっかり行うこと。特に復習は、講義終了後の５分、１０分を使って重要ポイントをまとめるなど、直ちに行うこと。

この作業が、専門用語などの長期的な記憶に有効である。
２．不明な点はそのままにせず、できるだけ質問などして解消すること。
３．講義を通して行う小テストを受験すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 士反　伸和 機能形態学総論 人体の区分、各臓器の名称・形態・位置の概説 C7（1）- ③ -1 ～２

第２回 士反　伸和 細胞と細胞小器官、細胞膜、細胞
骨格 細胞内の細胞小器官や細胞膜、細胞骨格

C6（1）- ① -1 〜 2
C6（1）- ② -1
C6（1）- ③ -1
C6（6）- ③ -1

第３回 士反　伸和 細胞分裂 細胞周期と体細胞分裂、生殖細胞の分裂 C6-（7）-① -1〜 2
C7-（1）-② -1〜 2

第４回 士反　伸和 細胞死とがん細胞 細胞死（アポトーシスとネクローシス）、正常細胞とがん細胞 C6-（7）-② -1
C6-（7）-③ -1〜 2

第５回 士反　伸和 神経の構造と神経伝達（１） 神経細胞の構造と情報伝達機
C6（6）-① -1
C7（1）-④ -1
C7（2）-① -1〜２

第６回 士反　伸和 神経の構造と神経伝達（２） 神経細胞の構造と情報伝達機
C6（6）-① -1
C7（1）-④ -1
C7（2）-① -1〜２

機能形態学Ⅰ
1 年次
前期 必修 1.5 単位

Physiological Anatomy I

113

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

基
礎
教
育

担当教員名 教授 力武　良行
教授 士反　伸和
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第７回 力武　良行 末梢神経系（１） 末梢神経系の構造と機能

C6（6）-② -１〜２、４
C7（1）-① -１〜３
C7（1）-④ -2
C7（2）-① -1〜 4

第８回 力武　良行 末梢神経系（２） 末梢神経系の構造と機能
C7（1）-① -１〜３
C7（1）-④ -2
C7（2）-① -1〜 4

第９回 士反　伸和 中枢神経系（１） 脳幹、小脳、間脳 C7-（1）-④ -1
C7-（2）-① -1〜 3

第10回 士反　伸和 中枢神経系（２） 大脳、大脳基底核 C7-（1）-④ -1
C7-（2）-① -1〜 3

第11回 士反　伸和 骨格系と筋肉（１） 骨・関節・筋肉の構造と機能 C7（1）-⑤ -1〜 2
C7（2）-① -4

第12回 士反　伸和 骨格系と筋肉（２） 骨・関節・筋肉の構造と機能 C7（1）-⑤ -1〜 2
C7（2）-① -4

第13回 士反　伸和 消化器系（１） 消化器系の構造と機能
C7（1）-⑨ -1〜 2
C7（2）-② -1
C7（2）-⑥ -1

第14回 士反　伸和 消化器系（２） 消化器系の構造と機能
C7（1）-⑨ -1〜 2
C7（2）-② -1
C7（2）-⑥ -1

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・定期試験（95点）
・小テスト（5点）

教科書
パートナー機能形態学 改訂第 3版（南江堂）

指定参考書
基礎から学ぶ生物学・細胞生物学（羊土社）
生命科学（羊土社）
Essential 細胞生物学（南江堂）
得意になる解剖生理（照林社）
機能形態学 改訂第４版（南江堂）
バーチャルスライド　組織学（羊土社）
グラフィカル機能形態学（京都廣川書店）

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。
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一般目標（GIO）
ヒトの病気について理解するためには、人体を器官や組織、細胞レベルで学んでおく必要がある。機能形態学 II では、各器官や組織、
細胞などの構造と機能について、特に循環器や血液、呼吸器、泌尿器、生殖器、感覚器に関する基本的知識を修得する。また、恒
常性の維持機構を個体レベルで理解するために、生体の調節機構に関する内分泌などを含めた基本的知識を修得する。

到達目標（SBOs）
１．人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置および機能を説明できる。
２．組織、器官を構成する代表的な細胞の種類（上皮、内皮、間葉系など）を列挙し、形態的および機能的特徴を説明できる。
３．皮膚について概説できる。
４．心臓について概説できる。
５．血管系について概説できる。
６．リンパ管系について概説できる。
７．肺、気管支について概説できる。
８．泌尿器系について概説できる。
９．生殖器系について概説できる。
10．内分泌系について概説できる。
11．感覚器系について概説できる。
12．血液・造血器系について概説できる。
13．代表的なホルモンを挙げ、その産生器官、生理活性および作用機構について概説できる。
14．代表的なオータコイドを挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。
15．代表的なサイトカイン、増殖因子を挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。
16．血圧の調節機構について概説できる。
17．血糖の調節機構について概説できる。
18．体液の調節機構について概説できる。
19．尿の生成機構、尿量の調節機構について概説できる。
20．体温の調節機構について概説できる。
21．血液凝固・線溶系の機構について概説できる。
22．性周期の調節機構について概説できる。

準備学習（予習・復習等）
１．予習、復習をしっかり行うこと。特に復習は、講義終了後の５分、１０分を使って重要ポイントをまとめるなど、直ちに行うこと。

この作業が、専門用語などの長期的な記憶に有効である。
２．不明な点はそのままにせず、できるだけ質問などして解消すること。
３．講義を通して行う小テストを受験すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 江本　憲昭 循環器系（１） 心臓の構造と機能

C7-（1）- ⑦ -1 〜２
C7-（2）- ⑤ -1
C7-（2）- ⑦ -1
C7-（2）- ⑧ -1

第２回 江本　憲昭 循環器系（２） 血管系の構造と機能

C7-（1）- ⑦ -1 〜２
C7-（2）- ⑤ -1
C7-（2）- ⑦ -1
C7-（2）- ⑧ -1

第３回 江本　憲昭 血液とリンパ リンパ系の構造と機能
血液・造血器系臓器について機能と構造

C7-（1）-⑦ -３
C7-（1）-⑭ -１
C7-（2）-③ -１
C7-（2）-④ -１
C7-（2）-⑨ -１

第４回 士反　伸和 呼吸器系（１） 呼吸器の構成と働き C7-（１）-⑧ -１

第５回 士反　伸和 呼吸器系（２）
呼吸運動
呼吸中枢と呼吸運動の調節
気道および肺胞の防御・クリアランス系

C7-（１）-⑧ -１

第６回 士反　伸和 泌尿器系（１） 腎臓の構造と機能 C７-（１）-⑩ -１
C７-（２）-⑦ -１〜２

第７回 士反　伸和 泌尿器系（２） 腎臓の構造と機能
膀胱と尿道

C７-（１）-⑩ -１
C７-（２）-⑦ -１〜２

機能形態学Ⅱ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Physiological Anatomy II
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担当教員名 教授 江本　憲昭
教授 士反　伸和
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第８回 士反　伸和 内分泌と恒常性（１） 内分泌系
内分泌組織と各種ホルモンの働き

C７-（１）-⑫ -１
C7-（２）-① -3
C7-（２）-② -1
C7-（2）-⑥ -1
C7-（２）-⑧ -1

第９回 士反　伸和 内分泌と恒常性（２） 内分泌系
内分泌組織と各種ホルモンの働き

C７-（１）-⑫ -１
C7-（２）-① -3
C7-（２）-② -1
C7-（２）-⑧ -1

第10回 士反　伸和 生殖器系（１） 生殖器系の構造と機能 C７-（１）-⑪ -１
C７-（２）-⑩ -１

第11回 士反　伸和 生殖器系（２） 生殖器系の構造と機能 C７-（１）-⑪ -１
C７-（２）-⑩ -１

第12回 士反　伸和 感覚器系（１） 視覚系
聴覚系

C７-（１）-⑥ -１
C７-（１）-⑬ -１
C７-（２）-① -３

第13回 士反　伸和 感覚器系（２）

視覚系
聴覚系
嗅覚系
味覚系
触覚系

C７-（１）-⑥ -１
C７-（１）-⑬ -１
C７-（２）-① -３

第14回 士反　伸和 全体まとめ 後期学習内容の総復習 C7-（１）-③ -１〜２

授業方法
講義

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・定期試験（95点）
・小テスト（5点）

教科書
パートナー機能形態学 改訂第 3版（南江堂）

指定参考書
得意になる解剖生理（照林社）
機能形態学 改訂第４版（南江堂）
バーチャルスライド　組織学（羊土社）
グラフィカル機能形態学（京都廣川書店）

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。
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一般目標（GIO）
生命現象を細胞レベル、分子レベルで理解できるようになるために、生命活動を担うタンパク質および脂質の構造、性質、機能、
代謝に関する基本的事項を修得する。

到達目標（SBOs）
１．アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。
２．タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。
３．多彩な機能をもつタンパク質 (酵素、受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、 貯蔵タンパク質、構造タンパ

ク質、接着タンパク質、防御タンパク質、調節タンパク質 )を列挙し概説できる。
４．タンパク質の翻訳後の成熟過程 (細胞小器官間の輸送や翻訳後修飾 )について説明できる。
５．タンパク質の細胞内での分解について説明できる。
６．酵素反応の特性と反応速度論を説明できる。
７．酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明できる。
８．代表的な酵素活性調節機構を説明できる。
９．膜輸送体の種類、構造、機能を説明できる。
10．血漿リポタンパク質の種類、構造、機能を説明できる。
11．細胞間コミュニケーションにおける情報伝達様式を説明できる。
12．細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。
13．細胞膜受容体からGタンパク系を介する細胞内情報伝達について説明できる。
14．細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を介する細胞内情報伝達について説明できる。
15．細胞内情報伝達におけるセカンドメッセンジャーについて説明できる。
16．細胞内 (核内 ) 受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。
17．細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の種類と特徴を説明できる。
18．主な細胞外マトリックス分子の種類と特徴を説明できる。
19．アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝 (尿素回路など )について説明できる。
20．代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明できる。
21．脂肪酸の生合成とβ酸化について説明できる。
22．コレステロールの生合成と代謝について説明できる。
23．飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体の利用など）について説明できる。
24．余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説明できる。

準備学習（予習・復習等）
教科書を使用した復習が大前提である。講義中に強調した用語や、教科書で太字になっている用語を中心にまとめること（30分程度）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 三上　雅久 アミノ酸の種類、構造、性質
タンパク質の構造と性質

アミノ酸の種類、構造、性質、ペプチド結合
タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質

C6-（2）- ③ -1
C6-（2）- ④ -1

第２回 三上　雅久 タンパク質の構造と機能
タンパク質の成熟と分解①

多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、
膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、 貯蔵タンパク質、構 タン
パク質、接着タンパク質、防御タンパク質、調節タンパク質）
タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞小器官間の輸送や翻訳後
修飾）①

C6-（3）- ① -1
C6-（3）- ② -1

第３回 三上　雅久 タンパク質の成熟と分解②
タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞小器官間の輸送や翻訳後
修飾）②
タンパク質の細胞内での分解

C6-（3）-② -1
C6-（3）-② -2

第４回 三上　雅久 酵素の一般的性質 酵素反応の特性
酵素反応における補酵素、微量金属の役割

C6-（3）-③ -1
C6-（3）-③ -2

第５回 三上　雅久 酵素反応速度論 酵素反応速度論
酵素反応の阻害 C6-（3）-③ -1

第６回 三上　雅久 酵素の活性調節 代表的な酵素活性調節機構 C6-（3）-③ -3

第７回 三上　雅久 酵素以外のタンパク質①
細胞間コミュニケーション①

膜輸送体の種類、構造、機能
血漿リポタンパク質の種類、構造 、機能
細胞間の接着構 、主な細胞接着分子の種類と特徴
主な細胞外マトリックス分子の種類と特徴

C6-（3）-④ -1
C6-（3）-④ -2
C6-（6）-① -1
C6-（6）-③ -1
C6-（6）-③ -2

第８回 三上　雅久 酵素以外のタンパク質②
細胞間コミュニケーション②

細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞内情報伝達
細胞膜受容体から G タンパク系を介する細胞内情報伝達
細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を介する細胞内情報
伝達
細胞内情報伝達におけるセカンドメッセンジャー
細胞内（核内）受容体を介する細胞内情報伝達

C6-（6）-② -1
C6-（6）-② -2
C6-（6）-② -3
C6-（6）-② -4
C6-（6）-② -5

生命科学Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Biological Science 1
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担当教員名 講師 三上　雅久
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第９回 三上　雅久 アミノ酸代謝① タンパク質の消化・吸収
アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝

C6-（5）-① -1
C6-（5）-⑤ -1

第10回 三上　雅久 アミノ酸代謝②
タンパク質の解析技術

尿素回路
代表的なアミノ酸代謝異常症
タンパク質の解析技術

C6-（2）-③ -1
C6-（2）-④ -1
C6-（2）-⑧ -1
C6-（3）-① -④
C6-（5）-⑤ -1

第11回 三上　雅久 脂質の種類、構造、性質① 脂肪酸、単純脂質（アシルグリセロール）、複合脂質（リン脂質、
糖脂質）、コレステロールの種類、構造、性質 C6-（2）-① -1

第12回 三上　雅久 脂質の種類、構造、性質② 脂質と生体膜、生理活性分子としての脂質、エネルギー貯蔵
分子としての脂質

C6-（2）-① -1
C6-（3）-④ -1

第13回 三上　雅久 脂質代謝① 脂質の消化・吸収
脂肪酸のβ酸化、脂肪酸の生合成

C6-（5）-① -1
C6-（5）-③ -1
C6-（5）-④ -2

第14回 三上　雅久 脂質代謝② コレステロールの生合成と代謝
ケトン体の利用

C6-（5）-③ -2
C6-（5）-④ -1

授業方法
講義と演習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
定期試験（100点）
フィードバックは、演習問題の解説ならびに答案閲覧による。

教科書
ニューダイレクション 薬学生化学（京都廣川書店）

指定参考書
スタンダード薬学シリーズ II 4 生物系薬学 I. 生命現象の基礎（東京化学同人）
ヴォートの生化学（東京化学同人）
ビジュアルワイド図説生物（東京書籍）

オフィスアワー
質問は随時受け付ける。

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
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一般目標（GIO）
医療・福祉の現状と薬剤師を取り巻く環境を理解し、薬学生として学習に対するモチベーションを高めるために、病院、薬局、福
祉施設、企業の現場などを体験し、将来医療の担い手となる自覚を持つ。

到達目標（SBOs）
１．病院における薬剤師および他の医療スタッフの業務を見聞し、その重要性について自分の意見をまとめ、発表する。
２．開局薬剤師の業務を見聞し、その重要性について自分の意見をまとめ、発表する。
３．福祉施設、企業の現場を見聞し、その重要性について自分の意見をまとめ、発表する。

準備学習（予習・復習等）
積極的なグループ学習への参加を求めます。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 ガイダンス 早期体験学習の概要 F-（1）- ① -1 ～ 3
第２回 導入講義 マナー講座 F-（1）- ① -1 ～ 3
第３回 導入講義 施設からの提言 F-（1）-① -1～ 3
第４回 実技 ハンディキャップ体験 F-（1）-① -1～ 3
第５回 実技 救命救急訓練 F-（1）-① -1～ 3

第６回 訪問準備 訪問施設の事前調査
プロトコルの作成 F-（1）-① -1～ 3

第７回 施設訪問 1 病院を訪問 F-（1）-① -1～ 3
第８回 施設訪問 2 薬局を訪問 F-（1）-① -1～ 3
第９回 施設訪問 3 製薬企業、公的機関、福祉施設などを訪問 F-（1）-① -1～ 3

第10回 訪問報告 プロトコルの完成
訪問報告書の作成 F-（1）-① -1～ 3

第11回 SGD 体験した内容について、グループに分かれてＳＧＤを行う F-（1）-① -1～ 3
第12回 発表会準備 発表スライド・ポスターの作成 F-（1）-① -1～ 3
第13回 発表会 1 クラス内発表会 F-（1）-① -1～ 3
第14回 発表会 2 全体発表会 F-（1）-① -1～ 3

授業方法
講義、ＳＧＤ、体験学習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
授業への参加、レポート、発表を総合的に判断して、評価する。

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
３．医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者の立場に立って行動できること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。

早期体験学習
1 年次
通年 必修 2 単位

Early Exposure
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担当教員名 教授 内田　吉昭 特任教授 松家　次朗 准教授 中島　園美
教授 長谷川　潤 臨床特命教授 河本　由紀子 准教授 古林　呂之
教授 士反　伸和 臨床特命教授 福井　英二 准教授 佐野　紘平
教授 玉巻　欣子 准教授 赤井　朋子 准教授 小門　穂
特別教授 畑　公也 准教授 竹仲　由希子 准教授 河内　正二
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
オリエンテーションで説明を受けた方法で予習・復習し、受講すること。
授業の内容を 1年生前期までに修得した科目と関連づけて予習・復習することが望ましい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回

竹仲　由希子
児玉　典子
西村　克己

オリエンテーションとプレテスト 授業の内容・評価方法などの説明、プレテスト

第２回 誤概念と誤概念修正ストラテジー
について

誤概念と誤概念修正ストラテジーの理解
プレテストの解説

第３回 アミノ酸の基礎知識 アミノ酸の種類・構造と機能
第４回 生命を形づくるアミノ酸 タンパク質の構成アミノ酸、アミノ酸系神経伝達物質など
第５回 アミノ酸の多様な用途 医薬品原料、医療食、健康食品、食品・飲料、化粧品など

第６回 まとめと中間テスト 第３回から第５回のまとめ
中間テストの解説

第７回 誤知事例１（１） 事例内容の理解
誤概念修正ストラテジーの検討、討論

第８回 誤知事例１（２） 発表、討論、レポート作成

第９回 誤知事例２（１） 事例内容の理解
誤概念修正ストラテジーの検討、討論

第10回 誤知事例２（２） 発表、討論、レポート作成

第11回 誤知事例３（１） 事例内容の理解
誤概念修正ストラテジーの検討、討論

第12回 誤知事例３（２） 発表、討論、レポート作成
第13回 誤知事例３（３） 発表、討論、レポート作成

第14回 総まとめとポストテスト 第３回から第１３回のまとめ
ポストテストと解説

授業方法
講義、協調学習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・演習点（60 点）：レポート、テスト、口頭発表、資料の作成などを総合的に判断する。 
・平常点（40 点）：出席、授業への積極的な参加や態度などを評価する。 
・フィードバックは、テストの解説講義を行う。

教科書
リメディアル化学 vol.2 アミノ酸の基礎（ホグホグ・books）
配布プリント

指定参考書
ニューダイレクション 薬学生化学（京都廣川書店）

オフィスアワー
必要に応じてオフィスアワーを行う。
質問については、都合のつく限り受け付ける。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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担当教員名 准教授 竹仲　由希子
准教授 児玉　典子
講師 西村　克己



一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
1. 論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
2. 自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
3. 自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
4. 他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
5. 簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
１　オリエンテーションで説明を受けた方法で予習・復習し、受講すること。
２　1年生前期に履修したサイエンテイフィックリテラシーA・B及び高等学校「化学基礎」「化学」の内容と関連づけて予習・復
習すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 安岡　久志 オリエンテーション 授業の内容・評価方法の説明、プレテスト等
第２回 安岡　久志 化学の基礎（１） 単位・指数の表し方・有効数字
第３回 安岡　久志 化学の基礎（２） 原子の構造と元素の周期表
第４回 安岡　久志 化学の基礎（３） 化学結合
第５回 安岡　久志 化学の基礎（４） 物質量と化学反応式（溶液の濃度を含む）
第６回 安岡　久志 化学の基礎（５） 酸と塩基
第７回 安岡　久志 化学の基礎（６） 酸化還元反応と酸化数
第８回 安岡　久志 リフレクションⅠ 前半のまとめ、チェックテスト
第９回 安岡　久志 有機化学の基礎（１） 有機化合物の分類
第10回 安岡　久志 有機化学の基礎（２） 炭化水素等の命名法（その１）
第11回 安岡　久志 有機化学の基礎（３） 炭化水素等の命名法（その２）
第12回 安岡　久志 リフレクションⅡ パフォーマンス課題、グループワーク、発表、レポート作成
第13回 安岡　久志 リフレクションⅢ パフォーマンス課題、グループワーク、発表、レポート作成
第14回 安岡　久志 リフレクションⅣ 後半のまとめ、ポストテスト、レポート作成

授業方法
講義、小テスト、グループワーク、発表等

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・演習点（60 点）：小テスト（プレテスト、チェックテスト、ポストテスト）、レポートなどを総合的に評価する。 
・平常点（40 点）：出席、授業への積極的な参加（グループワーク、発表等）や受講態度などを評価する。 
・フィードバック：小テストの解説、リフレクションⅠ～Ⅳ等を通じて行う。

教科書
プライマリー薬学シリーズ３（日本薬学会編）「薬学の基礎としての化学 Ⅰ . 定量的取扱い」東京化学同人

指定参考書
高等学校で使用した「化学基礎」及び「化学」の教科書（出版社は問わない。）

オフィスアワー
必要に応じてオフィスアワーを行う。
質問については、都合のつく限り受け付ける。

学位授与の方針との関連
2. 薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
4. 医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
7. 生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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担当教員名 特任教授 安岡　久志
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
第 1、3、5回の授業については、当日にスムースに作文ができるよう、なるべく事前に準備をして欲しいところです。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 小林　典裕 効果的な文をつくる（1） 「自己 PR」を作文する
第２回 小林　典裕 効果的な文をつくる（1） SGDによるブラッシュアップを行う
第３回 小林　典裕 効果的な文をつくる（2） 「一推しの著名人」について作文する。
第４回 小林　典裕 効果的な文をつくる（2） SGDによるブラッシュアップを行う
第５回 小林　典裕 効果的な文をつくる（3） 「注目のノーベル賞受賞研究」について作文する。
第６回 小林　典裕 効果的な文をつくる（3） SGDによるブラッシュアップを行う
第７回 小林　典裕 論理的に考える（1） 「神戸薬大入試過去問」を解く
第８回 小林　典裕 論理的に考える（1）　 SGDにより解法のポイントを討議する
第９回 小林　典裕 論理的に考える（2） 「国試過去問 （化学平衡）」を解く
第10回 小林　典裕 論理的に考える（2） SGDにより解法のポイントを討議する
第11回 小林　典裕 論理的に考える（3）   「国試過去問 （構造解析）」を解く
第12回 小林　典裕 論理的に考える（3） SGDにより解法のポイントを討議する
第13回 小林　典裕 論理的に考える（4） 「国試過去問 （『疑問』の分析化学問題）」を考える。
第14回 小林　典裕 論理的に考える（4） SGDにより『疑問』のポイントを討議する

授業方法
講義、演習、SGD

成績評価の方法・基準およびフィードバック
成績は、①出席、②課題作文の評点、③ SGDにおける積極性・発言・議論展開力、などから総合的に評価します。評価の内容の開
示については、所定の開示期間に応じます。

教科書
なし

指定参考書
１．『理科系の作文技術』(木下是雄著、中央公論新社 )
２．『まんがでわかる理科系の作文技術』(木下是雄原作、中央公論新社 )
３．『ノーベル賞の 100年　自然科学三賞でたどる科学史』(馬場錬成、中央公論新社 )
４．『ノーベル賞 117年の記録』(ノーベル賞の記録編集委員会、山川出版社 )
５．『コアカリ対応分析化学　第 4版』( 今井一洋ら編、丸善出版 )

オフィスアワー
質問は随時受け付けます。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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担当教員名 教授 小林　典裕



一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
なし

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 江本　憲昭 オリエンテーション ロジカル思考演習の目標と内容説明
第２回

～

第５回
江本　憲昭 高血圧 提示された臨床症例に対し、仮説の構築、学習課題の抽出、その解

決法についてグループで討議を進め、その成果を発表する。

第６回

～

第９回
江本　憲昭 糖尿病 提示された臨床症例に対し、仮説の構築、学習課題の抽出、その解

決法についてグループで討議を進め、その成果を発表する。

第10回

～

第14回
江本　憲昭 心不全 提示された臨床症例に対し、仮説の構築、学習課題の抽出、その解

決法についてグループで討議を進め、その成果を発表する。

授業方法
高血圧や糖尿病などの疾患に関する臨床症例を提示し、そこから自ら課題を抽出し、解決する方法をグループダイナミクスを利用
して養う。

成績評価の方法・基準およびフィードバック
１．演習点（ 60 点）：レポート、口頭発表、資料作成などを総合的に判断する。
２．平常点（ 40 点）：出席、授業への積極的な参加や態度などを評価する。
　　レポートや態度などは、ルーブリック表による評価も指標とする。

教科書
なし

指定参考書
なし

オフィスアワー
講義終了後など適宜

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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担当教員名 教授 江本　憲昭
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
受講者を 4人から 5人程度のグループに分けます．
そのグループに，結城浩著 数学文章作法基礎編・推敲編，本多勝一著 実戦・日本語の作文技術 などの参考文献を与えるので，担
当する部分を他のグループに説明できるように準備してもらいます．

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回

～

第14回
内田　吉昭 グループ授業

与えられた課題を発表する．
1年生の論理トレーニング・数学トレーニング・グラフ理論
の発展したものだと理解してもらえれば良い．

授業方法
グループ作業を行う

成績評価の方法・基準およびフィードバック
レポート，口頭発表，課題作成等を総合的に判断する．100点
発表等に対してその場でフィードバックを行う．

教科書
プリント・ビデオ等

指定参考書
結城浩著 数学文章作法基礎編・推敲編 ちくま学芸文庫
本多勝一著 実戦・日本語の作文技術  朝日文庫
高橋佑磨・片山なつ著 伝わるデザインの基本 技術評論社

オフィスアワー
適宜，研究室に来てください

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位
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基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

基
礎
教
育

担当教員名 教授 内田　吉昭



一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
高校で学習した「生物」の知識とその応用が必要です。これまで学習したことをよく復習して授業に臨んで下さい。また、分から
ないことがあれば、自己学習やグループ学習して解決するようにして下さい。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 加藤　郁夫 ガイダンス 授業の目的と概要について説明する。また、「ヒトはなぜ、病
気になるの？」を講義する。

第２回 加藤　郁夫 生活習慣病の基礎知識 生活習慣と生活習慣病について調べる。
第３回 加藤　郁夫 生活習慣病の基礎知識 生活習慣と生活習慣病について調べる。
第４回 加藤　郁夫 生活習慣病 代表的な生活習慣病について調べる。
第５回 加藤　郁夫 生活習慣病 代表的な生活習慣病について調べる。
第６回 加藤　郁夫 生活習慣病 代表的な生活習慣病について調べる。
第７回 加藤　郁夫 生活習慣病 代表的な生活習慣病について調べる。
第８回

～

第12回
加藤　郁夫 口頭発表の準備 グループ内で調べた内容をパワーポイント形式で口頭発表で

きるようにまとめる。

第13回

～

第14回
加藤　郁夫 口頭発表 学習成果を口頭発表する。また、発表に関する質疑応答も行う。

授業方法
講義およびグループ学習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
平常点（40点）：出席、授業への積極的な参加や態度などを評価する。
演習点（60点）：レポート、口頭発表、資料作成などを総合的に判断する。

教科書
特になし。

指定参考書
まるごとわかる！ 生活習慣病（南山堂）（電子書籍）
京都医療センター 臨床研究センター 予防医学研究室 坂根直樹　著

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1

125

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

基
礎

教
育

教
養

教
育

専
門

教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

専
門
教
育

基
礎
教
育

担当教員名 教授 加藤　郁夫
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 長谷川　潤 ガイダンス 本科目のスケジュール
イントロダクション：生活と健康の関りについて

第２回 長谷川　潤 グループでの課題整理 グループ発表を行う課題を発見し、問題点を整理する。
第３回 長谷川　潤 グループ発表の準備 発表に向けた準備。
第４回 長谷川　潤 グループ発表の準備 発表に向けた準備。
第５回 長谷川　潤 グループ発表 各グループからの発表に対する質疑応答。
第６回 長谷川　潤 ガイダンス 最終発表に向けたイントロダクション。
第７回 長谷川　潤 課題整理 最終発表の課題を発見し、内容と問題点を整理する。
第８回 長谷川　潤 発表準備 最終発表に向けた準備を行う。

第９回 長谷川　潤 発表準備 最終発表に向けた準備を行う。
グループ内での意見交換。

第10回 長谷川　潤 発表準備 最終発表に向けた準備を行う。

第11回 長谷川　潤 発表準備 最終発表に向けた準備を行う。
グループ内での意見交換。

第12回 長谷川　潤 最終発表 それぞれが作成したプレゼンテーションの発表と質疑応答。
第13回 長谷川　潤 最終発表 それぞれが作成したプレゼンテーションの発表と質疑応答。
第14回 長谷川　潤 最終発表 それぞれが作成したプレゼンテーションの発表と質疑応答。

授業方法
講義、演習、SGD、プレゼンテーション

成績評価の方法・基準およびフィードバック
平常点（40点）出席、授業参加態度など
演習点（60点）プレゼンテーション、質疑応答
フィードバック：発表準備、プレゼンテーションに対する講評

教科書
特になし。

指定参考書
指定しない。

オフィスアワー
演習時間内、及びその前後。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位
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担当教員名 教授 長谷川　潤



一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
「読み、書き、調べ、話す」能力を身につけることが大切です。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 奥田　健介 ガイダンス、担当者の自己紹介など
第２回 奥田　健介 レジュメの書き方や報告の仕方等の説明
第３回 奥田　健介 受講者の自己紹介
第４回 奥田　健介 ニュースの検索・要約・発表
第５回 奥田　健介 ニュースの検索・要約・発表
第６回 奥田　健介 書籍の検索・要約・発表
第７回 奥田　健介 書籍の検索・要約・発表
第８回 奥田　健介 医療・健康・科学に関する記事の検索・要約・発表
第９回 奥田　健介 医療・健康・科学に関する記事の検索・要約・発表
第10回 奥田　健介 最終報告課題のグループおよびテーマ決定
第11回 奥田　健介 科学論文の検索・要約・発表
第12回 奥田　健介 科学論文の検索・要約・発表
第13回 奥田　健介 最終報告課題の検索・要約・発表
第14回 奥田　健介 最終報告課題の検索・要約・発表

授業方法
授業は、各回のテーマに即して、実習、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション、ディベートなどの方法で進め
られます。

成績評価の方法・基準およびフィードバック
担当課題の評価（50%）、平常点（受講態度、積極的参加度など）（50%）
フィードバック：課題についての講評

教科書
必要に応じて、事前にレジュメや資料を配布します。

指定参考書
必要に応じて、適宜紹介します。

オフィスアワー
質問は授業の前後に受けます。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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担当教員名 教授 奥田　健介
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
グループで設定された科学に関する課題について情報収集や議論を行い、発表やレポートの準備をしてください。また、授業内の
各グループや他者の発表を聞いて討論するなど、積極的な参加が求められます。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 士反　伸和 ガイダンス ロジカル思考演習の目標と内容説明
メンバーの自己紹介

第２回 士反　伸和 抗がん剤について（１） 抗がん剤ビンブラスチンについて調査

第３回 士反　伸和 抗がん剤について（２） 抗がん剤ビンブラスチンについて調査、情報共有、相互理解
発表スライドの作成

第４回 士反　伸和 抗がん剤について（３） 抗がん剤ビンブラスチンについてグループごとに発表、質疑応
答

第５回 士反　伸和 科学技術と社会について（１） 科学技術と社会について推理ゲームを用いた学び、討論、発表
第６回 士反　伸和 科学技術と社会について（２） 科学技術と社会について推理ゲームを用いた学び、討論、発表
第７回 士反　伸和 科学技術と社会について（３） 科学技術と社会について推理ゲームを用いた学び、討論、発表
第８回 士反　伸和 科学技術と社会について（４） 科学技術と社会について推理ゲームを用いた学び、討論、発表
第９回 士反　伸和 科学技術と社会について（５） 科学技術と社会について推理ゲームを用いた学び、討論、発表
第10回 士反　伸和 科学技術と社会について（６） 科学技術と社会について推理ゲームを用いた学び、討論、発表
第11回 士反　伸和 科学技術と社会について（７） 科学技術と社会について、新たな推理ゲームの作成
第12回 士反　伸和 科学技術と社会について（８） 科学技術と社会について、新たな推理ゲームの作成
第13回 士反　伸和 科学技術と社会について（９） 科学技術と社会について、新たな推理ゲームの作成
第14回 士反　伸和 科学技術と社会について（１０） 科学技術と社会について、新たな推理ゲームの作成

授業方法
演習、SGD、プレゼンテーション

成績評価の方法・基準およびフィードバック
１．演習点（60点）：レポート、口頭発表、資料作成などを総合的に判断する。
２．平常点（40点）：出席、授業への積極的な参加や態度などを評価する。
レポートや態度などは、ルーブリック表による評価も指標とする。

教科書
特になし

指定参考書
残された酸素ボンベ（ナカニシヤ出版）

オフィスアワー
必要に応じて対応

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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担当教員名 教授 士反　伸和



一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 上田　昌史 講義 ノーベル賞の歴史
これまでの受賞者と受賞内容の紹介

第２回 上田　昌史 調査、SGD ノーベル賞受賞研究についての調査、SGD
第３回 上田　昌史 調査、SGD ノーベル賞受賞研究についての調査、SGD、発表資料作成

第４回 上田　昌史 発表１回目 ノーベル賞受賞研究についての発表１回目
質疑応答

第５回

～

第６回
上田　昌史 調査、SGD 発表１回目の議論、反省を踏まえて、

ノーベル賞受賞研究について、さらに調査と SGD

第７回 上田　昌史 調査、SGD
発表１回目の議論、反省を踏まえて、
ノーベル賞受賞研究について、さらに調査と SGD、発表資料
作成

第８回 上田　昌史 発表２回目 ノーベル賞受賞研究についての発表２回目
質疑応答

第９回 上田　昌史 講義 医薬品開発について
第10回

～

第12回
上田　昌史 調査、SGD 状来、全世界で開発が期待される薬とは？

未来の薬について調査、SGD

第13回 上田　昌史 調査、SGD
状来、全世界で開発が期待される薬とは？
未来の薬について調査、SGD
発表資料作成

第14回 上田　昌史 発表 状来、全世界で開発が期待される薬とは？
未来の薬について発表

授業方法
講義、スモールグループディスカッション（SGD）、発表

成績評価の方法・基準およびフィードバック
１．演習点（ 60 点）：レポート、口頭発表資料作成などを総合的に判断する。
２．平常点（ 40 点）：出席、授業への積極的な参加や態度を評価する。
　　SGDに対する貢献度、発表内容を総合的に評価する。 

教科書
特になし

指定参考書
調査、SGD

オフィスアワー
随時受け付ける。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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担当教員名 教授 上田　昌史
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
各班でテーマを設定し、その内容について文献やインターネットで調査し、議論する (SGD)。発表内容についてわかりやすいこと
はもちろん、聞き手が内容に興味を持てるように工夫する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 波多野　学 ガイダンス

学習内容の説明（衣食住という日々の生活の中にある身近な
有機化学を調べて、楽しみながら学習する。自然、食品・ビ
タミン、香料・化粧品、石油化学製品・プラスチック、機能
性材料・繊維、生物・生体・からだ、医薬品・薬と毒、など。）

第２回 波多野　学 講義 話題提供、身近にある有機化学の紹介・その 1 
第３回 波多野　学 SGD 調査、質疑応答
第４回 波多野　学 講義 話題提供、身近にある有機化学の紹介・その 2
第５回 波多野　学 SGD 調査、質疑応答
第６回 波多野　学 フィールドワーク・SGD テーマ調査
第７回 波多野　学 フィールドワーク・SGD テーマ調査
第８回 波多野　学 フィールドワーク・SGD 中間報告会
第９回

～

第11回
波多野　学 フィールドワーク・SGD 発表資料・スライド作成

第12回

～

第14回
波多野　学 発表 調査テーマ発表会、質疑応答、評価

授業方法
講義、フィールドワーク、SGD（スモールグループディスカッション）、発表

成績評価の方法・基準およびフィードバック
１．演習点（60 点）：レポート、口頭発表、資料作成などを総合的に判断する。
２．平常点（40 点）：出席、授業への積極的な参加や態度などを評価する。

教科書
特に定めない。必要に応じてプリントなどを配布する。

指定参考書
特に定めないが、以下のような書籍が調査に役立つ。
・楽しく学ぶ くらしの化学、纐纈 守（著）、化学同人（2021年刊）
・香料化学 - におい分子が作るかおりの世界、長谷川 登志夫（著）、コロナ社（2021年刊）
・身のまわりのありとあらゆるものを化学式で書いてみた、山口 悟（著）、ベレ出版（2020年刊）
・図解 身近にあふれる「化学」が 3時間でわかる本、齋藤 勝裕（著）、明日香出版社（2020年刊）
・こわくない有機化合物超入門、船山 信次（著）、技術評論社（2016年刊）
・商品から学ぶ化学の基礎、松田 勝彦（著）、化学同人（2011年刊）
・化学で何ができるのか―未来につながる「化学」の架け橋、有機合成化学協会（編集）、化学工業日報社（2011年刊）

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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担当教員名 教授 波多野　学



一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
講義時間内に終了できなかった場合には、次回までに準備を終えておく。基本的に復習は必要ないが、最後のレポート作成に向け
て必要であればさらに深く調べる。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 田中　将史 ガイダンス 自己紹介、方針説明、頭の体操
第２回 田中　将史 課題の抽出（テーマ１） 課題・論点を整理する、既存知識で意見交換を行う
第３回 田中　将史 情報の収集（テーマ１） 論点を中心に、その背景を理解し、周辺情報を収集する
第４回 田中　将史 情報の共有（テーマ１） 様々な視点から収集した情報を開示し、共有する
第５回 田中　将史 討論（テーマ１） 共有した情報に基づき討論を行う
第６回 田中　将史 課題の抽出（テーマ２） 課題・論点を整理する、既存知識で意見交換を行う
第７回 田中　将史 情報の収集（テーマ２） 論点を中心に、その背景を理解し、周辺情報を収集する
第８回 田中　将史 情報の共有（テーマ２） 様々な視点から収集した情報を開示し、共有する
第９回 田中　将史 討論（テーマ２） 共有した情報に基づき討論を行う
第10回 田中　将史 課題の抽出（テーマ３） 課題・論点を整理する、既存知識で意見交換を行う
第11回 田中　将史 情報の収集（テーマ３） 論点を中心に、その背景を理解し、周辺情報を収集する
第12回 田中　将史 情報の共有（テーマ３） 様々な視点から収集した情報を開示し、共有する
第13回 田中　将史 討論（テーマ３） 共有した情報に基づき討論を行う
第14回 田中　将史 まとめ 振り返り、レポート作成

授業方法
演習、グループディスカッション

成績評価の方法・基準およびフィードバック
平常点（50点）：出席、授業への積極的な参加や態度などを評価する。
演習点（50点）：レポート、口頭発表、資料作成などを総合的に判断する。

教科書
なし

指定参考書
なし

オフィスアワー
必要に応じて対応します。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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担当教員名 教授 田中　将史
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
前半は教科書を用いながら「薬」の働きについて調べた内容を発表します。後半は、興味を持った内容についてさらに深く調べて
発表をしてもらいます。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 中山　尋量 ガイダンス 演習の目標と概要およびスケジュールについて説明
受講生の自己紹介

第２回 中山　尋量

教科書「分子レベルで見た薬の働
き」について

紹介する章分担を決定する。
第３回 中山　尋量 発表の準備
第４回 中山　尋量 第１章「薬はどのように効くか」の内容紹介と討論
第５回 中山　尋量 第２章「魔法の弾丸を求めて」の内容紹介と討論
第６回 中山　尋量 第３章「がんとの闘い」の内容紹介と討論
第７回 中山　尋量 第４章「見えない敵」の内容紹介と討論
第８回 中山　尋量 第５章「生活習慣病の治療」の内容紹介と討論
第９回 中山　尋量 第６章「免疫反応と炎症反応」の内容紹介と討論
第10回 中山　尋量 第７章「脳や精神の病気の治療」の内容紹介と討論

第11回 中山　尋量 グループ討論 グループで興味を持った章の病気について、さらに深く調査
し、まとめる。

第12回 中山　尋量 グループ討論 グループで興味を持った章の病気について、さらに深く調査
し、まとめる。

第13回 中山　尋量 グループ発表 グループ発表と討論
第14回 中山　尋量 グループ発表 グループ発表と討論

授業方法
演習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
演習点（60点）：レポート、口頭発表、資料作成などを総合的に判断する。
平常点（40点）：出席、授業への積極的な参加や態度などを評価する。

教科書
分子レベルで見た薬の働き　平山令明　講談社ブルーバックス　２０２０　

指定参考書
なし

オフィスアワー
授業の前後に受け付けます。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
植物はヒトの生活に大きく関わっています。薬学部では薬用植物を基原とする生薬を詳しく学びますが、植物は薬用以外に多くの
目的で利用されています。この演習では、植物とその利用に関して自分でテーマを決めて詳しく調べていきます。したがって、植
物などに関心を持ち、テーマに自発的に取り組む必要があります。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 西山　由美 ガイダンス 演習の目標と概要、スケジュールについて説明
受講者の自己紹介

第２回 西山　由美 テーマの決定 導入講義を受けテーマを決定
図書館利用、文献調査について説明

第３回 西山　由美 文献・資料調査１ 文献・資料の調査と整理

第４回 西山　由美 調査内容のまとめ 調査した内容をまとめ、発表準備
まとめた内容を提出

第５回 西山　由美 文献・資料調査２ 文献・資料の調査と整理

第６回 西山　由美 調査内容のまとめ 調査した内容をまとめ、発表準備
まとめた内容を提出

第７回 西山　由美 テーマの中間発表１ テーマの中間発表
相互討論

第８回 西山　由美 テーマの中間発表２ テーマの中間発表
相互討論

第９回 西山　由美 文献・資料調査３ 調査した内容をまとめ、発表準備

第10回 西山　由美 レポートの作成
レポートの書き方
テーマについてレポートの作成
発表準備

第11回 西山　由美 レポートの作成 テーマについてレポートの作成
発表準備

第12回 西山　由美 テーマの最終発表１ テーマの最終発表
相互討論

第13回 西山　由美 テーマの最終発表２ テーマの最終発表
相互討論

第14回 西山　由美 テーマの最終発表３
まとめ

テーマの最終発表・相互討論
レポート、発表原稿の提出
後期の演習を振り返り総括を行う

授業方法
講義、演習、個別指導

成績評価の方法・基準およびフィードバック
演習点（60点）：レポート、口頭発表、相互討論、資料作成などを総合的に判断する。
平常点（40点）：出席、授業への積極的な参加や態度、提出期日の遵守などを評価する。
レポートや態度などは、ルーブリック表による評価も指標とする。

教科書
なし

指定参考書
なし

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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担当教員名 講師 西山　由美
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オフィスアワー
講義の前後で質問を受け付ける
また、必要に応じて対応する

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
１．日常生活用品を科学して製品開発を企画する。
２．身近な生活品（消臭剤・芳香剤・柔軟剤・文具等）の性能・機能についてテーマをセレクトし製品比較する。
３．身近な生活品（消臭剤・芳香剤・柔軟剤・文具等）の性能・機能についてテーマをセレクトし、特許等を調査する。
４．製品開発チームを形成し、製品開発企画案について意見交換する。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 大野　敏信 講義 講師紹介、演習主旨説明
第２回 大野　敏信 講義 製品企画と特許について
第３回 大野　敏信 講義 製品企画と特許について

第４回 大野　敏信 講義 製品企画と特許について
演習プロセス説明

第５回 大野　敏信 自主調査発表 各自の調査内容について発表する
第６回 大野　敏信 グループ演習 班編制、役割分担・方針についての議論
第７回 大野　敏信 グループ演習 各班の進捗発表 1
第８回 大野　敏信 グループ演習 各班による意見交換 1
第９回 大野　敏信 グループ演習 各班の進捗発表 2
第10回 大野　敏信 グループ演習 各班による意見交換 2、どのチームが良かったか投票・講評
第11回 大野　敏信 グループ演習 各班の最終発表 1

第12回 大野　敏信 グループ演習 各班の最終発表 2
どのチームが良かったか投票・講評

第13回 大野　敏信 まとめ ひとりずつ意見・感想を発表
第14回 大野　敏信 まとめ 質疑応答

授業方法
講義、演習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
1 演習点（60点）配点内訳：レポート、口頭発表、レジュメ等
2 平常点（40点）配点内訳：出席、授業への貢献度、授業態度等 
フィードバックについて以下に記す。①レポート、レジュメ等について解説ならびに添削をして、学生に返却する。②口頭発表、ディ
スカッション等について講評する。

教科書
特になし。

指定参考書
特に指定しない。

オフィスアワー
演習時間の前後とする。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位
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担当教員名 非常勤講師 大野　敏信
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
各授業のテーマに応じて調査し、自分の考えを論理的に発表することが必要です。他の人の意見に左右されずに自分の意見を臆せ
ずに発表する態度が重要です。また、発表者に対しての自分の見解を論理的に述べることも重要です。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 坂田　恒昭 ガイダンス 授業方針を説明する。
第２回 坂田　恒昭 自己紹介 自己紹介と授業に対する希望を述べる。
第３回 坂田　恒昭 分子生物学 1a 分子生物学の歴史と考え方を講義する。
第４回 坂田　恒昭 分子生物学 1b 分子生物の歴史と考え方について議論する。
第５回 坂田　恒昭 分子生物学 2a ゲノムに対する考え方を講義する。
第６回 坂田　恒昭 分子生物学 2b ゲノムに対する考え方について議論する。
第７回 坂田　恒昭 新しい医薬品の概念 a 新しい医薬品の概念を講義する。
第８回 坂田　恒昭 新しい医薬品の概念 b 新しい医薬品の概念に関して議論する。
第９回 坂田　恒昭 デジタルを用いた医療 a デジタルを用いた医療に関して講義する。
第10回 坂田　恒昭 デジタルを用いた医療 b デジタルを用いた医療に関して議論する。
第11回 坂田　恒昭 ビッグデータを用いた予防医療 a ビッグデータを用いた予防医療に関して講義をする。
第12回 坂田　恒昭 ビッグデータを用いた予防医療 b ビッグデータを用いた予防医療に関して講義をする。
第13回 坂田　恒昭 講義全体に対する議論 講義全体に対して議論する。
第14回 坂田　恒昭 レポート作成 テーマに対してレポートを作成する。

授業方法
講義、プレゼンテーション、討論

成績評価の方法・基準およびフィードバック
１．演習点（60点）：レポート、口頭発表、資料作成などを総合的に判断する。
２．平常点（40点）：出席、授業への積極的な参加や態度などを評価する。

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
授業の前後

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位
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担当教員名 非常勤講師 坂田　恒昭



一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
ワードおよびパワーポイントにて資料を作成し、効果的な発表へと導くために
・構想
・資料収集
・デザイン
・作り込み
・練習　　をお願いします。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 山野　徹 アイスブレイク、自己紹介、演習
概要

1. お互いを知る
2. 演習の全体像、習得するスキル、最終成果物のイメージを

掴む

第２回 山野　徹 演習のゴール、グループ分けと各
人の役割

1. 演習全体を通して、食品や薬物の効用と悪影響について考
えるために、ワインを題材として採り上げ、どう利用すべ
きかを提案としてまとめる。どういった切り口で提案をす
るか、イメージを作り始める。

2. この演習でどのようなナレッジやスキルを身につけたい
か、文書化する。最終回には、達成度を自己評価する。

第３回 山野　徹 報告書作成のノウハウ 報告書作成のノウハウを参考図書を元に学ぶ。

第４回 山野　徹 報告書作成
1. リスクとベネフィットに関する資料を読み、報告書として

まとめる。
2, 作成した報告書をチェックシートに基づき評価する。

第５回 山野　徹 パワーポイント作成
1. パワーポイントのノウハウを参考資料を元に学ぶ
2. 例示されたパワーポイントをチェックシートにより評価す

る

第６回 山野　徹 パワーポイント作成
発表テーマ構想

1. 例示されたパワーポイントを修正する。
2. 発表テーマにつき、イメージを作りをはじめる。

第７回 山野　徹 パワーポイント作成 1. 与えられたテーマを元にパワーポイント資料を作成する。
2. チェックシートにて評価する。

第８回 山野　徹 発表テーマ資料収集 1, 発表に必要な資料を集める。
2. 資料を読み込む。

第９回 山野　徹 発表準備 1. 資料を収集する。
2. スケルトン作成する。

第10回 山野　徹 発表準備 1. スケルトンを作成する。
2. ルールを作成する。

第11回 山野　徹 発表資料作成 1. テキスト、図解、グラフを作成する。
2. 流れを整理する。

第12回 山野　徹 発表準備
1. 原稿を作成する。
2. 想定質問を考える。
3. 予備発表をする。

第13回 山野　徹 発表 1. 各グループごとに発表する。
2. 質問する。

第14回 山野　徹 相互評価
演習ゴールの達成度

1. 各グループの発表をチェックシートを元に評価する
2. 初回に設定した演習のゴールの達成度を自己評価する

授業方法
講義、演習、発表

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位
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担当教員名 非常勤講師 山野　徹
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成績評価の方法・基準およびフィードバック
成績評価の方法
　１．演習点 (60 点 ) 配点内訳：レポート、口頭発表、相互評価
　２．平常点 (40 点 ) 配点内訳：出席、アウトプットへの貢献、授業態度
フィードバック
　レポート、口頭発表へのコメント

教科書
特になし

指定参考書
『「文章術のベストセラー 100冊」のポイントを 1冊にまとめてみた。』藤吉豊、小川真理子　著
『ビジネス文書の基礎技術』石黒圭、熊野健志　編
『PowerPoint 資料作成プロフェッショナルの大原則』松山純一郎　著
『「健康食品」ウソ・ホント』高橋久仁子　著
『「エビデンス」の落とし穴』松村むつみ　著

オフィスアワー
演習の前後

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
この授業では、主体的に自分と向き合って考え、他者と関わって感じ、気づくことが重要である。
したがって、講義ごとに内省した振り返りシートの提出を求める。授業で感じたこと、気づいたこと、学べたことをしっかり書い
て提出すること。
また、講師の指示によりグループ共有や発表のための準備が必要となる。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 松川　晴美 オリエンテーション・自己紹介 演習の目標と内容・評価方法についてのガイダンス。自己紹
介ワーク

第２回 松川　晴美 自分を表現する 自分について知っていることを書きだし、自分を絵で表現す
る

第３回 松川　晴美 時間をデザインする 大学に入った目的を再確認し、現在の時間の使い方をチェッ
クする

第４回 松川　晴美 目標実現 時間の使い方をもう一度確認し、目標実現のプロセスを学ぶ

第５回 松川　晴美 コミュニケ―ション ペアワーク、伝言ゲーム・ロールプレイングを通してコミュ
ニケーション力とは何かを学ぶ

第６回 松川　晴美 情報共有 情報共有ゲームを通して、コミュニケーションの重要性や自
分の強み、持ち味を発見する

第７回 松川　晴美 ディスカッション 創造的なディスカッションの方法を学ぶ
第８回 松川　晴美 社会認識 新聞の読み方を知り、世の中に目を向ける

第９回 松川　晴美 社会と自分のつながりを考える 自分が興味を持った社会的なテーマから、自分の価値観に触
れる

第10回 松川　晴美 プレゼンテーション プレゼンテーションについて理解し、皆にわかりやすく伝え
る

第11回 松川　晴美 失敗を生かす 失敗をどのように捉え、生かしていくかを学ぶ
第12回 松川　晴美 あり方 勉強や仕事の土台となるものについて考える

第13回 松川　晴美 アクションプラン これからの大学生活をデザインする。パワーポイントを用い
てアクションプランを作成する

第14回 松川　晴美 プレゼンテーション アクションプランを自分の言葉で発表する

授業方法
講義
個人ワーク：自分に問いかける→考える→まとめる→書く→気づく→内省を深めて行く
グループワーク：自分の考えを話す→他者の考えを聞く→感じる→考える→気づく→視野を広げていく
上記のような授業の進め方をするので、毎回必ず参加すること。

成績評価の方法・基準およびフィードバック
演習点（60点）：レポート、口頭発表、レジュメ作成等を総合的に判断する。
平常点（40店）：出席、授業への積極的な参加や態度も評価する。
提出物や授業態度についてはルーブリック表による評価も指標とする。

教科書
特になし。適宜プリント類を配布。

指定参考書
必要に応じて指示する。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位
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担当教員名 非常勤講師 松川　晴美
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オフィスアワー
講義時間の前後で質問を受け付ける。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。基
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
この授業では、主体的に自分と向き合って考え、他者と関わって感じ、気づくことが重要である。
したがって、講義ごとに内省した振り返りシートの提出を求める。授業で感じたこと、気づいたこと、
学べたことをしっかり書いて提出すること。
また、講師の指示によりグループ共有や発表のための準備が必要となる。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 植田　香代子 オリエンテーション・自己紹介 演習の目標と内容・評価方法についてのガイダンス。自己紹介ワー
ク

第２回 植田　香代子 自分を表現する 自分について知っていることを書きだし、自分を絵で表現する

第３回 植田　香代子 時間をデザインする 大学に入った目的を再確認し、現在の時間の使い方をチェックす
る現在の時間の使い方を

第４回 植田　香代子 目標実現 時間の使い方をもう一度確認し、目標実現のプロセスを学ぶ

第５回 植田　香代子 コミュニケ―ション ペアワーク、伝言ゲーム・ロールプレイングを通してコミュニケー
ション力とは何かを学ぶ

第６回 植田　香代子 情報共有 情報共有ゲームを通して、コミュニケーションの重要性や自分の
強み、持ち味を発見する

第７回 植田　香代子 ディスカッション 創造的なディスカッションの方法を学ぶ
第８回 植田　香代子 社会認識 新聞の読み方を知り、世の中に目を向ける
第９回 植田　香代子 社会と自分のつながりを考える 自分が興味を持った社会的なテーマから、自分の価値観に触れる
第10回 植田　香代子 プレゼンテーション プレゼンテーションについて理解し、皆にわかりやすく伝える
第11回 植田　香代子 失敗を生かす 失敗をどのように捉え、生かしていくかを学ぶ
第12回 植田　香代子 あり方 勉強や仕事の土台となるものについて考える

第13回 植田　香代子 アクションプラン これからの大学生活をデザインする。パワーポイントを用いてア
クションプランを作成する

第14回 植田　香代子 プレゼンテーション アクションプランを自分の言葉で発表する

授業方法
講義
個人ワーク：自分に問いかける→考える→まとめる→書く→気づく→内省を深めて行く
グループワーク：自分の考えを話す→他者の考えを聞く→感じる→考える→気づく→視野を広げていく
上記のような授業の進め方をするので、毎回必ず参加すること。

成績評価の方法・基準およびフィードバック
演習点（60点）：レポート、口頭発表、レジュメ作成等を総合的に判断する。
平常点（40店）：出席、授業への積極的な参加や態度も評価する。　

教科書
特になし。適宜プリント類を配布。

指定参考書
必要に応じて指示する。

オフィスアワー
講義時間の前後で質問を受け付ける。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位
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担当教員名 非常勤講師 植田　香代子
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学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。
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一般目標（GIO）
医療人として医療に貢献するためには、幅広い知識に加え、科学的な思考力や他者との協調などが必要となる。本演習では、少人
数でのグループディスカッションなどを通して、課題発見能力や問題解決能力、論理的思考力、文章の読解力や表現力、コミュニケー
ション力などを習得する。

到達目標（SBOs）
１．論文や書籍などの一次情報を見つけ、確かな情報を得ることができる。
２．自ら問題を設定し、その問題を解決するための手段・方法を考案できる。
３．自ら考え、主張を論理的にかつ証拠に基づいて展開することができる。
４．他者との討論・議論を通して、他者の考え、主張をより深く理解できる。
５．簡潔で、論理的な文章を書くことができる。

準備学習（予習・復習等）
この授業では、主体的に自分と向き合って考え、他者と関わって感じ、気づくことが重要である。
したがって、講義ごとに内省した振り返りシートの提出を求める。授業で感じたこと、気づいたこと、学べたことをしっかり書い
て提出すること。
また、講師の指示によりグループ共有や発表のための準備が必要となる。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 上村　知子 オリエンテーション・自己紹介 演習の目標と内容・評価方法についてのガイダンス
自己紹介ワーク

第２回 上村　知子 自分を表現する 自分について知っていることを書きだし、自分を絵で表現す
る

第３回 上村　知子 時間をデザインする 大学に入った目的を再確認し、現在の時間の使い方をチェッ
クする

第４回 上村　知子 目標実現 目標実現のプロセスを学ぶ

第５回 上村　知子 コミュニケ―ション ペアワーク、伝言ゲーム・ロールプレイングを通してコミュ
ニケーション力とは何かを学ぶ

第６回 上村　知子 情報共有 情報共有ゲームを通して、コミュニケーションの重要性や自
分の強み、持ち味を発見する

第７回 上村　知子 ディスカッション 創造的なディスカッションの方法を学ぶ
第８回 上村　知子 社会認識 新聞の読み方を知り、世の中に目を向ける

第９回 上村　知子 社会と自分のつながりを考える 自分が興味を持った社会的なテーマから、自分の価値観に触
れる

第10回 上村　知子 プレゼンテーション プレゼンテーションについて理解し、皆にわかりやすく伝え
る

第11回 上村　知子 失敗を生かす 失敗をどのように捉え、生かしていくかを学ぶ
第12回 上村　知子 あり方 勉強や仕事の土台となるものについて考える

第13回 上村　知子 アクションプラン これからの大学生活をデザインする
パワーポイントを用いてアクションプランを作成する

第14回 上村　知子 プレゼンテーション アクションプランを自分の言葉で発表する

授業方法
講義
個人ワーク：自分に問いかける→考える→まとめる→書く→気づく→内省を深めて行く
グループワーク：自分の考えを話す→他者の考えを聞く→感じる→考える→気づく→視野を広げていく

成績評価の方法・基準およびフィードバック
演習点（60点）：レポート、口頭発表、レジュメ作成等を総合的に判断する。
平常点（40店）：出席、授業への積極的な参加や態度も評価する。
提出物や授業態度についてはルーブリック表による評価も指標とする。

教科書
特になし。適宜プリント類を配布。

指定参考書
必要に応じて指示する。

ロジカル思考演習Ⅰ
1 年次
後期 必修 1.5 単位

Practice in Logical Thinking 1
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担当教員名 非常勤講師 上村　知子
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オフィスアワー
講義時間の前後で質問を受け付ける。

学位授与の方針との関連
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。基
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一般目標（GIO）
実験器具の正しい名称と使用法を修得し，基礎的な化学実験に関する知識，技能，態度を修得する。

到達目標（SBOs）
１．化学実験を行うに際しての注意点を説明できる。
２．実験器具の正しい名称と使い方を修得する。
３．目的の濃度の溶液を調製できる。
４．酸塩基滴定の原理を理解し，滴定が実施できる。
５．溶液の水素イオン指数（pH）測定できる。
６．紫外可視吸光度測定法の原理を理解し，測定操作ができる。
７．検量線を作成して，化合物の定量ができる。
８．吸引ろ過，自然ろ過法を修得する。
９．シリカゲルを固定相とした液体クロマトグラフィーの分離原理を説明できる。
10．薄層クロマトグラフィーにより化合物を分析できる。
11．カラムクロマトグラフィーにより化合物を分離できる。
12．官能基の性質を理解して，抽出操作により化合物を分離できる。
13．簡単な有機化合物を合成し，再結晶により精製できる。

準備学習（予習・復習等）
実習書をあらかじめ読んで，実習の目的や操作の意味を十分に理解した上で実習に臨むこと。
安全に実習を行うために，操作時は保護メガネを着用し，周りに配慮して動くこと。
無断欠席，遅刻は厳禁。レポートの提出期限は厳守すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回

山野　由美子
竹仲　由希子
児玉　典子
西村　克己

化学実験の注意点
試料の秤量

化学実験を行うための全般的な注意
レポートの書き方
ピペットとメスシリンダーを用いた液体試料の秤量
電子天秤を用いた固体試料の秤量

C2-（1）- ① -1,2

第２回
山野　由美子
西村　克己
前田　秀子

薄層クロマトグラフィー（TLC）
ろ過操作

官能基の極性の違いを利用したシリカゲル TLCによる有機化
合物の分離
自然ろ過、吸引ろ過

C2-（5）- ① -1,2,3,5
C3-（3）- ① -2

第３回
山野　由美子
西村　克己
前田　秀子

カラムクロマトグラフィーによるホ
ウレン草の色素の分離

ほうれん草の色素の抽出
シリカゲルシリカゲルクロマトグラフィーによる色素の分離
シリカゲル TLCによる色素の分離確認

C2-（5）-① -1,2,3,5

第４回
山野　由美子
西村　克己
前田　秀子

N-アセチル -p-トルイジンの合成−
１

p-トルイジンのアセチル化
再結晶による精製 C3-（3）-④ -3

第５回
山野　由美子
西村　克己
前田　秀子

N-アセチル -p-トルイジンの合成−
２
分液ロートの基本操作

シリカゲル TLCによる生成物の純度確認
生成物の融点測定
分液ロートの基本操作の習得

C2-（5）-① -2

第６回 山野　由美子
西村　克己 有機化合物混合物の抽出分離

官能基の性質を利用した分液ロートを用いた有機化合物混合
物の抽出分離
シリカゲル TLCによる抽出分離の確認

C2-（5）-① -2
C3-（3）-① -2

第７回 竹仲　由希子
児玉　典子 容量器具の基本操作 容量器具の基本操作の習得 C2-（1）-① -1,2

第８回
竹仲　由希子
児玉　典子
寳田　徹

中和滴定−１ 標準溶液の調製とファクター算出
強酸ー強塩基の中和滴定と滴定曲線の作成

C2-（1）-① -1,2
C2-（2）-① -1-3
C2-（3）-② -1

第９回
竹仲　由希子
児玉　典子
寳田　徹

中和滴定−２ 弱酸ー強塩基の中和滴定と滴定曲線の作成
C2-（1）-① -1,2
C2-（2）-① -1-4
C2-（3）-② -1

第10回
竹仲　由希子
児玉　典子
寳田　徹

吸光光度法による化合物の定量−１ メチレンブルー水溶液の希釈、検量線の作成
検量線を用いた化合物の定量 C2-（4）-① -1

第11回
竹仲　由希子
児玉　典子
寳田　徹

吸光光度法による化合物の定量−２ スルファニルアミドからのアゾ色素の生成と亜硝酸の定量 C2-（2）-④ -1

第12回

山野　由美子
竹仲　由希子
児玉　典子
西村　克己

実習の総括 実習基本操作の手技テスト
全実習内容に関する小テスト

基礎実習
1 年次
後期 必修 2 単位

Fundamental Practice 担当教員名 教授 山野　由美子 講師 西村　克己
准教授 竹仲　由希子 講師 前田　秀子
准教授 児玉　典子 助教 寳田　徹
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授業方法
実習

成績評価の方法・基準およびフィードバック
・平常点（５０点）配点内訳：出席および実習態度
・レポート・小テスト（５０点）＊レポート未提出の場合は、平常点からも減点する。

教科書
基礎実習テキスト
はじめての基礎化学実験（株式会社　オーム社）

指定参考書
ソロモンの新有機化学第 11版（廣川書店）
薬学の基礎としての化学　Ⅰ定量的取扱い（日本薬学会編、東京化学同人）

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。
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一般目標（GIO）
神戸大学医学部との連携により、医学科学生、保健学科学生と混成チームを編成して、保健医療の実践現場を訪問・見学する。見
学を通じて、患者の他、医師、薬剤師、看護師などの様々な医療人と接することで、チーム医療の実際を知り、多職種間医療人協
働（インタープロフェッショナルワーク： IPW）の重要性を認識する。

到達目標（SBOs）
１．患者中心の医療において、各専門職の役割や協働の重要性について述べることができる。
２．病院での患者や実習指導者などと意見交換を行うことで、薬剤師の専門職としての社会的使命を把握する。

準備学習（予習・復習等）
神戸大学医学部学生とのグループ学習に積極的に参加すること。

授業内容（項目・内容）
回 担当教員 項目 内容 コアカリNo.

第１回 オリエンテーション A-（4）-1 ～ 5
第２回 グループ学習 A-（4）-1 ～ 5
第３回 患者代表者による講義 A-（4）-1～ 5

第４回
チーム医療の実際 （医学部医学科
学生、保健学科学生との混成チー
ムによる施設見学）

A-（4）-1～ 5

第５回 見学成果のまとめ A-（4）-1～ 5
第６回 グループ別討論 A-（4）-1～ 5
第７回 合同発表会 A-（4）-1～ 5

授業方法
講義、体験学習、SGD、発表プレゼンテーション

成績評価の方法・基準およびフィードバック
出席調査書、レポート、発表を総合的に判断して評価する。
評価の基準については、あらかじめ手引きを配布し、詳細を説明する。発表時には、講評等のフィードバックを行う。

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。
３．医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者の立場に立って行動できること。
４．医療人に必要なコミュニケーション能力を有すること。
６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。

初期体験臨床実習
1 年次
通年 選択 1 単位

Early Experience-based Clinical Training
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担当教員名 教授 江本　憲昭 臨床特命教授 山本　克己
教授 力武　良行 臨床特命教授 國東　ゆかり
教授 國正　淳一 講師 猪野　彩
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一般目標（GIO）
薬学には様々な研究領域があることを理解してもらうため、低学年から研究室に所属し、研究活動をとおして研究マインドの醸成
と薬学に対するモチベーション向上を目的とする。
薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する意欲と問題発見・解決能力を身につける修練をする。

到達目標（SBOs）
１．基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。　
２．研究には自立性と独創性が求められていることを知る。
３．現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技能・態度）
４．新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度）
５．自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。
６．研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明できる。
７．正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。（態度）

準備学習（予習・復習等）
研究室ごとに指示する。

授業内容（項目・内容）
研究室ごとのテーマ

授業方法
演習、SGD、PBL

成績評価の方法・基準およびフィードバック
日誌や実験レポートなどの活動履歴を成果として評価する。

教科書
特になし

指定参考書
特になし

オフィスアワー
随時

学位授与の方針との関連
１．医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有すること。
２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力を有すること。

アクティブ・ラボ
1 ～ 3 年次
通年 選択 1 単位
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担当教員名（149・150ページ参照）



研究室名 担当教員名 題目 

機能性分子化学

教授　　田中　将史
・生体分子の基本的性質の理解とそれに基づく機能性分子としての応用
・リン酸塩の特性を利用した機能性化合物の合成

講師　　前田　秀子

助教　　寳田　徹

薬化学

教授　　奥田　健介

・病態・生命機能解明および創薬を志向する機能性分子の創製および解析講師　　髙木　晃

特任助教　高嶋　一平

薬品化学 

教授　　上田　昌史
・医薬品合成のための新規反応の開発
・医薬品開発を目指した新規化合物の合成研究

准教授　武田　紀彦

助教　　安井　基博

生命分析化学

教授　　小林　典裕

・抗体のバイオテクノロジーと分析化学への応用
准教授　大山　浩之

講師　　森田　いずみ

特任助教　木口　裕貴

医薬細胞生物学

教授　　士反　伸和
・植物特化代謝産物の生産における転写・生合成・輸送機構に関する研
究

・必須微量元素や脂質の輸送体に関する研究
講師　　山田　泰之

助教　　池田　義人

薬品物理化学

教授　　向　高弘

・疾患特異的分子イメージング薬剤および治療薬の開発准教授　佐野　紘平

講師　　山﨑　俊栄

生命有機化学

教授　　波多野　学
・機能性有機化合物に関する基礎的な性質や現象の観察
・有機合成化学における基礎反応と触媒の理解、および実験手法の修得

講師　　沖津　貴志

助教　　平田　翼

薬剤学

教授　　大河原　賢一 ・薬物内封ナノ粒子製剤の調製と機能評価
・抗がん剤を中心とした薬物の作用の薬剤学的評価
・細胞製剤の作製と機能評価

講師　　細川　美香

講師　　河野　裕允

製剤学

教授　　坂根　稔康

・薬物の吸収と体内動態准教授　古林　呂之

助教　　田中　晶子

微生物化学

教授　　小西　守周

・細胞生物学、分子生物学的な手法を用いた免疫のしくみの解析
・分泌因子に着目した生体機能調節機構の解明

准教授　中山　喜明

講師　　増田　有紀

特任助教　清水　涼平

薬理学

教授　　小山　豊
・グリア細胞を標的とした脳機能改善薬の開発
・アレルギー疾患が起こるメカニズムの解析とアレルギー疾患治療薬の
探索

准教授　八巻　耕也

講師　　泉　安彦
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研究室名 担当教員名 題目 

生化学

教授　　北川　裕之

・糖鎖は生物の機能をどう決めているのか？准教授　灘中　里美

講師　三上　雅久

病態生化学

教授　　加藤　郁夫
・エネルギー代謝関連疾患の病態解析および治療薬の開発
・内分泌・代謝系に関わる生理活性物質の基礎的、臨床的研究
・脳腸相関、心身症に関係する生体成分の解析

講師　　多河　典子

特任助教　安宅　弘司

衛生化学

教授　　長谷川　潤 ・妊娠時の母体の変化と妊娠の維持に関わるメカニズムの研究
・生体ストレス（低栄養、メンタルストレス）が免疫機能に及ぼす影響
の研究

・脳梗塞の病態進行に関わる炎症反応の研究

助教　　中山　啓

助手　　寺本　昴司

臨床薬学

教授　　江本　憲昭 ・循環器疾患、呼吸器疾患の病態解明と治療法開発のための基礎臨床研
究

・肥満・代謝疾患の病態解明と治療法開発のための基礎臨床研究
・生体イメージングを駆使して疾患を１細胞レベルで可視化する

准教授　原　哲也

助手　　鈴木　陽子

医療薬学

教授　　力武　良行

・認知症、心血管疾患およびがんの病態解明と治療法開発
准教授　佐々木　直人

講師　　堀部　紗世

特任助教　田中　亨

総合教育研究
センター

教授　　國正　淳一

・がん患者やそのご家族、医療従事者が参加するメディカル・カフェに
参加し、患者に寄り添う心を養う。

・中学生を対象にした「がん教育」の授業企画・準備を通して、がんに
関する知見を深める。

教授　　沼田　千賀子

教授　　白木　孝

准教授　河内　正二

講師　　猪野　彩

講師　　藤波　綾

講師　　竹下　治範

講師　　富田　淑美

中央分析室
准教授　竹内　敦子 ・質量分析による生理活性物質の分析

・NMRの新しい利用方法の開発准教授　都出　千里
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本シラバスに掲載の『モデル・コアカリキュラム』は、2015年度入
学生から適用されます。
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ま
た

、
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

示
さ

れ
た

教
育

内
容

だ
け

で
薬

学
の

学
士

課
程

教
育

が
完

成
す

る
も

の
で

は
な

く
、

６
年

制
学

部
・

学
科

の
教

育
課

程
の

全
て

を
画

一
化

し

た
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

履
修

に
あ

て
る

こ
と

は
正

し
く

な
い

。
６

年
制

学
部

・

学
科

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

大
別

す
る

と
、

教
養

教
育

を
含

む
薬

学
準

備
教

育
、

モ
デ

ル
・

コ

ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
拠
し
た
教
育
、
各
大
学
独
自
の
薬
学
専
門
教
育
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
履
修
時
期
、
時
間
は
教
育
研
究
上
の
目
的
に
沿
っ
て
学
習
成
果
を
評
価
し
な
が
ら
、

バ
ラ

ン
ス

よ
く

配
当

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
改

訂
後

の
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ

ラ
ム
は
到
達
目
標
数
の
上
で
、
従
前
の
も
の
に
比
し
て
ス
リ
ム
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

お
よ

そ
教

育
課

程
の

時
間

数
の

７
割

を
、

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
示

さ
れ

た
内

容

の
履
修
に
充
て
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

 

各
大

学
に

お
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

教
育

理
念

等
に

基
づ

い
て

、
薬

学
ア

ド
バ

ン
ス

ト
教

育
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

含
む

特
色

あ
る

大
学

独
自

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

設
定

す
る

こ
と

が
必

須

で
あ

り
、

学
生

の
ニ

ー
ズ

や
将

来
の

進
路

に
合

わ
せ

て
自

由
に

選
択

で
き

る
多

様
な

カ
リ

キ

ュ
ラ

ム
を

提
供

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
こ

の
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

示
さ

れ

た
内

容
を

確
実

に
修

得
し

た
上

で
、

残
り

の
３

割
程

度
の

時
間

数
で

個
性

あ
る

各
大

学
独

自

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
準
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。（

７
ペ
ー
ジ
【
選
択
的
な
大
学
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
】
を
参
照
。
）

 

今
回

の
改

訂
は

、
大

学
が

主
体

的
で

実
効

性
の

あ
る

充
実

し
た

薬
学

教
育

を
展

開
す

る
こ

と
に

よ
り

、
６

年
制

薬
学

教
育

の
質

の
向

上
を

目
指

す
た

め
に

行
う

も
の

で
あ

り
、

各
大

学

の
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

薬
学

共
用

試
験

や
薬

剤
師

国
家

試
験

に
合

格
す

る
こ

と
の

み
を

目

標
と
す
る
教
育
に
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

 

 ２
．
 
表

示
の

方
法
と

利
用

上
の
留

意
点

等
 

【
基
本

的
資
質

】
 

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
基

本
理

念
や

医
療

全
体

を
取

り
巻

く
情

勢
の

変
化
等
を
踏
ま
え
、「

薬
剤
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」
を
、
①
薬
剤
師
と
し
て

-
 2

 -

 

薬
学
教

育
モ
デ

ル
・

コ
ア
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

の
基

本
理
念

と
利

用
上
の

留
意

点
に
つ

い
て

 

 １
．
 
モ

デ
ル

・
コ
ア

カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
の

基
本
理

念
と

位
置
付

け
 

【
基
本

理
念
】

 

大
学

に
お

け
る

各
分

野
の

社
会

的
要

請
に

応
え

た
人

材
養

成
の

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
構

築
は

、
本

来
、

各
大

学
が

独
自

の
理

念
や

特
色

に
基

づ
い

て
設

定
す

べ
き

も
の

で
あ

る
。

し

か
し
、
修
業
年
限
６
年
の
薬
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
学
部
又
は
学
科
（
以
下
、「

６

年
制
学
部
・
学
科
」
と
い

う
。
）
の
場
合
は
、
学
生

に
大
学
卒
業
時
に
薬
剤
師
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い

基
本

的
な

資
質

や
能

力
を

身
に

付
け

さ
せ

る
教

育
が

行
わ

れ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

一
方

、
薬

学
や

医
学

、
生

命
科

学
等

に
関

わ
る

科
学

技
術

の
進

歩
は

著
し

く
、

科
学

を
基

盤

と
し

て
医

療
に

貢
献

す
る

薬
剤

師
の

職
責

に
求

め
ら

れ
る

薬
学

の
知

識
や

技
能

は
増

え
、

専

門
分

化
さ

れ
る

と
同

時
に

高
度

化
し

て
お

り
、

限
ら

れ
た

大
学

教
育

の
中

で
、

こ
れ

ら
の

膨

大
な

知
識

や
技

能
等

を
網

羅
し

て
修

得
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

そ
こ

で
、

学
生

は
６

年

制
学

部
・

学
科

の
学

士
課

程
教

育
の

段
階

で
は

、
将

来
ど

の
よ

う
な

分
野

に
進

ん
だ

場
合

に

も
共

通
に

必
要

と
な

る
薬

剤
師

の
基

本
的

な
資

質
と

能
力

を
修

得
し

、
そ

の
上

で
、

生
涯

に

わ
た
っ
て
常
に
研
鑽さ
ん

し
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
薬
学
教
育
モ
デ
ル
･
コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

は
、

こ
の

よ
う

な
状

況
を

踏
ま

え
、

６
年

制
学

部
・

学
科

と
し

て
の

教
育

内

容
を

精
選

し
、

卒
業

時
ま

で
に

学
生

が
身

に
付

け
て

お
く

べ
き

必
須

の
能

力
（

知
識

･
技

能
･

態
度
）
の
到
達
目
標
を
分
か
り
や
す
く
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

 【
位
置

付
け
】

 

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

は
、

６
年

制
学

部
・

学
科

に
お

け
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

作
成

の
参

考
と

な
る

教
育

内
容

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
し

て
提

示
し

た
も

の
で

あ
る

。
項

目

立
て
や
記
載
内
容
は
、
各
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
名
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

履
修

の
順

序
を

示
す

も
の

で
は

な
い

こ
と

に
留

意
す

べ
き

で
あ

り
、

具
体

的
な

授
業

科
目

等

の
設
定
や
教
育
手
法
等
は
各
大
学
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
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 関
わ
る
物
理
系
薬
学
、
化

学
系
薬
学
、
生
物
系
薬
学

の
知
識
と
技
能
を
学
ぶ
【

Ｃ
薬
学
基
礎
】、

人
々
の
健
康
・
公
衆
衛
生
、
生
活
環
境
・
環
境
保
全
を
学
ぶ
【
Ｄ
衛
生
薬
学
】
、
薬
の
作
用
・

体
内

動
態

・
疾

病
治

療
、

製
剤

化
を

学
ぶ

【
Ｅ

医
療

薬
学

】
で

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
の

知

識
・

技
能

の
み

に
と

ら
わ

れ
る

こ
と

な
く

、
薬

剤
師

に
必

要
な

人
の

命
と

健
康

を
守

る
使

命

感
、
責
任
感
及
び
倫
理
観
を
養
え
る
よ
う
十
分
な
教
育
上
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

 

【
Ｆ

薬
学

臨
床

】
は

、
薬

学
実

務
実

習
前

に
、

大
学

に
お

い
て

調
剤

、
製

剤
、

服
薬

指
導

な
ど
薬
剤
師
と
し
て
の
職
務
に
必
要
な
基
本
的
知
識
、
技
能
、
態
度
を
学
ん
で

お
く

S
B
O（

事

前
学
習
）
と
、
病
院
及
び
薬
局
で
行
う
参
加
型
の
薬
学
実
務
実
習
の

S
B
O
（
薬
学
実
務
実
習
）

か
ら
な
っ
て
い
る
。
薬
学
実
務
実
習
の

S
B
O
は
、
病
院
又
は
薬
局
に
勤
務
す
る
場
合
に
必
要

と
な

る
内

容
に

つ
い

て
効

果
的

に
履

修
で

き
る

よ
う

、
こ

れ
ま

で
重

複
し

て
履

修
し

て
い

た

も
の

を
整

理
し

て
い

る
。

た
だ

し
、

す
べ

て
の

内
容

を
適

切
な

医
療

提
供

施
設

の
環

境
と

実

習
先

の
指

導
薬

剤
師

及
び

大
学

教
員

の
も

と
で

効
果

的
に

実
施

す
る

た
め

に
は

、
別

途
方

略

を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
Ａ
か
ら
Ｆ
ま
で
の
履
修
を
基
盤
に
し
て
【
Ｇ
薬
学
研
究
】
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

研
究

課
題

を
通

し
て

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
て

問
題

点
を

解
決

す
る

能
力

及
び

研
究

倫
理

を

修
得

し
、

そ
れ

を
生

涯
に

わ
た

っ
て

高
め

続
け

る
知

識
、

技
能

、
態

度
を

養
う

こ
と

も
必

要

で
あ
る
。
 

 【
「
知
識

」
、
「

技
能
」
、
「
態

度
」

の
記
述

に
つ

い
て
の

基
本

的
な
考

え
方

】
 

各
S
B
O
の
後
の
「
（
知
識
・
技
能
）
、
（
態
度
）
」
等
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
以
下

の
考
え
方
に
よ
り
付
し
て
い
る
。
 

1
）
括
弧
書
き
が
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
：「

○
○
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
」
等
の
知
識
を
主

と
す
る

S
B
O
を
示
す
。
こ
の
場
合
、
「
説
明
す
る
」
た
め
の
勉
学
態
度
等
も
当
然
含
ま
れ

る
が
、
評
価
の
対
象
が
主
に
知
識
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

2
）
（

技
能

）
が

付
さ

れ
て

い
る

場
合

：
技

能
を

行
う

上
で

の
知

識
や

態
度

は
当

然
含

ま
れ

る

が
、
技
能
が
主
に
評
価
の
対
象
と
な
る

S
B
O
を
示
す
。
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 の
心

構
え

、
②

患
者

・
生

活
者

本
位

の
視

点
、

③
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
④

チ
ー

ム

医
療

へ
の

参
画

、
⑤

基
礎

的
な

科
学

力
、

⑥
薬

物
療

法
に

お
け

る
実

践
的

能
力

、
⑦

地
域

の

保
健
・
医
療
に
お
け
る
実
践
的
能
力
、
⑧
研
究
能
力
、
⑨
自
己
研
鑽
、
⑩
教
育

能
力
の

1
0
の

視
点
よ
り
明
確
に
し
た
。

 

 【
一
般

目
標
と

到
達

目
標
】

 

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
は

、
卒

業
時

ま
で

に
修

得
さ

れ
る

べ
き

「
薬

剤
師

と
し

て
求

め
ら

れ
る

基
本

的
な

資
質

」
を

前
提

と
し

た
学

習
成

果
基

盤
型

教
育

（
o
u
t
c
o
m
e
-
b
a
s
e
d
 e
d
u
c
a
t
i
o
n
）
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
終
的
に
「
基
本

的
な
資
質
」

を
身
に

付
け

る
た
め
の
一

般
目
標

（
G
I
O
※

１
）
（
学
生
が
学
修

す
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
る
成

果
）
を
設

定
し

、
G
I
O
を
達

成
す
る
た

め
の
到
達
目

標
（
S
B
O
※

２
）（

学
生
が

G
I
O

に
到
達
す
る
た
め
に
、
身

に
付
け
て
お
く
べ
き
個
々
の
実
践
的
能
力
）
を
明
示

し
た
。
S
B
O
の

総
数
は

1
,
0
7
3
項
目
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
客
観
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
明
確

な
表
現
と
し
た
。

 
※

１
 
ge
n
er
a
l 
i
ns
t
ru
c
ti
o
na
l
 
ob
j
ec
t
iv
e 

※
２

 
sp
e
ci
f
ic
 
be
h
av
i
or
a
l 
o
b
je
c
ti
v
e 

 【
Ａ
～

Ｇ
の
項

目
立

て
】

 

項
目

Ａ
～

Ｇ
は

、
各

大
学

に
お

け
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

作
成

の
参

考
と

し
て

利
用

し
や

す
く

し
、
学
修
者
に
学
習
内
容
の
全
体
像
を
把
握
し
や
す
い
よ
う
構
成
し
た
。

 

薬
学

生
が

薬
剤

師
と

し
て

身
に

つ
け

る
べ

き
生

命
・

医
療

の
倫

理
、

チ
ー

ム
医

療
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

患
者

中
心

の
医

療
、

医
療

安
全

、
薬

学
の

歴
史

お
よ

び
生

涯
学

習
な

ど

を
学
ぶ
【
Ａ
基
本
事
項
】
、
人
、
社
会
の
視
点
か
ら
薬
剤
師
を
取
り
巻
く
様
々
な
仕
組
み
と
規

制
、

お
よ

び
薬

剤
師

と
医

薬
品

等
に

関
わ

る
法

規
制

、
地

域
に

お
け

る
保

健
、

医
療

、
福

祉

な
ど

を
学

ぶ
【

Ｂ
薬

学
と

社
会

】
は

、
入

学
後

早
期

か
ら

卒
業

ま
で

に
継

続
し

て
修

得
し

て

い
く
べ
き
内
容
で
あ
る
。

 

ま
た

、
薬

学
生

が
い

ず
れ

の
分

野
に

進
む

に
せ

よ
必

要
で

あ
る

薬
や

化
学

物
質

と
生

命
に
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 重
要

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

薬
学

教
育

に
お

け
る

実
習

を
充

実
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実

習
に

つ
い

て
適

正
な

評
価

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ

ュ
ラ
ム
の
実
習
内
容
は
、
①
【
Ｃ
薬
学
基
礎
】
、【

Ｄ
衛
生
薬
学
】
、【

Ｅ
医
療
薬
学
】
、
②
【
Ｆ

薬
学

臨
床

】
の

「
早

期
臨

床
体

験
」
、
「

実
務

実
習

事
前

学
習

」
、
「

病
院

・
薬

局
に

お
け

る
実

務
実

習
」
、

③
【

Ｇ
薬

学
研

究
】

に
お

い
て

、
S
B
O
（

技
能

）
、

S
B
O
（

技
能

・
態

度
）

と
し

て

例
示

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

例
示

を
基

に
し

て
大

学
の

特
色

あ
る

実
習

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を

構
築

し
て

、
そ

れ
を

６
年

間
の

教
育

課
程

の
な

か
で

体
系

的
に

関
連

づ
け

て
実

施
す

る
こ

と

に
よ

り
、

効
果

的
に

技
能

・
態

度
を

蓄
積

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

そ
の

実

施
時

期
に

つ
い

て
は

、
講

義
及

び
演

習
等

の
授

業
内

容
と

緊
密

に
連

携
さ

せ
る

よ
う

に
設

定

す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
な

お
、

実
習

に
お

い
て

は
、

予
測

さ
れ

る
リ

ス
ク

を
回

避
、

低
減

さ
せ

る
た

め
の

マ
ネ

ー

ジ
メ

ン
ト

と
と

も
に

、
学

生
が

常
に

安
全

を
確

認
し

な
が

ら
学

修
を

行
う

習
慣

が
身

に
つ

く

よ
う

に
指

導
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
化

学
物

質
、

実
験

動
物

、
培

養
細

胞
や

細

菌
な

ど
を

用
い

た
実

習
に

お
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

取
扱

い
に

関
わ

る
国

内
外

の
法

令
や

国

際
条

約
の

遵
守

と
と

も
に

、
生

命
倫

理
、

生
物

多
様

性
や

自
然

環
境

保
全

を
規

範
と

す
る

態

度
を
学
修
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
導
す
る
。
 

 【
薬
学

準
備
教

育
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

】
 

医
療

の
担

い
手

と
し

て
の

薬
剤

師
を

目
指

す
６

年
制

薬
学

教
育

の
前

提
と

し
て

身
に

つ
け

て
お

く
べ

き
基

本
的

事
項

を
、

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
は

別
に

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

し
て

提

示
し
た
。
薬
学
準
備
教
育
で
は
、
人
文
科
学
、
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
な
ど
を
広
く
学
び
、

知
識

を
獲

得
し

、
様

々
な

考
え

方
、

感
じ

方
に

触
れ

、
物

事
を

多
角

的
に

見
る

能
力

と
医

療

社
会

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対
応

す
る

た
め

の
国

際
的

感
覚

を
養

う
こ

と
を

目
的

と
し

た
専

門

性
の

高
い

語
学

能
力

を
養

う
。

そ
し

て
、

見
識

あ
る

人
間

と
し

て
の

基
礎

を
築

く
た

め
に

、

自
分

自
身

に
つ

い
て

洞
察

を
深

め
、

生
涯

に
わ

た
っ

て
自

己
研

鑽
に

努
め

る
習

慣
を

身
に

つ

け
て
お
く
べ
き
基
本
的
事
項
を
〈
１
 
人
と
文
化
〉
、〈

２
 
人
の
行
動
と
心
理
〉
、〈

３
 
薬
学
の
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例
：
代
表
的
な
化
合
物
の
部
分
構
造
を

1
H
 
N
M
R
か
ら
決
定
で
き
る
。
（
技
能
）
 

代
表
的
な
生
薬
を
鑑
別
で
き
る
。
（
技
能
）
 

3
）
（

態
度

）
が

付
さ

れ
て

い
る

場
合

：
知

識
や

技
能

を
有

し
た

う
え

で
の

態
度

が
主

に
評

価

対
象
と
な
る

S
B
O
を
示
す
。
 

 
 
例
：
患
者
・
生
活
者
の
た
め
に
薬
剤
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
す
る
。
（
態
度
）
 
 

4
）
（

技
能

・
態

度
）

が
付

さ
れ

て
い

る
場

合
：

知
識

を
前

提
と

す
る

が
主

に
技

能
と

態
度

が

評
価
の
対
象
と
な
る

S
B
O
を
示
す
。
 

 
 
例
：
前
）
処
方
せ
ん
等
に
基
づ
き
疑
義
照
会
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）
 

5
）
上
記
に
関
わ
ら
ず
、
技
能
、
態
度
、
あ
る
い
は
両
方
を
評
価
の
対
象
と
す
る
が
、
知
識
も

評
価
の
対
象
と
な
る
場
合
に
は
「
知
識
」
を
と
も
に
付
す
。
 

例
：

油
脂

が
変

敗
す

る
機

構
を

説
明

し
、

油
脂

の
変

質
試

験
を

実
施

で
き

る
。
（

知
識

・

技
能
）
 

天
然
生
物
活
性
物
質
の
代
表
的
な
抽
出
法
、
分
離
精
製
法
を
概
説
し
、
実
施
で
き
る
。

（
知
識
・
技
能
）
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
が
持
つ
意
味
・
特
徴
を
知
り
、
情
報
倫
理
、
情
報

セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
て
活
用
で
き
る
。
（
知
識
・
態
度
）
 

 【
薬
学

ア
ド
バ

ン
ス

ト
教
育

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
】
 

 
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
別
に
、
薬
学
ア
ド
バ
ン
ス
ト
教
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
し
た
。

薬
学
ア
ド
バ
ン
ス
ト
教
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

S
B
O
は
、
す
べ
て
の
学
生
に
一
律
に
履
修
を
求

め
る

の
で

は
な

く
、

大
学

の
特

色
や

学
生

の
進

路
に

応
じ

て
履

修
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

内

容
を

示
す

。
ま

た
、

履
修

時
期

に
つ

い
て

も
各

大
学

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
体

系
の

中
で

、
適

当

な
時
期
を
選
ぶ
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

 【
薬
学

教
育
に

お
け

る
実
習

】
 

 
薬

学
教

育
で

は
、

知
識

だ
け

で
な

く
、

実
習

を
通

じ
て

技
能

、
態

度
を

学
修

す
る

こ
と

が
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平
成

2
5
年

度
改
訂

版
・
薬

学
教

育
モ
デ

ル
・

コ
ア
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

改
訂

概
要

 

 今
回
の
改
訂
は
、
「
薬
学
系
人
材
養
成
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
（
以
下
、
「
検
討
会
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
各
大
学
の
現
状
や
寄
せ
ら
れ
た
要
望
、
大
学
団
体
及
び
職
能
団
体
等

か
ら
の
改
訂
に
対
す
る
強
い
要
望
を
踏
ま
え
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
行
う
こ
と
と
決
定
し
た
。

平
成

2
3
年
に
恒
常
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
を
行
う
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
薬
学
教
育

モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
に
関
す
る
専
門
研
究
委
員
会
（
以
下
、「

専
門
研
究
委
員

会
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
、
①
６
年
制
学
部
・
学

科
の
学
士
課
程
教
育
に
特
化
し
た
内
容
と

す
る

こ
と

、
②

現
在

の
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
及

び
実

務
実

習
モ

デ
ル

・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
二

つ
を

関
連

づ
け

て
一

つ
の

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
し

て
作

成
す

る

こ
と

、
③

薬
剤

師
と

し
て

求
め

ら
れ

る
資

質
を

明
確

に
し

、
そ

の
資

質
を

身
に

つ
け

る
た

め

に
学

ぶ
と

い
う

形
で

編
成

す
る

こ
と

、
と

い
う

方
針

を
決

定
し

、
検

討
会

に
お

い
て

そ
の

方

針
が

了
承

さ
れ

作
業

が
開

始
さ

れ
た

。
そ

の
後

、
専

門
研

究
委

員
会

に
お

い
て

「
薬

剤
師

と

し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」（

案
）
が
作
成

さ
れ
、
ま
た
、
具
体
的
な

作
業
チ
ー
ム
と

し
て

日
本

薬
学

会
に

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

お
よ

び
実

務
実

習
モ

デ
ル

・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

訂
に

関
す

る
調

査
研

究
委

員
会

が
設

置
さ

れ
、

大
学

へ
の

ニ
ー

ズ

調
査
や
具
体
的
な
改
訂
作
業
が
行
わ
れ
た
。

 

以
下
、
具
体
的
な
内
容
を
概
説
す
る
。

 

 【
Ａ
基

本
事
項

】
 

「
基
本
事
項
」
に
は
、
薬
学
生
が
薬
剤
師
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
生
命
・
医
療
の
倫
理
、

チ
ー

ム
医

療
と

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
患

者
中

心
の

安
全

な
医

療
な

ど
を

含
め

る
こ

と
と

し
た
。「

基
本
事
項
」
の

内
容
（
目
標
）
は
、
複
数

の
基
本
的
資
質
と
関
連
し
て
お
り
、
６
年

間
か

け
て

到
達

す
べ
き

も
の

で
、

各
学

年
に

お
け

る
学

修
を

積
み

重
ね

、
年

次
進

行
に

と
も

な
い

、
医

療
人

で
あ
る

薬
剤

師
と

し
て

理
解

を
深

め
、

態
度

を
醸

成
し

て
い

く
べ

き
も

の
で

あ
る
。
S
B
O
の
表
現
は
、
詳
細
す
ぎ
る
と
各
大
学
で
の
実
施
を
制
限
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

-
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 基
礎

と
し

て
の

英
語

〉
、
〈

４
 
薬

学
の

基
礎

と
し

て
の

物
理

〉
、
〈

５
 
薬

学
の

基
礎

と
し

て
の

化
学
〉
、〈

６
 
薬
学
の
基
礎
と
し
て
の
生
物
〉
、〈

７
 
薬
学
の
基
礎
と
し
て
の
数
学
・
統
計
学
〉
、

〈
８

 
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

〉
、
〈

９
 
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

〉
と

し
て

整
理

し
、

提
示

し
た

。

薬
学

教
育

の
準

備
と

い
う

視
点

か
ら

提
示

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

が
、

こ
れ

ら
は

薬
剤

師
と

な

る
上
で
不
可
欠
と
な
る
素
養
を
培
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
 

 【
選
択

的
な
大

学
独

自
の
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

の
設

定
】
 

各
大

学
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

理
念

や
教

育
研

究
上

の
目

的
に

基
づ

い
て

、
学

生
の

興
味

や
将

来
の

専
門

分
野

へ
の

志
向

に
応

じ
て

、
学

生
自

身
が

自
由

に
選

択
で

き
る

特
色

あ
る

カ
リ

キ

ュ
ラ

ム
を

準
備

し
実

践
す

る
こ

と
や

、
学

生
段

階
か

ら
の

研
究

志
向

を
涵か

ん

養
す

る
こ

と
が

重

要
で
あ
る
。
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
し

て
は

、
薬

剤
師

業
務

の
医

療
現

場
で

の
ニ

ー
ズ

の
変

化
や

医
療

の
国

内
外

の
動

向
に

対
応

、
あ

る
い

は
そ

れ
ら

を
先

取
り

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
ま

た
、

科

学
的

・
論

理
的

思
考

の
修

得
や

、
高

度
で

応
用

的
な

基
礎

研
究

や
臨

床
研

究
の

実
施

、
探

求

心
旺

盛
な

学
生

の
将

来
の

展
望

に
も

配
慮

し
た

授
業

、
病

院
及

び
薬

局
に

お
け

る
薬

学
実

務

実
習

と
経

験
し

た
研

究
の

取
り

ま
と

め
、

海
外

派
遣

研
修

等
の

多
様

な
教

育
を

行
う

必
要

も

あ
る
。
 

こ
れ

ら
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
各

大
学

の
状

況
に

合
わ

せ
て

、
多

様
な

授
業

形
態

を
用

意
す

る
と

と
も

に
、

成
果

の
発

表
や

そ
の

評
価

等
の

修
了

要
件

も
明

確
に

す
る

こ
と

が
必

要

で
あ
る
。
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 ス
ト
」
と
い
う
。
）
に
移

行
し
て
よ
い
も
の
（
薬
剤
経
済
の
一
部
な
ど
）
を
除
外
す
る
と
と
も

に
、

旧
コ

ア
カ

リ
に

は
な

い
重

要
な

項
目

（
個

人
情

報
の

取
扱

い
、

血
液

供
給

体
制

、
地

域

連
携
な
ど
）
を
追
加
し
た
。
 

 【
Ｃ
薬

学
基
礎

：
全

般
】
 

 
「
薬
学
基
礎
」
に
関
し
て
は
「
薬
剤
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」
の
す
べ
て

の
ア
ウ
ト
カ
ム
の
ベ
ー
ス
と
な
る
「
基
礎
的
な
科
学
力
」
を
醸
成
す
る
こ
と
を
念
頭
に
改
訂

を
行

っ
た

。
S
B
O
は

コ
ア

カ
リ

と
な

る
項

目
を

厳
選

し
、

約
３

割
減

の
ス

リ
ム

化
を

図
っ

た
。

技
能
（
実
習
項
目
）
は
、
す
べ
て
の
大
学
で
実
施
可
能
な
項
目
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
他
分
野
と
の
重
複
を
避
け
る
よ
う
に
調
整
を
行
っ
た
。

 

 【
Ｃ
薬

学
基
礎

：
物

理
】
 

 
「

薬
学

基
礎

：
物

理
」

で
は

、
医

薬
品

を
含

む
化

学
物

質
を

構
成

す
る

原
子

、
分

子
の

性

質
や

挙
動

を
司

る
基

本
的

な
原

理
を

主
に

取
り

扱
う

こ
と

と
し

た
。

さ
ら

に
、

学
生

が
修

得

す
る

基
本

的
な

知
識

や
技

能
が

、
将

来
、

医
療

現
場

な
ど

の
チ

ー
ム

の
中

で
応

用
さ

れ
る

こ

と
を
想
定
し
て
、
基
礎
か
ら
応
用
へ
の
橋
渡
し
も
考
慮
し
な
が
ら
、
改
訂
作
業
を
実
施
し
た
。

旧
C
1
の
【
放
射
線
と
放
射
能
】
に
あ
る
「
放
射
線
の
測
定
原
理
」
は
「
薬
学
基
礎
：
物
理
」

で
、「

放
射
線
の
生
体
へ
の
影
響
」
は
「
Ｄ
衛
生
薬
学
」
で
学
ぶ
よ
う
に
す
み
分
け
た
。
ま
た
、

旧
C
1
の
【
物
質
の
移
動
】
の
内
容
は
「
Ｅ
医
療
薬
学
」
へ
、
旧

C
2
の
【
薬
毒
物
の
分
析
】

の
内
容
は
「
Ｄ
衛
生
薬
学
」
へ
移
行
し
た
。
旧

C
3「

生
体
分
子
の
姿
・
か
た
ち
を
と
ら
え
る
」

は
、
基
本
的
な
事
項
と
し
て
必
要
な
も
の
は

C
1
お
よ
び

C
2
に
取
り
込
み
、
ア
ド
バ
ン
ス
ト

と
す
る
も
の
は
移
行
し
、
全
体
と
し
て
は
、
旧

C
3
を
削
除
し
た
。
さ
ら
に
、
機
器
分
析
の
う

ち
、

構
造

解
析

の
た

め
の

分
析

法
に

つ
い

て
は

、
基

本
的

な
原

理
は

「
薬

学
基

礎
：

物
理

」

で
、
そ
の
応
用
は
「
薬
学
基
礎
：
化
学
」
で
学
ぶ
よ
う
に
す
み
分
け
た
。
 

  

-
 1

0
 -

 た
め

、
具

体
性

を
少
し

お
さ

え
て

、
各

大
学

で
の

考
え

を
反

映
で

き
る

よ
う

に
配

慮
し

た
。

ま
た

、
全

学
年

を
通
し

て
学

修
す

る
内

容
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
６

年
間

か
け

て
到

達
す

る
レ

ベ
ル
を
記
載
し
た
。「

基
本
事
項
」
の
内
容
は
薬
剤
師
に
な
る
た
め
に
６
年
間
か
け
て
身
に
つ

け
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、「

Ｂ
薬
学
と
社
会
」
や
「

Ｆ
薬
学
臨
床
」
と
関
連
し
て
い
る
内
容
も

多
い
。
 

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

以
下

、
「

コ
ア

カ
リ

」
と

い
う

。
）

の
旧

「
Ｂ

イ
ン

ト
ロ

ダ
ク

シ
ョ
ン

 
(1
)
薬

学
へ

の
招

待
」
の

内
容

は
、

初
年

次
だ

け
で

な
く

全
学

年
を

通
し
て
到
達
度
を
高
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
基
本
事
項
」

に
組

み
込

み
、

旧
「
Ｂ

イ
ン

ト
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
 
(
2
)
早

期
体

験
学

習
」

の
臨

床
体

験
に

関
す

る
内
容
は
「
Ｆ
薬
学
臨
床
」
に
移
動
し
た
。
 

 【
Ｂ
薬

学
と
社

会
】
 

旧
コ

ア
カ

リ
の

「
Ｂ

イ
ン

ト
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
」

の
内

容
を

「
Ａ

基
本

事
項

」
お

よ
び

「
Ｆ

薬
学
臨
床
」
に
移
動
し
た
後
、
Ｂ
に
は
旧
コ
ア
カ
リ
の
「
C
1
8
薬
学
と
社
会
」
お
よ
び
「
C
1
7

医
薬
品
の
開
発
と
生
産
」
の
一
部
（
(
1
)
、
(
4
)
）
を
統
合
し
た
「
薬
学
と
社
会
」
を
置
い
た
。

「
薬
学
と
社
会
」
は
、
薬
剤
師
に
関
わ
る
社
会
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
た
め
の
内
容
（
目
標
）

が
主
で
あ
り
、
「
Ａ
基
本
事
項
」
と
同
様
に
６
年
間
か
け
て
到
達
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 

旧
C
1
8
の
倫
理
と
薬
害
に
関
す
る
項
目
は
「
Ａ
基
本

事
項
」
に
ま
と
め
た
。
旧

C
1
8
の
(
1
)
、

(
2
)
、

(
3
)
の

中
で

重
複

し
て

い
る

項
目

を
整

理
・

統
合

し
、

法
律

に
つ

い
て

は
、

法
律

ご
と

に
一
つ
の

S
B
O
に
ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
修
得
す
べ
き
内
容
か
ら
整
理
し
た
。
旧

C
1
7
の

(
1
)
と
(
4
)
の
内
容
は
「
(
2
)
薬
剤
師
と
医
薬
品
等
に
係
る
法
規
範
」
に
含
め
、
そ
の
う
ち
の
治

験
に
関
わ
る
具
体
的
内
容
は
「
Ｅ
医
療
薬
学
」
に
含

め
た
。「

旧
C
1
8
(
3
)
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ

ー
マ

シ
ー

」
は

、
薬

局
に

限
定

せ
ず

、
地

域
の

保
健

・
医

療
と

関
わ

る
内

容
を

含
め

る
こ

と

と
し
、
そ
の
う
ち
の
「
O
TC

薬
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
薬
物
治
療
と
し
て
重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
「

Ｅ
医

療
薬

学
」

の
薬

物
治

療
と

し
て

項
目

を
新

設
し

、
Ｂ

で
は

役
割

の

記
載
に
と
ど
め
た
。
ま
た
、
薬
学
ア
ド
バ
ン
ス
ト
教
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
、「

ア
ド
バ
ン
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  【
Ｃ
薬

学
基
礎

：
生

物
】
 

生
命
体
の
理
解
（
C
6
-
8
）
は
、
病
態
の
理
解
や
薬
物
治
療
の
基
盤
と
し
て
重
要
で
あ
る
。「

薬

剤
師

と
し

て
求

め
ら

れ
る

基
本

的
な

資
質

」
の

ア
ウ

ト
カ

ム
を

意
識

し
、

コ
ア

カ
リ

と
な

る

項
目

を
厳

選
し

た
。

ま
た

旧
コ

ア
カ

リ
で

は
、

教
育

課
程

の
な

か
で

内
容

的
に

前
後

す
る

項

目
等
を
並
べ
替
え
、
体
系
化
し
た
。
す
な
わ
ち
旧
コ
ア
カ
リ

C
9
と

C
8
を
一
部
入
れ
替
え
、

薬
剤
師
と
し
て
修
得
す
る
べ
き
「
C
6
生
命
現
象
の
基
礎
」
を
生
物
の
初
め
に
移
動
し
た
。
生

命
の

基
本

単
位

で
あ

る
細

胞
、

そ
の

構
成

成
分

の
構

造
と

機
能

、
タ

ン
パ

ク
質

の
働

き
、

遺

伝
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
細
胞
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
展
開
さ
れ
る
。

生
物
化
学
の
基
礎
を
修
得
し
た
後
に
、「

C
7
人
体
の
成
り
立
ち
と
生
体
機
能
の
調
節
」
を
通
し

て
ヒ

ト
の

器
官

、
組

織
に

つ
い

て
修

得
し

、
血

圧
や

血
糖

の
調

節
を

含
め

た
生

体
の

機
能

調

節
を
修
得
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た

C
7
の
初
め
に
、
「
遺
伝
」
と
「
発
生
」
を
修
得
す
る
こ

と
と
し
た
。
旧

C
1
0
「
生
体
防
御
」
に
旧

C
8
「
小
さ
な
生
き
物
た
ち
」
を
統
合
し
「
C
8
生
体

防
御

と
微

生
物

」
と

し
た

。
す

な
わ

ち
生

体
防

御
・

免
疫

系
に

関
す

る
項

目
の

次
に

「
微

生

物
の

基
本

」
を

修
得

し
、

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

へ
と

繋
げ

る
こ

と
に

よ
り

、
微

生
物

の

基
本

か
ら

医
療

薬
学

で
学

ぶ
感

染
症

へ
の

ス
ム

ー
ズ

な
理

解
を

促
進

す
る

こ
と

と
し

た
。

免

疫
系

に
つ

い
て

は
、

関
連

す
る

疾
患

や
そ

の
治

療
は

「
Ｅ

医
療

薬
学

」
で

修
得

す
る

の
で

、

こ
こ
で
は
基
礎
的
な
機
構
・
機
能
を
扱
う
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
旧

C
8
の
遺
伝
子
操
作
技
術

（
技

能
）

は
ア

ド
バ

ン
ス

ト
に

移
行

し
た

が
、

今
後

、
薬

剤
師

に
は

バ
イ

オ
医

薬
品

や
再

生

医
療
に
関
す
る
知
識
等
が
欠
か
せ
な
く
な
る
こ
と
を
鑑
み
、
C
6
の
な
か
で
組
換
え

D
N
A
の
概

略
を
修
得
す
る
よ
う
に
改
め
た
。

 

 【
Ｄ
衛

生
薬
学

】
 

 
「
Ｄ
衛
生
薬
学
」
は
「
D
1
健
康
」
お
よ
び
「
D
2
環
境
」
で
構
成
さ
れ
、
「
薬
剤
師
と
し
て

求
め

ら
れ

る
基

本
的

な
資

質
」

の
中

で
、

主
に

「
基

礎
的

な
科

学
力

」
と

「
地

域
の

保
健

・

医
療

に
お

け
る

実
践

的
能

力
」

を
取

り
扱

う
と

の
共

通
認

識
の

も
と

、
健

康
と

環
境

に
関

す

る
基

本
的

事
項

を
選

定
し

て
い

る
。

医
療

人
養

成
教

育
に

お
い

て
必

要
な

健
康

に
関

す
る

事

項
、

環
境

に
関

す
る

事
項

を
取

り
入

れ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
将

来
、

医
療

現
場

に
お

い
て

役

-
 1

2
 -

 【
Ｃ
薬

学
基
礎

：
化

学
】
 

旧
コ
ア
カ
リ

C
4
、
C
6
、
C
7
、
C
1
7
(
2
)
を
、
「
薬
剤
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」

の
中
で
「
基
礎
的
な
科
学
力
」
を
主
に
取
り
扱
う
と
の
共
通
認
識
の
も
と
、
C
3
、
C
4
、
C
5
に

ま
と
め
た
。
「
薬
剤
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」
の
充
実
の
た
め
旧

C
6
を
拡
充

し
、
旧

C
5
は
基
本
的
に
ア
ド
バ
ン
ス
ト
に
移
行
し
た
。
た
だ
し
、
医
薬
品
合
成
と
し
て
の
旧

C
5
の
内
容
の
一
部
（
C
-
C
結
合
生
成
な
ど
）
は
、
生

体
反
応
の
観
点
か
ら
「
C
4
(
2
)
生
体
反
応

の
化

学
に

よ
る

理
解

【
生

体
内

で
起

こ
る

有
機

反
応

】
」

に
含

め
た

。
ま

た
、
「

基
礎

的
な

科

学
力

」
と

し
て

必
要

な
も

の
の

み
を

コ
ア

カ
リ

と
し

、
学

問
上

、
対

比
し

て
教

育
す

る
の

が

望
ま

し
い

も
の

に
関

し
て

は
コ

ア
カ

リ
と

は
せ

ず
、

各
大

学
の

判
断

で
講

義
に

組
み

込
む

こ

と
と
し
た
。（

例
；
芳
香
族
求
電
子
置
換
反
応
は
コ
ア
カ
リ
に
含
め
、
芳
香
族
求
核
置
換
反
応

は
ア
ド
バ
ン
ス
ト
に
掲
載
し
た
。
）

 

 
C
3
は
基
本
的
（
代
表
的
）
有
機
、
無
機
化
合
物
（
無
機
医
薬
品
は
含
む
）
、
C
4
は
生
体
分

子
、
医
薬
品
を
取
り
扱
う

こ
と
と
し
た
。
命
名
法
は

C
3
(
1
)
に
ま
と
め
、
無
機

化
学
関
連
を
新

規
に

C
3
(
5
)
に
集
約
、
さ
ら
に
複
素
環
の
性
質
等
は
旧

C
6
か
ら

C
3
に
移
し
芳
香
族
と
し
て
ま

と
め
た
。
C
3
(
4
)
は
基
本
的
に
構
造
解
析
の
み
と
し
て
物
理
系
と
の
重
複
を
な
く
し
、
構
造
決

定
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
項
目
は
削
除
し
た
（
な
お
、
講
義
は

C
2
(
4
)
と
統
合
し
て
も

か
ま
わ
な
い
。
）
。
C
4
に
は
医
薬
品
の
構
造
の
も
と
と
な
る
酵
素
阻
害
剤
や
受
容
体
ア
ゴ
ニ
ス

ト
、
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
の
構
造
を
理
解
す
る
(
2
)
を
追
加
し
、
こ
こ
に
生
体
内
反
応
を
理
解
す

る
た
め
の
有
機
化
学
も
加
え
た
。
(
3
)
は
旧

C
6
(
2
)
に
対
応
し
て
お
り
、
酵
素
、
受
容
体
に
作

用
す
る
医
薬
品
は
構
造
、
化
学
的
性
質
に
特
徴
が
あ
る
も
の
を
選
択
し
た
。
 

 
C
5
は
、
東
洋
医
学
的
な

概
念
で
の
生
薬
、
薬
用
植

物
を
中
心
と
し
た
(
1
)
と
、
西
洋
医
学
的

な
概

念
で

の
薬

：
天

然
物

由
来

の
医

薬
品

、
農

薬
、

香
粧

品
な

ど
に

用
い

ら
れ

る
天

然
活

性

物
質
、
お
よ
び
そ
の
シ
ー
ズ
化
合
物
を
中
心
と
し
た
(
2
)
に
再
編
し
た
。
日
本
薬
局
方
に
記
載

さ
れ

て
い

る
内

容
を

最
低

限
理

解
で

き
る

よ
う

に
考

慮
し

た
。

病
院

ま
た

は
薬

局
の

薬
剤

師

に
必

要
性

が
低

い
項

目
を

削
除

し
、

生
合

成
経

路
は

概
説

で
き

る
に

変
更

し
た

。
旧

C
7
(
3)

漢
方
は
「
E
2
薬
理
・
病
態
・
薬
物
治
療
」
に
移
動
し
た
。
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 移
動

し
、

内
容

を
充

実
さ

せ
、

症
候

に
関

す
る

知
識

を
解

釈
の

レ
ベ

ル
（

患
者

情
報

を
も

と

に
疾
患
を
推
測
で
き
る
 
）
ま
で
求
め
た
。
 

全
体

を
通

じ
て

「
医

薬
品

の
安

全
性

」
に

注
目

し
、

副
作

用
と

そ
の

対
処

法
、

安
全

性
の

研
究

で
重

要
な

観
察

研
究

の
手

法
な

ど
に

つ
い

て
も

新
設

し
、

ま
た

内
容

を
充

実
さ

せ
た

。

動
物
実
験
に
つ
い
て
は
必
要
最
小
限
を
残
し
た
。
 

漢
方

は
化

学
系

薬
学

領
域

に
盛

り
込

ま
れ

て
い

た
が

、
実

務
実

習
の

コ
ア

カ
リ

で
は

「
薬

局
実

習
」

の
薬

局
製

剤
と

し
て

扱
わ

れ
、

国
家

試
験

で
は

「
実

務
」

の
領

域
か

ら
出

題
さ

れ

て
い
た
。
治
療
薬
と
し
て
の
観
点
か
ら
、
漢
方
を
「
E
2
薬
理
・
病
態
・
薬
物
治
療
」
の
ユ
ニ

ッ
ト
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

漢
方

独
自

の
用

語
で

説
明

さ
れ

る
概

念
の

理
解

が
必

要
な

の
で

、
漢

方
の

基
本

用
語

を
加

え
、
局
方
に
収
載
さ
れ
る

2
4
処
方
に
つ
い
て
適
応
と
な
る
証
、
症
状
や
疾
患
を
加
え
た
。
 

 【
Ｆ
薬

学
臨
床

】
 

実
務

実
習

事
前

学
習

、
病

院
実

習
、

薬
局

実
習

と
３

領
域

に
分

か
れ

て
い

た
目

標
を

統
一

し
て
、「

薬
剤
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」
を
臨
床
の
場
で
確
実
に
身
に
つ
け
る

こ
と

を
大

前
提

と
し

た
目

標
の

分
類

・
提

示
を

行
っ

た
。

目
標

修
得

の
過

程
が

分
か

り
や

す

い
よ

う
に

、
病

院
・

薬
局

で
の

実
務

実
習

実
施

前
に

大
学

の
授

業
で

修
得

し
て

お
く

べ
き

目

標
に
つ
い
て
は
「
前
）
」
と
表
記
し
た
。「

前
）
」
が
付
さ
れ
て
い
る

S
B
O
の
う
ち
技
能
・
態
度

に
係

る
授

業
は

、
各

大
学

に
お

い
て

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

等
の

対
応

可
能

な
方

法
に

よ
り

学

修
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

薬
剤

師
に

な
る

た
め

の
準

備
と

し
て

２
年

次
修

了
ま

で
に

学
修

し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
「

早
期

臨
床

体
験

」
の

目
標

を
、

医
療

の
担

い
手

に
必

要
な

態
度

を
身

に
つ

け
る

薬
学

臨

床
の
基
礎
の
目
標
と
し
て
提
示
し
た
。
 

本
領

域
は

６
年

制
薬

学
教

育
の

最
終

時
点

で
修

得
す

べ
き

目
標

が
ほ

と
ん

ど
で

、
Ａ

か
ら

Ｅ
領

域
ま

で
の

目
標

を
修

得
し

た
上

で
学

修
す

る
目

標
が

多
い

。
そ

の
た

め
、

特
に

そ
の

項

目
と
関
連
の
深
い
他
領
域
の
項
目
は
参
照
と
し
て
提
示
し
た
。
 

-
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 に
立

つ
こ

と
を

想
定

し
て

構
成

し
て

い
る

。
健

康
に

関
す

る
旧

コ
ア

カ
リ

と
は

順
番

が
異

な

っ
て

い
る

が
、

学
生

が
理

解
し

や
す

い
と

い
う

観
点

か
ら

並
べ

替
え

て
い

る
。

具
体

的
に

は

(
1
)
社
会
・
集
団
と
健
康
、
(
2
)
疾
病
の
予
防
、
(
3
)栄

養
と
健
康
の
順
で
あ
る
。
ま
た
、
D
2
に

お
い

て
は

新
た

に
「

化
学

物
質

の
安

全
性

評
価

と
適

正
使

用
」

の
項

目
を

追
加

し
て

い
る

。

栄
養
の
中
の

S
B
O
と
し
て
疾
病
治
療
と
の
関
連
を
追
加
し
て
い
る
。
 

 【
Ｅ
医

療
薬
学

】
 

Ｅ
は

「
薬

剤
師

と
し

て
求

め
ら

れ
る

基
本

的
な

資
質

」
の

「
6
.
薬

物
療

法
に

お
け

る
実

践

的
能
力
」「

7
.
地
域
の
保
健
・
医
療
に
お
け
る
実
践
的
能
力
」
の
２
項
目
に
直
結
す
る
「
薬
理
、

病
態

、
薬

物
治

療
、

医
薬

品
情

報
、

患
者

情
報

、
薬

物
動

態
、

製
剤

」
に

つ
い

て
基

本
的

な

知
識

、
技

能
、

態
度

を
修

得
す

る
た

め
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
あ

る
。

改
訂

の
方

針
と

し
て

は

コ
ア

カ
リ

と
し

て
必

要
な

も
の

に
整

理
し

つ
つ

も
、

医
療

の
進

歩
を

反
映

し
重

要
な

も
の

は

追
加
す
る
と
い
う
方
針
で
作
業
し
た
。
 

薬
理

、
病

態
・

薬
物

治
療

に
つ

い
て

は
、

従
来

別
々

の
項

目
と

し
て

扱
っ

て
き

た
が

、
今

回
は
学
生
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
に
沿
う
形
で
器
官
別
に
こ
れ
ら
の
３
項
目
を
ま
と
め
た
。
ま
た
、

薬
理
と
薬
物
動
態
が
同
じ
中
項
目
に
入
っ
て
い
た
も
の
を
分
離
し
、「

E
2
薬
理
・
病
態
・
薬
物

治
療
」
の
後
に
配
置
し
分
か
り
や
す
く
し
た
。
な
お
、
薬
物
動
態
の
変
動
に
つ
い
て
は
、「

E
3
 

薬
物
治
療
に
役
立
つ
情
報
 
(
3
)
個
別
化
医
療
」
に
含
め
た
。
 

製
剤
に
関
連
す
る
内
容
は
物
理
系
薬
学
か
ら
「
E
5
製
剤
化
の
サ
イ
エ
ン
ス
」
に
移
し
、
学

生
に

関
連

が
分

か
る

よ
う

に
し

た
。

製
剤

に
関

す
る

技
能

（
製

剤
を

作
る

こ
と

や
製

剤
試

験

を
行
う
こ
と
）
は
削
除
し
、
ア
ド
バ
ン
ス
ト
へ
移
行
す
る
。
ま
た
、「

旧
C
1
7
医
薬
品
の
開
発

と
生

産
」

の
治

験
・

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

の
う

ち
、

法
規

・
制

度
は

「
Ｂ

薬
学

と

社
会

」
に

移
動

し
、

開
発

か
ら

市
販

後
に

行
わ

れ
る

各
種

調
査

・
試

験
と

そ
の

た
め

に
必

要

な
知

識
で

あ
る

研
究

デ
ザ

イ
ン

お
よ

び
生

物
統

計
は

医
薬

品
情

報
に

配
置

し
た

。
さ

ら
に

、

近
年
の
薬
剤
師
の
役
割
の
変
化
を
反
映
さ
せ
、「

旧
C
1
8
薬
学
と
社
会
 
(
3
)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ

ァ
ー
マ
シ
ー
」
の
「
O
T
C
薬
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
は
薬
理
・
病
態
・
薬
物
治
療
に

-
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薬
剤
師

と
し
て

求
め

ら
れ
る

基
本

的
な
資

質
 

 豊
か

な
人

間
性

と
医

療
人

と
し

て
の

高
い

使
命

感
を

有
し

、
生

命
の

尊
さ

を
深

く
認

識
し

、

生
涯

に
わ

た
っ

て
薬

の
専

門
家

と
し

て
の

責
任

を
持

ち
、

人
の

命
と

健
康

な
生

活
を

守
る

こ

と
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
。

 

６
年
卒
業
時
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
資
質
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

 （
薬
剤
師
と
し
て
の
心
構
え
）

 

医
療
の
担
い
手
と
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
と
、
生
命
の
尊
厳
に
つ
い
て
の
深
い
認
識
を
も
ち
、

薬
剤
師
の
義
務
及
び
法
令
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
人
の
命
と
健
康
な
生
活
を
守
る
使
命
感
、

責
任
感
及
び
倫
理
観
を
有
す
る
。

 

 （
患
者
・
生
活
者
本
位
の
視
点
）

 

患
者

の
人

権
を

尊
重

し
、

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
秘

密
を

守
り

、
常

に
患

者
・

生
活

者
の

立

場
に
立
っ
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
安
全
と
利
益
を
最
優
先
す
る
。

 

 （
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
）

 

患
者

・
生

活
者

、
他

職
種

か
ら

情
報

を
適

切
に

収
集

し
、

こ
れ

ら
の

人
々

に
有

益
な

情
報

を

提
供
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
す
る
。

 

 （
チ
ー
ム
医
療
へ
の
参
画
）

 

医
療

機
関

や
地

域
に

お
け

る
医

療
チ

ー
ム

に
積

極
的

に
参

画
し

、
相

互
の

尊
重

の
も

と
に

薬

剤
師
に
求
め
ら
れ
る
行
動
を
適
切
に
と
る
。

 

 （
基
礎
的
な
科
学
力
）

 

生
体

及
び

環
境

に
対

す
る

医
薬

品
・

化
学

物
質

等
の

影
響

を
理

解
す

る
た

め
に

必
要

な
科

学

に
関
す
る
基
本
的
知
識
・
技
能
・
態
度
を
有
す
る
。

 

-
 1

6
 -

 

薬
剤

師
の

貢
献

が
特

に
期

待
さ

れ
て

い
る

目
標

に
つ

い
て

は
、

よ
り

積
極

的
に

学
修

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
目

標
を

設
定

し
た

。
さ

ら
に

、
薬

学
臨

床
に

お
い

て
幅

広
く

薬
物

療
法

を

学
修

す
る

よ
う

、
学

修
す

べ
き

「
代

表
的

な
疾

患
」

を
冒

頭
に

提
示

し
、

実
習

施
設

で
「

代

表
的

な
疾

患
」

を
持

つ
患

者
に

広
く

関
わ

り
そ

れ
ら

の
薬

物
療

法
を

実
際

に
体

験
す

る
こ

と

を
促

し
て

い
る

。
ま

た
、

大
学

・
実

習
施

設
で

の
学

習
方

略
の

自
由

度
を

確
保

す
る

た
め

、

目
標

は
幅

広
い

解
釈

が
可

能
な

表
現

を
多

く
含

ん
で

い
る

が
、

最
低

限
共

通
し

て
確

保
し

た

い
学

習
内

容
に

つ
い

て
括

弧
内

に
例

示
し

て
い

る
。

大
学

や
施

設
に

よ
っ

て
は

「
代

表
的

な

疾
患

」
や

例
示

以
外

に
も

さ
ら

に
多

く
の

目
標

の
修

得
が

可
能

と
思

わ
れ

る
。

別
記

ア
ド

バ

ン
ス

ト
の

目
標

を
参

考
に

さ
ら

に
進

ん
だ

学
修

も
積

極
的

に
行

っ
て

い
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

目
標
と
し
て
掲
げ
た
も
の
は
全
て
の
大
学
・
実
習
施
設
で
修
得
が
必
要
な
目
標
で
あ
る
が
、

現
状

で
は

全
国

共
通

に
修

得
で

き
る

と
は

言
え

な
い

目
標

も
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
れ

ら

は
本

コ
ア

カ
リ

で
学

修
す

る
学

生
達

が
卒

業
す

る
ま

で
に

是
非

修
得

し
て

ほ
し

い
目

標
で

あ

り
、

今
後

の
薬

剤
師

業
務

の
進

歩
を

想
定

し
て

の
目

標
で

あ
っ

て
、

単
独

施
設

で
の

履
修

が

難
し
い
場
合
は
、
複
数
施
設
で
の
学
修
も
視
野
に
入
れ
て
の
も
の
で
あ
る
。
 

 【
Ｇ
薬

学
研
究

】
 

旧
「
卒
業
実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
「
E
1
総
合
薬
学
研
究
」
を
参
考
に
改
訂
・
策
定
作
業

を
行

っ
た

。
本

項
目

の
内

容
は

、
薬

学
に

お
け

る
研

究
の

位
置

づ
け

を
理

解
し

、
研

究
に

必

要
な

法
規

範
と

倫
理

を
遵

守
し

て
研

究
を

実
施

し
、

問
題

解
決

能
力

を
培

う
こ

と
と

し
た

。

研
究

は
“

基
礎

と
臨

床
”
、
“

ウ
エ

ッ
ト

研
究

と
ド

ラ
イ

研
究

”
な

ど
多

種
多

様
で

あ
る

こ
と

か
ら
、
小
項
目
、
G
I
O
、
S
B
O
は
「
薬
学
研
究
」
に
共
通
す
る
コ
ア
な
内
容
に
し
ぼ
っ
て
作
成

し
た
。
対
応
す
る
主
な
「
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」
は
、「

研
究
能
力
」
、「

薬

剤
師
と
し
て
の
心
構
え
」
、「

自
己
研
鑽
」
な
ど
で
あ

る
。「
（
2
）
研
究
に
必
要

な
法
規
範
と
倫

理
」
の

3
は
、
「
Ａ
基
本
事
項
 
(
2
)
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
 
④
研
究
倫
理
」
の

3
と

同
一
で
あ
る
が
、
そ
の
重
要
性
を
考
慮
し
て
再
掲
し
た
。
 

-
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5
 -

163



  

-
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  （
薬
物
療
法
に
お
け
る
実
践
的
能
力
）

 

薬
物

療
法

を
主

体
的

に
計

画
、

実
施

、
評

価
し

、
安

全
で

有
効

な
医

薬
品

の
使

用
を

推
進

す

る
た

め
に

、
医

薬
品

を
供

給
し

、
調

剤
、

服
薬

指
導

、
処

方
設

計
の

提
案

等
の

薬
学

的
管

理

を
実
践
す
る
能
力
を
有
す
る
。

 

 （
地
域
の
保
健
・
医
療
に
お
け
る
実
践
的
能
力
）

 

地
域
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
及
び
行
政
等
に
参
画
・
連
携
し
て
、
地
域
に
お
け
る
人
々

の
健
康
増
進
、
公
衆
衛
生
の
向
上
に
貢
献
す
る
能
力
を
有
す
る
。

 

 （
研
究
能
力
）

 

薬
学

・
医

療
の

進
歩

と
改

善
に

資
す

る
た

め
に

、
研

究
を

遂
行

す
る

意
欲

と
問

題
発

見
・

解

決
能
力
を
有
す
る
。

 

 （
自
己
研
鑽
）

 

薬
学
・
医
療
の
進
歩
に
対
応
す
る
た
め
に
、
医
療
と
医
薬
品
を
巡
る
社
会
的
動
向
を
把
握
し
、

生
涯
に
わ
た
り
自
己
研
鑽
を
続
け
る
意
欲
と
態
度
を
有
す
る
。

 

 （
教
育
能
力
）

 

次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
意
欲
と
態
度
を
有
す
る
。

 

       

-
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 【
④
薬
学
の
歴
史
と
未
来
】

 
1.

 
薬
学
の
歴
史
的
な
流
れ
と
医
療
に
お
い
て
薬
学
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
薬
物
療
法
の
歴
史
と
、
人
類
に
与
え
て
き
た
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
薬
剤
師
の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
役
割
の
変
遷
の
歴
史
（
医
薬
分
業
を
含
む
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
4.

 
将
来
の
薬
剤
師
と
薬
学
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
討
議
す
る
。（
知
識
・
態
度
）

 
 （
2
）
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
 

G
IO

 
倫
理
的
問
題
に
配
慮
し
て
主
体
的
に
行
動
す
る
た
め
に
、
生
命
・
医
療
に
係
る
倫
理
観
を
身
に

つ
け
、
医
療
の
担
い
手
と
し
て
の
感
性
を
養
う
。

 

【
①
生
命
倫
理
】

 
1.

 
生
命
の
尊
厳
に
つ
い
て
、
自
ら
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
。（
知
識
・
態
度
）

 
2.

 
生
命
倫
理
の
諸
原
則
（
自
律
尊
重
、
無
危
害
、
善
行
、
正
義
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
生
と
死
に
関
わ
る
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
、
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る
。
（
知
識
・
態
度
）

 
4.

 
科
学
技
術
の
進
歩
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
生
命
観
の
変
遷
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 

【
②
医
療
倫
理
】

 
1.

 
医
療
倫
理
に
関
す
る
規
範
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
等
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
2.

 
薬
剤
師
が
遵
守
す
べ
き
倫
理
規
範
（
薬
剤
師
綱
領
、
薬
剤
師
倫
理
規
定
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
医
療
の
進
歩
に
伴
う
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 

【
③
患
者
の
権
利
】

 
1.

 
患
者
の
価
値
観
、
人
間
性
に
配
慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。
（
態
度
）

 
2.

 
患
者
の
基
本
的
権
利
の
内
容
（
リ
ス
ボ
ン
宣
言
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
患
者
の
自
己
決
定
権
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
4.

 
知
り
得
た
情
報
の
守
秘
義
務
と
患
者
等
へ
の
情
報
提
供
の
重
要
性
を
理
解
し
、
適
切
な
取
扱
い
が
で
き
る
。（
知
識
・

技
能
・
態
度
）

 

【
④
研
究
倫
理
】

 
1.

 
臨
床
研
究
に
お
け
る
倫
理
規
範
（
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
等
）
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
「
ヒ
ト
を
対
象
と
す
る
研
究
に
お
い
て
遵
守
す
べ
き
倫
理
指
針
」
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
3.

 
正
義
性
、
社
会
性
、
誠
実
性
に
配
慮
し
、
法
規
範
を
遵
守
し
て
研
究
に
取
り
組
む
。（
態
度
）

 
 （
3
）
信
頼
関
係
の
構
築
 

G
IO

 
患
者
・
生
活
者
、
他
の
職
種
と
の
対
話
を
通
じ
て
相
手
の
心
理
、
立
場
、
環
境
を
理
解
し
、
信

頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
役
立
つ
能
力
を
身
に
つ
け
る
。

 

【
①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】

 
1.

 
意
思
、
情
報
の
伝
達
に
必
要
な
要
素
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 

-
 2

0
 -

 
 

 A
 
基

本
事
項
 

 （
1
）
薬
剤
師
の
使
命
 

G
IO

 
医
療
と
薬
学
の
歴
史
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
健
康
管
理
、
医
療
安
全
、
薬
害
防
止
に

お
け
る
役
割
を
理
解
し
、
薬
剤
師
と
し
て
の
使
命
感
を
身
に
つ
け
る
。

 

【
①
医
療
人
と
し
て
】

 
1.

 
常
に
患
者
・
生
活
者
の
視
点
に
立
ち
、
医
療
の
担
い
手
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
態
度
で
行
動
す
る
。
（
態
度
）

 
2.

 
患
者
・
生
活
者
の
健
康
の
回
復
と
維
持
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
へ
の
責
任
感
を
持
つ
。（
態
度
）

 
3.

 
チ
ー
ム
医
療
や
地
域
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
担
う
一
員
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
行
動
す
る
。（
態
度
）

 
4.

 
患
者
・
患
者
家
族
・
生
活
者
が
求
め
る
医
療
人
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る
。
（
知
識
・
態
度
）

 
5.

 
生
と
死
を
通
し
て
、
生
き
る
意
味
や
役
割
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る
。（
知
識
・
態
度
）

 
6.

 
一
人
の
人
間
と
し
て
、
自
分
が
生
き
て
い
る
意
味
や
役
割
を
問
い
直
し
、
自
ら
の
考
え
を
述
べ
る
。
（
知
識
・
態
度
）
 

7.
 
様
々
な
死
生
観
・
価
値
観
・
信
条
等
を
受
容
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
自
ら
の
言
葉
で
説
明
す
る
。（
知
識
・

態
度
）

 

【
②
薬
剤
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
】

 
1.

 
患
者
・
生
活
者
の
た
め
に
薬
剤
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
す
る
。
（
態
度
）

 
2.

 
薬
剤
師
の
活
動
分
野
（
医
療
機
関
、
薬
局
、
製
薬
企
業
、
衛
生
行
政
等
）
と
社
会
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
説
明
で

き
る
。

 
3.

 
医
薬
品
の
適
正
使
用
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
4.

 
医
薬
品
の
効
果
が
確
率
論
的
で
あ
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
。

 
5.

 
医
薬
品
の
創
製
（
研
究
開
発
、
生
産
等
）
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
6.

 
健
康
管
理
、
疾
病
予
防
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
公
衆
衛
生
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で

き
る
。

 
7.

 
薬
物
乱
用
防
止
、
自
殺
防
止
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
8.

 
現
代
社
会
が
抱
え
る
課
題
（
少
子
・
超
高
齢
社
会
等
）
に
対
し
て
、
薬
剤
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
提
案
す
る
。（
知

識
・
態
度
）

 

【
③
患
者
安
全
と
薬
害
の
防
止
】

 
1.

 
医
薬
品
の
リ
ス
ク
を
認
識
し
、
患
者
を
守
る
責
任
と
義
務
を
自
覚
す
る
。（
態
度
）

 
2.

 
W

H
O
に
よ
る
患
者
安
全
の
考
え
方
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
3.

 
医
療
に
関
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
薬
剤
師
の
責
任
と
義
務
を
説
明
で
き
る
。

 
4.

 
医
薬
品
が
関
わ
る
代
表
的
な
医
療
過
誤
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
事
例
を
列
挙
し
、
そ
の
原
因
と
防
止
策
を
説
明
で
き
る
。 

5.
 
重
篤
な
副
作
用
の
例
に
つ
い
て
、
患
者
や
家
族
の
苦
痛
を
理
解
し
、
こ
れ
ら
を
回
避
す
る
た
め
の
手
段
を
討
議
す
る
。

（
知
識
・
態
度
）

 
6.

 
代
表
的
な
薬
害
の
例
（
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ス
モ
ン
、
非
加
熱
血
液
製
剤
、
ソ
リ
ブ
ジ
ン
等
）
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因

と
社
会
的
背
景
及
び
そ
の
後
の
対
応
を
説
明
で
き
る
。

 
7.

 
代
表
的
な
薬
害
に
つ
い
て
、
患
者
や
家
族
の
苦
痛
を
理
解
し
、
こ
れ
ら
を
回
避
す
る
た
め
の
手
段
を
討
議
す
る
。（
知

識
・
態
度
）

 

-
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 【
②
薬
学
教
育
の
概
要
】
 

1.
 
「
薬
剤
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資
質
」
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
薬
学
が
総
合
科
学
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
薬
剤
師
の
役
割
と
学
習
内
容
を
関
連
づ
け
る
。（
知
識
・
態
度
）

 

【
③
生
涯
学
習
】
 

1.
 
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
学
習
す
る
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
生
涯
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
学
習
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
。
（
技
能
）

 

【
④
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
】
 

1.
 
薬
剤
師
の
使
命
に
後
輩
等
の
育
成
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
努
め
る
。（
態
度
）

 
2.

 
後
輩
等
へ
の
適
切
な
指
導
を
実
践
す
る
。（
技
能
・
態
度
）

 
  

 

-
 2

2
 -

 
 

 

2.
 
言
語
的
及
び
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
相
手
の
立
場
、
文
化
、
習
慣
等
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
が
異
な
る
こ
と
を
例
を
挙
げ
て
説
明

で
き
る
。

 
4.

 
対
人
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
心
理
的
要
因
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
5.

 
相
手
の
心
理
状
態
と
そ
の
変
化
に
配
慮
し
、
対
応
す
る
。（
態
度
）

 
6.

 
自
分
の
心
理
状
態
を
意
識
し
て
、
他
者
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
態
度
）

 
7.

 
適
切
な
聴
き
方
、
質
問
を
通
じ
て
相
手
の
考
え
や
感
情
を
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る
。
（
技
能
・
態
度
）

 
8.

 
適
切
な
手
段
に
よ
り
自
分
の
考
え
や
感
情
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能
・
態
度
）

 
9.

 
他
者
の
意
見
を
尊
重
し
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
解
決
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

 

【
②
患
者
・
生
活
者
と
薬
剤
師
】

 
1.

 
患
者
や
家
族
、
周
囲
の
人
々
の
心
身
に
及
ぼ
す
病
気
や
ケ
ア
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
患
者
・
家
族
・
生
活
者
の
心
身
の
状
態
や
多
様
な
価
値
観
に
配
慮
し
て
行
動
す
る
。（
態
度
）

 
 （
4
）
多
職
種
連
携
協
働
と
チ
ー
ム
医
療
 

G
IO

 
医
療
・
福
祉
・
行
政
・
教
育
機
関
及
び
関
連
職
種
の
連
携
の
必
要
性
を
理
解
し
、
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
の
在
り
方
を
身
に
つ
け
る
。

 

1.
 
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
に
お
け
る
多
職
種
連
携
協
働
及
び
チ
ー
ム
医
療
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
多
職
種
連
携
協
働
に
関
わ
る
薬
剤
師
、
各
職
種
及
び
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
チ
ー
ム
医
療
に
関
わ
る
薬
剤
師
、
各
職
種
、
患
者
・
家
族
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
4.

 
自
己
の
能
力
の
限
界
を
認
識
し
、
状
況
に
応
じ
て
他
者
に
協
力
・
支
援
を
求
め
る
。（
態
度
）

 
5.

 
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
情
報
共
有
の
重
要
性
を
理
解
し
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
よ
う
に
努

め
る
。
（
知
識
・
態
度
）

 
 （
5
）
自
己
研
鑽
と
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
 

G
IO

 
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
学
ぶ
こ
と
の
必
要
性
・
重
要
性
を
理
解
し
、
修
得
し
た
知
識
・
技
能
・

態
度
を
確
実
に
次
世
代
へ
継
承
す
る
意
欲
と
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
。

 

【
①
学
習
の
在
り
方
】
 

1.
 
医
療
・
福
祉
・
医
薬
品
に
関
わ
る
問
題
、
社
会
的
動
向
、
科
学
の
進
歩
に
常
に
目
を
向
け
、
自
ら
課
題
を
見
出
し
、

解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
。（
態
度
）

 
2.

 
講
義
、
国
内
外
の
教
科
書
・
論
文
、
検
索
情
報
等
の
内
容
に
つ
い
て
、
重
要
事
項
や
問
題
点
を
抽
出
で
き
る
。
（
技

能
）

 
3.

 
必
要
な
情
報
を
的
確
に
収
集
し
、
信
憑
性
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
。（
知
識
・
技
能
）

 
4.

 
得
ら
れ
た
情
報
を
論
理
的
に
統
合
・
整
理
し
、
自
ら
の
考
え
と
と
も
に
分
か
り
や
す
く
表
現
で
き
る
。
（
技
能
）

 
5.

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
が
持
つ
意
味
・
特
徴
を
知
り
、
情
報
倫
理
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
て
活
用
で

き
る
。
（
知
識
・
態
度
）
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6.
 
薬
局
、
医
薬
品
販
売
業
及
び
医
療
機
器
販
売
業
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
7.

 
医
薬
品
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」

の
規
定
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
8.

 
日
本
薬
局
方
の
意
義
と
構
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
9.

 
生
物
由
来
製
品
の
取
扱
い
と
血
液
供
給
体
制
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
10

. 
健
康
被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
11

. 
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
必
要
性
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 

【
③
特
別
な
管
理
を
要
す
る
薬
物
等
に
係
る
法
規
範
】

 
1.

 
麻
薬
、
向
精
神
薬
、
覚
醒
剤
原
料
等
の
取
扱
い
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
覚
醒
剤
、
大
麻
、
あ
へ
ん
、
指
定
薬
物
等
の
乱
用
防
止
規
制
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
3.

 
毒
物
劇
物
の
取
扱
い
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
 （
3
）
社
会
保
障
制
度
と
医
療
経
済
 

G
IO

 
社
会
保
障
制
度
の
も
と
で
提
供
さ
れ
る
医
療
と
福
祉
に
つ
い
て
、
現
状
と
課
題
を
認
識
す
る

と

と
も
に
、
薬
剤
師
が
担
う
役
割
と
そ
の
意
義
を
理
解
す
る
。

 

【
①
医
療
、
福
祉
、
介
護
の
制
度
】

 
1.

 
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の
枠
組
み
と
特
徴
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
療
養
担
当
規
則
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
4.

 
公
費
負
担
医
療
制
度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
5.

 
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
6.

 
薬
価
基
準
制
度
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
7.

 
調
剤
報
酬
、
診
療
報
酬
及
び
介
護
報
酬
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
  【

②
医
薬
品
と
医
療
の
経
済
性
】

 
1.

 
医
薬
品
の
市
場
の
特
徴
と
流
通
の
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
2.

 
国
民
医
療
費
の
動
向
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
3.

 
後
発
医
薬
品
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
4.

 
薬
物
療
法
の
経
済
評
価
手
法
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
 （
4
）
地
域
に
お
け
る
薬
局
と
薬
剤
師
 

G
IO

 
地
域
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
に
つ
い
て
、
現
状
と
課
題
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
質
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
薬
局
及
び
薬
剤
師
の
役
割
と
そ
の
意
義
を
理
解
す
る
。

 

【
①
地
域
に
お
け
る
薬
局
の
役
割
】

 
1.

 
地
域
に
お
け
る
薬
局
の
機
能
と
業
務
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
医
薬
分
業
の
意
義
と
動
向
を
説
明
で
き
る
。

 

-
 2

4
 -

 
 

 B
 
薬

学
と
社

会
 

G
IO

 
人
と
社
会
に
関
わ
る
薬
剤
師
と
し
て
自
覚
を
持
っ
て
行
動
す
る
た
め
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

に
係
る
法
規
範
・
制
度
・
経
済
、
及
び
地
域
に
お
け
る
薬
局
と
薬
剤
師
の
役
割
を
理
解
し
、
義

務
及
び
法
令
を
遵
守
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
る
。

 

 （
1
）
人
と
社
会
に
関
わ
る
薬
剤
師
 

G
IO

 
人
の
行
動
や
考
え
方
、
社
会
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
人
・
社
会
と
薬
剤
師
の
関
わ
り
を
認
識
す

る
。

 
 

1.
 
人
の
行
動
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
人
・
社
会
が
医
薬
品
に
対
し
て
抱
く
考
え
方
や
思
い
の
多
様
性
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
態
度
）

 
3.

 
人
・
社
会
の
視
点
か
ら
薬
剤
師
を
取
り
巻
く
様
々
な
仕
組
み
と
規
制
に
つ
い
て
討
議
す
る
。（
態
度
）

 
4.

 
薬
剤
師
が
倫
理
規
範
や
法
令
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
討
議
す
る
。（
態
度
）

 
5.

 
倫
理
規
範
や
法
令
に
則
し
た
行
動
を
取
る
。（
態
度
）

 
 （
2
）
薬
剤
師
と
医
薬
品
等
に
係
る
法
規
範
 

G
IO

 
調
剤
、
医
薬
品
等
（
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
化
粧
品
、
医
療
機
器
、
再
生
医
療
等
製
品
）
の

供
給
、
そ
の
他
薬
事
衛
生
に
係
る
任
務
を
薬
剤
師
と
し
て
適
正
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
法

規
範
と
そ
の
意
義
を
理
解
す
る
。

 

【
①
薬
剤
師
の
社
会
的
位
置
づ
け
と
責
任
に
係
る
法
規
範
】

 
1.

 
薬
剤
師
に
関
わ
る
法
令
と
そ
の
構
成
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
薬
剤
師
免
許
に
関
す
る
薬
剤
師
法
の
規
定
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
薬
剤
師
の
任
務
や
業
務
に
関
す
る
薬
剤
師
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
4.

 
薬
剤
師
以
外
の
医
療
職
種
の
任
務
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
5.

 
医
療
の
理
念
と
医
療
の
担
い
手
の
責
務
に
関
す
る
医
療
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
6.

 
医
療
提
供
体
制
に
関
す
る
医
療
法
の
規
定
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
7.

 
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
8.

 
薬
剤
師
の
刑
事
責
任
、
民
事
責
任
（
製
造
物
責
任
を
含
む
）
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 

【
②
医
薬
品
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
に
係
る
法
規
範
】

 
1.

 
「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
の
目
的
及
び
医
薬
品
等
（
医

薬
品
（
薬
局
医
薬
品
、
要
指
導
医
薬
品
、
一
般
用
医
薬
品
）
、
医
薬
部
外
品
、
化
粧
品
、
医
療
機
器
、
再
生
医
療
等

製
品
）
の
定
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
医
薬
品
の
開
発
か
ら
承
認
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
法
規
範
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
3.

 
治
験
の
意
義
と
仕
組
み
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
4.

 
医
薬
品
等
の
製
造
販
売
及
び
製
造
に
係
る
法
規
範
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
5.

 
製
造
販
売
後
調
査
制
度
及
び
製
造
販
売
後
安
全
対
策
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
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C
 
薬

学
基
礎
 

 C
1
 
物
質
の
物
理
的
性
質
 

G
IO

 
物
質
の
物
理
的
性
質
を
理
解
す
る
た
め
に
、
原
子
・
分
子
の
構
造
、
熱
力
学
、
反
応
速
度
論
な

ど
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
身
に
つ
け
る
。
 

 （
1
）
物
質
の
構
造

 

G
IO

 
物
質
を
構
成
す
る
原
子
・
分
子
の
構
造
、
お
よ
び
化
学
結
合
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す

る
。

 
 【
①
 化

学
結
合
】
 

1.
 

化
学
結
合

の
様
式

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

分
子
軌
道

の
基
本

概
念
お

よ
び
軌

道
の
混

成
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

共
役
や
共

鳴
の
概

念
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
②
 分

子
間
相
互
作
用
】
 

1.
 

フ
ァ
ン
デ

ル
ワ
ー

ル
ス
力

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

静
電
相
互

作
用
に

つ
い
て

例
を
挙

げ
て
説

明
で
き

る
。

 
3.

 
双

極
子
間

相
互
作

用
に
つ

い
て
例

を
挙
げ

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

分
散
力
に

つ
い
て

例
を
挙

げ
て
説

明
で
き

る
。

 
5.

 
水

素
結
合

に
つ
い

て
例
を

挙
げ
て

説
明
で

き
る
。

 
6.

 
電

荷
移
動

相
互
作

用
に
つ

い
て
例

を
挙
げ

て
説
明

で
き
る

。
 

7.
 

疎
水
性
相

互
作
用

に
つ
い

て
例
を

挙
げ
て

説
明
で

き
る
。

 
 【

③
原
子
・
分
子
の
挙
動
】
 

1.
 

電
磁
波
の

性
質
お

よ
び
物

質
と
の

相
互
作

用
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

分
子
の
振

動
、
回

転
、
電

子
遷
移

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

電
子
や
核

の
ス
ピ

ン
と
そ

の
磁
気

共
鳴
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

光
の
屈
折

、
偏
光

、
お
よ

び
旋
光

性
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

5.
 

光
の
散
乱

お
よ
び

干
渉
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

6.
 

結
晶
構
造

と
回
折

現
象
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

 【
④
放
射
線
と
放
射
能
】
 

1.
 

原
子
の
構

造
と
放

射
壊
変

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

電
離
放
射

線
の
種

類
を
列

挙
し
、

そ
れ
ら

の
性
質

お
よ
び

物
質
と

の
相
互

作
用
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 

代
表
的
な

放
射
性

核
種
の

物
理
的

性
質
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

核
反
応
お

よ
び
放

射
平
衡

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

放
射
線
測
定
の
原
理
と
利
用
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 

-
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3.
 
か
か
り
つ
け
薬
局
・
薬
剤
師
に
よ
る
薬
学
的
管
理
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
4.

 
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
薬
局
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
5.

 
災
害
時
の
薬
局
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
6.

 
医
療
費
の
適
正
化
に
薬
局
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 

【
②
地
域
に
お
け
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連
携
体
制
と
薬
剤
師
】

 
1.

 
地
域
包
括
ケ
ア
の
理
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
在
宅
医
療
及
び
居
宅
介
護
に
お
け
る
薬
局
と
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
学
校
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
4.

 
地
域
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
に
お
い
て
利
用
可
能
な
社
会
資
源
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
5.

 
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
医
療
提
供
施
設
、
福
祉
施
設
及
び
行
政
と
の
連
携
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
（
知
識
・
態
度
）
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3.
 

電
解
質
溶

液
の
電

気
伝
導

率
お
よ

び
モ
ル

伝
導
率

の
濃
度

に
よ
る

変
化
を

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

イ
オ
ン
強

度
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑦
電
気
化
学
】
 

1.
 

起
電
力
と

ギ
ブ
ズ

エ
ネ
ル

ギ
ー
の

関
係
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

電
極
電
位

（
酸
化

還
元
電

位
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 （
3
）
物
質
の
変
化
 

G
IO

 
物
質
の
変
換
過
程
を
理
解
す
る
た
め
に
、
反
応
速
度
論
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
反
応
速
度
】
 

1.
 

反
応
次
数

と
速
度

定
数
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

微
分
型
速

度
式
を

積
分
型

速
度
式

に
変
換

で
き
る

。（
知
識
・
技

能
）
 

3.
 

代
表
的
な

反
応
次

数
の
決

定
法
を

列
挙
し

、
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

代
表
的
な

(擬
)一

次
反
応

の
反
応

速
度
を

測
定
し

、
速
度

定
数
を

求
め
る

こ
と
が

で
き
る

。（
技

能
）
 

5.
 

代
表
的
な

複
合
反

応
（
可

逆
反
応

、
平
行

反
応
、

連
続
反

応
な
ど

）
の
特

徴
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

6.
 

反
応
速
度

と
温
度

と
の
関

係
を
説

明
で
き

る
。
 

7.
 

代
表
的
な

触
媒
反

応
（
酸

・
塩
基

触
媒
反

応
、
酵

素
反
応

な
ど
）

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
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 （
2
）
物
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
平
衡
 

G
IO

 
物
質
の
状
態
を
理
解
す
る
た
め
に
、
熱
力
学
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
気
体
の
微
視
的
状
態
と
巨
視
的
状
態
】
 

1.
 

フ
ァ
ン
デ

ル
ワ
ー

ル
ス
の

状
態
方

程
式
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

気
体
の
分

子
運
動

と
エ
ネ

ル
ギ
ー

の
関
係

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

エ
ネ
ル
ギ

ー
の
量

子
化
と

ボ
ル
ツ

マ
ン
分

布
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
】
 

1.
 

熱
力
学
に

お
け
る

系
、
外

界
、
境

界
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

熱
力
学
第

一
法
則

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

状
態
関
数

と
経
路

関
数
の

違
い
を

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

定
圧
過
程

、
定
容

過
程
、

等
温
過

程
、
断

熱
過
程

を
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

定
容
熱
容

量
お
よ

び
定
圧

熱
容
量

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

6.
 

エ
ン
タ
ル

ピ
ー
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

7.
 

化
学
変
化

に
伴
う

エ
ン
タ

ル
ピ
ー

変
化
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
③
自
発
的
な
変
化
】
 

1.
 

エ
ン
ト
ロ

ピ
ー
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

熱
力
学
第

二
法
則

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

熱
力
学
第

三
法
則

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

ギ
ブ
ズ
エ

ネ
ル
ギ

ー
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

5.
 

熱
力
学
関

数
を
使

い
、
自

発
的
な

変
化
の

方
向
と

程
度
を

予
測
で

き
る
。
 

 【
④
化
学
平
衡
の
原
理
】
 

1.
 

ギ
ブ
ズ
エ

ネ
ル
ギ

ー
と
化

学
ポ
テ

ン
シ
ャ

ル
の
関

係
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

ギ
ブ
ズ
エ

ネ
ル
ギ

ー
と
平

衡
定
数

の
関
係

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

平
衡
定
数

に
及
ぼ

す
圧
力

お
よ
び

温
度
の

影
響
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

共
役
反
応

の
原
理

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑤
相
平
衡
】
 

1.
 

相
変
化
に

伴
う
熱

の
移
動

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

相
平
衡
と

相
律
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 

状
態
図
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
⑥
溶
液
の
性
質
】
 

1.
 

希
薄
溶
液

の
束
一

的
性
質

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

活
量
と
活

量
係
数

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
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1.
 

中
和
滴
定

（
非
水

滴
定
を

含
む
）

の
原
理

、
操
作

法
お
よ

び
応
用

例
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

キ
レ
ー
ト

滴
定
の

原
理
、

操
作
法

お
よ
び

応
用
例

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

沈
殿
滴
定

の
原
理

、
操
作

法
お
よ

び
応
用

例
を
説

明
で
き

る
。
 

4.
 

酸
化
還
元

滴
定
の

原
理
、

操
作
法

お
よ
び

応
用
例

を
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

日
本
薬
局

方
収
載

の
代
表

的
な
医

薬
品
の

容
量
分

析
を
実

施
で
き

る
。
（
知
識

・
技
能

）
 

6.
 

日
本
薬
局

方
収
載

の
代
表

的
な
純

度
試
験

を
列
挙

し
、
そ

の
内
容

を
説
明

で
き
る

。
 

7.
 

日
本
薬
局

方
収
載

の
重
量

分
析
法

の
原
理

お
よ
び

操
作
法

を
説
明

で
き
る

。
 

 （
4
）
機
器
を
用
い
る
分
析
法
 

G
IO

 
機
器
を
用
い
る
分
析
法
の
原
理
と
そ
の
応
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 

 【
①
 分

光
分
析
法
】
 

1.
 

紫
外
可
視

吸
光
度

測
定
法

の
原
理

お
よ
び

応
用
例

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

蛍
光
光
度

法
の
原

理
お
よ

び
応
用

例
を
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

赤
外
吸
収

（
I
R）

ス
ペ
ク

ト
ル
測

定
法
の

原
理
お

よ
び
応

用
例
を

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

原
子
吸
光

光
度
法

、
誘
導

結
合
プ

ラ
ズ
マ

（
I
C
P）

発
光
分
光
分

析
法
お

よ
び

IC
P
質

量
分
析

法
の
原

理
お
よ

び
応

用
例
を
説

明
で
き

る
。
 

5.
 

旋
光
度
測

定
法
（

旋
光
分

散
）
の

原
理
お

よ
び
応

用
例
を

説
明
で

き
る
。
 

6.
 

分
光
分
析

法
を
用

い
て
、

日
本
薬

局
方
収

載
の
代

表
的
な

医
薬
品

の
分
析

を
実
施

で
き
る

。（
技

能
）
 

 【
②
核
磁
気
共
鳴
（
N
M
R
）
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
法
】
 

1.
 

核
磁
気
共

鳴
（

NM
R）

ス
ペ
ク
ト

ル
測
定

法
の
原

理
お
よ

び
応
用

例
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
③
質
量
分
析
法
】
 

1.
 

質
量
分
析

法
の
原

理
お
よ

び
応
用

例
を
説

明
で
き

る
。
 

 

【
④
Ｘ
線
分
析
法
】
 

1.
 

Ｘ
線
結
晶

解
析
の

原
理
お

よ
び
応

用
例
を

概
説
で

き
る
。
 

2.
 

粉
末
Ｘ
線

回
折
測

定
法
の

原
理
と

利
用
法

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑤
熱
分
析
】
 

1.
 

熱
重
量
測

定
法
の

原
理
を

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

示
差
熱
分

析
法
お

よ
び
示

差
走
査

熱
量
測

定
法
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 （
5
）
分
離
分
析
法
 

G
IO

 
分
離
分
析
法
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 

 【
①
 ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
】
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C
2
 
化
学
物
質
の
分
析
 

G
IO

 
化
学
物
質
（
医
薬
品
を
含
む
）
を
適
切
に
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
物
質
の
定
性
、

定
量
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 （
1
）
分
析
の
基
礎
 

G
IO

 
化
学
物
質
の
分
析
に
用
い
る
器
具
の
使
用
法
と
得
ら
れ
る
測
定
値
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
基
本

的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
分
析
の
基
本
】
 

1.
 

分
析
に
用

い
る
器

具
を
正

し
く
使

用
で
き

る
。
（
知
識

・
技
能
）
 

2.
 

測
定
値
を

適
切
に

取
り
扱

う
こ
と

が
で
き

る
。
（
知
識

・
技
能
）
 

3.
 

分
析
法
の

バ
リ
デ

ー
シ
ョ

ン
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 （
2
）
溶
液
中
の
化
学
平
衡
 

G
IO

 
溶
液
中
の
化
学
平
衡
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 

 【
①
 酸

・
塩
基
平
衡
】
 

1.
  

 酸
・

塩
基
平

衡
の
概

念
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
2.
 

 p
H

お
よ

び
解
離

定
数
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
（
知
識
・

技
能
）

 
3.

  
 溶

液
の

pH
を
測

定
で
き
る

。（
技
能
）

 
4.

  
 緩

衝
作
用
や

緩
衝
液

に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
 【

②
各
種
の
化
学
平
衡
】
 

1.
 

錯
体
・
キ

レ
ー
ト

生
成
平

衡
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

沈
殿
平
衡

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

酸
化
還
元

平
衡
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

分
配
平
衡

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 （
3
）
化
学
物
質
の
定
性
分
析
・
定
量
分
析
 

G
IO

 
化
学
物
質
の
定
性
分
析
お
よ
び
定
量
分
析
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 

 【
①
 定

性
分
析
】
 

1.
 

代
表
的
な

無
機
イ

オ
ン
の

定
性
反

応
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

日
本
薬
局

方
収
載

の
代
表

的
な
医

薬
品
の

確
認
試

験
を
列

挙
し
、

そ
の
内

容
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
②
定
量
分
析
（
容
量
分
析
・
重
量
分
析
）
】
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C
3
 
化
学
物
質
の
性
質
と
反
応
 

G
IO

 
化
学
物
質
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
代
表
的
な
有
機
化
合
物
の
構
造
、
性
質
、
反

応
、
分
離
法
、
構
造
決
定
法
、
お
よ
び
無
機
化
合
物
の
構
造
と
性
質
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を

修
得
す
る
。
 

 （
1
）
化
学
物
質
の
基
本
的
性
質
 

G
IO

 
基
本
的
な
有
機
化
合
物
の
命
名
法
、
電
子
配
置
、
反
応
、
立
体
構
造
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
事

項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
基
本
事
項
】
 

1.
 
代

表
的
な

化
合
物

を
I
U
PA
C
規
則

に
基
づ

い
て
命

名
す
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

2.
 
薬

学
領
域

で
用
い

ら
れ
る

代
表
的

な
化
合

物
を
慣

用
名
で

記
述
で

き
る
。
 

3.
 
基

本
的
な

化
合
物

を
、
ル

イ
ス
構

造
式
で

書
く
こ

と
が
で

き
る
。
 

4.
 
有

機
化
合

物
の
性

質
と
共

鳴
の
関

係
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

5.
 
ル

イ
ス
酸

・
塩
基

、
ブ
レ

ン
ス
テ

ッ
ド
酸

・
塩
基

を
定
義

す
る
こ

と
が
で

き
る
。
 

6.
 
基

本
的
な

有
機
反

応
（
置

換
、
付

加
、
脱

離
）
の

特
徴
を

理
解
し

、
分
類

で
き
る

。
 

7.
 
炭

素
原

子
を

含
む

反
応

中
間

体
（

カ
ル

ボ
カ

チ
オ

ン
、

カ
ル

ボ
ア

ニ
オ

ン
、

ラ
ジ

カ
ル

）
の

構
造

と
性

質
を

説
明

で

き
る
。
 

8.
 
反

応
の
過

程
を
、

エ
ネ
ル

ギ
ー
図

を
用
い

て
説
明

で
き
る

。
 

9.
 
基

本
的
な

有
機
反

応
機
構

を
、
電

子
の
動

き
を
示

す
矢
印

を
用
い

て
表
す

こ
と
が

で
き
る

。
(技

能
)
 
 

 【
②
有
機
化
合
物
の
立
体
構
造
】
 

1.
 

構
造
異
性

体
と
立

体
異
性

体
の
違

い
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

キ
ラ
リ
テ

ィ
ー
と

光
学
活

性
の
関

係
を
概

説
で
き

る
。
 

3.
 

エ
ナ
ン

チ
オ
マ
ー

と
ジ
ア

ス
テ
レ

オ
マ
ー

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

ラ
セ
ミ
体

と
メ
ソ

体
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

5.
 

絶
対
配
置

の
表
示

法
を
説

明
し
、

キ
ラ
ル

化
合
物

の
構
造

を
書
く

こ
と
が

で
き
る

。
(
知
識
、
技

能
) 

6.
 

炭
素
―
炭

素
二
重

結
合
の

立
体
異

性
（

ci
s,
 t

ra
ns

な
ら

び
に

E,
Z
異

性
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

7.
 

フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
投

影
式
と

ニ
ュ
ー

マ
ン
投

影
式
を

用
い
て

有
機
化

合
物
の

構
造
を

書
く
こ

と
が
で

き
る
。

(技
能
) 

8.
 

エ
タ
ン
、

ブ
タ
ン

の
立
体

配
座
と

そ
の
安

定
性
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 （
2
）
有
機
化
合
物
の
基
本
骨
格
の
構
造
と
反
応
 

G
IO

 
有
機
化
合
物
の
基
本
骨
格
と
な
る
脂
肪
族
お
よ
び
芳
香
族
化
合
物
の
構
造
、
性
質
、
反
応
性
な

ど
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 

 【
①
ア
ル
カ
ン
】
 

1.
 
ア

ル
カ
ン

の
基
本

的
な
性

質
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

-
 3

2
 -

 
 

 

1.
 

ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ

ィ
ー
の

分
離
機

構
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

薄
層
ク
ロ

マ
ト
グ

ラ
フ
ィ

ー
の
特

徴
と
代

表
的
な

検
出
法

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

液
体
ク
ロ

マ
ト
グ

ラ
フ
ィ

ー
の
特

徴
と
代

表
的
な

検
出
法

を
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

ガ
ス
ク
ロ

マ
ト
グ

ラ
フ
ィ

ー
の
特

徴
と
代

表
的
な

検
出
法

を
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ

ィ
ー
を

用
い
て

試
料
を

定
性
・

定
量
で

き
る
。
（
知

識
・
技

能
）
 

 【
②
電
気
泳
動
法
】
 

1.
 

電
気
泳
動

法
の
原

理
お
よ

び
応
用

例
を
説

明
で
き

る
。
 

 （
6
）
臨
床
現
場
で
用
い
る
分
析
技
術
 

G
IO

 
臨
床
現
場
で
用
い
る
代
表
的
な
分
析
技
術
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 

 【
①
 分

析
の
準
備
】
 

1.
 

分
析
目
的

に
即
し

た
試
料

の
前
処

理
法
を

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

臨
床
分
析

に
お
け

る
精
度

管
理
お

よ
び
標

準
物
質

の
意
義

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
分
析
技
術
】
 

1.
 

臨
床
分
析

で
用
い

ら
れ
る

代
表
的

な
分
析

法
を
列

挙
で
き

る
。
 

2.
 

免
疫
化
学

的
測
定

法
の
原

理
を
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

酵
素
を
用

い
た
代

表
的
な

分
析
法

の
原
理

を
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

代
表
的
な

ド
ラ
イ

ケ
ミ
ス

ト
リ
ー

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

5.
 

代
表
的
な

画
像
診

断
技
術
（

X
線

検
査
、
MR
I、

超
音
波
、
内
視

鏡
検
査
、
核
医
学

検
査
な

ど
）
に

つ
い
て

概
説
で

き

る
。
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【
⑤
ア
ミ
ン
】
 

1.
 
ア

ミ
ン
類

の
基
本

的
性
質

と
反
応

を
列
挙

し
、
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑥
電
子
効
果
】
 

1.
 
官

能
基
が

及
ぼ
す

電
子
効

果
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

 【
⑦
酸
性
度
・
塩
基
性
度
】
 

1.
 
ア

ル
コ
ー

ル
、
フ

ェ
ノ
ー

ル
、
カ

ル
ボ
ン

酸
、
炭

素
酸
な

ど
の
酸

性
度
を

比
較
し

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
含

窒
素
化

合
物
の

塩
基
性

度
を
比

較
し
て

説
明
で

き
る
。
 

 （
4
）
化
学
物
質
の
構
造
決
定
 

G
IO

 
代
表
的
な
機
器
分
析
と
し
て
の
核
磁
気
共
鳴
（
N
M
R
）、

赤
外
吸
収
（
I
R
）
、
質
量
分
析
に
よ
る
構

造
決
定
法
の
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
核
磁
気
共
鳴
（
N
M
R
）】

 

1.
 

1
H
お
よ
び

1
3
C
 N
M
R
ス
ペ

ク
ト
ル

よ
り
得

ら
れ
る

情
報
を

概
説
で

き
る
。
 

2.
 
有

機
化
合

物
中
の

代
表
的

プ
ロ
ト

ン
に
つ

い
て
、

お
お
よ

そ
の
化

学
シ
フ

ト
値
を

示
す
こ

と
が
で

き
る
。
 

3.
 

1
H
 
N
MR

の
積
分

値
の
意

味
を
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

1
H
 
N
MR

シ
グ
ナ

ル
が
近

接
プ
ロ
ト

ン
に
よ

り
分
裂

（
カ
ッ

プ
リ
ン

グ
）
す

る
基
本

的
な
分

裂
様
式

を
説
明

で
き
る

。
 

5.
 
代

表
的
な

化
合
物

の
部
分

構
造
を

1
H
 N
M
R 
か
ら
決

定
で
き

る
。

(技
能
)
 
 

 【
②
赤
外
吸
収
（
IR
）
】
 

1.
 
I
R
ス
ペ
ク

ト
ル
よ

り
得
ら

れ
る
情

報
を
概

説
で
き

る
。
 

2.
 
I
R
ス
ペ
ク

ト
ル
上

の
基
本

的
な
官

能
基
の

特
性
吸

収
を
列

挙
し
、

帰
属
す

る
こ
と

が
で
き

る
。（

知
識
・

技
能
）
 

 【
③
質
量
分
析
】
 

1.
 
マ

ス
ス
ペ

ク
ト
ル

よ
り
得

ら
れ
る

情
報
を

概
説
で

き
る
。
 

2.
 
測

定
化
合

物
に
適

し
た
イ

オ
ン
化

法
を
選

択
で
き

る
。
（
技
能
）

 
 

3.
 
ピ

ー
ク

の
種

類
（

基
準

ピ
ー

ク
、

分
子

イ
オ

ン
ピ

ー
ク

、
同

位
体

ピ
ー

ク
、

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

ピ
ー

ク
）

を
説

明
で

き

る
。
 

4.
 
代

表
的
な

化
合
物

の
マ
ス

ス
ペ
ク

ト
ル
を

解
析
で

き
る

。（
技
能

）
 

 【
④
総
合
演
習
】
 

1.
 
代

表
的
な

機
器
分

析
法
を

用
い
て

、
代
表

的
な
化

合
物
の

構
造
決

定
が
で

き
る

。（
技

能
）
 

 （
5
）
無
機
化
合
物
・
錯
体
の
構
造
と
性
質
 
 

G
IO

 
代
表
的
な
無
機
化
合
物
・
錯
体
(
医
薬
品
を
含
む
)
の
構
造
、
性
質
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修

得
す
る
。
 

-
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4
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2.
 
ア

ル
カ
ン

の
構
造

異
性
体

を
図
示

す
る
こ

と
が
で

き
る
。

(技
能

) 

3.
 
シ

ク
ロ
ア

ル
カ
ン

の
環
の

ひ
ず
み

を
決
定

す
る
要

因
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

4.
 
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン

の
い

す
形

配
座

に
お

け
る

水
素

の
結

合
方

向
（

ア
キ

シ
ア

ル
、

エ
ク

ア
ト

リ
ア

ル
）

を
図

示
で

き

る
。
(
技
能

) 

5.
 
置

換
シ
ク

ロ
ヘ
キ

サ
ン
の

安
定
な

立
体
配

座
を
決

定
す
る

要
因
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
②
ア
ル
ケ
ン
・
ア
ル
キ
ン
】
 

1.
 
ア

ル
ケ
ン

へ
の
代

表
的
な

付
加
反

応
を
列

挙
し
、

そ
の
特

徴
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
ア

ル
ケ
ン

の
代
表

的
な
酸

化
、
還

元
反
応

を
列
挙

し
、
そ

の
特
徴

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 
ア

ル
キ
ン

の
代
表

的
な
反

応
を
列

挙
し
、

そ
の
特

徴
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
③
芳
香
族
化
合
物
】
 

1.
 
代

表
的
な

芳
香
族

炭
化
水

素
化
合

物
の
性

質
と
反

応
性
を

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
芳

香
族
性

の
概
念

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 
芳

香
族
炭

化
水
素

化
合
物

の
求
電

子
置
換

反
応
の

反
応
性

、
配
向

性
、
置

換
基
の

効
果
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

4.
 
代

表
的
な

芳
香
族

複
素
環

化
合
物

の
性

質
を
芳
香

族
性
と

関
連
づ

け
て
説

明
で
き

る
。
 

5.
 
代

表
的
な

芳
香
族

複
素
環

の
求
電

子
置
換

反
応
の

反
応
性

、
配
向

性
、
置

換
基
の

効
果
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 （
3
）
官
能
基
の
性
質
と
反
応
 

G
IO

 
官
能
基
を
有
す
る
有
機
化
合
物
の
性
質
、
反
応
性
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
概
説
】
 

1.
 
代

表
的
な

官
能
基

を
列
挙

し
、
性

質
を
説

明
で
き

る
。
 
 

2.
 
官

能
基
の

性
質
を

利
用
し

た
分
離

精
製
を

実
施
で

き
る

。（
技
能

）
 

 【
②
有
機
ハ
ロ
ゲ
ン
化
合
物
】
 

1.
 
有

機
ハ
ロ

ゲ
ン
化

合
物
の

基
本
的

な
性
質

と
反
応

を
列
挙

し
、
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
求

核
置
換

反
応
の

特
徴
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
脱

離
反
応

の
特
徴

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
ア
ル
コ
ー
ル
･フ

ェ
ノ
ー
ル
･
エ
ー
テ
ル
】
 

1.
 
ア

ル
コ
ー

ル
、
フ

ェ
ノ
ー

ル
類
の

基
本
的

な
性
質

と
反
応

を
列
挙

し
、
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
エ

ー
テ
ル

類
の
基

本
的
な

性
質
と

反
応
を

列
挙
し

、
説
明

で
き
る

。
 

 【
④
ア
ル
デ
ヒ
ド
・
ケ
ト
ン
・
カ
ル
ボ
ン
酸
・
カ
ル
ボ
ン
酸
誘
導
体
】
 

1.
 
ア

ル
デ
ヒ

ド
類
お

よ
び
ケ

ト
ン
類

の
基
本

的
な
性

質
と
反

応
を
列

挙
し
、

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
カ

ル
ボ
ン

酸
の
基

本
的
性

質
と
反

応
を
列

挙
し
、

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
カ

ル
ボ
ン

酸
誘
導

体
（

酸
ハ
ロ
ゲ

ン
化
物

、
酸

無
水
物

、
エ
ス
テ

ル
、
ア
ミ
ド

）
の
基

本
的
性
質

と
反
応

を
列
挙

し
、

説
明
で
き

る
。
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C
4
 
生
体
分
子
・
医
薬
品
の
化
学
に
よ
る
理
解
 

G
IO

 
医
薬
品
の
生
体
内
で
の
作
用
を
化
学
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
医
薬
品
標
的
お

よ
び
医
薬
品
の
構
造
と
性
質
、
生
体
反
応
の
化
学
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 

 （
1
）
医
薬
品
の
標
的
と
な
る
生
体
分
子
の
構
造
と
化
学
的
な
性
質
 

G
IO

 
医
薬
品
の
標
的
と
な
る
生
体
分
子
の
基
本
構
造
と
、
そ
の
化
学
的
な
性
質
に
関
す
る
基
本
的
事

項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
医
薬
品
の
標
的
と
な
る
生
体
高
分
子
の
化
学
構
造
】
 

1.
 
代

表
的

な
生

体
高

分
子

を
構

成
す

る
小

分
子

（
ア

ミ
ノ

酸
、

糖
、

脂
質

、
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
な

ど
）

の
構

造
に

基
づ

く

化
学
的
性

質
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
医

薬
品

の
標

的
と

な
る

生
体

高
分

子
（

タ
ン

パ
ク

質
、

核
酸

な
ど

）
の

立
体

構
造

と
そ

れ
を

規
定

す
る

化
学

結
合

、

相
互
作
用

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
生
体
内
で
機
能
す
る
小
分
子
】
 

1.
 
細

胞
膜

受
容

体
お

よ
び

細
胞

内
（

核
内

）
受

容
体

の
代

表
的

な
内

因
性

リ
ガ

ン
ド

の
構

造
と

性
質

に
つ

い
て

概
説

で

き
る
。
 

2.
 
代

表
的
な

補
酵
素

が
酵
素

反
応
で

果
た
す

役
割
に

つ
い
て

、
有
機

反
応
機

構
の
観

点
か
ら

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
活

性
酸
素

、
一
酸

化
窒
素

の
構
造

に
基
づ

く
生
体

内
反
応

を
化
学

的
に
説

明
で
き

る
。
 
 

4.
 
生

体
内
に

存
在
す

る
代
表

的
な
金

属
イ
オ

ン
お
よ

び
錯
体

の
機
能

を
化
学

的
に
説

明
で
き

る
。
 

 （
2
）
生
体
反
応
の
化
学
に
よ
る
理
解
 

G
IO

 
医

薬
品

の
作

用
の

基
礎

と
な

る
生

体
反

応
の

化
学

的
理

解
に

関
す

る
基

本
的

事
項

を
修

得
す

る
。
 

 【
①
生
体
内
で
機
能
す
る
リ
ン
、
硫
黄
化
合
物
】
 

1.
 
リ

ン
化
合

物
（

リ
ン
酸

誘
導
体
な

ど
）
お
よ
び

硫
黄
化

合
物
（
チ

オ
ー
ル

、
ジ

ス
ル
フ

ィ
ド
、
チ

オ
エ
ス

テ
ル
な

ど
）

の
構
造
と

化
学
的

性
質
を

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
リ

ン
化
合

物
（

リ
ン
酸

誘
導
体
な

ど
）
お
よ
び

硫
黄
化

合
物
（
チ

オ
ー
ル

、
ジ

ス
ル
フ

ィ
ド
、
チ

オ
エ
ス

テ
ル
な

ど
）

の
生
体
内

で
の
機

能
を
化

学
的
性

質
に
基

づ
き
説

明
で
き

る
。
 

 【
②
酵
素
阻
害
剤
と
作
用
様
式
】
 

1.
 

不
可
逆
的

酵
素
阻

害
薬
の

作
用
を

酵
素
の

反
応
機

構
に
基

づ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

基
質
ア
ナ

ロ
グ
が

競
合
阻

害
薬
と

な
る
こ

と
を
酵

素
の
反

応
機
構

に
基
づ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

遷
移
状
態

ア
ナ
ロ

グ
が
競

合
阻
害

薬
と
な

る
こ
と

を
酵
素

の
反
応

機
構
に

基
づ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
受
容
体
の
ア
ゴ
ニ
ス
ト
お
よ
び
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
】
 

-
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6
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 【
①
無
機
化
合
物
・
錯
体
】
 

1.
 
代

表
的
な

典
型
元

素
と
遷

移
元
素

を
列
挙

で
き
る

。
 

2.
 
代

表
的
な

無
機
酸

化
物
、

オ
キ
ソ

化
合
物

の
名
称

、
構
造

、
性
質

を
列
挙

で
き
る

。
 

3.
 
活

性
酸
素

と
窒
素

酸
化
物

の
名
称

、
構
造

、
性
質

を
列
挙

で
き
る

。
 

4.
 
代

表
的
な

錯
体
の

名
称
、

構
造
、

基
本
的

な
性
質

を
説
明

で
き
る

。
 

5.
 
医

薬
品
と

し
て
用

い
ら
れ

る
代
表

的
な
無

機
化
合

物
、
お

よ
び
錯

体
を
列

挙
で
き

る
。
 

 
 

-
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3.
 ス

テ
ロ
イ

ド
ア
ナ

ロ
グ
の

代
表
的

医
薬
品

を
列
挙

し
、
化

学
構
造

に
基
づ

く
性
質

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 ベ

ン
ゾ
ジ

ア
ゼ
ピ

ン
骨
格

お
よ
び

バ
ル
ビ

タ
ー
ル

骨
格
を

有
す
る

代
表
的

医
薬
品

を
列
挙

し
、
化

学
構
造

に
基
づ

く
性

質
に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 オ

ピ
オ
イ

ド
ア
ナ

ロ
グ
の

代
表
的

医
薬
品

を
列
挙

し
、
化

学
構
造

に
基
づ

く
性
質

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑥
D
N
A
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
構
造
と
性
質
】
 

1.
 
D
N
A
と

結
合
す

る
医
薬

品
（
ア
ル

キ
ル
化

剤
、
シ

ス
プ

ラ
チ
ン
類

）
を
列

挙
し

、
そ
れ

ら
の
化
学

構
造
と

反
応
機

構
を

説
明
で
き

る
。
 

2.
 
D
N
A
に

イ
ン
タ

ー
カ
レ

ー
ト
す
る

医
薬
品

を
列
挙

し
、
そ

れ
ら
の

構
造
上

の
特
徴

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 
D
N
A
鎖

を
切
断

す
る
医

薬
品
を
列

挙
し
、

そ
れ
ら

の
構
造

上
の
特

徴
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑦
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
構
造
と
性
質
】
 

1.
 
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

に
作

用
す
る
医

薬
品

の
代

表
的

な
基

本
構

造
（

ジ
ヒ

ド
ロ

ピ
リ

ジ
ン

な
ど

）
の

特
徴

を
説

明
で

き

る
。
 

 
 

-
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8
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1.
 

代
表
的
な

受
容
体

の
ア
ゴ

ニ
ス
ト
（

作
用
薬

、
作
動

薬
、
刺
激
薬
）

と
ア
ン

タ
ゴ
ニ

ス
ト
（

拮
抗

薬
、
遮
断

薬
）
と

の
相
違
点

に
つ
い

て
、
内

因
性
リ

ガ
ン
ド

の
構
造

と
比
較

し
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

低
分
子
内

因
性
リ

ガ
ン
ド

誘
導
体

が
医
薬

品
と
し

て
用
い

ら
れ
て

い
る
理

由
を
説

明
で
き

る
。

 
 【

④
生
体
内
で
起
こ
る
有
機
反
応
】
 

1.
 

代
表
的
な

生
体
分

子
（

脂
肪

酸
、

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
な

ど
）

の
代

謝
反

応
を

有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
 

2.
 

異
物
代
謝

の
反
応

（
発
が

ん
性
物

質
の
代

謝
的
活

性
化
な

ど
）
を

有
機
化

学
の
観

点
か
ら

説
明
で

き
る
。
 

 （
3
）
医
薬
品
の
化
学
構
造
と
性
質
、
作
用
 

G
IO

 
医
薬
品
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
構
造
お
よ
び
そ
の
性
質
を
医
薬
品
の
作
用
と
関
連
づ
け
る
基
本

的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
医
薬
品
と
生
体
分
子
の
相
互
作
用
】
 

1.
 

医
薬
品
と

生
体
分

子
と
の

相
互
作

用
を
化

学
的
な

観
点
（
結
合
親

和
性
と

自
由
エ

ネ
ル
ギ

ー
変
化

、
電

子
効
果

、
立

体
効
果
な

ど
）
か

ら
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
医
薬
品
の
化
学
構
造
に
基
づ
く
性
質
】
 

1.
 
医

薬
品
の

構
造
か

ら
そ
の

物
理
化

学
的
性

質
（
酸

性
、
塩

基
性
、

疎
水
性

、
親
水

性
な
ど

）
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
プ

ロ
ド
ラ

ッ
グ
な

ど
の
薬

物
動
態

を
考
慮

し
た
医

薬
品
の

化
学
構

造
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
③
医
薬
品
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
】
 

1.
 
代

表
的
な

医
薬
品

の
フ
ァ

ー
マ
コ

フ
ォ
ア

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

2.
 
バ

イ
オ
ア

イ
ソ
ス

タ
ー
（

生
物
学

的
等
価

体
）
に

つ
い
て

、
代
表

的
な
例

を
挙
げ

て
概
説

で
き
る

。
 

3.
 
医

薬
品

に
含

ま
れ

る
代

表
的
な
複

素
環

を
構

造
に

基
づ

い
て
分
類

し
、

医
薬

品
コ

ン
ポ

ー
ネ
ン
ト

と
し

て
の

性
質

を

説
明
で
き

る
。
 

 【
④
酵
素
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
構
造
と
性
質
】
 

1.
 
ヌ

ク
レ

オ
シ

ド
お

よ
び

核
酸

塩
基

ア
ナ

ロ
グ

を
有

す
る

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

つ

い
て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
フ

ェ
ニ

ル
酢

酸
、

フ
ェ

ニ
ル

プ
ロ

ピ
オ

ン
酸

構
造

な
ど

を
も

つ
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性

質
に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 
ス

ル
ホ
ン

ア
ミ
ド

構
造
を

も
つ
代

表
的
医

薬
品
を

列
挙
し

、
化
学

構
造
に

基
づ
く

性
質
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

4.
 
キ

ノ
ロ
ン

骨
格
を

も
つ
代

表
的
医

薬
品
を

列
挙
し

、
化
学

構
造
に

基
づ
く

性
質
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

5.
 
β

-ラ
ク
タ
ム

構
造
を

も
つ
代
表

的
医
薬

品
を
列

挙
し
、

化
学
構

造
に
基

づ
く
性

質
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

6.
 
ペ

プ
チ
ド

ア
ナ
ロ

グ
の
代

表
的
医

薬
品
を

列
挙
し

、
化
学

構
造
に

基
づ
く

性
質
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
⑤
受
容
体
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
構
造
と
性
質
】
 

1.
 カ

テ
コ
ー

ル
ア
ミ

ン
骨
格

を
有
す

る
代
表

的
医
薬

品
を
列

挙
し
、

化
学
構

造
に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

2.
 ア

セ
チ
ル

コ
リ
ン

ア
ナ
ロ

グ
の
代

表
的
医

薬
品
を

列
挙
し

、
化
学

構
造
に

基
づ
く

性
質
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
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3.
 
芳

香
族
化

合
物
に

分
類
さ

れ
る
生

薬
由
来

の
代
表

的
な
生

物
活
性

物
質
を

列
挙
し

、
そ
の

作
用
を

説
明
で

き
る
。
 

4.
 
テ

ル
ペ

ノ
イ

ド
、

ス
テ

ロ
イ

ド
に

分
類

さ
れ

る
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説

明
で
き
る

。
 

5.
 
ア

ル
カ
ロ

イ
ド
に

分
類
さ

れ
る
生

薬
由
来

の
代
表

的
な
生

物
活
性

物
質
を

列
挙
し

、
そ
の

作
用
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
②
微
生
物
由
来
の
生
物
活
性
物
質
の
構
造
と
作
用
】
 

1.
 
微

生
物
由

来
の
生

物
活
性

物
質
を

化
学
構

造
に
基

づ
い
て

分
類
で

き
る
。
 

2.
 
微

生
物
由

来
の
代

表
的
な

生
物
活

性
物
質

を
列
挙

し
、
そ

の
作
用

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
天
然
生
物
活
性
物
質
の
取
扱
い
】
 

1.
 
天

然
生
物

活
性
物

質
の
代

表
的
な

抽
出
法

、
分
離

精
製
法

を
概
説

し
、
実

施
で
き

る
。
（
知
識
、

技
能
）

 
 【
④
天
然
生
物
活
性
物
質
の
利
用
】
 

1.
 
医

薬
品
と

し
て
使

わ
れ
て

い
る
代

表
的
な

天
然
生

物
活
性

物
質
を

列
挙
し

、
そ
の

用
途
を

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
天

然
生

物
活

性
物

質
を

基
に

化
学

修
飾

等
に

よ
り

開
発

さ
れ

た
代

表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
、

リ
ー

ド

化
合
物
を

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
農

薬
や
香

粧
品
な

ど
と
し

て
使
わ

れ
て
い

る
代
表

的
な
天

然
生
物

活
性
物

質
を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
を
説

明
で
き

る
。 

-
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C
5
 
自
然
が
生
み
出
す
薬
物
 

G
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自
然
界
に
存
在
す
る
物
質
を
医
薬
品
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
代
表
的
な
生

薬
の
基
原
、
特
色
、
臨
床
応
用
お
よ
び
天
然
生
物
活
性
物
質
の
単
離
、
構
造
、
物
性
、
作
用
な

ど
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 （
1
）
薬
に
な
る
動
植
鉱
物
 

G
IO

 
基
原
、
性
状
、
含
有
成
分
、
品
質
評
価
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
薬
用
植
物
】
 

1.
 
代

表
的
な

薬
用
植

物
の
学

名
、
薬

用
部
位

、
薬
効

な
ど
を

挙
げ
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

2.
 
代

表
的
な

薬
用
植

物
を
外

部
形
態

か
ら
説

明
し
、

区
別
で

き
る
。
（
知

識
、
技

能
）
 

3.
 
植

物
の
主

な
内
部

形
態
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

4.
 
法

律
に
よ

っ
て
取

り
扱
い

が
規
制

さ
れ
て

い
る
植

物
（
ケ

シ
、
ア

サ
）
の

特
徴
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
②
生
薬
の
基
原
】
 

1.
 
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
生

薬
（

植
物

、
動

物
、

藻
類

、
菌

類
由

来
）

を
列

挙
し

、
そ

の
基

原
、

薬
用

部
位

を

説
明
で
き

る
。

 
 【

③
生
薬
の
用
途
】
 

1.
 
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
生

薬
（

植
物

、
動

物
、

藻
類

、
菌

類
、

鉱
物

由
来

）
の

薬
効

、
成

分
、

用
途

な
ど

を

説
明
で
き

る
。
 

2.
 
副

作
用
や

使
用
上

の
注
意

が
必
要

な
代
表

的
な
生

薬
を
列

挙
し
、

説
明
で

き
る
。

 
 【

④
生
薬
の
同
定
と
品
質
評
価
】
 

1.
 
生

薬
の
同

定
と
品

質
評
価

法
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

2.
 
日

本
薬
局

方
の
生

薬
総
則

お
よ
び

生
薬
試

験
法
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
代

表
的
な

生
薬
を

鑑
別
で

き
る
。
（
技

能
）

 
4.

 
代

表
的
な

生
薬
の

確
認
試

験
を
説

明
で
き

る
。
 

5.
 
代

表
的
な

生
薬
の

純
度
試

験
を
説

明
で
き

る
。

 
 （
2
）
薬
の
宝
庫
と
し
て
の
天
然
物
 

G
IO

 
医
薬
品
資
源
と
し
て
の
天
然
生
物
活
性
物
質
を
構
造
に
よ
っ
て
分
類
・
整
理
す
る
と
と
も
に
、

天
然
生
物
活
性
物
質
の
利
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
生
薬
由
来
の
生
物
活
性
物
質
の
構
造
と
作
用
】
 

1.
 
生

薬
由
来

の
代
表

的
な
生

物
活
性

物
質
を

化
学
構

造
に
基

づ
い
て

分
類
し

、
そ
れ
ら

の
生
合

成
経

路
を
概

説
で
き

る
。 

2.
 
脂

質
や
糖

質
に
分

類
さ
れ

る
生
薬

由
来
の

代
表
的

な
生
物

活
性
物

質
を
列

挙
し
、

そ
の
作

用
を
説

明
で
き

る
。
 

-
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 【
⑥
ビ
タ
ミ
ン
】
 

1.
 

代
表
的
な

ビ
タ
ミ

ン
の
種

類
、
構

造
、
性

質
、
役

割
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑦
微
量
元
素
】
 

1.
 
代

表
的
な

必
須
微

量
元
素

の
種
類

、
役
割

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑧
生
体
分
子
の
定
性
、
定
量
】
 

1.
 
脂

質
、
糖

質
、
ア

ミ
ノ
酸

、
タ
ン

パ
ク
質

、
も
し

く
は
核

酸
の
定

性
ま
た

は
定
量

試
験
を

実
施
で

き
る

。（
技

能
）
 

 （
3
）
生
命
活
動
を
担
う
タ
ン
パ
ク
質
 

G
IO

 
生
命
活
動
を
担
う
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
、
性
質
、
機
能
、
代
謝
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得

す
る
。
 

 【
①
 タ

ン
パ
ク
質
の
構
造
と
機
能
】
 

1.
 
多

彩
な

機
能

を
も

つ
タ

ン
パ

ク
質

（
酵

素
、

受
容

体
、

シ
グ

ナ
ル

分
子

、
膜

輸
送

体
、

運
搬

・
輸

送
タ

ン
パ

ク
質

、

貯
蔵

タ
ン

パ
ク

質
、

構
造

タ
ン

パ
ク

質
、

接
着

タ
ン

パ
ク

質
、

防
御

タ
ン

パ
ク

質
、

調
節

タ
ン

パ
ク

質
）

を
列

挙
し

概
説
で
き

る
。
 

 【
②
タ
ン
パ
ク
質
の
成
熟
と
分
解
】
 

1.
 
タ

ン
パ
ク

質
の
翻

訳
後
の

成
熟
過

程
（
細

胞
小
器

官
間
の

輸
送
や

翻
訳
後

修
飾
）

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
タ

ン
パ
ク

質
の
細

胞
内
で

の
分
解

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
酵
素
】
 

1.
 
酵

素
反
応

の
特
性

と
反
応

速
度
論

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
酵

素
反
応

に
お
け

る
補
酵

素
、
微

量
金
属

の
役
割

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 
代

表
的
な

酵
素
活

性
調
節

機
構
を

説
明
で

き
る
。
 

4.
 
酵

素
反
応

速
度
を

測
定
し

、
解
析

で
き
る

。
(
技
能

) 

 【
④
酵
素
以
外
の
タ
ン
パ
ク
質
】
 

1.
 
膜

輸
送
体

の
種
類

、
構
造

、
機
能

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
血

漿
リ
ポ

タ
ン
パ

ク
質
の

種
類
、

構
造
、

機
能
を

説
明
で

き
る
。
 

 （
4
）
生
命
情
報
を
担
う
遺
伝
子
 

G
IO

 
生
命
情
報
を
担
う
遺
伝
子
の
複
製
、
発
現
と
、
そ
れ
ら
の
制
御
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得

す
る
。
 

 【
①
概
論
】
 

-
 4

2
 -

C
6
 
生
命
現
象
の
基
礎
 

G
IO

 
生
命
現
象
を
細
胞
レ
ベ
ル
、
分
子
レ
ベ
ル
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
生
命
体
の
最

小
単
位
で
あ
る
細
胞
の
成
り
立
ち
や
生
命
現
象
を
担
う
分
子
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す

る
。
 

 （
1
）
細
胞
の
構
造
と
機
能
 

G
IO

 
細
胞
膜
、
細
胞
小
器
官
、
細
胞
骨
格
な
ど
の
構
造
と
機
能
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。 

 【
①
細
胞
膜
】
 

1.
 

細
胞
膜
を

構
成
す

る
代
表

的
な
生

体
成
分

を
列
挙

し
、
そ

の
機
能

を
分
子

レ
ベ
ル

で
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

エ
ン
ド
サ

イ
ト
ー

シ
ス
と

エ
キ
ソ

サ
イ
ト

ー
シ
ス

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
細
胞
小
器
官
】
 

1.
 
細

胞
小

器
官

（
核

、
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

、
小

胞
体

、
リ

ソ
ソ

ー
ム

、
ゴ

ル
ジ

体
、

ペ
ル

オ
キ

シ
ソ

ー
ム

な
ど

）
や

リ

ボ
ソ
ー
ム

の
構
造

と
機
能

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
細
胞
骨
格
】
 

1.
 
細

胞
骨
格

の
構
造

と
機
能

を
説
明

で
き
る

。
 

 （
2
）
生
命
現
象
を
担
う
分
子
 

G
IO

 
生
命
現
象
を
担
う
分
子
の
構
造
、
性
質
、
役
割
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
 脂

質
】
 

1.
 
代

表
的
な

脂
質
の

種
類
、

構
造
、

性
質
、

役
割
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
②
糖
質
】
 

1.
 

代
表
的
な

単
糖
、

二
糖
の

種
類
、

構
造
、

性
質
、

役
割
を

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

代
表
的
な

多
糖
の

種
類
、

構
造
、

性
質
、

役
割
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
③
ア
ミ
ノ
酸
】
 

1.
 
ア

ミ
ノ
酸

を
列
挙

し
、
そ

の
構
造

に
基
づ

い
て
性

質
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
④
タ
ン
パ
ク
質
】
 

1.
 
タ

ン
パ
ク

質
の
構

造
（
一

次
、
二

次
、
三

次
、
四

次
構
造

）
と
性

質
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑤
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
と
核
酸
】
 

1.
 
ヌ

ク
レ
オ

チ
ド
と

核
酸
（

D
NA
、

R
NA
）
の
種

類
、
構

造
、
性
質

を
説
明

で
き
る

。
 

-
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 【
③
脂
質
代
謝
】
 

1.
 
脂

肪
酸
の

生
合
成

と
β
酸

化
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル

の
生
合

成
と
代

謝
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
④
飢
餓
状
態
と
飽
食
状
態
】
 

1.
 
飢

餓
状
態

の
エ
ネ

ル
ギ
ー

代
謝
（

ケ
ト
ン

体
の
利

用
な
ど

）
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
余

剰
の
エ

ネ
ル
ギ

ー
を
蓄

え
る
し

く
み
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
⑤
そ
の
他
の
代
謝
系
】
 

1.
 
ア

ミ
ノ
酸

分
子
中

の
炭
素

お
よ
び

窒
素
の

代
謝
（

尿
素
回

路
な
ど

）
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
ヌ

ク
レ
オ

チ
ド
の

生
合
成

と
分
解

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 
ペ

ン
ト
ー

ス
リ
ン

酸
回
路

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 （
6
）
細
胞
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
細
胞
内
情
報
伝
達
 

G
IO

 
細
胞
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
細
胞
内
情
報
伝
達
の
方
法
と
役
割
に
関
す
る
基
本
的
事
項

を
修
得
す
る
。
 

 【
①
 概

論
】
 

1.
 
細

胞
間
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
に

お
け
る

情
報
伝

達
様
式

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
細
胞
内
情
報
伝
達
】
 

1.
 
細

胞
膜
チ

ャ
ネ
ル

内
蔵
型

受
容
体

を
介
す

る
細
胞

内
情
報

伝
達
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
細

胞
膜
受

容
体
か

ら
G
タ

ン
パ
ク

系
を
介

す
る
細

胞
内
情

報
伝
達

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 
細

胞
膜
受

容
体
タ

ン
パ
ク

質
な
ど

の
リ
ン

酸
化
を

介
す
る

細
胞
内

情
報
伝

達
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

4.
 
細

胞
内
情

報
伝
達

に
お
け

る
セ
カ

ン
ド
メ

ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 
細

胞
内
（

核
内
）

受
容
体

を
介
す

る
細
胞

内
情
報

伝
達
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
③
細
胞
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】
 

1.
 
細

胞
間
の

接
着
構

造
、
主

な
細
胞

接
着
分

子
の
種

類
と
特

徴
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
主

な
細
胞

外
マ
ト

リ
ッ
ク

ス
分
子

の
種
類

と
特
徴

を
説
明

で
き
る

。
 

 （
7
）
細
胞
の
分
裂
と
死
 

G
IO

 
細
胞
周
期
と
分
裂
、
細
胞
死
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
細
胞
分
裂
】
 

1.
 細

胞
周
期

と
そ
の

制
御
機

構
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 体

細
胞
と

生
殖
細

胞
の
細

胞
分
裂

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

-
 4

4
 -

 
 

 

1.
 
遺

伝
情
報

の
保
存

と
発
現

の
流
れ

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
D
N
A、

遺
伝
子

、
染
色

体
、
ゲ
ノ

ム
と
は

何
か
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
②
遺
伝
情
報
を
担
う
分
子
】
 

1.
 
染

色
体
の

構
造
（

ヌ
ク
レ

オ
ソ
ー

ム
、
ク

ロ
マ
チ

ン
、
セ

ン
ト
ロ

メ
ア
、

テ
ロ
メ

ア
な
ど

）
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
遺

伝
子
の

構
造
（

プ
ロ
モ

ー
タ
ー

、
エ
ン

ハ
ン
サ

ー
、
エ

キ
ソ
ン

、
イ
ン

ト
ロ
ン

な
ど
）

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 
R
N
A
の

種
類

(h
n
RN
A、

m
RN
A、

rR
N
A、

t
RN
A
な

ど
)
と
機
能

に
つ
い

て
説
明

で
き
る
。
 

 【
③
遺
伝
子
の
複
製
】
 

1.
 
D
N
A
の

複
製
の

過
程
に

つ
い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
④
転
写
・
翻
訳
の
過
程
と
調
節
】
 

1.
 
D
N
A
か
ら

R
NA

へ
の
転

写
の
過
程

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
エ

ピ
ジ
ェ

ネ
テ
ィ

ッ
ク
な

転
写
制

御
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

3.
 
転

写
因
子

に
よ
る

転
写
制

御
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

4.
 
R
N
A
の

プ
ロ
セ

シ
ン
グ
（
キ

ャ
ッ

プ
構
造

、
ス
プ
ラ

イ
シ
ン

グ
、
s
n
R
NP
、
ポ

リ
A
鎖

な
ど

）
に
つ

い
て
説

明
で
き
る
。
 

5.
 
R
N
A
か

ら
タ
ン

パ
ク
質

へ
の
翻
訳

の
過
程

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑤
遺
伝
子
の
変
異
・
修
復
】
 

1.
 
D
N
A
の

変
異
と

修
復
に

つ
い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑥
組
換
え

D
N
A】

 

1.
 
遺

伝
子
工

学
技
術
（
遺
伝

子
ク
ロ

ー
ニ
ン

グ
、
cD
NA

ク
ロ
ー

ニ
ン

グ
、
PC
R、

組
換
え
タ

ン
パ
ク

質
発
現

法
な
ど

）
を

概
説
で
き

る
。
 

2.
 
遺

伝
子
改

変
生
物

（
遺
伝

子
導
入

•欠
損
動
物

、
ク
ロ

ー
ン
動

物
、

遺
伝

子
組

換
え

植
物

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
 

 （
5
）
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
生
命
活
動
を
支
え
る
代
謝
系
 

G
IO

 
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
生
、
貯
蔵
、
利
用
、
お
よ
び
こ
れ
ら
を
担
う
糖
質
、
脂
質
、
タ
ン
パ
ク

質
、
核
酸
の
代
謝
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
 概

論
】
 

1.
 
エ

ネ
ル
ギ

ー
代
謝

の
概
要

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
A
T
P
の
産
生
と
糖
質
代
謝
】
 

1.
 
解

糖
系
及

び
乳
酸

の
生
成

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
ク

エ
ン
酸

回
路

(T
C
A
サ
イ

ク
ル
)
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

3.
 
電

子
伝
達

系
（
酸

化
的
リ

ン
酸
化

）
と

AT
P
合
成

酵
素
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

4.
 
グ

リ
コ
ー

ゲ
ン
の

代
謝
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

5.
 
糖

新
生
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
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C
7
 
人
体
の
成
り
立
ち
と
生
体
機
能
の
調
節
 

G
IO

 
人
体
の
成
り
立
ち
を
個
体
、
器
官
、
細
胞
の
各
レ
ベ
ル
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、

人
体
の
構
造
、
機
能
、
調
節
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 （
1
）
人
体
の
成
り
立
ち
 

G
IO

 
遺
伝
、
発
生
、
お
よ
び
各
器
官
の
構
造
と
機
能
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
遺
伝
】
 

1.
 
遺

伝
子
と

遺
伝
の

し
く
み

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

2.
 
遺

伝
子
多

型
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

3.
 
代

表
的
な

遺
伝
疾

患
を
概

説
で
き

る
。
 

 【
②
発
生
】
 

1.
 

個
体
発
生

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

2.
 

細
胞
の
分

化
に
お

け
る
幹

細
胞
、

前
駆
細

胞
の
役

割
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

 【
③
器
官
系
概
論
】
 

1.
 

人
体
を
構

成
す
る

器
官
、

器
官
系

の
名
称

、
形
態

、
体
内

で
の
位

置
お
よ

び
機
能

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

組
織
、
器

官
を
構

成
す
る

代
表
的

な
細
胞

の
種
類
（
上
皮

、
内
皮

、
間
葉

系
な
ど

）
を

列
挙
し
、
形
態
的

お
よ
び

機

能
的
特
徴

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

実
験
動
物

・
人
体

模
型
・

シ
ミ
ュ

レ
ー
タ

ー
な
ど

を
用
い

て
各
種

臓
器
の

名
称
と

位
置
を

確
認
で

き
る

。（
技

能
）
 

4.
 

代
表
的
な

器
官
の

組
織
や

細
胞
を

顕
微
鏡

で
観
察

で
き
る

。（
技

能
）
 

 【
④
神
経
系
】
 

1.
 

中
枢
神
経

系
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
2.

 
末

梢
（
体

性
・
自

律
）
神

経
系
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
 【
⑤
骨
格
系
・
筋
肉
系
】
 

1.
 

骨
、
筋
肉

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

2.
 

代
表
的
な

骨
格
筋

お
よ
び

関
節
の

名
称
を

挙
げ
、

位
置
を

示
す
こ

と
が
で

き
る
。
 

 【
⑥
皮
膚
】
 

1.
 

皮
膚
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

 【
⑦
循
環
器
系
】
 

1.
 

心
臓
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

2.
 

血
管
系
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

3.
 

リ
ン
パ
管

系
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

-
 4

6
 -

 
 

 

 【
②
細
胞
死
】
 

1.
 細

胞
死
（

ア
ポ
ト

ー
シ
ス

と
ネ
ク

ロ
ー
シ

ス
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
③
が
ん
細
胞
】
 

1.
 
正

常
細
胞

と
が
ん

細
胞
の

違
い
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
が

ん
遺
伝

子
と
が

ん
抑
制

遺
伝
子

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 
 

-
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5
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 【
④
サ
イ
ト
カ
イ
ン
・
増
殖
因
子
に
よ
る
調
節
機
構
】
 

1.
 
代

表
的
な

サ
イ
ト

カ
イ
ン

、
増
殖

因
子
を

挙
げ
、

生
理
活

性
お
よ

び
作
用

機
構
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

 【
⑤
血
圧
の
調
節
機
構
】
 

1.
 
血

圧
の
調

節
機
構

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑥
血
糖
の
調
節
機
構
】
 

1.
 
血

糖
の
調

節
機
構

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑦
体
液
の
調
節
】
 

1.
 
体

液
の
調

節
機
構

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

2.
 
尿

の
生
成

機
構
、

尿
量
の

調
節
機

構
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

 【
⑧
体
温
の
調
節
】
 

1.
 
体

温
の
調

節
機
構

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑨
血
液
凝
固
・
線
溶
系
】
 

1.
 
血

液
凝
固

・
線
溶

系
の
機

構
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

 【
⑩
性
周
期
の
調
節
】
 

1.
 
性

周
期
の

調
節
機

構
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

 
 

-
 4

8
 -

 
 

 

 【
⑧
呼
吸
器
系
】
 

1.
 

肺
、
気
管

支
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

 【
⑨
消
化
器
系
】
 

1.
 

胃
、
小
腸

、
大
腸

な
ど
の

消
化
管

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

2.
 

肝
臓
、
膵

臓
、
胆

囊
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

 【
⑩
泌
尿
器
系
】
 

1.
 
泌

尿
器
系

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑪
生
殖
器
系
】
 

1.
 
生

殖
器
系

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑫
内
分
泌
系
】
 

1.
 
内

分
泌
系

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑬
感
覚
器
系
】
 

1.
 
感

覚
器
系

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑭
血
液
・
造
血
器
系
】
 

1.
 
血

液
・
造

血
器
系

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 （
2
）
生
体
機
能
の
調
節
 

G
IO

 
生
体
の
維
持
に
関
わ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
担
う
代
表
的
な
情
報
伝
達
物
質
の
種
類
、
作
用

発
現
機
構
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
神
経
に
よ
る
調
節
機
構
】
 

1.
 
神

経
細
胞

の
興
奮

と
伝
導

、
シ
ナ

プ
ス
伝

達
の
調

節
機
構

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
代

表
的
な

神
経
伝

達
物
質

を
挙
げ

、
生
理

活
性
お

よ
び
作

用
機
構

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

3.
 
神

経
系
、

感
覚
器

を
介
す

る
ホ
メ

オ
ス
タ

シ
ス
の

調
節
機

構
の
代

表
例
を

列
挙
し

、
概
説

で
き
る

。
 

4.
 
神

経
に
よ

る
筋
収

縮
の
調

節
機
構

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
ホ
ル
モ
ン
・
内
分
泌
系
に
よ
る
調
節
機
構
】
 

1.
 
代

表
的
な

ホ
ル
モ

ン
を
挙

げ
、
そ

の
産
生

器
官
、

生
理
活

性
お
よ

び
作
用

機
構
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

 【
③
オ
ー
タ
コ
イ
ド
に
よ
る
調
節
機
構
】
 

1.
 
代

表
的
な

オ
ー
タ

コ
イ
ド

を
挙
げ

、
生
理

活
性
お

よ
び
作

用
機
構

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

-
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 【
②
 免

疫
反
応
の
利
用
】
 

1.
 
ワ

ク
チ

ン
の

原
理

と
種
類

（
生
ワ

ク
チ

ン
、

不
活

化
ワ
ク

チ
ン
、

ト
キ

ソ
イ

ド
、

混
合
ワ

ク
チ
ン

な
ど

）
に

つ
い

て

説
明
で
き

る
。
 

2.
 
モ

ノ
ク
ロ

ー
ナ
ル

抗
体
と

ポ
リ
ク

ロ
ー
ナ

ル
抗
体

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 
血

清
療
法

と
抗
体

医
薬
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

4.
 
抗

原
抗
体

反
応
を

利
用
し

た
検
査

方
法
（

E
LI
S
A
法
、

ウ
エ
ス
タ

ン
ブ
ロ

ッ
ト
法

な
ど
）

を
実
施

で
き
る

。
(
技
能
）
 

 （
3
）
微
生
物
の
基
本
 

G
IO

 
微
生
物
の
分
類
、
構
造
、
生
活
環
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
 総

論
】
 

1.
 

原
核
生
物

、
真
核

生
物
お

よ
び
ウ

イ
ル
ス

の
特
徴

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
 細

菌
】
 

1.
 

細
菌
の
分

類
や
性

質
（
系
統

学
的

分
類
、
グ

ラ
ム
陽

性
菌
と

陰
性

菌
、
好
気

性
菌
と

嫌
気
性

菌
な

ど
）
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

細
菌
の
構

造
と
増

殖
機
構

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

細
菌
の
異

化
作
用

（
呼
吸

と
発
酵

）
お
よ

び
同
化

作
用
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

細
菌
の
遺

伝
子
伝

達
（
接

合
、
形

質
導
入

、
形
質

転
換
）

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

薬
剤
耐
性

菌
お
よ

び
薬
剤

耐
性
化

機
構
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

6.
 

代
表
的
な

細
菌
毒

素
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
③
 ウ

イ
ル
ス
】
 

1.
 
ウ

イ
ル
ス

の
構
造

、
分
類

、
お
よ

び
増
殖

機
構
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
④
 真

菌
・
原
虫
・
蠕
虫
】
 

1.
 
真

菌
の
性

状
を
概

説
で
き

る
。
 

2.
 
原

虫
お
よ

び
蠕
虫

の
性
状

を
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑤
 消

毒
と
滅
菌
】
 

1.
 
滅

菌
、
消

毒
お
よ

び
殺
菌

、
静
菌

の
概
念

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
主

な
滅
菌

法
お
よ

び
消
毒

法
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑥
 検

出
方
法
】
 

1.
 
グ

ラ
ム
染

色
を
実

施
で
き

る
。（

技
能
）
 

2.
 
無

菌
操
作

を
実
施

で
き
る

。（
技

能
）
 

3.
 
代

表
的
な

細
菌
ま

た
は
真

菌
の
分

離
培
養

、
純
培

養
を
実

施
で
き

る
。
（
技
能

）
 

-
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C
8
 
生
体
防
御
と
微
生
物
 

G
IO

 
生
体
の
恒
常
性
が
崩
れ
た
と
き
に
生
ず
る
変
化
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
免
疫
反

応
に
よ
る
生
体
防
御
機
構
と
そ
の
破
綻
、
お
よ
び
代
表
的
な
病
原
微
生
物
に
関
す
る
基
本
的
事

項
を
修
得
す
る
。
 

 （
1
）
身
体
を
ま
も
る
 

G
IO

 
ヒ
ト
の
主
な
生
体
防
御
反
応
と
し
て
の
免
疫
応
答
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
 生

体
防
御
反
応
】
 

1.
 
異

物
の
侵

入
に
対

す
る
物

理
的
、

生
理
的

、
化
学

的
バ
リ

ア
ー
、

お
よ
び

補
体
の

役
割
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
免

疫
反
応

の
特
徴
（

自
己
と

非
自

己
の
識

別
、
特
異

性
、
多
様
性
、
ク
ロ
ー

ン
性
、
記
憶
、
寛
容
）
を
説
明

で
き
る
。
 

3.
 
自

然
免
疫

と
獲
得

免
疫
、

お
よ
び

両
者
の

関
係
を

説
明
で

き
る
。
 

4.
 
体

液
性
免

疫
と
細

胞
性
免

疫
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
②
免
疫
を
担
当
す
る
組
織
・
細
胞
】
 

1.
 
免

疫
に
関

与
す
る

組
織
を

列
挙
し

、
そ
の

役
割
を

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
免

疫
担
当

細
胞
の

種
類
と

役
割
を

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
免

疫
反
応

に
お
け

る
主
な

細
胞
間

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
分
子
レ
ベ
ル
で
見
た
免
疫
の
し
く
み
】
 

1.
 
自

然
免
疫

お
よ
び

獲
得
免

疫
に
お

け
る
異

物
の
認

識
を
比

較
し
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
M
H
C
抗

原
の
構

造
と
機

能
お
よ
び

抗
原
提

示
で
の

役
割
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
T
細
胞
と

B
細

胞
に
よ

る
抗
原
認

識
の
多

様
性
（

遺
伝
子

再
構
成

）
と
活

性
化
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

4.
 
抗

体
分
子

の
基
本

構
造
、

種
類
、

役
割
を

説
明
で

き
る
。
 

5.
 
免

疫
系
に

関
わ
る

主
な
サ

イ
ト
カ

イ
ン
を

挙
げ
、

そ
の
作

用
を
概

説
で
き

る
。
 

 （
2
）
免
疫
系
の
制
御
と
そ
の
破
綻
・
免
疫
系
の
応
用
 

G
IO

 
免
疫
応
答
の
制
御
と
そ
の
破
綻
、
お
よ
び
免
疫
反
応
の
臨
床
応
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修

得
す
る
。
 

 【
①
 免

疫
応
答
の
制
御
と
破
綻
】
 

1.
 
炎

症
の
一

般
的
症

状
、
担

当
細
胞

お
よ
び

反
応
機

構
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
ア

レ
ル
ギ

ー
を
分

類
し
、

担
当
細

胞
お
よ

び
反
応

機
構
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
自

己
免
疫

疾
患
と

免
疫
不

全
症
候

群
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

4.
 
臓

器
移
植

と
免
疫

反
応
の

関
わ
り

（
拒
絶

反
応
、

免
疫
抑

制
剤
な

ど
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

5.
 
感

染
症
と

免
疫
応

答
と
の

関
わ
り

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

6.
 
腫

瘍
排
除

に
関
与

す
る
免

疫
反
応

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
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D
 
衛

生
薬
学
 

 D
1
 
健
康
 

G
IO

 
人
々
の
健
康
増
進
、
公
衆
衛
生
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
現
代
社
会
に
お

け
る
疾
病
と
そ
の
予
防
、
栄
養
と
健
康
に
関
す
る
基
本
的
知
識
、
技
能
、
態
度
を
修
得
す
る
。
 

 （
1
）
社
会
・
集
団
と
健
康
 

G
IO

 
人
々
（
集
団
）
の
健
康
と
疾
病
の
現
状
お
よ
び
そ
の
影
響
要
因
を
把
握
す
る
た
め
に
、
保
健
統

計
と
疫
学
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
健
康
と
疾
病
の
概
念
】
 

1.
 

健
康
と
疾

病
の
概

念
の
変

遷
と
、

そ
の
理

由
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
②
保
健
統
計
】
 

1.
 

集
団
の
健

康
と
疾

病
の
現

状
お
よ

び
そ
の

影
響
要

因
を
把

握
す
る

上
で
の

人
口
統

計
の
意

義
を
概

説
で
き

る
。
 

2.
 

人
口
統
計

お
よ
び

傷
病
統

計
に
関

す
る
指

標
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 

3.
 

人
口
動
態

（
死
因

別
死
亡

率
な
ど

）
の
変

遷
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
③
疫
学
】
 

1.
 

疾
病
の
予

防
に
お

け
る
疫

学
の
役

割
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

疫
学
の
三

要
因
（

病
因
、

環
境
要

因
、
宿

主
要
因

）
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

疫
学
の
種

類
（
記

述
疫
学

、
分
析

疫
学
な

ど
）
と

そ
の
方

法
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

4.
 

リ
ス
ク
要

因
の
評

価
と
し

て
、
オ

ッ
ズ
比
、

相
対

危
険
度
、

寄
与

危
険
度

お
よ
び

信
頼
区

間
に
つ

い
て
説

明
し
、

計

算
で
き
る

。（
知
識
・

技
能
）
 

 （
2
）
疾
病
の
予
防
 

G
IO

 
健
康
を
理
解
し
疾
病
の
予
防
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
感
染
症
、
生
活
習
慣
病
、

職
業
病
な
ど
に
つ
い
て
の
現
状
と
そ
の
予
防
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
疾
病
の
予
防
と
は
】
 

1.
 

疾
病
の
予

防
に
つ

い
て
、

一
次
、

二
次
、

三
次
予

防
と
い

う
言
葉

を
用
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

健
康
増
進

政
策
（

健
康
日

本
２
１

な
ど
）

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
②
感
染
症
と
そ
の
予
防
】
 

1.
 

現
代
に
お

け
る
感

染
症
（

日
和
見

感
染
、

院
内
感

染
、
新
興

感
染

症
、
再

興
感
染

症
な
ど
）

の
特

徴
に
つ

い
て
説

明

で
き
る
。
 

2.
 

感
染
症
法

に
お
け

る
、
感

染
症
と

そ
の
分

類
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

-
 5
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 （
4
）
病
原
体
と
し
て
の
微
生
物
 

G
IO

 
ヒ
ト
と
微
生
物
の
関
わ
り
お
よ
び
病
原
微
生
物
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
感
染
の
成
立
と
共
生
】
 

1.
 
感

染
の
成

立
（
感

染
源
、

感
染
経

路
、
侵

入
門
戸

な
ど
）

と
共
生

（
腸
内

細
菌
な

ど
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
日

和
見
感

染
と
院

内
感
染

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
代
表
的
な
病
原
体
】
 

1.
 
D
N
A
ウ

イ
ル
ス
（
ヒ
ト

ヘ
ル
ペ
ス

ウ
イ
ル

ス
、
ア

デ
ノ
ウ

イ
ル
ス

、
パ
ピ

ロ
ー
マ

ウ
イ
ル

ス
、
B
型
肝

炎
ウ
イ

ル
ス
な

ど
）
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

2.
 
R
N
A
ウ

イ
ル
ス
（

ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス

、
ロ
タ

ウ
イ
ル

ス
、
ポ
リ

オ
ウ

イ
ル
ス

、
コ
ク

サ
ッ
キ

ー
ウ
イ

ル
ス
、
エ
コ
ー

ウ
イ

ル
ス
、
ラ

イ
ノ
ウ

イ
ル
ス
、
Ａ
型

肝
炎
ウ

イ
ル
ス

、
C
型

肝
炎
ウ

イ
ル
ス

、
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
ウ

イ
ル
ス

、
麻
疹

ウ
イ

ル
ス
、
風
疹
ウ

イ
ル
ス

、
日
本
脳

炎
ウ
イ

ル
ス

、
狂
犬

病
ウ
イ
ル

ス
、
ム
ン
プ

ス
ウ
イ

ル
ス
、
H
I
V
、
H
T
LV

な
ど
）
に

つ
い
て
概

説
で
き

る
。
 

3.
 
グ

ラ
ム

陽
性

球
菌

（
ブ
ド

ウ
球
菌

、
レ

ン
サ

球
菌

な
ど
）

お
よ
び

グ
ラ

ム
陽

性
桿

菌
（
破

傷
風
菌

、
ガ

ス
壊

疽
菌

、

ボ
ツ
リ
ヌ

ス
菌
、

ジ
フ
テ

リ
ア
菌

、
炭
疽

菌
、
セ

レ
ウ
ス

菌
、
デ

ィ
フ
ィ

シ
ル
菌

な
ど
）

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

4.
 
グ

ラ
ム
陰

性
球
菌
（

淋
菌
、
髄
膜

炎
菌
な

ど
）
お
よ

び
グ
ラ

ム
陰

性
桿
菌
（

大
腸
菌

、
赤
痢

菌
、
サ

ル
モ
ネ

ラ
属
菌
、

チ
フ

ス
菌

、
エ

ル
シ

ニ
ア

属
菌
、

ク
レ

ブ
シ

エ
ラ

属
菌
、

コ
レ
ラ

菌
、

百
日

咳
菌

、
腸
炎

ビ
ブ
リ

オ
、

緑
膿

菌
、

レ

ジ
オ
ネ
ラ

、
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
菌

な
ど
）

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

5.
 
グ

ラ
ム

陰
性

ら
せ

ん
菌
（

ヘ
リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ
、

カ
ン
ピ

ロ
バ

ク
タ

ー
・

ジ
ェ
ジ

ュ
ニ
／

コ
リ

な
ど

）
お

よ

び
ス
ピ
ロ

ヘ
ー
タ

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

6.
 
抗

酸
菌
（

結
核
菌

、
ら
い

菌
な
ど

）
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

7.
 
マ

イ
コ
プ

ラ
ズ
マ

、
リ
ケ

ッ
チ
ア

、
ク
ラ

ミ
ジ
ア

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

8.
 
真

菌
（

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル
ス

、
ク
リ

プ
ト

コ
ッ

ク
ス

、
カ
ン

ジ
ダ
、

ム
ー

コ
ル

、
白

癬
菌
な

ど
）
に

つ
い

て
概

説
で

き

る
。
 

9.
 
原

虫
（

マ
ラ

リ
ア

原
虫
、

ト
キ
ソ

プ
ラ

ズ
マ

、
腟

ト
リ
コ

モ
ナ
ス

、
ク

リ
プ

ト
ス

ポ
リ
ジ

ウ
ム
、

赤
痢

ア
メ

ー
バ

な

ど
）、

蠕
虫
（

回
虫
、

鞭
虫
、
ア

ニ
サ
キ

ス
、
エ

キ
ノ
コ

ッ
ク
ス

な
ど
）

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
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【
③
食
中
毒
と
食
品
汚
染
】
 

1.
 

代
表
的
な

細
菌
性

・
ウ
イ

ル
ス
性

食
中
毒

を
列
挙

し
、
そ

れ
ら
の

原
因
と

な
る
微

生
物
の

性
質
、
症

状
、
原

因
食
品

お
よ
び
予

防
方
法

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

食
中
毒
の

原
因
と

な
る
代

表
的
な

自
然
毒

を
列
挙

し
、
そ

の
原
因

物
質
、
作
用
機

構
、
症

状
の
特

徴
を
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

化
学
物
質
（

重
金

属
、
残
留

農
薬

な
ど
）
や

カ
ビ

に
よ
る

食
品
汚

染
の
具

体
例
を

挙
げ
、

ヒ
ト
の

健
康
に

及
ぼ
す

影

響
を
説
明

で
き
る

。
 

 
 

-
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3.
 

代
表
的
な

性
感
染

症
を
列

挙
し
、

そ
の
予

防
対
策

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

予
防
接
種

の
意
義

と
方
法

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防
】
 

1.
 

生
活
習
慣

病
の
種

類
と
そ

の
動
向

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

生
活
習
慣

病
の
代

表
的
な

リ
ス
ク

要
因
を

列
挙
し

、
そ
の

予
防
法

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

食
生
活
や

喫
煙
な

ど
の
生

活
習
慣

と
疾
病

の
関
わ

り
に
つ

い
て
討

議
す
る

。（
態
度
）
 

 【
④
母
子
保
健
】
 

1.
 

新
生
児
マ

ス
ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
の

意
義
に

つ
い
て

説
明
し

、
代
表

的
な
検

査
項
目

を
列
挙

で
き
る

。
 

2.
 

母
子
感
染

す
る
代

表
的
な

疾
患
を

列
挙
し

、
そ
の

予
防
対

策
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑤
労
働
衛
生
】
 

1.
 

代
表
的
な

労
働
災

害
、
職

業
性
疾

病
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

労
働
衛
生

管
理
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 （
3
）
栄
養
と
健
康
 

G
IO

 
食
生
活
が
健
康
に
与
え
る
影
響
を
科
学
的
に
理
解
す
る
た
め
に
、
栄
養
と
食
品
機
能
、
食
品
衛

生
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
栄
養
】
 

1.
 

五
大
栄
養

素
を
列

挙
し
、

そ
れ
ぞ

れ
の
役

割
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

各
栄
養
素

の
消
化

、
吸
収

、
代
謝

の
プ
ロ

セ
ス
を

概
説
で

き
る
。
 

3.
 

食
品
中
の

三
大
栄

養
素
の

栄
養
的

な
価
値

を
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

五
大
栄
養

素
以
外

の
食
品

成
分
（

食
物
繊

維
、
抗

酸
化
物

質
な
ど

）
の
機

能
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

5.
 

エ
ネ
ル
ギ

ー
代
謝

に
関
わ

る
基
礎

代
謝
量

、
呼
吸

商
、
推

定
エ
ネ

ル
ギ
ー

必
要
量

の
意
味

を
説
明

で
き
る

。
 

6.
 

日
本
人
の

食
事
摂

取
基
準

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

7.
 

栄
養
素
の

過
不
足

に
よ
る

主
な
疾

病
を
列

挙
し
、

説
明
で

き
る
。
 

8.
 

疾
病
治
療

に
お
け

る
栄
養

の
重
要

性
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
②
食
品
機
能
と
食
品
衛
生
】
 

1.
 

炭
水
化
物

・
タ
ン

パ
ク
質

が
変
質

す
る
機

構
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

油
脂
が
変

敗
す
る

機
構
を

説
明
し

、
油
脂

の
変
質

試
験
を

実
施
で

き
る

。（
知

識
・
技

能
）
 

3.
 

食
品
の
変

質
を
防

ぐ
方
法

（
保
存

法
）
を

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

食
品
成
分

由
来
の

発
が
ん

性
物
質

を
列
挙

し
、
そ

の
生
成

機
構
を

説
明

で
き
る
。
 

5.
 

代
表
的
な

食
品
添

加
物
を

用
途
別

に
列
挙

し
、
そ

れ
ら
の

働
き
を

説
明
で

き
る
。
 

6.
 

特
別
用
途

食
品
と

保
健
機

能
食
品

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

7.
 

食
品
衛
生

に
関
す

る
法
的

規
制
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
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（
2
）
生
活
環
境
と
健
康
 

G
IO

 
地
球
生
態
系
や
生
活
環
境
を
保
全
、
維
持
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
環
境
汚
染
物
質
な
ど

の
成
因
、
測
定
法
、
生
体
へ
の
影
響
、
汚
染
防
止
、
汚
染
除
去
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を

修
得
す
る
。
 

 【
①
地
球
環
境
と
生
態
系
】
 

1.
 
地

球
規
模

の
環
境

問
題
の

成
因
、

人
に
与

え
る
影

響
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
生

態
系
の

構
成
員

を
列
挙

し
、
そ

の
特
徴

と
相
互

関
係
を

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
化

学
物
質

の
環
境

内
動
態

（
生
物

濃
縮
な

ど
）
に

つ
い
て

例
を
挙

げ
て
説

明
で
き

る
。
 

4.
 
地

球
環
境

の
保
全

に
関
す

る
国
際

的
な
取

り
組
み

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 
人

が
生
態

系
の
一

員
で
あ

る
こ
と

を
ふ
ま

え
て
環

境
問
題

を
討
議

す
る

。（
態

度
）
 
 

 【
②
環
境
保
全
と
法
的
規
制
】
 

1.
 
典

型
七
公

害
と
そ

の
現
状

、
お
よ

び
四
大

公
害
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
環

境
基
本

法
の
理

念
を
説

明
で
き

る
。
 

3.
 
環

境
汚
染

（
大
気

汚
染
、

水
質
汚

濁
、
土

壌
汚
染

な
ど
）

を
防
止

す
る
た

め
の
法

規
制
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
③
水
環
境
】
 

1.
 
原

水
の
種

類
を
挙

げ
、
特

徴
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
水

の
浄
化

法
、
塩

素
処
理

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 
水

道
水
の

水
質
基

準
の
主

な
項
目

を
列
挙

し
、
測

定
で
き

る
。（

知
識
・

技
能
）
 

4.
 
下

水
処
理

お
よ
び

排
水
処

理
の
主

な
方
法

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 
水

質
汚
濁

の
主
な

指
標
を

列
挙
し

、
測
定

で
き
る

。（
知
識
・
技

能
）
 

6.
 
富

栄
養
化

の
原
因

と
そ
れ

に
よ
っ

て
も
た

ら
さ
れ

る
問
題

点
を
挙

げ
、
対

策
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
④
大
気
環
境
】
 

1.
 
主

な
大
気

汚
染
物

質
を
列

挙
し
、

そ
の
推

移
と
発

生
源
、

健
康
影

響
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
主

な
大
気

汚
染
物

質
を
測

定
で
き

る
。
（
技
能

）
 

3.
 
大

気
汚
染

に
影
響

す
る
気

象
要
因

（
逆
転

層
な
ど

）
を
概

説
で
き

る
。
 

 【
⑤
室
内
環
境
】
 

1.
 
室

内
環
境

を
評
価

す
る
た

め
の
代

表
的
な

指
標
を

列
挙
し

、
測
定

で
き
る

。（
知
識
・

技
能
）
 

2.
 
室

内
環
境

と
健
康

と
の
関

係
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑥
廃
棄
物
】
 

1.
 
廃

棄
物
の

種
類
と

処
理
方

法
を
列

挙
で
き

る
。
 

2.
 
廃

棄
物
処

理
の
問

題
点
を

列
挙
し

、
そ
の

対
策
を

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
マ

ニ
フ
ェ

ス
ト
制

度
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

-
 5

6
 -

 
 

 

D
2
 
環
境
 

G
IO

 
人
々
の
健
康
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
の
維
持
と
公
衆
衛
生
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
に
、
化
学
物
質
な
ど
の
ヒ
ト
へ
の
影
響
、
適
正
な
使
用
、
お
よ
び
地
球
生
態
系
や
生
活

環
境
と
健
康
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
基
本
的
知
識
、
技
能
、
態
度
を
修
得
す
る
。
 

 （
1
）
化
学
物
質
・
放
射
線
の
生
体
へ
の
影
響
 

G
IO

 
化
学
物
質
な
ど
の
生
体
へ
の
有
害
作
用
を
回
避
し
、
適
正
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、

化
学
物
質
の
毒
性
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
化
学
物
質
の
毒
性
】
 

1.
 
代

表
的
な

有
害
化

学
物
質

の
吸
収

、
分
布

、
代
謝

、
排
泄

の
基
本

的
な
プ

ロ
セ
ス

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
肝

臓
、
腎

臓
、
神

経
な
ど

に
特
異

的
に
毒

性
を
示

す
代
表

的
な
化

学
物
質

を
列
挙

で
き
る

。
 

3.
 
重

金
属

、
P
C
B、

ダ
イ
オ
キ

シ
ン

な
ど
の

代
表
的

な
有
害

化
学
物

質
や
農

薬
の
急

性
毒
性

、
慢
性

毒
性
の

特
徴
に

つ
い

て
説
明
で

き
る
。
 

4.
 
重

金
属
や

活
性
酸

素
に
よ

る
障
害

を
防
ぐ

た
め
の

生
体
防

御
因
子

に
つ
い

て
具
体

例
を
挙

げ
て
説

明
で
き

る
。
 

5.
 
薬

物
の
乱

用
に
よ

る
健
康

へ
の
影

響
に
つ

い
て
説

明
し
、

討
議
す

る
。
（
知
識

・
態
度

）
 

6.
 
代

表
的
な

中
毒
原

因
物
質

の
解
毒

処
置
法

を
説
明

で
き
る

。
 

7.
 
代

表
的
な

中
毒
原

因
物
質

（
乱
用

薬
物
を

含
む
）

の
試
験

法
を
列

挙
し
、

概
説
で

き
る
。
 

 【
②
化
学
物
質
の
安
全
性
評
価
と
適
正
使
用
】
 

1.
 

個
々

の
化

学
物

質
の

使
用

目
的

に
鑑

み
、

適
正

使
用

と
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
討

議
す

る
。
（

態

度
）
 

2.
 

化
学
物
質

の
毒
性

を
評
価

す
る
た

め
の
主

な
試
験

法
を
列

挙
し
、

概
説
で

き
る
。
 

3.
 

毒
性
試
験

の
結
果

を
評
価

す
る
の

に
必
要

な
量

-反
応

関
係
、
閾

値
、
無
毒

性
量
（

N
OA
E
L）

な
ど
に
つ

い
て
概

説
で

き
る
。
 

4.
 

化
学
物
質

の
安
全

摂
取
量

（
1日

許
容
摂

取
量
な

ど
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

5.
 

有
害
化
学

物
質
に

よ
る
人

体
影
響

を
防
ぐ

た
め
の

法
的
規

制
（
化

審
法
、

化
管
法

な
ど
）

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
化
学
物
質
に
よ
る
発
が
ん
】
 

1.
 

発
が
ん
性

物
質
な

ど
の
代

謝
的
活

性
化
の

機
構
を

列
挙
し

、
そ
の

反
応
機

構
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

遺
伝
毒
性

試
験
（

A
me
s試

験
な
ど

）
の
原

理
を
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

発
が
ん
に

至
る
過

程
（
イ

ニ
シ
エ

ー
シ
ョ

ン
、
プ

ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

な
ど
）

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
④
放
射
線
の
生
体
へ
の
影
響
】
 

1.
 

電
離
放
射

線
を
列

挙
し
、

生
体
へ

の
影
響

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

代
表
的
な

放
射
性

核
種
（

天
然
、

人
工
）

と
生
体

と
の
相

互
作
用

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

電
離
放
射

線
を
防

御
す
る

方
法
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

4.
 

非
電
離
放

射
線
（

紫
外
線

、
赤
外

線
な
ど

）
を
列

挙
し
、

生
体
へ

の
影
響

を
説
明

で
き
る

。
 

-
 5

5
 -
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- 5
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- 
  【
①
症
候
】
 

1.
 

以
下
の
症

候
・
病

態
に
つ

い
て
、
生
じ
る

原
因
と

そ
れ
ら

を
伴
う

代
表
的

疾
患
を

挙
げ
、
患
者
情

報
を
も

と
に
疾

患

を
推
測
で

き
る
。

 
 

シ
ョ

ッ
ク

、
高

血
圧

、
低

血
圧

、
発

熱
、

け
い

れ
ん

、
意

識
障

害
・

失
神

、
チ

ア
ノ

ー
ゼ

、
脱

水
、

全
身

倦
怠

感
、

肥
満

・
や

せ
、

黄
疸

、
発

疹
、

貧
血

、
出

血
傾

向
、

リ
ン

パ
節

腫
脹

、
浮

腫
、

心
悸

亢
進

・
動

悸
、

胸
水

、
胸

痛
、

呼
吸
困
難

、
咳
・

痰
、
血

痰
・
喀

血
、
め

ま
い
、

頭
痛
、

運
動
麻

痺
・
不

随
意
運

動
・
筋

力
低
下

、
腹
痛

、
悪
心
・

嘔
吐

、
嚥

下
困

難
・

障
害

、
食

欲
不

振
、

下
痢

・
便

秘
、

吐
血

・
下

血
、

腹
部

膨
満

（
腹

水
を

含
む

）
、

タ
ン

パ
ク

尿
、

血
尿
、
尿

量
・
排
尿

の
異
常
、

月
経
異

常
、
関
節

痛
・
関
節

腫
脹
、
腰

背
部
痛
、

記
憶
障
害
、

知
覚
異

常
（
し

び
れ
を
含

む
）
・
神
経

痛
、
視
力

障
害
、

聴
力
障

害
 

 【
②
病
態
・
臨
床
検
査
】
 

1.
 

尿
検
査
お

よ
び
糞

便
検
査

の
検
査

項
目
を

列
挙
し

、
目
的

と
異
常

所
見
を

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
血

液
検
査

、
血
液

凝
固
機

能
検
査

お
よ
び

脳
脊
髄

液
検
査

の
検
査

項
目
を

列
挙
し

、
目
的

と
異
常

所
見
を

説
明
で

き

る
。

 
3.

 
血

液
生
化

学
検
査

の
検
査

項
目
を

列
挙
し

、
目
的

と
異
常

所
見
を

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
免

疫
学
的

検
査
の

検
査
項

目
を
列

挙
し
、

目
的
と

異
常
所

見
を
説

明
で
き

る
。

 
5.

 
動

脈
血
ガ

ス
分
析

の
検
査

項
目
を

列
挙
し

、
目
的

と
異
常

所
見
を

説
明
で

き
る
。

 
6.

 
代

表
的

な
生

理
機

能
検

査
（

心
機

能
、

腎
機

能
、

肝
機

能
、

呼
吸

機
能

等
）
、

病
理

組
織

検
査

お
よ

び
画

像
検

査
の

検
査
項
目

を
列
挙

し
、
目

的
と
異

常
所
見

を
説
明

で
き
る

。
 

7.
 

代
表
的
な

微
生
物

検
査
の

検
査
項

目
を
列

挙
し
、

目
的
と

異
常
所

見
を
説

明
で
き

る
。

 
8.

 
代

表
的
な

フ
ィ
ジ

カ
ル
ア

セ
ス
メ

ン
ト
の

検
査
項

目
を
列

挙
し
、

目
的
と

異
常
所

見
を
説

明
で
き

る
。

 
 （
3
）
薬
物
治
療
の
位
置
づ
け
 

G
IO

 
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
薬
物
治
療
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
代
表
的
な
疾
患

に
お
け
る
治
療
と
薬
物
療
法
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 
1.

 
代

表
的
な

疾
患
に

お
け
る

薬
物
治

療
、
食
事
療

法
、
そ

の
他
の
非

薬
物
治

療
（

外
科
手

術
な
ど
）
の
位

置
づ
け

を
説

明
で
き
る

。
 

2.
 

代
表

的
な

疾
患

に
お

け
る

薬
物

治
療

の
役

割
に

つ
い

て
、

病
態

、
薬

効
薬

理
、

薬
物

動
態

に
基

づ
い

て
討

議
す

る
。

（
知
識
・

技
能
）

 
 （
4
）
医
薬
品
の
安
全
性
 

G
IO

 
医
療
に
お
け
る
医
薬
品
の
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
有
害
事
象
（
副
作
用
、

相
互
作
用
）、

薬
害
、
薬
物
乱
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 
1.

 
薬

物
の
主

作
用
と

副
作
用

、
毒
性

と
の
関

連
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 

- 5
7 

- 
 Ｅ

 
医

療
薬
学
 

 E
1
 
薬
の
作
用
と
体
の
変
化
 
 

G
IO

 
疾
病
と
薬
物
の
作
用
に
関
す
る
知
識
を
修
得
し
、
医
薬
品
の
作
用
す
る
過
程
を
理
解
す
る
。
 

  
（
1
）
薬
の
作
用
 

G
IO

 
医
薬
品
を
薬
効
に
基
づ
い
て
適
正
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
薬
物
の
生
体
内
に
お

け
る
作
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
薬
の
作
用
】
 

1.
 
薬

の
用
量

と
作
用

の
関
係

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
ア

ゴ
ニ
ス

ト
（
作

用
薬
、
作
動
薬

、
刺
激

薬
）
と

ア
ン
タ

ゴ
ニ
ス

ト
（
拮

抗
薬
、
遮
断
薬
）
に
つ

い
て
説

明
で
き
る
。

 
3.

 
薬

物
が

作
用

す
る
し

く
み

に
つ
い

て
、

受
容

体
、
酵

素
、

イ
オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

お
よ
び

ト
ラ

ン
ス
ポ

ー
タ

ー
を

例
に
挙

げ
て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 
代

表
的
な

受
容
体

を
列
挙

し
、
刺

激
あ
る

い
は
遮

断
さ
れ

た
場
合

の
生
理

反
応
を

説
明
で

き
る
。

 
5.

 
薬

物
の

作
用

発
現
に

関
連

す
る
代

表
的

な
細

胞
内
情

報
伝

達
系
を

列
挙

し
、

活
性
化

あ
る

い
は
抑

制
さ

れ
た

場
合
の

生
理
反
応

を
説
明

で
き
る

。（
C6
(
6
)【

②
細
胞
内

情
報
伝

達
】
1
.
～
 
5
. 
参
照
）

 
6.

 
薬

物
の
体

内
動
態

（
吸
収

、
分
布

、
代
謝

、
排
泄

）
と
薬

効
発
現

の
関
わ

り
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

  
（

E
4（

1）
【
②
吸

収
】
、【

③
分
布

】
、【

④
代
謝

】、
【
⑤
排

泄
】
参

照
）

 
7.

 
薬

物
の
選

択
（
禁

忌
を
含

む
）、

用
法
、
用

量
の
変

更
が
必

要
と

な
る
要

因
（
年

齢
、
疾
病

、
妊

娠
等
）
に
つ
い

て
具

体
例
を
挙

げ
て
説

明
で
き

る
。

 
8 .

 
薬

理
作
用

に
由
来

す
る
代

表
的
な

薬
物
相

互
作
用

を
列
挙

し
、
そ

の
機
序

を
説
明

で
き
る

。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
E
4（

1
）【

②
吸
収
】

5
.【

④
代
謝
】

5
.【

⑤
排
泄
】

5
.参

照
）
 

9.
 
薬

物
依
存

性
、
耐

性
に
つ

い
て
具

体
例
を

挙
げ
て

説
明
で

き
る
。

 
 【

②
動
物
実
験
】
 

1.
 

動
物
実
験

に
お
け

る
倫
理

に
つ
い

て
配
慮

で
き
る

。（
態
度
）

 
2.

 
実

験
動
物

を
適
正

に
取
り

扱
う
こ

と
が
で

き
る

。（
技

能
）

 
3.

 
実

験
動
物

で
の
代

表
的
な

投
与
方

法
が
実

施
で
き

る
。
（
技
能
）

 
 【

③
日
本
薬
局
方
】
 

1.
 

日
本
薬
局

方
収
載

の
生
物

学
的
定

量
法
の

特
徴
を

説
明
で

き
る
。

 
 （
2
）
身
体
の
病
的
変
化
を
知
る
 

G
IO

 
身
体
の
病
的
変
化
か
ら
疾
患
を
推
測
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
代
表
的
な
症
候
、
病
態
・

臨
床
検
査
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
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 E
2
 
薬
理
・
病
態
・
薬
物
治
療
 
 

G
IO

 
患
者
情
報
に
応
じ
た
薬
の
選
択
、
用
法
・
用
量
の
設
定
お
よ
び
医
薬
品
情
報
・
安
全
性
や
治
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
考
慮
し
た
適
正
な
薬
物
治
療
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
疾
病
に

伴
う
症
状
な
ど
の
患
者
情
報
を
解
析
し
、
最
適
な
治
療
を
実
施
す
る
た
め
の
薬
理
、
病
態
・
薬

物
治
療
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 （
1
）
神
経
系
の
疾
患
と
薬
 

G
IO

 
神
経
系
・
筋
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
薬
理
お
よ
び
疾
患
の
病
態
・
薬
物
治
療
に
関
す
る
基
本
的

知
識
を
修
得
し
、
治
療
に
必
要
な
情
報
収
集
・
解
析
お
よ
び
医
薬
品
の
適
正
使
用
に
関
す
る
基

本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
自
律
神
経
系
に
作
用
す
る
薬
】
 

1.
 

交
感
神
経

系
に
作

用
し

、
そ
の
支

配
器
官

の
機
能

を
修
飾

す
る
代

表
的
な

薬
物
を

挙
げ

、
薬
理
作

用
、
機
序
、
主
な

副
作
用
を

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
副

交
感
神

経
系
に

作
用
し

、
そ
の

支
配
器

官
の
機

能
を
修

飾
す
る

代
表
的

な
薬
物

を
挙
げ

、
薬
理

作
用

、
機
序

、
主

な
副
作
用

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

神
経
節
に

作
用
す

る
代
表

的
な
薬

物
を
挙

げ
、
薬

理
作
用

、
機
序

、
主
な

副
作
用

を
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

自
律
神
経

系
に
作

用
す
る

代
表
的

な
薬
物

の
効
果

を
動
物

実
験
で

測
定
で

き
る

。（
技

能
）

 
 【

②
体
性
神
経
系
に
作
用
す
る
薬
・
筋
の
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

知
覚
神
経

に
作
用

す
る
代

表
的
な

薬
物
（
局
所

麻
酔
薬

な
ど

）
を

挙
げ

、
薬
理

作
用

、
機
序

、
主

な
副
作

用
を
説

明

で
き
る
。

 
2.

 
運

動
神
経

系
に
作

用
す
る

代
表
的

な
薬
物

を
挙
げ

、
薬
理

作
用
、

機
序
、

主
な
副

作
用
を

説
明
で

き
る
。

 
3.

 
知

覚
神
経

、
運
動

神
経
に

作
用
す

る
代
表

的
な
薬

物
の
効

果
を
動

物
実
験

で
測
定

で
き
る

。（
技

能
）

 
4.

 
以

下
の
疾

患
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
進

行
性
筋

ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ

ー
、

G
ui

lla
in

-B
ar

re
́（

ギ
ラ
ン

・
バ

レ
ー
）

症
候
群

、
重
症

筋
無
力

症
（
重

複
）

 
 【

③
中
枢
神
経
系
の
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

全
身
麻
酔

薬
、
催

眠
薬
の

薬
理
（

薬
理
作

用
、
機

序
、
主

な
副
作

用
）
お

よ
び
臨

床
適
用

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

麻
薬
性
鎮

痛
薬
、

非
麻
薬

性
鎮
痛

薬
の
薬

理
（
薬

理
作
用

、
機
序

、
主
な

副
作
用

）
お
よ

び
臨
床

適
用
（

W
H

O
三

段
階
除
痛

ラ
ダ
ー

を
含
む

）
を
説

明
で
き

る
。

 
3.

 
中

枢
興
奮

薬
の
薬

理
（
薬

理
作
用

、
機
序

、
主
な

副
作
用

）
お
よ

び
臨
床

適
用
を

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
統

合
失
調

症
に
つ

い
て
、
治

療
薬

の
薬
理
（

薬
理
作

用
、
機

序
、
主

な
副
作

用
）
、
お
よ

び
病
態
（

病
態
生

理
、
症
状

等
）・

薬
物
治

療
（
医

薬
品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

う
つ
病

、
躁
う

つ
病
（
双

極
性
障

害
）
に
つ
い

て
、
治
療

薬
の
薬

理
（

薬
理
作

用
、
機
序

、
主
な

副
作
用

）
、
お
よ

び

病
態
（
病

態
生
理

、
症
状

等
）・

薬
物
治

療
（
医

薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
6.

 
不

安
神
経

症
（
パ

ニ
ッ
ク

障
害
と

全
般
性

不
安

障
害
）
、
心
身

症
、
不
眠
症

に
つ
い

て
、
治

療
薬
の

薬
理
（

薬
理
作

用
、

機
序
、
主

な
副
作

用
）、

お
よ
び
病

態
（
病

態
生
理
、
症
状
等

）・
薬

物
治
療
（
医
薬

品
の
選

択
等
）
を

説
明

で
き
る
。
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2.
 

薬
物
の
副

作
用
と

有
害
事

象
の
違

い
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
3.

 
以

下
の
障

害
を
呈

す
る
代

表
的
な

副
作
用

疾
患
に

つ
い
て

、
推
定

さ
れ
る

原
因
医

薬
品

、
身
体
所

見
、
検
査
所

見
お

よ
び
対
処

方
法
を

説
明
で

き
る
。

 
血

液
障
害
・
電
解

質
異
常

、
肝
障

害
、
腎

障
害
、
消
化
器

障
害
、
循
環
器

障
害
、
精
神
障

害
、
皮

膚
障
害

、
呼
吸

器

障
害
、
薬

物
ア
レ

ル
ギ
ー

（
シ
ョ

ッ
ク
を

含
む

）、
代

謝
障
害
、

筋
障
害

 
4.

 
代

表
的
薬

害
、
薬

物
乱
用

に
つ
い

て
、
健

康
リ
ス

ク
の
観

点
か
ら

討
議
す

る
。
（
態
度

）
 

185
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化
管
ア
レ

ル
ギ
ー

、
気
管

支
喘
息

（
重
複

）
 

4.
 

以
下
の
薬

物
ア
レ

ル
ギ
ー

に
つ
い

て
、
原
因
薬

物
、
病
態
（
病
態

生
理

、
症
状

等
）
お
よ
び

対
処

法
を
説

明
で
き
る
。

 
St

ev
en

s-
Jo

hn
so

n（
ス

テ
ィ

ー
ブ

ン
ス

-ジ
ョ

ン
ソ

ン
）

症
候

群
、

中
毒

性
表

皮
壊

死
症

（
重

複
）
、

薬
剤

性
過

敏

症
症
候
群

、
薬
疹

 
5.

 
ア

ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ

ー
シ
ョ

ッ
ク
に

つ
い
て

、
治
療

薬
の
薬

理
（
薬

理
作
用

、
機
序

、
主
な

副
作
用

）、
お
よ
び

病
態
（

病

態
生
理
、

症
状
等

）・
薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

6.
 

以
下
の
疾

患
に
つ

い
て
、

病
態
（

病
態
生

理
、
症

状
等

）・
薬
物

治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
尋

常
性
乾

癬
、
水

疱
症
、

光
線
過

敏
症
、

ベ
ー
チ

ェ
ッ
ト

病
 

7.
 

以
下
の
臓

器
特
異

的
自
己

免
疫
疾

患
に
つ

い
て
、
治

療
薬
の

薬
理
（

薬
理
作

用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）、
お
よ

び
病

態
（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・
薬

物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

バ
セ
ド
ウ

病
（

重
複

）、
橋

本
病
（
重
複

）
、
悪
性

貧
血

(重
複
）
、
ア

ジ
ソ

ン
病
、

1
型
糖

尿
病
（

重
複

）、
重
症
筋

無

力
症

、
多

発
性

硬
化

症
、

特
発

性
血

小
板

減
少

性
紫

斑
病

、
自

己
免

疫
性

溶
血

性
貧

血
（

重
複

）
、

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候
群

 
8.

 
以

下
の
全

身
性
自

己
免
疫

疾
患
に

つ
い
て

、
治
療

薬
の
薬

理
（
薬

理
作
用

、
機
序

、
主
な

副
作
用

）、
お
よ
び

病
態
（

病

態
生
理
、

症
状
等

）・
薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

全
身
性
エ

リ
テ
マ

ト
ー
デ

ス
、
強

皮
症
、

多
発
筋

炎
／
皮

膚
筋
炎

、
関
節

リ
ウ
マ

チ
（
重

複
）

 
9.

 
臓

器
移
植
（
腎

臓
、
肝
臓

、
骨
髄

、
臍

帯
血

、
輸
血

）
に

つ
い
て

、
拒

絶
反
応

お
よ
び

移
植
片
対

宿
主
病
（

G
VH

D
）

の
病
態
（

病
態
生

理
、
症

状
等
）
・
薬

物
治
療

（
医
薬

品
の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
 【

③
骨
・
関
節
・
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

関
節
リ
ウ

マ
チ
に

つ
い
て

、
治
療

薬
の
薬

理
（
薬
理

作
用

、
機
序

、
主

な
副

作
用

）、
お
よ
び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等
）
・
薬
物

治
療
（

医
薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
2.

 
骨

粗
鬆
症

に
つ
い

て
、
治

療
薬
の

薬
理
（

薬
理
作

用
、
機

序
、
主
な

副
作
用

）、
お
よ
び

病
態
（

病
態

生
理
、
症
状
等

）
・

薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

変
形

性
関

節
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、

症
状
等

）・
薬

物
治
療

（
医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝

の
異

常
を

伴
う

疾
患

（
副

甲
状

腺
機

能
亢

進
（

低
下

）
症

、
骨

軟
化

症
（

く
る

病
を

含
む

）
、

悪

性
腫
瘍
に

伴
う
高

カ
ル
シ

ウ
ム
血

症
）
に

つ
い
て
、
治
療

薬
の
薬

理
（
薬

理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作
用

）、
お
よ
び

病
態
（
病

態
生
理

、
症
状

等
）・

薬
物
治

療
（
医

薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
 【
④
化
学
構
造
と
薬
効
】
 

1.
 

免
疫
・
炎
症
・
ア

レ
ル
ギ

ー
疾
患

に
用
い

ら
れ
る

代
表
的

な
薬
物

の
基
本

構
造
と

薬
効
（
薬
理
・
薬
物

動
態

）
の

関

連
を
概
説

で
き
る

。
 

 （
3
）
循
環
器
系
・
血
液
系
・
造
血
器
系
・
泌
尿
器
系
・
生
殖
器
系
の
疾
患
と
薬
 

G
IO

 
循
環
器
系
・
血
液
・
造
血
器
系
・
泌
尿
器
系
・
生
殖
器
系
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
薬
理
お
よ
び

疾
患
の
病
態
・
薬
物
治
療
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
修
得
し
、
治
療
に
必
要
な
情
報
収
集
・
解

析
お
よ
び
医
薬
品
の
適
正
使
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
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7.
 

て
ん
か
ん

に
つ
い

て
、
治

療
薬
の

薬
理
（
薬

理
作

用
、
機
序
、
主
な

副
作
用

）、
お

よ
び

病
態
（
病
態

生
理
、
症

状
等

）・

薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

8.
 

脳
血
管
疾

患
（

脳
内
出

血
、
脳
梗

塞
（

脳
血
栓

、
脳
塞
栓

、
一
過

性
脳
虚

血
）
、
く

も
膜
下

出
血

）
に

つ
い
て

、
治
療

薬
の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機
序
、

主
な

副
作

用
）、

お
よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）
・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

9.
 

Pa
rk

in
so

n（
パ
ー

キ
ン
ソ

ン
）
病

に
つ
い

て
、
治
療

薬
の
薬
理
（

薬
理
作

用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）、
お
よ

び
病

態
（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・
薬

物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

10
. 
認

知
症
（

Al
zh

ei
m

er
（
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ

ー
）
型
認

知
症

、
脳
血

管
性
認

知
症
等

）
に
つ
い

て
、
治
療

薬
の

薬
理
（
薬

理
作
用

、
機

序
、

主
な

副
作
用
）
、

お
よ

び
病

態
（
病

態
生

理
、

症
状

等
）・

薬
物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で
き
る

。
 

11
. 
片

頭
痛
に

つ
い
て

、
治

療
薬
の
薬

理
（

薬
理
作

用
、
機

序
、
主
な

副
作
用

）
、
お
よ

び
病
態
（
病

態
生

理
、
症

状
等

）
・

薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

12
. 
中

枢
神
経

系
に
作

用
す
る

薬
物
の

効
果
を

動
物
実

験
で
測

定
で
き

る
。
（
技
能

）
 

13
. 
中

枢
神
経

系
疾
患

の
社
会

生
活
へ

の
影
響

お
よ
び

薬
物
治

療
の
重

要
性
に

つ
い
て

討
議
す

る
。（

態
度
）

 
14

. 
以

下
の
疾

患
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
脳

炎
・
髄

膜
炎
（

重
複

）、
多
発
性

硬
化
症
（
重
複

）、
筋
萎
縮

性
側

索
硬
化

症
、

N
ar

co
le

ps
y（

ナ
ル
コ
レ

プ
シ
ー

）、

薬
物
依
存

症
、
ア

ル
コ
ー

ル
依
存

症
 

 【
④
化
学
構
造
と
薬
効
】
 

1.
 

神
経
系
の

疾
患
に

用
い
ら

れ
る
代

表
的
な

薬
物
の

基
本
構

造
と
薬

効
（
薬
理
・
薬

物
動

態
）
の
関
連

を
概
説

で
き
る
。

 
 （
2
）
免
疫
・
炎
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
お
よ
び
骨
・
関
節
の
疾
患
と
薬
 

G
IO

 
免
疫
・
炎
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
お
よ
び
骨
・
関
節
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
薬
理
お
よ
び
疾
患
の
病

態
・
薬
物
治
療
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
修
得
し
、
治
療
に
必
要
な
情
報
収
集
・
解
析
お
よ
び

医
薬
品
の
適
正
使
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
抗
炎
症
薬
】
 

1.
 

抗
炎
症
薬
（
ス

テ
ロ
イ

ド
性
お
よ

び
非
ス

テ
ロ
イ

ド
性

）
お
よ
び

解
熱
性

鎮
痛
薬

の
薬
理
（
薬
理

作
用

、
機
序

、
主

な
副
作
用

）
お
よ

び
臨
床

適
用
を

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
抗

炎
症
薬

の
作
用

機
序
に

基
づ
い

て
炎
症

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

創
傷
治
癒

の
過
程

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
免
疫
・
炎
症
・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

ア
レ
ル
ギ

ー
治
療

薬
（
抗

ヒ
ス
タ

ミ
ン
薬

、
抗
ア

レ
ル
ギ

ー
薬
等

）
の
薬

理
（
薬

理
作
用

、
機
序

、
主
な

副
作
用
）

お
よ
び
臨

床
適
用

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

免
疫
抑
制

薬
の
薬

理
（
薬

理
作
用

、
機
序

、
主
な

副
作
用

）
お
よ

び
臨
床

適
用
を

説
明
で

き
る
。

 
3.

 
以

下
の
ア

レ
ル
ギ

ー
疾
患

に
つ
い

て
、
治

療
薬
の

薬
理
（

薬
理
作

用
、
機

序
、
主
な

副
作

用
）、

お
よ
び
病

態
（
病

態

生
理
、
症

状
等

）・
薬

物
治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
ア

ト
ピ
ー

性
皮
膚

炎
、
蕁
麻

疹
、
接
触

性
皮
膚

炎
、
ア
レ

ル
ギ
ー

性
鼻
炎

、
ア

レ
ル

ギ
ー
性

結
膜

炎
、
花
粉
症

、
消
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態
（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・
薬

物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

以
下

の
泌

尿
器

系
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理
、
症

状
等

）・
薬

物
治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
慢

性
腎
臓

病
（

CK
D
）、

糸
球
体

腎
炎
（
重

複
）、

糖
尿

病
性
腎
症
（

重
複

）、
薬

剤
性
腎

症
（
重
複

）、
腎

盂
腎

炎
（
重

複
）、

膀
胱
炎

（
重
複

）、
尿
路
感

染
症
（

重
複

）、
尿

路
結
石

 
6.

 
以

下
の

生
殖

器
系

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理
、
症

状
等

）・
薬

物
治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
前

立
腺
肥

大
症
、

子
宮
内

膜
症
、

子
宮
筋

腫
 

7.
 

妊
娠

・
分

娩
・

避
妊

に
関

連
し

て
用

い
ら

れ
る

薬
物

に
つ

い
て

、
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お

よ
び
薬
物

治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
8.

 
以

下
の
生

殖
器
系

疾
患
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
異

常
妊
娠

、
異
常

分
娩
、

不
妊
症

 
 【
④
化
学
構
造
と
薬
効
】
 

1.
 

循
環
系
・
泌

尿
器
系
・
生

殖
器
系

疾
患
の

疾
患
に

用
い
ら

れ
る
代

表
的
な

薬
物
の

基
本
構

造
と
薬

効
（
薬
理
・
薬

物

動
態
）
の

関
連
を

概
説
で

き
る
。

 
 （
4
）
呼
吸
器
系
・
消
化
器
系
の
疾
患
と
薬
 

G
IO

 
呼
吸
器
系
・
消
化
器
系
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
薬
理
お
よ
び
疾
患
の
病
態
・
薬
物
治
療
に
関
す

る
基
本
的
知
識
を
修
得
し
、
治
療
に
必
要
な
情
報
収
集
・
解
析
お
よ
び
医
薬
品
の
適
正
使
用
に

関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
呼
吸
器
系
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

気
管

支
喘

息
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等
）
・
薬
物

治
療
（

医
薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
2.

 
慢

性
閉
塞

性
肺
疾

患
お
よ

び
喫
煙

に
関
連

す
る
疾

患
（

ニ
コ
チ
ン

依
存
症

を
含
む

）
に

つ
い
て
、
治
療

薬
の
薬

理
（

薬

理
作
用
、
機

序
、
主
な

副
作
用
）
、
お
よ

び
病
態
（

病
態
生

理
、
症

状
等

）・
薬
物

治
療
（
医
薬

品
の
選

択
等
）
を

説

明
で
き
る

。
 

3.
 

間
質

性
肺

炎
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等
）
・
薬
物

治
療
（

医
薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
4.

 
鎮

咳
薬
、
去

痰
薬
、
呼

吸
興
奮
薬

の
薬
理
（

薬
理
作

用
、
機
序
、
主

な
副
作

用
）
お
よ

び
臨
床
適

用
を
説

明
で
き

る
。

 
 【

②
消
化
器
系
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

以
下

の
上

部
消

化
器

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ

び
病

態
（

病

態
生
理
、

症
状
等

）・
薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

胃
食
道
逆

流
症
（

逆
流
性

食
道
炎

を
含
む

）、
消
化
性

潰
瘍
、
胃

炎
 

2.
 

炎
症
性
腸

疾
患
（

潰
瘍
性

大
腸
炎

、
ク
ロ

ー
ン
病

等
）
に
つ

い
て

、
治
療

薬
の
薬

理
（
薬
理

作
用

、
機
序
、
主
な
副

作
用
）
、
お
よ

び
病
態

（
病
態
生

理
、
症

状
等

）・
薬

物
治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
3.

 
肝

疾
患
（
肝

炎
、
肝
硬

変
（
ウ
イ

ル
ス
性

を
含
む

）、
薬

剤
性
肝

障
害
）
に

つ
い
て
、
治
療
薬
の

薬
理
（
薬

理
作
用

、

- 6
3 
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 【
①
循
環
器
系
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 
以

下
の
不

整
脈
お

よ
び
関

連
疾
患

に
つ
い

て
、
治
療

薬
の
薬

理
（
薬

理
作
用
、
機
序
、
主
な

副
作

用
）、

お
よ
び

病
態

（
病
態
生

理
、
症

状
等

）・
薬
物

治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
不

整
脈
の

例
示
：
上
室

性
期
外
収

縮
（

PA
C）

、
心

室
性

期
外
収

縮
（

PV
C）

、
心

房
細

動
（

Af
）
、
発
作
性

上
室
頻

拍

（
PS

VT
)、

W
PW

症
候

群
、
心

室
頻
拍

（
VT

）、
心
室

細
動
（

Vf
）、

房
室
ブ

ロ
ッ
ク

、
Q

T
延

長
症
候

群
 

2.
 
急

性
お
よ

び
慢
性

心
不
全

に
つ
い

て
、
治
療
薬

の
薬
理
（
薬

理
作

用
、
機
序

、
主
な

副
作
用

）、
お
よ

び
病
態
（
病

態

生
理
、
症

状
等

）・
薬

物
治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
3.

 
虚

血
性
心

疾
患
（
狭
心

症
、
心
筋

梗
塞

）
に
つ

い
て

、
治
療

薬
の

薬
理
（
薬
理

作
用

、
機
序

、
主

な
副
作

用
）
、
お
よ

び
病
態
（

病
態
生

理
、
症

状
等
）
・
薬

物
治
療

（
医
薬

品
の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
以

下
の

高
血

圧
症

に
つ

い
て
、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状
等

）・
薬

物
治
療

（
医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
 

 
本
態

性
高
血

圧
症
、

二
次
性

高
血
圧

症
（
腎

性
高
血

圧
症
、

腎
血
管

性
高
血

圧
症
を

含
む
）

 
5.

 
以

下
の
疾

患
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
閉

塞
性
動

脈
硬
化

症
（

AS
O
）、

心
原
性

シ
ョ
ッ

ク
、
弁

膜
症
、

先
天
性

心
疾
患

 
6.

 
循

環
器
系

に
作
用

す
る
薬

物
の
効

果
を
動

物
実
験

で
測
定

で
き
る

。（
技
能
）

 
 【

②
血
液
・
造
血
器
系
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

止
血
薬
の

薬
理
（

薬
理
作

用
、
機

序
、
主

な
副
作

用
）
お

よ
び
臨

床
適
用

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

抗
血
栓

薬
、

抗
凝

固
薬

お
よ

び
血

栓
溶

解
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説

明
で
き
る

。
 

3.
 

以
下
の
貧

血
に
つ

い
て
、
治
療
薬

の
薬
理
（
薬
理

作
用
、
機
序
、
主
な
副

作
用

）、
お

よ
び
病
態
（
病
態

生
理
、
症
状

等
）・

薬
物
治

療
（
医

薬
品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

鉄
欠
乏
性

貧
血
、

巨
赤
芽

球
性
貧

血
(悪

性
貧

血
等

）、
再

生
不
良

性
貧
血

、
自
己

免
疫
性

溶
血
性

貧
血
（

AI
H

A）
、

腎
性
貧
血

、
鉄
芽

球
性
貧

血
 

4.
 

播
種

性
血

管
内

凝
固

症
候

群
（

D
IC

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病
態
（

病
態
生

理
、
症

状
等
）
・
薬

物
治
療

（
医
薬

品
の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
5.

 
以

下
の
疾

患
に
つ

い
て
治

療
薬
の

薬
理
（

薬
理

作
用
、
機
序
、
主
な

副
作
用

）
、
お
よ

び
病
態
（
病
態

生
理

、
症
状

等
）・

薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

血
友

病
、
血

栓
性
血

小
板
減

少
性

紫
斑

病
（

TT
P）

、
白

血
球
減

少
症

、
血

栓
塞
栓

症
、
白

血
病

（
重

複
）
、

悪
性
リ

ン
パ
腫
（

重
複
）

 
（

E
2（

7）
【
⑧
悪

性
腫
瘍

の
薬
、

病
態
、

治
療
】

参
照
）
 

 【
③
泌
尿
器
系
、
生
殖
器
系
疾
患
の
薬
、
病
態
、
薬
物
治
療
】
 

1.
 

利
尿
薬
の

薬
理
（

薬
理
作

用
、
機

序
、
主

な
副
作

用
）
お

よ
び
臨

床
適
用

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

急
性

お
よ

び
慢

性
腎

不
全

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ

び
病

態
（

病

態
生
理
、

症
状
等

）・
薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症

候
群

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生

理
、
症
状

等
）
・
薬
物

治
療
（
医

薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
4.

 
過

活
動

膀
胱

お
よ

び
低

活
動

膀
胱

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ

び
病

187
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5.
 

以
下
の
疾

患
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
先

端
巨
大

症
、
高
プ

ロ
ラ

ク
チ
ン

血
症
、
下

垂
体
機

能
低

下
症
、

AD
H

不
適
合

分
泌
症

候
群
（

SI
AD

H
）
、
副
甲

状

腺
機
能
亢

進
症

•低
下

症
、

Cu
sh

in
g（

ク
ッ
シ

ン
グ

）
症

候
群
、
ア
ル

ド
ス
テ

ロ
ン
症

、
褐

色
細

胞
腫

、
副
腎

不
全

（
急
性
、

慢
性

）、
子

宮
内
膜
症

（
重
複

）、
ア
ジ
ソ

ン
病
（
重

複
）

 
 【
③
化
学
構
造
と
薬
効
】

 
1.

 
代

謝
系
・
内
分
布

系
の
疾

患
に
用

い
ら
れ

る
代
表

的
な
薬

物
の
基

本
構
造

と
薬
効
（
薬
理
・
薬
物

動
態
）
の
関
連

を

概
説
で
き

る
。

 
 （
6
）
感
覚
器
・
皮
膚
の
疾
患
と
薬
 

G
IO

 
感
覚
器
・
皮
膚
の
疾
患
と
薬
の
薬
理
作
用
・
機
序
お
よ
び
副
作
用
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
修

得
し
、
治
療
に
必
要
な
情
報
収
集
・
解
析
お
よ
び
医
薬
品
の
適
正
使
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項

を
修
得
す
る
。

 
 【
①
眼
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

緑
内
障
に

つ
い
て
、
治
療
薬

の
薬

理
（
薬
理

作
用
、
機

序
、
主
な

副
作
用

）、
お

よ
び
病

態
（
病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

白
内
障
に

つ
い
て
、
治
療
薬

の
薬

理
（
薬
理

作
用
、
機

序
、
主
な

副
作
用

）、
お

よ
び
病

態
（
病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

加
齢
性
黄

斑
変
性

に
つ
い

て
、
治

療
薬
の

薬
理
（
薬

理
作
用

、
機

序
、
主
な

副
作
用

）、
お
よ
び

病
態
（
病

態
生
理
、

症
状
等

）・
薬

物
治
療

（
医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
以

下
の
疾

患
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
結

膜
炎
（

重
複

）、
網

膜
症
、
ぶ

ど
う
膜

炎
、
網

膜
色
素

変
性
症

 
 【

②
耳
鼻
咽
喉
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

め
ま

い
（

動
揺

病
、

M
en

ie
re
（

メ
ニ
エ

ー
ル

）
病

等
）

に
つ
い

て
、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理
作

用
、
機

序
、

主
な

副
作
用

）、
お

よ
び
病

態
（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・
薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

以
下
の
疾

患
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
ア

レ
ル
ギ

ー
性
鼻

炎
（
重

複
）、

花
粉
症

（
重
複

）、
副
鼻
腔
炎

（
重
複

）、
中
耳
炎

（
重
複

）、
口
内
炎

・
咽
頭

炎
・

扁
桃
腺
炎

(重
複

)、
喉

頭
蓋
炎

 
 【

③
皮
膚
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

ア
ト

ピ
ー
性

皮
膚
炎

に
つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理
（

薬
理
作

用
、

機
序

、
主

な
副
作

用
）

、
お
よ

び
病

態
（

病
態
生

理
、

症
状
等

）
・
薬

物
治

療
（
医

薬
品

の
選

択
等
）

を
説

明
で
き

る
。

（
E
2
（

2）
【

②
免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー

の
薬
、
病

態
、
治

療
】
参

照
）
 

2.
 

皮
膚

真
菌
症

に
つ
い

て
、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理
作

用
、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ

び
病
態

（
病

態
生

理
、
症

状
等

）
・
薬

物
治
療

（
医

薬
品
の

選
択

等
）

を
説
明

で
き

る
。
（

E
2
（

7）
【
⑤

真
菌

感
染
症

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

参
照
）
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機
序
、
主
な

副
作
用

）、
お

よ
び
病

態
（
病
態

生
理
、
症

状
等

）・
薬

物
治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で
き
る
。

 
4.

 
膵

炎
に
つ

い
て
、

治
療
薬

の
薬
理

（
薬
理

作
用
、

機
序
、

主
な
副

作
用

）、
お

よ
び
病

態
（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・

薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

胆
道

疾
患

（
胆

石
症

、
胆

道
炎

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・
薬

物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

6.
 

機
能
性
消

化
管
障

害
（
過
敏

性
腸

症
候
群

を
含
む

）
に
つ
い

て
、
治
療

薬
の
薬

理
（
薬
理

作
用
、
機
序

、
主
な
副
作

用
）、

お
よ
び

病
態
（

病
態
生
理

、
症
状

等
）
・
薬
物

治
療
（
医

薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
7.

 
便

秘
・

下
痢

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等
）
・
薬
物

治
療
（

医
薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
8.

 
悪

心
・

嘔
吐

に
つ

い
て

、
治

療
薬

お
よ

び
関

連
薬

物
（

催
吐

薬
）

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ
び
病

態
（
病

態
生
理

、
症
状

等
）
・
薬
物

治
療
（

医
薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
9.

 
痔

に
つ
い

て
、
治
療

薬
の
薬

理
（
薬

理
作
用
、

機
序
、
主
な

副
作

用
）、

お
よ
び

病
態
（
病

態
生

理
、
症
状

等
）・

薬

物
治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
 【
③
化
学
構
造
と
薬
効
】
 

1.
 

呼
吸
器
系
・
消
化

器
系
の

疾
患
に

用
い
ら

れ
る
代

表
的
な

薬
物
の

基
本
構

造
と
薬

効
（
薬

理
・
薬

物
動
態

）
の
関

連

を
概
説
で

き
る
。

 
 （
5
）
代
謝
系
・
内
分
泌
系
の
疾
患
と
薬
 

G
IO

 
代
謝
系
・
内
分
泌
系
に
作
用
す
る
医
薬
品
の
薬
理
お
よ
び
疾
患
の
病
態
・
薬
物
治
療
に
関
す
る

基
本
的
知
識
を
修
得
し
、
治
療
に
必
要
な
情
報
収
集
・
解
析
お
よ
び
医
薬
品
の
適
正
使
用
に
関

す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
代
謝
系
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

糖
尿

病
と

そ
の

合
併

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理
、
症

状
等

）・
薬

物
治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
脂

質
異

常
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等
）
・
薬
物

治
療
（

医
薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
3.

 
高

尿
酸

血
症

・
痛

風
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生

理
、
症
状

等
）
・
薬
物

治
療
（
医

薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
 【

②
内
分
泌
系
疾
患
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

性
ホ
ル
モ

ン
関
連

薬
の
薬

理
（
薬

理
作
用

、
機
序

、
主
な

副
作
用

）
お
よ

び
臨
床

適
用
を

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
Ba

se
do

w（
バ

セ
ド
ウ

）
病

に
つ

い
て

、
治
療

薬
の

薬
理
（
薬
理

作
用

、
機
序

、
主
な
副

作
用
）
、
お
よ
び

病
態
（
病

態
生
理
、

症
状
等

）・
薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

甲
状
腺

炎
（

慢
性

（
橋

本
病

） 、
亜
急

性
）

に
つ

い
て

、
治
療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機
序
、

主
な

副
作

用
）
、
お

よ
び
病
態

（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・
薬
物
治

療
（
医

薬
品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

尿
崩
症
に

つ
い
て

、
治

療
薬
の
薬

理
（

薬
理
作

用
、
機

序
、
主
な

副
作
用

）
、
お
よ

び
病
態
（
病

態
生

理
、
症

状
等

）
・

薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
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腎
盂
腎
炎

、
膀
胱

炎
、
尿

道
炎

 
5.

 
以

下
の
性

感
染
症

に
つ
い

て
、
病

態
（
病

態
生
理

、
症
状

等
）、

予
防
方

法
お
よ

び
薬
物

治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）

を
説
明
で

き
る
。

 
梅

毒
、
淋

病
、
ク

ラ
ミ
ジ

ア
症
等

 
6.

 
脳

炎
、

髄
膜

炎
に

つ
い

て
、
病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）
お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の
選
択

等
）

を
説

明
で

き

る
。

 
7.

 
以

下
の

皮
膚

細
菌

感
染

症
に
つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、
症
状

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（
医
薬

品
の

選
択

等
）

を

説
明
で
き

る
。

 
伝

染
性
膿

痂
疹
、

丹
毒
、

癰
、
毛

囊
炎
、

ハ
ン
セ

ン
病

 
8.

 
感

染
性

心
内

膜
炎

、
胸

膜
炎
に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理
、
症

状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）

を
説
明
で

き
る
。

 
9.

 
以

下
の

薬
剤

耐
性

菌
に

よ
る
院
内

感
染

に
つ

い
て

、
感

染
経
路
と

予
防

方
法

、
病

態
（

病
態
生
理

、
症

状
等

）
お

よ

び
薬
物
治

療
（
医

薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
M

RS
A、

VR
E、

セ
ラ

チ
ア
、
緑

膿
菌
等

 
10

. 
以

下
の
全

身
性
細

菌
感
染

症
に
つ

い
て
、
病
態
（
病

態
生
理

、
症

状
等

）、
感

染
経
路

と
予
防

方
法
お
よ

び
薬
物

治
療

（
医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
ジ

フ
テ
リ

ア
、
劇

症
型

A
群

β
溶

血
性
連

鎖
球
菌

感
染
症

、
新
生

児
B
群
連

鎖
球
菌

感
染
症

、
破

傷
風
、

敗
血
症

 
 【

④
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
お
よ
び
プ
リ
オ
ン
病
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
（

単
純

ヘ
ル

ペ
ス

、
水

痘
・

帯
状

疱
疹

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序
、
主

な
副
作

用
）、

予
防
方

法
お
よ

び
病
態
（
病
態

生
理
、
症
状
等

）・
薬

物
治
療
（
医
薬

品
の
選

択
等
）
を
説

明
で
き
る

。
 

2.
 

サ
イ

ト
メ

ガ
ロ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・
薬

物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び
病
態

（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・
薬
物
治

療
（
医

薬
品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
（

H
AV

、
H

BV
、

H
CV

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

感
染
経
路

と
予
防

方
法
お

よ
び
病

態
（
病

態
生
理
（
急
性

肝
炎
、
慢
性
肝

炎
、
肝

硬
変
、
肝
細
胞

が
ん

）
、
症

状
等

）
・

薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。（
重
複
）

 
5.

 
後

天
性
免

疫
不
全

症
候
群
（

AI
D

S）
に

つ
い
て

、
治
療
薬

の
薬

理
（

薬
理
作

用
、
機
序

、
主
な

副
作
用

）
、
感
染

経

路
と
予
防

方
法
お

よ
び
病

態
（
病

態
生
理

、
症
状

等
）
・
薬
物
治

療
（
医

薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
6.

 
以

下
の
ウ

イ
ル
ス

感
染
症
（
プ
リ

オ
ン
病

を
含
む

）
に

つ
い
て
、
感
染

経
路
と

予
防
方

法
お
よ
び

病
態
（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・
薬

物
治
療

（
医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
伝

染
性

紅
斑

（
リ

ン
ゴ

病
）
、

手
足

口
病

、
伝

染
性

単
核

球
症

、
突

発
性

発
疹

、
咽

頭
結

膜
熱

、
ウ

イ
ル

ス
性

下
痢

症
、

麻
疹

、
風

疹
、

流
行

性
耳

下
腺

炎
、

風
邪

症
候

群
、

Cr
eu

tz
fe

ld
t-J

ak
ob

（
ク

ロ
イ

ツ
フ

ェ
ル

ト
-ヤ

コ
ブ

）

病
 

 

【
⑤
真
菌
感
染
症
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

抗
真
菌
薬

の
薬
理

（
薬
理

作
用
、

機
序
、

主
な
副

作
用
）

お
よ
び

臨
床
適

用
を
説

明
で
き

る
。
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3.
 

褥
瘡
に
つ

い
て
、
治
療
薬

の
薬
理
（
薬
理

作
用
、
機
序
、
主
な
副

作
用
）
、
お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

以
下
の
疾

患
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

蕁
麻

疹
（

重
複

）
、

薬
疹

（
重

複
）

、
水

疱
症

（
重

複
）

、
乾

癬
(
重

複
）

、
接

触
性

皮
膚

炎
（

重
複

）
、

光
線

過

敏
症
（
重

複
) 

 

【
④
化
学
構
造
と
薬
効
】

 
1.

 
感

覚
器
・
皮
膚
の

疾
患
に

用
い
ら

れ
る
代

表
的
な

薬
物
の

基
本
構

造
と
薬

効
（
薬

理
・
薬

物
動
態

）
の
関

連
を
概

説

で
き
る
。
 

 

（
7
）
病
原
微
生
物
（
感
染
症
）
・
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
と
薬
 

G
IO

 
病
原
微
生
物
（
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
真
菌
、
原
虫
）、

お
よ
び
悪
性
新
生
物
に
作
用
す
る
医
薬
品

の
薬
理
お
よ
び
疾
患
の
病
態
・
薬
物
治
療
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
修
得
し
、
治
療
に
必
要
な

情
報
収
集
・
解
析
お
よ
び
医
薬
品
の
適
正
使
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
抗
菌
薬
】
 

1.
 

以
下
の
抗

菌
薬
の

薬
理
（
薬

理
作

用
、
機
序
、
抗

菌
ス
ペ

ク
ト
ル
、

主
な
副

作
用
、
相
互

作
用
、
組

織
移
行

性
）
お

よ
び
臨
床

適
用
を

説
明
で

き
る
。

 
β

-ラ
ク
タ
ム

系
、
テ

ト
ラ
サ

イ
ク

リ
ン
系

、
マ
ク

ロ
ラ
イ

ド
系
、
ア

ミ
ノ

配
糖
体
（

ア
ミ
ノ

グ
リ

コ
シ
ド

）
系
、
キ

ノ
ロ
ン
系

、
グ
リ

コ
ペ
プ

チ
ド
系

、
抗
結

核
薬
、

サ
ル
フ

ァ
剤
（

ST
合

剤
を

含
む

）、
そ

の
他
の

抗
菌
薬

 
2.

 
細

菌
感
染

症
に
関

係
す

る
代

表
的

な
生

物
学

的
製

剤
（

ワ
ク

チ
ン

等
）

を
挙

げ
、

そ
の

作
用

機
序

を
説

明
で

き
る

。
 

 【
②
抗
菌
薬
の
耐
性
】
 

1.
 

主
要
な
抗

菌
薬
の

耐
性
獲

得
機
構

お
よ
び

耐
性
菌

出
現
へ

の
対
応

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
細
菌
感
染
症
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

以
下
の
呼

吸
器
感

染
症
に

つ
い
て

、
病
態
（
病
態

生
理
、
症
状
等

）、
感
染
経

路
と
予

防
方
法
お

よ
び
薬

物
治
療
（
医

薬
品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

上
気

道
炎

（
か

ぜ
症

候
群

（
大

部
分

が
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

）
を

含
む

）
、

気
管

支
炎

、
扁

桃
炎

、
細

菌
性

肺
炎

、
肺

結
核
、
レ

ジ
オ
ネ

ラ
感
染

症
、
百

日
咳
、

マ
イ
コ

プ
ラ
ズ

マ
肺

炎
 

2.
 

以
下
の
消

化
器
感

染
症
に

つ
い
て

、
病

態
（
病
態

生
理

、
症
状
等

）
お

よ
び
薬

物
治

療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を
説

明
で
き
る

。
 

急
性
虫
垂

炎
、
胆
囊

炎
、
胆
管
炎
、

病
原
性

大
腸
菌

感
染
症
、
食

中
毒
、
ヘ

リ
コ
バ

ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ
感

染
症
、
赤

痢
、
コ
レ

ラ
、
腸

チ
フ
ス

、
パ
ラ

チ
フ
ス

、
偽
膜

性
大
腸

炎
 

3.
 

以
下
の

感
覚

器
感

染
症

に
つ
い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症
状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医
薬
品

の
選

択
等

）
を

説

明
で
き
る

。
 

副
鼻
腔
炎

、
中
耳

炎
、
結

膜
炎

 
4.

 
以

下
の

尿
路

感
染

症
に

つ
い
て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状
等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬
品
の

選
択

等
）

を
説

明

で
き
る
。
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択
等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
脳

腫
瘍
、

網
膜
芽

細
胞
腫

、
喉
頭

、
咽
頭

、
鼻
腔

・
副
鼻

腔
、
口

腔
の
悪

性
腫
瘍

 
11

. 
以

下
の
生

殖
器
の

悪
性
腫

瘍
に
つ

い
て
、
病
態
（
病

態
生

理
、
症

状
等

）・
薬

物
治
療
（
医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明

で
き
る
。

 
前

立
腺
癌

、
子
宮

癌
、
卵

巣
癌

 
12

. 
腎
・
尿
路

系
の
悪

性
腫
瘍
（
腎
癌

、
膀
胱

癌
）
に

つ
い
て

、
病
態
（
病
態

生
理
、
症
状
等

）・
薬

物
治
療
（
医
薬

品
の

選
択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

13
. 
乳

癌
に
つ

い
て
、

病
態
（

病
態
生

理
、
症

状
等

）・
薬

物
治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
 【
⑨
が
ん
終
末
期
医
療
と
緩
和
ケ
ア
】
 

1.
 

が
ん
終
末

期
の
病

態
（
病

態
生
理

、
症
状

等
）
と

治
療
を

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
が

ん
性
疼

痛
の
病

態
（
病

態
生
理

、
症
状

等
）
と

薬
物
治

療
（
医

薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
 【

⑩
化
学
構
造
と
薬
効
】

 
1.

 
病

原
微
生

物
・
悪

性
新
生

物
が
関

わ
る
疾

患
に
用

い
ら
れ

る
代
表

的
な
薬

物
の
基

本
構
造

と
薬
効
（
薬
理
・
薬
物

動

態
）
の
関

連
を
概

説
で
き

る
。

 
 （
8
）
バ
イ
オ
・
細
胞
医
薬
品
と
ゲ
ノ
ム
情
報
 

G
IO

 
医
薬
品
と
し
て
の
タ
ン
パ
ク
質
、
遺
伝
子
、
細
胞
を
適
正
に
利
用
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
用

い
る
治
療
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
修
得
し
、
倫
理
的
態
度
を
身
に
つ
け
る
。
併
せ
て
、
ゲ
ノ

ム
情
報
の
利
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
組
換
え
体
医
薬
品
】
 

1.
 

組
換
え
体

医
薬
品

の
特
色

と
有
用

性
を
説

明
で
き

る
。

 
2.

 
代

表
的
な

組
換
え

体
医
薬

品
を
列

挙
で
き

る
。

 
3.

 
組

換
え
体

医
薬
品

の
安
全

性
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
 【

②
遺
伝
子
治
療
】
 

1.
 

遺
伝
子
治

療
の
原

理
、
方

法
と
手

順
、
現

状
、
お

よ
び
倫

理
的
問

題
点
を

概
説
で

き
る

。（
知
識

・
態
度

）
 

 【
③
細
胞
、
組
織
を
利
用
し
た
移
植
医
療
】
 

1.
 

移
植
医
療

の
原
理

、
方

法
と
手
順

、
現

状
お
よ

び
ゲ
ノ

ム
情
報
の

取
り
扱

い
に
関

す
る
倫

理
的
問

題
点
を

概
説
で

き

る
。（

知
識
・

態
度
）

 
2.

 
摘

出
お
よ

び
培
養

組
織
を

用
い
た

移
植
医

療
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
3.

 
臍

帯
血
、

末
梢
血

お
よ
び

骨
髄
に

由
来
す

る
血
液

幹
細
胞

を
用
い

た
移
植

医
療
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
胚

性
幹
細

胞
（

ES
細
胞

）
、
人
工

多
能
性

幹
細
胞
（

iP
S
細

胞
）
を
用

い
た
細

胞
移
植

医
療
に
つ

い
て
概

説
で
き
る
。
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2.
 

以
下
の
真

菌
感
染

症
に
つ

い
て
、
病
態
（
病

態
生
理

、
症
状

等
）・

薬
物
治

療
（
医
薬

品
の
選

択
等

）
を
説

明
で
き
る
。

 
皮

膚
真
菌

症
、
カ

ン
ジ
ダ

症
、
ニ

ュ
ー
モ

シ
ス
チ

ス
肺
炎

、
肺
ア

ス
ペ
ル

ギ
ル
ス

症
、
ク

リ
プ
ト

コ
ッ
ク

ス
症

 
 【

⑥
原
虫
・
寄
生
虫
感
染
症
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

以
下

の
原

虫
感

染
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生

理
、
症
状

等
）
・
薬
物

治
療
（
医

薬
品
の

選
択
等

）
を
説

明
で
き

る
。

 
マ

ラ
リ
ア

、
ト
キ

ソ
プ
ラ

ズ
マ
症

、
ト
リ

コ
モ
ナ

ス
症
、

ア
メ
ー

バ
赤
痢

 
2.

 
以

下
の

寄
生

虫
感

染
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理
、
症

状
等

）・
薬

物
治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
回

虫
症
、

蟯
虫
症

、
ア
ニ

サ
キ
ス

症
 

 【
⑦
悪
性
腫
瘍
】
 

1.
 

腫
瘍
の
定

義
（
良

性
腫
瘍

と
悪
性

腫
瘍
の

違
い
）

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

悪
性
腫
瘍

に
つ
い

て
、
以

下
の
項

目
を
概

説
で
き

る
。

 
組

織
型
分

類
お
よ

び
病
期

分
類
、
悪
性

腫
瘍
の

検
査
（
細

胞
診
、
組
織

診
、
画
像

診
断

、
腫
瘍
マ

ー
カ
ー
（
腫

瘍
関

連
の
変
異

遺
伝
子

、
遺
伝

子
産
物

を
含
む

）
）、

悪
性
腫
瘍

の
疫
学
（
が
ん

罹
患
の

現
状
お

よ
び
が

ん
死
亡

の
現
状

）、

悪
性
腫
瘍

の
リ
ス

ク
お
よ

び
予
防

要
因

 
3.

 
悪

性
腫
瘍

の
治
療

に
お
け

る
薬
物

治
療
の

位
置
づ

け
を
概

説
で
き

る
。

 
 【

⑧
悪
性
腫
瘍
の
薬
、
病
態
、
治
療
】
 

1.
 

以
下
の
抗

悪
性
腫

瘍
薬
の

薬
理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、
主
な
副
作

用
、
相
互
作

用
、
組
織

移
行
性

）
お

よ
び
臨

床
適

用
を
説
明

で
き
る

。
 

ア
ル
キ
ル

化
薬

、
代
謝

拮
抗
薬
、
抗
腫

瘍
抗
生

物
質

、
微
小

管
阻

害
薬

、
ト
ポ

イ
ソ
メ

ラ
ー
ゼ
阻

害
薬

、
抗
腫

瘍
ホ

ル
モ
ン
関

連
薬
、

白
金
製

剤
、
分

子
標
的

治
療
薬

、
そ
の

他
の
抗

悪
性
腫

瘍
薬

 
2.

 
抗

悪
性
腫

瘍
薬
に

対
す
る

耐
性
獲

得
機
構

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

抗
悪
性
腫

瘍
薬
の

主
な
副

作
用
（
下

痢
、
悪

心
・
嘔
吐
、
白
血
球

減
少
、
皮

膚
障
害
（
手
足

症
候

群
を
含

む
）、

血
小

板
減
少
等

）
の
軽

減
の
た

め
の
対

処
法
を

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
代

表
的
な

が
ん
化

学
療
法

の
レ
ジ

メ
ン
（

FO
LF

O
X
等

）
に
つ

い
て

、
構

成
薬

物
お
よ
び

そ
の

役
割

、
副

作
用

、
対

象
疾
患
を

概
説
で

き
る
。

 
5.

 
以

下
の
白

血
病
に

つ
い
て

、
病
態

（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・
薬

物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

急
性
（
慢

性
）
骨

髄
性
白

血
病
、

急
性
（

慢
性
）

リ
ン
パ

性
白
血

病
、
成

人
T
細

胞
白
血

病
（

AT
L）

 
6.

 
悪

性
リ
ン

パ
腫
お

よ
び
多

発
性
骨

髄
腫
に

つ
い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症
状

等
）・

薬
物
治
療
（

医
薬

品
の
選

択
等

）

を
説
明
で

き
る
。

 
7.

 
骨

肉
腫
に

つ
い
て

、
病
態

（
病
態

生
理
、

症
状
等

）・
薬
物
治
療

（
医
薬

品
の
選

択
等
）

を
説
明

で
き
る

。
 

8.
 

以
下
の
消

化
器
系

の
悪
性

腫
瘍
に

つ
い
て

、
病
態
（

病
態

生
理
、
症
状
等

）・
薬

物
治

療
（
医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説

明
で
き
る

。
 

胃
癌
、
食

道
癌
、

肝
癌
、

大
腸
癌

、
胆
囊

・
胆
管

癌
、
膵

癌
 

9.
 

肺
癌
に
つ

い
て
、

病
態
（

病
態
生

理
、
症

状
等

）・
薬

物
治
療
（

医
薬
品

の
選
択

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
10

. 
以

下
の
頭

頸
部
お

よ
び
感

覚
器
の

悪
性
腫

瘍
に
つ

い
て
、
病

態
（
病

態
生
理
、
症
状
等

）・
薬

物
治

療
（
医
薬

品
の
選
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- 7
2 

- 
  【
③
漢
方
薬
の
注
意
点
】
 

1.
 

漢
方
薬
の

副
作
用

と
使
用

上
の
注

意
点
を

例
示
し

て
説
明

で
き
る

。
 

 （
1
1
）
薬
物
治
療
の
最
適
化
 

G
IO

 
最
適
な
薬
物
治
療
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
治
療
に
必
要
な
情
報
収
集
・

解
析
お
よ
び
医
薬
品
の
適
正
使
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
総
合
演
習
】
 

1.
 

代
表
的
な

疾
患
の

症
例
に

つ
い
て
、
患
者
情

報
お
よ

び
医
薬

品
情

報
な
ど

の
情
報

に
基
づ

い
て
薬

物
治
療

の
最
適

化

を
討
議
す

る
。
（
知
識

・
態
度
）

 
2.

 
過

剰
量
の

医
薬
品

に
よ
る

副
作
用

へ
の
対

応
（
解

毒
薬
を

含
む
）

を
討
議

す
る

。（
知

識
・
態
度

）
 

3.
 

長
期
療
養

に
付
随

す
る
合

併
症
を

列
挙
し

、
そ
の

薬
物
治

療
に
つ

い
て
討

議
す
る

。（
知
識
・
態

度
）

 
 

- 7
1 

- 
 （
9
）
要
指
導
医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

G
IO

 
適
切
な
薬
物
治
療
お
よ
び
地
域
の
保
健
・
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
要
指
導

医
薬
品
・
一
般
用
医
薬
品
お
よ
び
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
修
得

す
る
。
併
せ
て
、
薬
物
治
療
実
施
に
必
要
な
情
報
を
自
ら
収
集
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項
を
修

得
す
る
。

 
 

1.
 

地
域
に

お
け

る
疾

病
予

防
、
健
康

維
持

増
進

、
セ

ル
フ

メ
デ
ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
に

薬
剤
師
が

果
た

す
役

割
を

概

説
で
き
る

。
 

2.
 

要
指
導
医

薬
品
お

よ
び
一

般
用
医

薬
品
（

リ
ス
ク

の
程
度

に
応
じ

た
区
分
（
第
一

類
、
第

二
類
、
第
三
類

）
も
含

む
）

に
つ
い
て

説
明
し

、
各
分

類
に
含

ま
れ
る

代
表
的

な
製
剤

を
列
挙

で
き
る

。
 

3.
 

代
表
的
な

症
候
に

つ
い
て

、
関
連

す
る
頻

度
の
高

い
疾
患

、
見
逃

し
て
は

い
け
な

い
疾
患

を
列
挙

で
き
る

。
 

4.
 

要
指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医
薬
品

の
選

択
、

受
診

勧
奨

の
要
否
を

判
断

す
る

た
め

に
必

要
な
患
者

情
報

を
収

集
で

き

る
。（

技
能
）

 
5.

 
以

下
の

疾
患

・
症

候
に

対
す
る
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン
に
用

い
る

要
指

導
医

薬
品

・
一
般
用

医
薬

品
等

に
含

ま

れ
る
成
分

・
作
用

・
副
作

用
を
列

挙
で
き

る
。

 
発

熱
、
痛
み
、

か
ゆ
み
、
消

化
器

症
状
、
呼

吸
器
症

状
、
ア
レ
ル

ギ
ー
、
細

菌
・
真
菌

感
染
症
、
生

活
習
慣

病
 
等

 
6.

 
主

な
養

生
法

（
運

動
・

食
事
療
法

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

保
健
機
能

食
品

を
含

む
）

と
そ

の
健
康
の

保
持

・
促

進
に

お

け
る
意
義

を
説
明

で
き
る

。
 

7.
 

要
指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医
薬
品

と
医

療
用

医
薬

品
、

サ
プ
リ
メ

ン
ト

、
保

健
機

能
食

品
等
と
の

代
表

的
な

相
互

作

用
を
説
明

で
き
る

。
 

8.
 

要
指
導
医

薬
品
・
一
般

用
医
薬
品

等
に
よ

る
治
療

効
果
と

副
作
用

を
判
定

す
る
た

め
の
情

報
を
収

集
し
評

価
で
き

る
。

（
技
能
）

 
 （
1
0
）
医
療
の
中
の
漢
方
薬
 

G
IO

 
漢
方
の
考
え
方
、
疾
患
概
念
、
代
表
的
な
漢
方
薬
の
適
応
、
副
作
用
や
注
意
事
項
な
ど
に
関
す

る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
漢
方
薬
の
基
礎
】
 

1.
 

漢
方
の
特

徴
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
2.

 
以

下
の
漢

方
の
基

本
用
語

を
説
明

で
き
る

。
 

陰
陽
、
虚

実
、
寒

熱
、
表

裏
、
気

血
水
、

証
 

3.
 

配
合
生
薬

の
組
み

合
わ
せ

に
よ
る

漢
方
薬

の
系
統

的
な
分

類
が
説

明
で
き

る
。

 
4.

 
漢

方
薬
と

西
洋
薬

、
民
間

薬
、
サ

プ
リ
メ

ン
ト
、

保
健
機

能
食
品

な
ど
と

の
相
違

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
漢
方
薬
の
応
用
】
 

1.
 

漢
方
医
学

に
お
け

る
診
断

法
、
体

質
や
病

態
の
捉

え
方
、

治
療
法

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

2.
 

日
本
薬
局

方
に
収

載
さ
れ

る
漢
方

薬
の
適

応
と
な

る
証
、

症
状
や

疾
患
に

つ
い
て

例
示
し

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

現
代
医
療

に
お
け

る
漢
方

薬
の
役

割
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
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- 7
4 

- 
  【

④
E
B
M
（
E
v
i
d
e
nc
e
-
b
a
se
d
 
M
e
d
i
c
i
ne
）
】
 

1.
 

EB
M

の
基

本
概

念
と
実

践
の
プ

ロ
セ
ス

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

代
表

的
な
臨

床
研

究
法

（
ラ
ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

、
コ

ホ
ー
ト
研

究
、

ケ
ー

ス
コ

ン
ト

ロ
ー
ル
研

究
な

ど
）

の
長
所

と
短
所
を

挙
げ
、

そ
れ
ら

の
エ
ビ

デ
ン
ス

レ
ベ
ル

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

3.
 

臨
床
研
究

論
文
の

批
判
的

吟
味
に

必
要
な

基
本
的

項
目
を

列
挙
し

、
内

的
妥
当

性
（
研

究
結
果
の

正
確
度

や
再
現

性
）

と
外

的
妥

当
性

（
研

究
結

果
の

一
般

化
の

可
能

性
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

（
E3
（

1
）

【
③

収
集

・
評

価
・

加

工
・
提
供

・
管
理

】
参
照

）
 

4.
 

メ
タ
ア
ナ

リ
シ
ス

の
概
念

を
理
解

し
、
結

果
を
説

明
で
き

る
。

 
 【

⑤
生
物
統
計
】
 

1.
 

臨
床
研
究

に
お
け

る
基
本

的
な
統

計
量
（
平

均
値
、
中

央
値
、
標

準
偏
差
、
標
準
誤

差
、
信
頼
区

間
な
ど
）
の
意
味

と
違
い
を

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

帰
無
仮
説

の
概
念

お
よ
び

検
定
と

推
定
の

違
い
を

説
明
で

き
る
。
 

3.
 

代
表
的
な

分
布
（
正

規
分
布

、
ｔ

分
布

、
二

項
分
布

、
ポ

ア
ソ
ン

分
布

、
χ

2
分
布

、
F
分
布

）
に

つ
い
て

概
説
で

き

る
。
 

4.
 

主
な
パ
ラ

メ
ト
リ

ッ
ク
検

定
と
ノ

ン
パ
ラ

メ
ト
リ

ッ
ク
検

定
を
列

挙
し
、

そ
れ
ら

の
使
い

分
け
を

説
明
で

き
る
。
 

5.
 

二
群
間
の

差
の
検

定
（

ｔ
検
定
、

χ
2
検
定
な

ど
）
を

実
施
で
き

る
。
（

技
能
）
 

6.
 

主
な
回
帰

分
析
（

直
線
回

帰
、
ロ

ジ
ス
テ

ィ
ッ
ク

回
帰
な

ど
）
と

相
関
係

数
の
検

定
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

7.
 

基
本
的
な

生
存
時

間
解
析

法
（
カ

プ
ラ
ン

・
マ
イ

ヤ
ー
曲

線
な
ど

）
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

 【
⑥
臨
床
研
究
デ
ザ
イ
ン
と
解
析
】
 

1.
 

臨
床
研
究
（

治
験
を

含
む
）
の
代

表
的
な

手
法
（
介

入
研
究
、
観

察
研
究
）
を
列
挙

し
、
そ
れ
ら

の
特
徴

を
概
説

で

き
る
。

 
2.

 
臨

床
研
究

に
お
け

る
バ
イ

ア
ス
・

交
絡
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
3.

 
観

察
研
究

で
の
主

な
疫
学

研
究
デ

ザ
イ
ン
（
症
例

報
告
、
症
例
集

積
、
コ

ホ
ー
ト

研
究
、
ケ
ー
ス

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

研

究
、
ネ
ス

テ
ッ
ド

ケ
ー
ス

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

研
究
、

ケ
ー
ス

コ
ホ
ー

ト
研
究

な
ど
）

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

4.
 

副
作
用
の

因
果
関

係
を
評

価
す
る

た
め
の

方
法
（

副
作
用

判
定
ア

ル
ゴ
リ

ズ
ム
な

ど
）
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
5.

 
優

越
性
試

験
と
非

劣
性
試

験
の
違

い
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
6.

 
介

入
研
究

の
計
画

上
の
技

法
（
症

例
数
設

定
、
ラ

ン
ダ
ム

化
、
盲

検
化
な

ど
）
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
7.

 
統

計
解
析

時
の
注

意
点
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
8.

 
介

入
研
究

の
効
果

指
標
（

真
の
エ

ン
ド
ポ

イ
ン
ト

と
代
用

の
エ
ン

ド
ポ
イ

ン
ト
、
主
要
エ

ン
ド
ポ

イ
ン
ト

と
副
次

的

エ
ン
ド
ポ

イ
ン
ト

）
の
違

い
を
、

例
を
挙

げ
て
説

明
で
き

る
。

 
9.

 
臨

床
研
究

の
結
果
（
有
効

性
、
安

全
性
）
の

主
な

パ
ラ
メ

ー
タ
（
相

対
リ
ス

ク
、
相

対
リ
ス

ク
減

少
、
絶
対

リ
ス
ク
、

絶
対
リ
ス

ク
減
少

、
治

療
必
要
数

、
オ
ッ

ズ
比

、
発
生

率
、
発
生

割
合
）
を
説
明

し
、
計
算
で
き

る
。
（
知
識
・
技

能
）

 
 【

⑦
医
薬
品
の
比
較
・
評
価
】
 

1.
 

病
院
や
薬

局
に
お

い
て
医

薬
品
を

採
用
・
選
択

す
る
際

に
検
討
す

べ
き
項

目
を
列

挙
し

、
そ
の
意

義
を
説

明
で
き

る
。 

- 7
3 

- 
 E
3
 
薬
物
治
療
に
役
立
つ
情
報
 

G
IO

 
薬

物
治

療
に

必
要
な

情
報

を
医

療
チ

ー
ム

お
よ
び

患
者

に
提

供
し

た
り

、
処
方

設
計

を
提

案
し

た
り
、

臨
床

上
の
問

題
解

決
が

で
き

る
よ

う
に
な

る
た

め
に

、
医

薬
品

情
報
な

ら
び

に
患

者
情

報
の
収

集
・

評
価
・

加
工

、
臨

床
研

究
デ

ザ
イ
ン

・
解

析
な

ど
に

関
す

る
基
本

的
知

識
を

修
得

し
、
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項
を
身
に
つ
け
る
。
 

 （
1
）
医
薬
品
情
報
 

G
IO

 
医
薬
品
情
報
の
収
集
・
評
価
・
加
工
・
提
供
・
管
理
・
評
価
、
E
B
M
の
実
践
、
生
物
統
計
な
ら
び

に
臨
床
研
究
デ
ザ
イ
ン
・
解
析
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
情
報
】
 

1.
 

医
薬
品
を

使
用
し

た
り
取

り
扱
う

上
で
、

必
須
の

医
薬
品

情
報
を

列
挙
で

き
る

 
2.

 
医

薬
品
情

報
に
関

わ
っ
て

い
る
職

種
を
列

挙
し
、

そ
の
役

割
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
3.

 
医

薬
品
（
後

発
医
薬

品
等
を

含
む
）
の
開
発

過
程
で

行
わ
れ

る
試

験
（
非
臨

床
試
験

、
臨
床

試
験
、
安
定
性

試
験
等
）

と
得
ら
れ

る
医
薬

品
情
報

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

4.
 

医
薬
品
の

市
販
後

に
行
わ

れ
る
調

査
・
試

験
と
得

ら
れ
る

医
薬
品

情
報
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
5.

 
医

薬
品
情

報
に
関

係
す
る

代
表
的

な
法
律
・
制

度
（
「

医
薬
品
、
医
療

機
器
等

の
品
質

、
有
効
性

及
び
安

全
性
の

確

保
等
に
関

す
る
法

律
」
、

G
CP

、
G

VP
、

G
PS

P、
RM

P
な

ど
）
と
レ

ギ
ュ
ラ

ト
リ
ー

サ
イ
エ

ン
ス
に

つ
い
て

概

説
で
き
る

。
 

 【
②
情
報
源
】
 

1.
 

医
薬
品
情

報
源
の

一
次
資

料
、
二

次
資
料

、
三
次

資
料
の

分
類
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
2.

 
医

薬
品
情

報
源
と

し
て
代

表
的
な

二
次
資

料
、
三

次
資
料

を
列
挙

し
、
そ

れ
ら
の

特
徴
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
3.

 
厚

生
労
働

省
、
医

薬
品
医

療
機
器

総
合
機

構
、
製

薬
企
業

な
ど
の

発
行
す

る
資
料

を
列
挙

し
、
概

説
で
き

る
。

 
4.

 
医

薬
品
添

付
文
書

（
医
療

用
、
一

般
用
）

の
法
的

位
置
づ

け
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
5.

 
医

薬
品

添
付

文
書
（

医
療
用

、
一

般
用

）
の

記
載
項

目
（
警

告
、

禁
忌

、
効

能
・
効

果
、

用
法
・

用
量

、
使

用
上
の

注
意
な
ど

）
を
列

挙
し
、

そ
れ
ら

の
意
味

や
記
載

す
べ
き

内
容
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
6.

 
医

薬
品
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
フ

ォ
ー
ム

の
位
置

づ
け
と

医
薬
品

添
付
文

書
と
の

違
い
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
③
収
集
・
評
価
・
加
工
・
提
供
・
管
理
】
 

1.
 

目
的
（
効

能
効
果
、
副
作
用

、
相

互
作
用

、
薬
剤

鑑
別
、
妊

婦
へ

の
投
与

、
中
毒

な
ど
）
に

合
っ

た
適
切

な
情
報
源

を
選
択
し

、
必
要

な
情
報

を
検
索

、
収
集

で
き
る

。
（
技

能
）

 
2.

 
M

ED
LI

N
E
な

ど
の
医

学
・
薬
学

文
献
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
検

索
に
お

け
る
キ

ー
ワ
ー

ド
、
シ
ソ

ー
ラ

ス
の
重

要
性
を

理

解
し
、
検

索
で
き

る
。
（

知
識
・

技
能
）

 
3.

 
医

薬
品
情

報
の
信

頼
性
、

科
学
的

妥
当
性

な
ど
を

評
価
す

る
際
に

必
要
な

基
本
的

項
目
を

列
挙
で

き
る
。

 
4.

 
臨

床
試
験

な
ど

の
原
著
論

文
お
よ

び
三
次

資
料
に

つ
い
て

医
薬
品

情
報
の

質
を
評

価
で
き

る
。
（

技
能
）

 
5.

 
医

薬
品
情

報
を
ニ

ー
ズ
に

合
わ
せ

て
加
工
・
提
供

し
管
理

す
る
際

の
方
法

と
注
意

点
（
知

的
所
有

権
、
守

秘
義
務

な

ど
）
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
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る
。

 
 【

④
そ
の
他
の
要
因
】
 

1.
 

薬
物
の
効

果
に
影

響
す
る

生
理
的

要
因
（

性
差
、

閉
経
、

日
内
変

動
な
ど

）
を
列

挙
で
き

る
。

 
2.

 
妊

娠
・
授

乳
期
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
生

殖
・

妊
娠

・
授

乳
期

の
薬

物
治

療
で

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
 

3.
 

栄
養
状
態

の
異
な

る
患
者
（
肥
満

、
低

ア
ル
ブ

ミ
ン
血

症
、
腹
水

な
ど

）
に
お

け
る
薬

物
動
態
と

、
薬

物
治
療

で
注

意
す
べ
き

点
を
説

明
で
き

る
。

 
 【

⑤
個
別
化
医
療
の
計
画
・
立
案
】
 

1.
 

個
別
の
患

者
情
報
（
遺

伝
的
素
因

、
年

齢
的
要

因
、
臓
器

機
能
な

ど
）
と
医
薬

品
情
報

を
も
と
に

、
薬

物
治
療

を
計

画
・
立
案

で
き
る

。
（
技

能
）

 
2.

 
コ

ン
パ
ニ

オ
ン
診

断
に
も

と
づ
く

薬
物
治

療
に
つ

い
て
、

例
を
挙

げ
て
説

明
で
き

る
。
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2.
 

医
薬
品
情

報
に
も

と
づ
い

て
、
代

表
的
な

同
種
同

効
薬
の

有
効
性

や
安
全

性
に
つ

い
て
比

較
・
評

価
で
き

る
。
（
技

能
）

 
3.

 
医

薬
品
情

報
に
も

と
づ
い

て
、
先

発
医
薬

品
と
後

発
医
薬

品
の
品

質
、
安

全
性
、

経
済
性

な
ど
に

つ
い
て

、
比
較
・

評
価
で
き

る
。
（

技
能
）

 
 （

2
）
患
者
情
報
 

G
IO

 
患
者
か
ら
の
情
報
の
収
集
、
評
価
に
必
要
な
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
情
報
と
情
報
源
】
 

1.
 

薬
物
治
療

に
必
要

な
患
者

基
本
情

報
を
列

挙
で
き

る
。

 
2.

 
患

者
情
報

源
の
種

類
を
列

挙
し
、

そ
れ
ぞ

れ
の
違

い
を
説

明
で
き

る
。

 
 【

②
収
集
・
評
価
・
管
理
】
 

1.
 

問
題
志
向

型
シ
ス

テ
ム
（

PO
S）

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

SO
AP

形
式

な
ど

の
患
者

情
報
の

記
録
方

法
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
3.

 
医

薬
品
の

効
果
や

副
作
用

を
評
価

す
る
た

め
に
必

要
な
患

者
情
報

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

4.
 

患
者
情
報

の
取
扱

い
に
お

け
る
守

秘
義
務

と
管
理

の
重
要

性
を
説

明
で
き

る
。
（

A（
2
）
【
③
患
者

の
権
利

】
参

照
）

 
 （

3
）
個
別
化
医
療
 

G
IO

 
薬
物
治
療
の
個
別
化
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
遺
伝
的
素
因
】
 

1.
 

薬
物
の
主

作
用
お

よ
び
副

作
用
に

影
響
す

る
代
表

的
な
遺

伝
的
素

因
に
つ

い
て
、

例
を
挙

げ
て
説

明
で
き

る
。

 
2.

 
薬

物
動
態

に
影
響

す
る
代

表
的
な

遺
伝
的

素
因
（
薬
物

代
謝
酵
素
・
ト

ラ
ン
ス

ポ
ー
タ

ー
の
遺
伝

子
変
異

な
ど

）
に

つ
い
て
、

例
を
挙

げ
て
説

明
で
き

る
。

 
3.

 
遺

伝
的
素

因
を
考

慮
し
た

薬
物
治

療
に
つ

い
て
、

例
を
挙

げ
て
説

明
で
き

る
。

 
 【

②
年
齢
的
要
因
】
 

1.
 

低
出
生
体

重
児

、
新
生

児
、
乳
児

、
幼

児
、
小
児

に
お
け

る
薬
物

動
態
と

、
薬

物
治
療

で
注
意
す

べ
き
点

を
説
明

で

き
る
。

 
2.

 
高

齢
者
に

お
け
る

薬
物
動

態
と
、

薬
物
治

療
で
注

意
す
べ

き
点
を

説
明
で

き
る
。

 
 【

③
臓
器
機
能
低
下
】
 

1.
 

腎
疾
患
・
腎
機

能
低
下

時
に
お
け

る
薬
物

動
態
と

、
薬

物
治
療
・
投
与

設
計
に

お
い
て

注
意
す
べ

き
点
を

説
明
で

き

る
。

 
2.

 
肝

疾
患
・
肝
機
能

低
下
時

に
お
け

る
薬
物

動
態
と

、
薬
物

治
療
・
投

与
設

計
に
お

い
て
注

意
す
べ

き
点
を

説
明
で

き

る
。

 
3.

 
心

臓
疾
患

を
伴
っ

た
患
者

に
お
け

る
薬
物

動
態
と

、
薬

物
治
療
・
投
与

設
計
に

お
い
て

注
意
す
べ

き
点
を

説
明
で

き
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挙
げ
、
説

明
で
き

る
。

 
 【
⑤
排
泄
】
 

1.
 

薬
物
の
尿

中
排
泄

機
構
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
腎

ク
リ
ア

ラ
ン
ス

と
、
糸

球
体
ろ

過
、
分

泌
、
再

吸
収
の

関
係
を

定
量
的

に
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

代
表
的
な

腎
排
泄

型
薬
物

を
列
挙

で
き
る

。
 

4.
 

薬
物
の
胆

汁
中
排

泄
と
腸

肝
循
環

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

薬
物
の
排

泄
過
程

に
お
け

る
相
互

作
用
に

つ
い
て

例
を
挙

げ
、
説

明
で
き

る
。

 
 （
2
）
薬
物
動
態
の
解
析
 

G
IO

 
薬
物
動
態
の
理
論
的
解
析
な
ら
び
に
投
与
設
計
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
薬
物
速
度
論
】
 

1.
 

線
形
コ
ン

パ
ー
ト

メ
ン
ト

モ
デ
ル

と
、
関

連
す

る
薬
物

動
態
パ
ラ

メ
ー
タ
（
全

身
ク
リ

ア
ラ
ン
ス

、
分
布

容
積

、
消

失
半
減
期

、
生
物

学
的
利

用
能
な

ど
）
の

概
念
を

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
線

形
１
－

コ
ン
パ

ー
ト
メ

ン
ト
モ

デ
ル
に

基
づ
い

た
解
析

が
で
き

る
（
急
速

静
注
・
経
口

投
与
［
単

回
お
よ

び
反
復

投
与
］
、
定
速

静
注

）。
（
知
識
、

技
能
）

 
3.

 
体

内
動
態

が
非
線

形
性
を

示
す
薬

物
の
例

を
挙
げ
、
非
線
形

モ
デ

ル
に
基

づ
い
た

解
析
が

で
き
る

。（
知

識
、
技
能
）

 
4.

 
モ

ー
メ
ン

ト
解
析

の
意
味

と
、
関

連
す
る

パ
ラ
メ

ー
タ
の

計
算
法

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

組
織
ク
リ

ア
ラ
ン

ス
（
肝
、
腎
）
お

よ
び
固

有
ク
リ

ア
ラ
ン

ス
の

意
味
と
、
そ
れ
ら

の
関
係

に
つ

い
て
、
数

式
を
使

っ
て
説
明

で
き
る

。
 

6.
 

薬
物
動
態

学
－
薬

力
学
解

析
（

PK
-P

D
解

析
）

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
②
T
D
M
 
(T
h
e
r
a
pe
u
t
i
c
 D
r
u
g
 
M
o
n
i
to
r
i
n
g
)と

投
与
設
計
】
 

1.
 

治
療
薬
物

モ
ニ
タ

リ
ン
グ

（
TD

M
）

の
意
義
を

説
明
し

、
TD

M
が

有
効
な
薬

物
を
列

挙
で
き
る

。
 

2.
 

TD
M

を
行

う
際

の
採
血

ポ
イ
ン

ト
、
試

料
の
取

り
扱
い

、
測
定

法
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
3.

 
薬

物
動
態

パ
ラ
メ

ー
タ
を

用
い
て

患
者
ご

と
の
薬

物
投
与

設
計
が

で
き
る

。（
知
識
、

技
能
）

 
4.

 
ポ

ピ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
フ
ァ

ー
マ
コ

キ
ネ
テ

ィ
ク
ス

の
概
念

と
応
用

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
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薬
の
生
体
内
運
命

 

G
IO

 
薬
物
の
生
体
内
運
命
を
理
解
し
、
個
々
の
患
者
の
投
与
設
計
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、

薬
物
の
体
内
動
態
お
よ
び
そ
の
解
析
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
修
得
し
、
そ
れ
ら
を
応
用
す
る

基
本
的
技
能
を
身
に
つ
け
る
。
 

 （
1
）
薬
物
の
体
内
動
態
 

G
IO

 
吸
収
、
分
布
、
代
謝
、
排
泄
の
各
過
程
お
よ
び
薬
物
動
態
学
的
相
互
作
用
に
関
す
る
基
本
的
事

項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
生
体
膜
透
過
】
 

1.
 

薬
物
の
生

体
膜
透

過
に
お

け
る
単

純
拡
散

、
促
進

拡
散
お

よ
び
能

動
輸
送

の
特
徴

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

薬
物
の
生

体
膜
透

過
に
関

わ
る
ト

ラ
ン
ス

ポ
ー
タ

ー
の
例

を
挙
げ
、
そ
の
特

徴
と
薬

物
動
態

に
お

け
る
役

割
を
説

明

で
き
る
。
 

 【
②
吸
収
】
 

1.
 

経
口
投
与

さ
れ
た

薬
物
の

吸
収
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
非

経
口
的

に
投
与

さ
れ
る

薬
物
の

吸
収
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
3.

 
薬

物
の
吸

収
に
影

響
す
る

因
子
（

薬
物
の

物
性
、

生
理
学

的
要
因

な
ど
）

を
列
挙

し
、
説

明
で
き

る
。

 
4.

 
薬

物
の
吸

収
過
程

に
お
け

る
相
互

作
用
に

つ
い
て

例
を
挙

げ
、
説

明
で
き

る
。

 
5.

 
初

回
通
過

効
果
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
 【
③
分
布
】
 

1.
 

薬
物
が
結

合
す
る

代
表
的

な
血
漿

タ
ン
パ

ク
質
を

挙
げ
、

タ
ン
パ

ク
結
合

の
強
い

薬
物
を

列
挙
で

き
る
。

 
2.

 
薬

物
の
組

織
移
行

性
（

分
布
容
積

）
と

血
漿
タ

ン
パ
ク

結
合
な
ら

び
に
組

織
結
合

と
の
関

係
を
、
定
量

的
に
説

明
で

き
る
。

 
3.

 
薬

物
の
タ

ン
パ
ク

結
合
お

よ
び
結

合
阻
害

の
測
定

・
解
析

方
法
を

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
血

液
－
組

織
関
門

の
構
造

・
機
能

と
、
薬

物
の
脳

や
胎
児

等
へ
の

移
行
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
5.

 
薬

物
の
リ

ン
パ
お

よ
び
乳

汁
中
へ

の
移
行

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

6.
 

薬
物
の
分

布
過
程

に
お
け

る
相
互

作
用
に

つ
い
て

例
を
挙

げ
、
説

明
で
き

る
。

 
 【

④
代
謝
】
 

1.
 

代
表
的
な

薬
物
代

謝
酵
素

を
列
挙

し
、
そ

の
代
謝

反
応
が

起
こ
る

組
織
な

ら
び
に

細
胞
内

小
器
官

、
反
応

様
式
に

つ

い
て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

薬
物

代
謝

の
第

Ⅰ
相

反
応

（
酸

化
・

還
元

・
加

水
分

解
）
、

第
Ⅱ

相
反

応
（

抱
合

）
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明

で
き
る
。

 
3.

 
代

表
的
な

薬
物
代

謝
酵
素

（
分
子

種
）
に

よ
り
代

謝
さ
れ

る
薬
物

を
列
挙

で
き
る

。
 

4.
 

プ
ロ
ド
ラ

ッ
グ
と

活
性
代

謝
物
に

つ
い
て

、
例
を

挙
げ
て

説
明
で

き
る
。

 
5.

 
薬

物
代
謝

酵
素
の

阻
害
お

よ
び
誘

導
の
メ

カ
ニ
ズ

ム
と
、
そ
れ
ら

に
関
連

し
て
起

こ
る
相

互
作
用

に
つ
い

て
、
例

を

194
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1.
 

製
剤
化
の

概
要
と

意
義
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
経

口
投
与

す
る
製

剤
の
種

類
と
そ

の
特
性

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

粘
膜
に
適

用
す
る

製
剤
（

点
眼
剤

、
吸
入

剤
な
ど

）
の
種

類
と
そ

の
特
性

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

注
射
に
よ

り
投
与

す
る
製

剤
の
種

類
と
そ

の
特
性

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

皮
膚
に
適

用
す
る

製
剤
の

種
類
と

そ
の
特

性
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
6.

 
そ

の
他
の

製
剤
（

生
薬
関

連
製
剤

、
透
析

に
用
い

る
製
剤

な
ど
）

の
種
類

と
特
性

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
製
剤
化
と
製
剤
試
験
法
】
 

1.
 

代
表
的
な

医
薬
品

添
加
物

の
種
類

・
用
途

・
性
質

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

製
剤
化
の

単
位
操

作
、
汎
用

さ
れ

る
製
剤

機
械
お

よ
び
代

表
的
な

製
剤
の

具
体
的

な
製
造

工
程
に

つ
い
て

説
明
で

き

る
。

 
3.

 
汎

用
さ
れ

る
容
器

、
包
装

の
種
類

や
特
徴

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

製
剤
に
関

連
す
る

試
験
法

を
列
挙

し
、
説

明
で
き

る
。

 
 【

③
生
物
学
的
同
等
性
】
 

 
 

1.
 
製
剤

の
特
性

（
適
用
部

位
、
製

剤
か
ら

の
薬
物

の
放
出

性
な
ど

）
を
理

解
し
た

上
で
、

生
物
学

的
同
等

性
に
つ

い
て

 
 

 
 
 

説
明
で

き
る
。

 
 （
3
）
D
D
S
（
D
r
u
g
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
S
y
s
t
e
m
：
薬
物
送
達
シ
ス
テ
ム
）
 

G
IO

 
薬
物
の
投
与
形
態
や
薬
物
体
内
動
態
の
制
御
法
な
ど
を
工
夫
し
た

D
D
S
に
関
す
る
基
本
的
事
項

を
修
得
す
る
。
 

 【
①
D
D
S
の
必
要
性
】
 

1.
 

D
D

S
の

概
念
と

有
用
性

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

代
表
的
な

D
D

S
技
術
を

列
挙
し

、
説

明
で
き

る
。（

プ
ロ
ド
ラ

ッ
グ
に

つ
い
て

は
、
E
4(
1
)【

④
代

謝
】
4
.も

参
照
） 

 【
②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
リ
リ
ー
ス
（
放
出
制
御
）】

 

1.
 

コ
ン
ト
ロ

ー
ル
ド

リ
リ
ー

ス
の
概

要
と
意

義
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
2.

 
投

与
部
位

ご
と
に

、
代

表
的

な
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド

リ
リ

ー
ス

技
術

を
列

挙
し

、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

3.
 

コ
ン
ト
ロ

ー
ル
ド

リ
リ
ー

ス
技
術

を
適
用

し
た
代

表
的
な

医
薬
品

を
列
挙

で
き
る

。
 

 【
③
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
（
標
的
指
向
化
）】

 

1.
 

タ
ー
ゲ
テ

ィ
ン
グ

の
概
要

と
意
義

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

 
2.

 
投

与
部
位

ご
と
に

、
代
表

的
な
タ

ー
ゲ
テ

ィ
ン
グ

技
術
を

列
挙
し

、
そ
の

特
性
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
3.

 
タ

ー
ゲ
テ

ィ
ン
グ

技
術
を

適
用
し

た
代
表

的
な
医

薬
品
を

列
挙
で

き
る
。

 
 【

④
吸
収
改
善
】
 

1.
 

吸
収
改
善

の
概
要

と
意
義

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

投
与
部
位

ご
と
に

、
代
表

的
な
吸

収
改
善

技
術
を

列
挙
し

、
そ
の

特
性
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
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 E
5
 
製
剤
化
の
サ
イ
エ
ン
ス
 

G
IO

 
製
剤
化
の
意
義
と
製
剤
の
性
質
を
理
解
す
る
た
め
に
、
薬
物
と
製
剤
材
料
の
物
性
、
製
剤
設
計
、

お
よ
び
薬
物
送
達
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 （
1
）
製
剤
の
性
質
 

G
IO

 
薬
物
と
製
剤
材
料
の
物
性
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
固
形
材
料
】
 

1.
 

粉
体
の
性

質
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
2.

 
結

晶
（
安

定
形
お

よ
び
準

安
定
形

）
や
非

晶
質
、

無
水
物

や
水
和

物
の
性

質
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
3.

 
固

形
材

料
の

溶
解

現
象

（
溶

解
度

、
溶

解
平

衡
な

ど
）

や
溶

解
し

た
物

質
の

拡
散

と
溶

解
速

度
に

つ
い

て
説

明
で

き

る
。（

C
2（

2）
【
①
酸

・
塩
基
平

衡
】

1.
及
び
【

②
各
種

の
化
学

平
衡
】

2
.参

照
）

 
4.

 
固

形
材
料

の
溶
解

に
影
響

を
及
ぼ

す
因
子

（
pH

や
温

度
な

ど
）

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

固
形
材
料

の
溶
解

度
や
溶

解
速
度

を
高
め

る
代
表

的
な
製

剤
的
手

法
を
列

挙
し
、

説
明
で

き
る
。

 
 【

②
半
固
形
・
液
状
材
料
】
 

1.
 

流
動
と
変

形
（
レ

オ
ロ
ジ

ー
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
高

分
子
の

構
造
と

高
分
子

溶
液
の

性
質
（

粘
度
な

ど
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
 【

③
分
散
系
材
料
】
 

1.
 

界
面
の
性

質
（
界

面
張
力

、
分
配

平
衡
、
吸
着
な

ど
）
や

代
表
的

な
界
面

活
性
剤

の
種
類

と
性
質

に
つ
い

て
説
明

で

き
る
。
（
C
2（

2
）【

②
各
種
の
化

学
平
衡

】
4
.参

照
）

 
2.

 
代

表
的
な

分
散

系
（

分
子
集

合
体
、
コ
ロ
イ

ド
、
乳

剤
、
懸
濁
剤

な
ど
）
を

列
挙
し

、
そ
の

性
質

に
つ
い

て
説
明

で

き
る
。

 
3.

 
分

散
し
た

粒
子
の

安
定
性

と
分
離

現
象
（

沈
降
な

ど
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
分

散
安
定

性
を
高

め
る
代

表
的
な

製
剤
的

手
法
を

列
挙
し

、
説
明

で
き
る

。
 

 【
④
薬
物
及
び
製
剤
材
料
の
物
性
】
 

1.
 

製
剤
分
野

で
汎
用

さ
れ
る

高
分
子

の
構
造

を
理
解

し
、
そ

の
物
性

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

薬
物
の
安

定
性
（
反

応
速
度

、
複

合
反
応

な
ど

）
や

安
定
性

に
影

響
を
及

ぼ
す
因

子
（

pH
、
温

度
な
ど

）
に

つ
い
て

説
明
で
き

る
。
（
C
1（

3
）【

①
反

応
速
度

】
1
.～

7
.参

照
）

 
3.

 
薬

物
の
安

定
性
を

高
め
る

代
表
的

な
製
剤

的
手
法

を
列
挙

し
、
説

明
で
き

る
。

 
 （
2
）
製
剤
設
計
 

G
IO

 
製
剤
の
種
類
、
製
造
、
品
質
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
代
表
的
な
製
剤
】
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F
 
薬

学
臨
床
 

G
IO

 
患
者
・
生
活
者
本
位
の
視
点
に
立
ち
、
薬
剤
師
と
し
て
病
院
や
薬
局
な
ど
の
臨
床
現
場
で
活
躍

す
る
た
め
に
、
薬
物
療
法
の
実
践
と
、
チ
ー
ム
医
療
・
地
域
保
健
医
療
へ
の
参
画
に
必
要
な
基

本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 
※
F
薬
学
臨
床
に
お
け
る
代
表
的
な
疾
患
は
、
が
ん
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
心
疾
患
、
脳
血
管
障
害
、
精
神
神

経
疾
患
、
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
感
染
症
と
す
る
。
病
院
・
薬
局
の
実
務
実
習
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
疾
患

を
持
つ
患
者
の
薬
物
治
療
に
継
続
的
に
広
く
関
わ
る
こ
と
。
 

  
 
前
）
：
病
院
・
薬
局
で
の
実
務
実
習
履
修
前
に
修
得
す
べ
き
事
項

 
 （
1
）
薬
学
臨
床
の
基
礎

 

G
IO

 
医
療
の
担
い
手
と
し
て
求
め
ら
れ
る
活
動
を
適
切
な
態
度
で
実
践
す
る
た
め
に
、
薬
剤
師
の
活

躍
す
る
臨
床
現
場
で
必
要
な
心
構
え
と
薬
学
的
管
理
の
基
本
的
な
流
れ
を
把
握
す
る
。
 

【
①
早
期
臨
床
体
験
】
 

※
原
則
と
し
て

2
年
次
修
了
ま
で
に
学
習
す
る
事
項
 

1.
 

患
者
・
生
活
者

の
視
点

に
立
っ
て

、
様

々
な
薬

剤
師
の

業
務
を
見

聞
し

、
そ
の

体
験
か

ら
薬
剤
師

業
務
の

重
要
性

に

つ
い
て
討

議
す
る

。（
知
識
・
態

度
）

 
2.

 
地

域
の
保

健
・
福

祉
を
見

聞
し
た

具
体
的

体
験
に

基
づ
き

そ
の
重

要
性
や

課
題
を

討
議
す

る
。（

知
識
・

態
度
）

 
3.
 

一
次
救
命

処
置
（

心
肺
蘇
生

、
外
傷

対
応
等

）
を
説

明
し
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ

を
用
い

て
実
施

で
き
る

。（
知
識
・
技
能
）

 

【
②
臨
床
に
お
け
る
心
構
え
】
〔
Ａ
（
１
）
、
（
２
）
参
照
〕

 
1.

 
前

）
医
療

の
担
い

手
が
守

る
べ
き

倫
理
規

範
や
法

令
に
つ

い
て
討

議
す
る

。（
態
度
）

 
2.

 
前

）
患

者
・
生

活
者
中

心
の
医
療

の
視
点

か
ら
患

者
・
生
活
者
の

個
人
情

報
や
自

己
決
定

権
に
配

慮
す
べ

き
個
々

の

対
応
が
で

き
る

。（
態

度
）

 
3.

 
前

）
患

者
・
生

活
者
の

健
康
の
回

復
と
維

持
、
生
活
の

質
の
向
上

に
薬
剤

師
が
積

極
的
に

貢
献
す

る
こ
と

の
重
要

性

を
討
議
す

る
。
（
態
度

）
 

4.
 

医
療
の
担

い
手
が

守
る
べ

き
倫
理

規
範
を

遵
守
し

、
ふ
さ

わ
し
い

態
度

で
行
動
す

る
。
（
態
度
）

 
5.

 
患

者
・
生

活
者
の

基
本
的

権
利
、

自
己
決

定
権
に

つ
い
て

配
慮
す

る
。
（
態
度

）
 

6.
 

薬
学
的
管

理
を
実

施
す
る

際
に
、

イ
ン
フ

ォ
ー
ム

ド
・
コ

ン
セ
ン

ト
を
得

る
こ
と

が
で
き

る
。（

態
度
）

 
7.

 
職

務
上
知

り
得
た

情
報
に

つ
い
て

守
秘
義

務
を
遵

守
す
る

。（
態

度
）

 

【
③
臨
床
実
習
の
基
礎
】

 
1.

 
前

）
病
院

・
薬
局

に
お
け

る
薬
剤

師
業
務

全
体
の

流
れ
を

概
説
で

き
る
。

 
2.

 
前

）
病
院

・
薬
局

で
薬
剤

師
が
実

践
す
る

薬
学
的

管
理
の

重
要
性

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

前
）
病
院

薬
剤
部

門
を
構

成
す
る

各
セ
ク

シ
ョ
ン

の
業
務

を
列
挙

し
、
そ

の
内
容

と
関
連

を
概
説

で
き
る

。
 

4.
 

前
）
病

院
に
所

属
す

る
医
療

ス
タ

ッ
フ
の

職
種
名

を
列
挙

し
、
そ

の
業
務

内
容
を

相
互
に

関
連
づ

け
て
説

明
で
き
る
。 

5.
 

前
）
薬
剤

師
の
関

わ
る
社

会
保
障

制
度
（

医
療
、

福
祉
、

介
護
）

の
概
略

を
説
明

で
き
る

。〔
Ｂ

（
３
）

①
参
照

〕
 

6.
 

病
院
に
お

け
る
薬

剤
部
門

の
位
置

づ
け
と

業
務
の

流
れ
に

つ
い
て

他
部
門

と
関
連

付
け
て

説
明
で

き
る
。

 
7.

 
代

表
的
な

疾
患
の

入
院
治

療
に
お

け
る
適

切
な
薬

学
的
管

理
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
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3.
 

吸
収
改
善

技
術
を

適
用
し

た
代
表

的
な
医

薬
品
を

列
挙
で

き
る
。
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【
③
処
方
せ
ん
に
基
づ
く
医
薬
品
の
調
製
】
 

1.
 

前
）
薬
袋

、
薬
札

（
ラ
ベ

ル
）
に

記
載
す

べ
き
事

項
を
適

切
に
記

入
で
き

る
。
（
技
能

）
 

2.
 

前
）
主
な

医
薬
品

の
成
分

（
一
般

名
）
、
商
標

名
、
剤

形
、
規
格

等
を
列

挙
で
き

る
。

 
3.

 
前

）
処
方

せ
ん
に

従
っ
て

、
計
数

・
計
量

調
剤
が

で
き
る

。（
技

能
）

 
4.

 
前

）
後
発

医
薬
品

選
択
の

手
順
を

説
明
で

き
る
。

 
5.

 
前

）
代
表

的
な
注

射
剤
・

散
剤
・

水
剤
等

の
配
合

変
化
の

あ
る
組

合
せ
と

そ
の
理

由
を
説

明
で
き

る
。

 
6.

 
前

）
無
菌

操
作
の

原
理
を

説
明
し

、
基
本

的
な
無

菌
操
作

を
実
施

で
き
る

。（
知
識
・

技
能
）

 
7.

 
前

）
抗

悪
性
腫

瘍
薬

な
ど
の

取
扱

い
に
お

け
る
ケ

ミ
カ
ル

ハ
ザ
ー

ド
回
避

の
基
本

的
手
技

を
実
施

で
き
る

。（
技
能
）

 
8.

 
前

）
処
方

せ
ん
に

基
づ
き

調
剤
さ

れ
た
薬

剤
の
監

査
が
で

き
る
。
（
知

識
・
技

能
）

 
9.

 
主

な
医
薬

品
の
一

般
名
・

剤
形
・

規
格
か

ら
該
当

す
る
製

品
を
選

択
で
き

る
。
（
技
能

）
 

10
. 
適

切
な
手

順
で
後

発
医
薬

品
を
選

択
で
き

る
。
（
知
識

・
技
能
）

 
11

. 
処

方
せ

ん
に
従
っ

て
計
数

・
計
量

調
剤
が

で
き
る

。（
技
能
）

 
12

. 
錠

剤
の
粉

砕
、
お

よ
び
カ

プ
セ
ル

剤
の
開

封
の
可

否
を
判

断
し
、

実
施
で

き
る

。（
知

識
・
技
能

）
 

13
. 
一

回
量

(一
包

化
）
調

剤
の
必
要

性
を
判

断
し
、

実
施
で

き
る
。
（
知

識
・
技

能
）

 
14

. 
注

射
処
方

せ
ん
に

従
っ
て

注
射
薬

調
剤
が

で
き
る

。（
技
能
）

 
15

. 
注

射
剤
・

散
剤
・

水
剤
等

の
配
合

変
化
に

関
し
て

実
施
さ

れ
て
い

る
回
避

方
法
を

列
挙
で

き
る
。

 
16

. 
注

射
剤
（

高
カ
ロ

リ
ー
輸

液
等
）

の
無
菌

的
混
合

操
作
を

実
施
で

き
る

。（
技

能
）

 
17

. 
抗

悪
性
腫

瘍
薬
な

ど
の
取

扱
い
に

お
け
る

ケ
ミ
カ

ル
ハ
ザ

ー
ド
回

避
の
手

技
を
実

施
で
き

る
。（

知
識
・

技
能
）

 
18

. 
特

別
な
注

意
を
要

す
る
医

薬
品
（

劇
薬
・
毒
薬
・
麻
薬
・
向
精
神

薬
・
抗
悪
性
腫

瘍
薬
等

）
の
調

剤
と
適

切
な
取

扱

い
が
で
き

る
。
（
知
識

・
技
能
）

 
19

. 
調

製
さ
れ

た
薬
剤

に
対
し

て
、
監

査
が
実

施
で
き

る
。
（
知
識
・

技
能
）

 

【
④
患
者
・
来
局
者
応
対
、
服
薬
指
導
、
患
者
教
育
】
 

1.
 

前
）
適
切

な
態
度

で
、
患

者
・
来

局
者
と

応
対
で

き
る

。（
態
度

）
 

2.
 

前
）
妊
婦
・
授
乳

婦
、
小
児

、
高

齢
者
な

ど
へ
の

応
対
や

服
薬
指

導
に
お

い
て
、
配
慮
す

べ
き
事

項
を
具

体
的
に

列

挙
で
き
る

。
 

3.
 

前
）

患
者

・
来

局
者

か
ら

、
必

要
な

情
報

（
症

状
、

心
理

状
態

、
既

往
歴

、
生

活
習

慣
、

ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
薬

歴
、

副
作
用
歴

等
）
を

適
切
な

手
順
で

聞
き
取

る
こ
と

が
で
き

る
。（

知
識
・

態
度
）

 
4.

 
前
）

患
者
・
来
局

者
に
、
主

な
医

薬
品
の

効
能
・
効

果
、
用
法
・
用

量
、
警
告
・
禁

忌
、
副
作
用
、

相
互
作

用
、
保

管
方
法
等

に
つ
い

て
適
切

に
説
明

で
き
る

。（
技
能
・

態
度
）

 
5.

 
前

）
代
表

的
な
疾

患
に
お

い
て
注

意
す
べ

き
生
活

指
導
項

目
を
列

挙
で
き

る
。

 
6.

 
前

）
患

者
・
来
局
者

に
使
用

上
の

説
明
が

必
要
な

製
剤
（
眼
軟
膏

、
坐

剤
、
吸

入
剤

、
自
己

注
射

剤
等

）
の
取

扱
い

方
法
を
説

明
で
き

る
。
（
技
能
・

態
度
）

 
7.

 
前

）
薬
歴

・
診
療

録
の
基

本
的
な

記
載
事

項
と
そ

の
意
義

・
重
要

性
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
8.

 
前

）
代
表

的
な
疾

患
の
症

例
に
つ

い
て
の

患
者
応

対
の
内

容
を
適

切
に
記

録
で
き

る
。
（
技
能
）

 
9.

 
患

者
・
来

局
者
に

合
わ

せ
て
適
切

な
応
対

が
で
き

る
。
（
態
度
）

 
10

. 
患

者
・
来
局
者

か
ら

、
必

要
な
情

報
（

症
状

、
心

理
状
態

、
既
往

歴
、
生
活
習

慣
、
ア
レ

ル
ギ
ー

歴
、
薬
歴

、
副

作

用
歴
等
）

を
適
切

な
手
順

で
聞
き

取
る
こ

と
が
で

き
る

。（
知
識

・
態
度

）
 

11
. 
医

師
の
治

療
方
針

を
理
解

し
た
上

で
、
患

者
へ
の

適
切
な

服
薬
指

導
を
実

施
す
る

。（
知
識
・
態

度
）

 
12

. 
患

者
・
来
局
者

の
病
状

や
背
景
に

配
慮
し

、
医

薬
品
を

安
全
か
つ

有
効
に

使
用
す

る
た
め

の
服
薬

指
導
や

患
者
教

育
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8.
 

入
院
か
ら

退
院
に

至
る
ま

で
入
院

患
者
の

医
療
に

継
続
し

て
関
わ

る
こ
と

が
で
き

る
。
（
態
度
）

 
9.

 
急

性
期
医

療
（
救
急

医
療
・
集
中

治
療
・
外

傷
治
療

等
）
や
周
術

期
医
療

に
お
け

る
適
切

な
薬
学

的
管
理

に
つ
い

て

説
明
で
き

る
。

 
10

. 
周

産
期
医

療
や
小

児
医
療

に
お
け

る
適
切

な
薬
学

的
管
理

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

11
. 
終

末
期
医

療
や
緩

和
ケ
ア

に
お
け

る
適
切

な
薬
学

的
管
理

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

12
. 
外

来
化
学

療
法
に

お
け
る

適
切
な

薬
学
的

管
理
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
13

. 
保

険
評
価

要
件
を

薬
剤
師

業
務
と

関
連
付

け
て
概

説
す
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

14
. 
薬

局
に
お

け
る
薬

剤
師
業

務
の
流

れ
を
相

互
に
関

連
付
け

て
説
明

で
き
る

。
 

15
. 
来

局
者

の
調

剤
に

対
し

て
、

処
方

せ
ん

の
受

付
か

ら
薬

剤
の

交
付

に
至

る
ま

で
継

続
し

て
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

。

（
知
識
・

態
度
）

 
 （

2
）
処
方
せ
ん
に
基
づ
く
調
剤
 

G
IO

 
処
方
せ
ん
に
基
づ
い
た
調
剤
業
務
を
安
全
で
適
正
に
遂
行
す
る
た
め
に
、
医
薬
品
の
供
給
と
管

理
を
含
む
基
本
的
調
剤
業
務
を
修
得
す
る
。
 

【
①
法
令
・
規
則
等
の
理
解
と
遵
守
】
〔
Ｂ
（
２
）
、
（
３
）
参
照
〕

 
1.

 
前

）
調
剤

業
務
に

関
わ
る

事
項
（

処
方
せ

ん
、
調

剤
録
、
疑

義
照

会
等
）
の
意
義

や
取
り

扱
い
を

法
的
根

拠
に
基

づ

い
て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

調
剤

業
務

に
関

わ
る

法
的

文
書

（
処

方
せ

ん
、

調
剤

録
等

）
の

適
切

な
記

載
と

保
存

・
管

理
が

で
き

る
。
（

知
識

・

技
能
）

 
3.

 
法

的
根
拠

に
基
づ

き
、
一

連
の
調

剤
業
務

を
適
正

に
実
施

す
る
。
（
技

能
・
態

度
）

 
4.

 
保

険
薬
局

と
し
て

必
要
な

条
件
や

設
備
等

を
具
体

的
に
関

連
付
け

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
処
方
せ
ん
と
疑
義
照
会
】

 
1.

 
前

）
代

表
的
な

疾
患
に

使
用
さ
れ

る
医
薬

品
に
つ

い
て
効

能
・
効

果
、
用
法
・
用
量

、
警

告
・
禁

忌
、
副
作
用

、
相

互
作
用
を

列
挙
で

き
る
。

 
2.

 
前

）
処
方

オ
ー
ダ

リ
ン
グ

シ
ス
テ

ム
お
よ

び
電
子

カ
ル
テ

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

3.
 

前
）
処
方

せ
ん
の

様
式
と

必
要
記

載
事
項

、
記
載

方
法
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
前

）
処
方

せ
ん
の

監
査
の

意
義
、

そ
の
必

要
性
と

注
意
点

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

前
）
処
方

せ
ん
を

監
査
し

、
不
適

切
な
処

方
せ
ん

に
つ
い

て
、
そ

の
理
由

が
説
明

で
き
る

。
 

6.
 

前
）
処
方

せ
ん
等

に
基
づ

き
疑
義

照
会
が

で
き
る

。（
技
能
・
態

度
）

 
7.

 
処

方
せ
ん

の
記
載

事
項
（
医
薬
品

名
、
分
量

、
用
法
・
用

量
等
）
が
適

切
で
あ

る
か
確

認
で
き
る

。（
知
識
・
技

能
）

 
8.

 
注

射
薬
処

方
せ
ん

の
記
載

事
項
（

医
薬
品

名
、
分

量
、
投
与

速
度

、
投
与

ル
ー
ト

等
）
が

適
切
で

あ
る
か

確
認
で

き

る
。（

知
識
・

技
能
）

 
9.

 
処

方
せ
ん

の
正
し

い
記
載

方
法
を

例
示
で

き
る

。（
技

能
）

 
10

. 
薬

歴
、
診

療
録
、

患
者
の

状
態
か

ら
処
方

が
妥
当

で
あ
る

か
判
断

で
き
る

。（
知
識
・

技
能
）

 
11

. 
薬

歴
、
診

療
録
、

患
者
の

状
態
か

ら
判
断

し
て
適

切
に
疑

義
照
会

が
で
き

る
。
（
技
能

・
態
度
）
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 （
3
）
薬
物
療
法
の
実
践
 

G
IO

 
患
者
に
安
全
・
最
適
な
薬
物
療
法
を
提
供
す
る
た
め
に
、
適
切
に
患
者
情
報
を
収
集
し
た
上
で
、

状
態
を
正
し
く
評
価
し
、
適
切
な
医
薬
品
情
報
を
基
に
、
個
々
の
患
者
に
適
し
た
薬
物
療
法
を

提
案
・
実
施
・
評
価
で
き
る
能
力
を
修
得
す
る
。
 

【
①
 患

者
情
報
の
把
握
】

 
1.

 
前

）
基
本

的
な
医

療
用
語

、
略
語

の
意
味

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

前
）

患
者

お
よ

び
種

々
の

情
報

源
（

診
療

録
、

薬
歴

・
指

導
記

録
、

看
護

記
録

、
お

薬
手

帳
、

持
参

薬
等

）
か

ら
、

薬
物
療
法

に
必
要

な
情
報

を
収
集

で
き
る

。（
技
能
・

態
度

）〔
Ｅ

３
（
２

）
①
参

照
〕

 
3.

 
前
）
身
体
所

見
の
観

察
・
測
定
（
フ

ィ
ジ
カ

ル
ア
セ

ス
メ
ン

ト
）
の

目
的
と

得
ら
れ

た
所
見

の
薬

学
的
管

理
へ
の

活

用
に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

前
）
基
本

的
な
身

体
所
見

を
観
察

・
測
定

し
、
評

価
で
き

る
。（

知
識
・

技
能
）

 
5.

 
基

本
的
な

医
療
用

語
、
略

語
を
適

切
に
使

用
で
き

る
。
（
知
識
・

態
度
）

 
6.

 
患

者
・
来
局
者

お
よ
び

種
々
の
情

報
源
（
診
療

録
、
薬
歴
・
指
導

記
録

、
看
護

記
録

、
お
薬

手
帳

、
持

参
薬
等

）
か

ら
、
薬
物

療
法
に

必
要
な

情
報
を

収
集
で

き
る

。（
技

能
・
態
度

）
 

7.
 

患
者
の
身

体
所
見

を
薬
学

的
管
理

に
活
か

す
こ
と

が
で
き

る
。（

技
能
・

態
度
）

 

【
②
医
薬
品
情
報
の
収
集
と
活
用
】
〔
Ｅ
３
（
１
）
参
照
〕

 
1.

 
前

）
薬
物

療
法
に

必
要
な

医
薬
品

情
報
を

収
集
・

整
理
・

加
工
で

き
る

。（
知

識
・
技

能
）

 
2.

 
施

設
内
に

お
い
て

使
用
で

き
る
医

薬
品
の

情
報
源

を
把
握

し
、
利

用
す
る

こ
と
が

で
き
る

。（
知

識
・
技

能
）

 
3.

 
薬

物
療
法

に
対
す

る
問
い

合
わ
せ

に
対
し

、
根
拠

に
基
づ

い
た
報

告
書
を

作
成
で

き
る

。（
知
識

・
技
能

）
 

4.
 

医
療
ス
タ

ッ
フ
お

よ
び
患

者
の
ニ

ー
ズ
に

合
っ
た

医
薬
品

情
報
提

供
を
体

験
す
る

。（
知
識
・
態

度
）

 
5.

 
安

全
で
有

効
な
薬

物
療
法

に
必
要

な
医
薬

品
情
報

の
評
価

、
加
工

を
体
験

す
る

。（
知

識
・
技
能

）
 

6.
 

緊
急
安
全

性
情
報

、
安

全
性
速
報

、
不

良
品
回

収
、
製

造
中
止
な

ど
の
緊

急
情
報

を
施
設

内
で
適

切
に
取

扱
う
こ

と

が
で
き
る

。（
知
識
・

態
度
）

 
 【

③
処
方
設
計
と
薬
物
療
法
の
実
践
（
処
方
設
計
と
提
案
）
】

 
1.

 
前

）
代
表

的
な
疾

患
に
対

し
て
、

疾
患
の

重
症
度

等
に
応

じ
て
科

学
的
根

拠
に
基

づ
い
た

処
方
設

計
が
で

き
る
。

 
2.

 
前

）
病

態
（
肝
・
腎
障

害
な
ど
）
や
生

理
的
特

性
（
妊
婦
・
授
乳

婦
、
小
児

、
高

齢
者
な

ど
）
等

を
考
慮

し
、
薬
剤

の
選
択
や

用
法
・

用
量
設

定
を
立

案
で
き

る
。

 
3.

 
前

）
患

者
の
ア

ド
ヒ

ア
ラ
ン

ス
の

評
価
方

法
、
ア
ド

ヒ
ア
ラ

ン
ス

が
良
く

な
い
原

因
と
そ

の
対
処

法
を
説

明
で
き
る
。 

4.
 

前
）
皮
下

注
射
、

筋
肉
内

注
射
、

静
脈
内

注
射
・

点
滴
等

の
基
本

的
な
手

技
を
説

明
で
き

る
。

 
5.

 
前

）
代
表

的
な
輸

液
の
種

類
と
適

応
を
説

明
で
き

る
。

 
6.

 
前

）
患
者

の
栄
養

状
態
や

体
液
量

、
電
解

質
の
過

不
足
な

ど
が
評

価
で
き

る
。

 
7.

 
代

表
的
な

疾
患
の

患
者
に

つ
い
て

、
診
断

名
、
病

態
、
科

学
的
根

拠
等
か

ら
薬
物

治
療
方

針
を
確

認
で
き

る
。

 
8.

 
治

療
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
等
を

確
認
し

、
科
学

的
根
拠

に
基
づ

い
た
処

方
を
立

案
で
き

る
。

 
9.

 
患

者
の
状

態
（

疾
患

、
重

症
度
、
合
併

症
、
肝
・
腎
機

能
や
全
身

状
態

、
遺
伝

子
の
特

性
、
心
理
・
希

望
等

）
や

薬

剤
の
特
徴

（
作
用

機
序
や

製
剤
的

性
質
等

）
に
基

づ
き
、

適
切
な

処
方
を

提
案
で

き
る

。（
知
識

・
態
度

）
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が
で
き
る

。（
知
識
・

態
度
）

 
13

. 
妊

婦
・
授
乳

婦
、
小
児
、
高
齢
者

等
特
別

な
配
慮

が
必
要

な
患
者

へ
の
服

薬
指
導

に
お
い

て
、
適

切
な
応

対
が
で

き

る
。（

知
識
・

態
度
）

 
14

. 
お

薬
手
帳

、
健
康

手
帳
、

患
者
向

け
説
明

書
等
を

使
用
し

た
服
薬

指
導
が

で
き
る

。（
態
度
）

 
15

. 
収

集
し
た

患
者
情

報
を
薬

歴
や
診

療
録
に

適
切
に

記
録
す

る
こ
と

が
で
き

る
。
（
知
識

・
技
能
）

 

【
⑤
医
薬
品
の
供
給
と
管
理
】
 

1.
 

前
）
医
薬

品
管
理

の
意
義

と
必
要

性
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
2.

 
前

）
医
薬

品
管
理

の
流
れ

を
概
説

で
き
る

。
 

3.
 

前
）
劇
薬

、
毒
薬

、
麻
薬

、
向
精

神
薬
お

よ
び
覚

醒
剤
原

料
等
の

管
理
と

取
り
扱

い
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
4.

 
前

）
特
定

生
物
由

来
製
品

の
管
理

と
取
り

扱
い
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
5.

 
前

）
代
表

的
な
放

射
性
医

薬
品
の

種
類
と

用
途
、

保
管
管

理
方
法

を
説
明

で
き
る

。
 

6.
 

前
）
院
内

製
剤
の

意
義
、

調
製
上

の
手
続

き
、
品

質
管
理

な
ど
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
7.

 
前

）
薬
局

製
剤
・

漢
方
製

剤
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
8.

 
前

）
医
薬

品
の
品

質
に
影

響
を
与

え
る
因

子
と
保

存
条
件

を
説
明

で
き
る

。
 

9.
 

医
薬
品
の

供
給
・

保
管
・

廃
棄
に

つ
い
て

適
切
に

実
施
で

き
る
。
（
知

識
・
技

能
）

 
10

. 
医

薬
品
の

適
切
な

在
庫
管

理
を
実

施
す
る

。（
知
識
・

技
能
）

 
11

. 
医

薬
品
の

適
正
な

採
用
と

採
用
中

止
の
流

れ
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
12

. 
劇

薬
・
毒

薬
・
麻

薬
・
向

精
神
薬

お
よ
び

覚
醒
剤

原
料
の

適
切
な

管
理
と

取
り
扱

い
が
で

き
る
。
（
知

識
・
技

能
）

 
13

. 
特

定
生
物

由
来
製

品
の
適

切
な
管

理
と
取

り
扱
い

を
体
験

す
る
。
（
知

識
・
技

能
）

 

【
⑥
安
全
管
理
】
 

1.
 

前
）
処
方

か
ら
服

薬
（
投

薬
）
ま

で
の
過

程
で
誤

り
を
生

じ
や
す

い
事
例

を
列
挙

で
き
る

。
 

2.
 

前
）
特
に

リ
ス
ク

の
高
い

代
表
的

な
医
薬

品
（
抗

悪
性
腫

瘍
薬
、
糖
尿
病

治
療
薬

、
使
用

制
限
の

あ
る
薬

等
）
の

特

徴
と
注
意

点
を
列

挙
で
き

る
。

 
3.

 
前

）
代

表
的

な
イ

ン
シ

デ
ン

ト
（

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

）
、

ア
ク

シ
デ

ン
ト

事
例

を
解

析
し

、
そ

の
原

因
、

リ
ス

ク
を

回

避
す
る
た

め
の
具

体
策
と

発
生
後

の
適
切

な
対
処

法
を
討

議
す
る

。（
知
識
・

態
度
）

 
4.

 
前

）
感
染

予
防
の

基
本
的

考
え
方

と
そ
の

方
法
が

説
明
で

き
る
。

 
5.

 
前

）
衛
生

的
な
手

洗
い
、

ス
タ
ン

ダ
ー
ド

プ
リ
コ

ー
シ
ョ

ン
を
実

施
で
き

る
。
（
技
能

）
 

6.
 

前
）
代
表

的
な
消

毒
薬
の

用
途
、

使
用
濃

度
お
よ

び
調
製

時
の
注

意
点
を

説
明
で

き
る
。

 
7.

 
前

）
医
薬

品
の
リ

ス
ク
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
プ

ラ
ン
を

概
説
で

き
る
。

 
8.

 
特

に
リ
ス

ク
の
高

い
代
表

的
な
医

薬
品
（
抗

悪
性
腫

瘍
薬
、
糖
尿

病
治
療

薬
、
使
用

制
限
の

あ
る

薬
等
）
の

安
全
管

理
を
体
験

す
る

。（
知

識
・
技
能

・
態
度

）
 

9.
 

調
剤
ミ
ス

を
防
止

す
る
た

め
に
工

夫
さ
れ

て
い
る

事
項
を

具
体
的

に
説
明

で
き
る

。
 

10
. 
施

設
内

の
イ

ン
シ

デ
ン

ト
（

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

）
、

ア
ク

シ
デ

ン
ト

の
事

例
を

も
と

に
、

リ
ス

ク
を

回
避

す
る

た
め

の

具
体
策
と

発
生
後

の
適
切

な
対
処

法
を
提

案
す
る

こ
と
が

で
き
る

。（
知
識
・

態
度
）

 
11

. 
施

設
内
の

安
全
管

理
指
針

を
遵
守

す
る

。（
態

度
）

 
12

. 
施

設
内
で

衛
生
的

な
手
洗

い
、
ス

タ
ン
ダ

ー
ド
プ

リ
コ
ー

シ
ョ
ン

を
実
施

す
る

。（
技

能
）

 
13

. 
臨

床
検
体

・
感
染

性
廃
棄

物
を
適

切
に
取

り
扱
う

こ
と
が

で
き
る

。（
技
能
・

態
度
）

 
14

. 
院

内
で
の

感
染
対

策
（
予

防
、
蔓

延
防
止

な
ど
）

に
つ
い

て
具
体

的
な
提

案
が
で

き
る

。（
知
識

・
態
度

）
 

198
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5.
 

医
師

・
看

護
師

等
の

他
職

種
と

患
者

の
状

態
（

病
状

、
検

査
値

、
ア

レ
ル

ギ
ー

歴
、

心
理

、
生

活
環

境
等

）
、

治
療

開
始
後
の

変
化
（

治
療
効

果
、
副

作
用
、

心
理
状

態
、

Q
O

L
等

）
の
情

報
を
共

有
す
る

。（
知

識
・
態

度
）

 
6.

 
医

療
チ
ー

ム
の
一

員
と
し

て
、
医

師
・
看
護
師

等
の
医

療
ス
タ
ッ

フ
と
患

者
の
治

療
目
標

と
治
療

方
針
に

つ
い
て

討

議
（
カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス
や

患
者
回

診
へ
の

参
加
等

）
す
る

。（
知

識
・
態

度
）

 
7.

 
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

連
携

・
協

力
し

て
、

患
者

の
最

善
の

治
療

・
ケ

ア
提

案
を

体
験

す
る

。
（

知

識
・
態
度

）
 

8.
 

医
師
・
看
護
師

等
の
医

療
ス
タ
ッ

フ
と
連

携
し
て

退
院
後

の
治
療
・
ケ

ア
の
計

画
を
検

討
で
き
る

。（
知
識
・
態

度
）

 
9.

 
病

院
内

の
多
様

な
医

療
チ
ー

ム
（

IC
T、

N
ST

、
緩

和
ケ

ア
チ
ー

ム
、

褥
瘡
チ

ー
ム

等
）
の

活
動

に
薬

剤
師
の

立
場

で
参
加
で

き
る

。（
知

識
・
態
度

）
 

【
②
地
域
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
】

 
1.

 
前

）
地
域

の
保
健

、
医
療
、
福
祉

に
関
わ

る
職
種

と
そ
の

連
携
体

制
（
地

域
包
括

ケ
ア
）
お
よ
び

そ
の
意

義
に
つ

い

て
説
明
で

き
る
。

 
2.

 
前

）
地
域

に
お
け

る
医
療

機
関
と

薬
局
薬

剤
師
の

連
携
の

重
要
性

を
討
議

す
る

。（
知

識
・
態
度

）
 

3.
 

地
域
に
お

け
る
医

療
機
関

と
薬
局

薬
剤
師

の
連
携

を
体
験

す
る
。
（
知

識
・
態

度
）

 
4.

 
地

域
医
療

を
担
う

職
種
間

で
地
域

住
民
に

関
す
る

情
報
共

有
を
体

験
す
る

。（
技
能
・

態
度
）

 

 （
5
）
地
域
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
へ
の
参
画
 
〔
Ｂ
（
４
）
参
照
〕
 

G
IO

 
地
域
で
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
積
極
的
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
在
宅
医
療
、

地
域
保
健
、
福
祉
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
と
意
義
を
理

解
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
健
康
の
回
復
、
維
持
、

向
上
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 【
①
在
宅
（
訪
問
）
医
療
・
介
護
へ
の
参
画
】

 
1.

 
前

）
在
宅

医
療
・

介
護
の

目
的
、

仕
組
み

、
支
援

の
内
容

を
具
体

的
に
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

前
）
在
宅

医
療
・

介
護
を

受
け
る

患
者
の

特
色
と

背
景
を

説
明
で

き
る
。
 

3.
 

前
）
在
宅

医
療
・

介
護
に

関
わ
る

薬
剤
師

の
役
割

と
そ
の

重
要
性

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

在
宅
医
療
・
介
護
に

関
す
る

薬
剤

師
の
管

理
業
務
（

訪
問
薬

剤
管

理
指
導

業
務
、
居

宅
療
養

管
理

指
導
業

務
）
を
体

験
す
る

。（
知

識
・
態

度
）
 

5.
 

地
域

に
お

け
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

や
介

護
支

援
専

門
員

等
の

活
動

と
薬

剤
師

と
の

関
わ

り
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）
 

6.
 

在
宅
患
者

の
病
状
（
症
状

、
疾
患

と
重
症

度
、
栄

養
状
態

等
）
と

そ
の
変

化
、
生

活
環
境

等
の
情

報
収
集

と
報
告

を

体
験
す
る

。（
知
識
・

態
度
）
 

 

【
②
地
域
保
健
（
公
衆
衛
生
、
学
校
薬
剤
師
、
啓
発
活
動
）
へ
の
参
画
】
 

1.
 

前
）
地
域

保
健
に

お
け
る

薬
剤
師

の
役
割

と
代
表

的
な
活

動
（
薬

物
乱
用

防
止
、
自
殺
防

止
、
感

染
予
防

、
ア
ン

チ

ド
ー
ピ
ン

グ
活
動

等
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

前
）
公

衆
衛
生
に

求
め
ら

れ
る
具

体
的
な

感
染
防

止
対
策

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

学
校
薬
剤

師
の
業

務
を
体

験
す
る

。（
知
識
・

技
能
）
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10
. 
処

方
設
計

の
提
案

に
際
し

、
薬
物

投
与
プ

ロ
ト
コ

ー
ル
や

ク
リ
ニ

カ
ル
パ

ス
を
活

用
で
き

る
。（

知
識
・

態
度
）

 
11

. 
入

院
患
者

の
持
参

薬
に
つ

い
て
、

継
続
・

変
更
・

中
止
の

提
案
が

で
き
る

。（
知
識
・

態
度
）

 
12

. 
ア

ド
ヒ
ア

ラ
ン
ス

向
上
の

た
め
に

、
処
方

変
更
、

調
剤
や

用
法
の

工
夫
が

提
案
で

き
る

。（
知
識

・
態
度

）
 

13
. 
処

方
提
案

に
際
し

て
、
医

薬
品
の

経
済
性

等
を
考

慮
し
て

、
適
切

な
後
発

医
薬
品

を
選
択

で
き
る

。
 

14
. 
処

方
提
案

に
際
し

、
薬
剤

の
選
択

理
由
、
投
与
量

、
投
与

方
法
、
投
与
期

間
等
に

つ
い
て

、
医
師

や
看
護

師
等
に

判

り
や
す
く

説
明
で

き
る

。（
知
識

・
態
度

）
 

【
④
処
方
設
計
と
薬
物
療
法
の
実
践
（
薬
物
療
法
に
お
け
る
効
果
と
副
作
用
の
評
価
）】

 
1.

 
前

）
代

表
的
な

疾
患
に

用
い
ら
れ

る
医
薬

品
の
効

果
、
副
作
用
に

関
し
て

モ
ニ
タ

リ
ン
グ

す
べ
き

症
状
と

検
査
所

見

等
を
具
体

的
に
説

明
で
き

る
。

 
2.

 
前

）
代
表

的
な
疾

患
に
お

け
る
薬

物
療
法

の
評
価

に
必
要

な
患
者

情
報
収

集
が
で

き
る

。（
知
識

・
技
能

）
 

3.
 

前
）
代

表
的
な

疾
患
の

症
例
に
お

け
る
薬

物
治
療

上
の
問

題
点
を

列
挙
し

、
適

切
な
評

価
と
薬
学

的
管
理

の
立
案

を

行
い
、

SO
AP

形
式
等
で

記
録
で

き
る

。（
知

識
・
技

能
）

 
4.

 
医

薬
品
の

効
果
と

副
作
用

を
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
す
る

た
め
の

検
査
項

目
と
そ

の
実
施

を
提
案

で
き
る

。（
知
識
・
態
度
）

 
5.

 
薬

物
血
中

濃
度
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
が

必
要
な

医
薬
品

が
処
方

さ
れ
て

い
る
患

者
に
つ

い
て
、
血

中
濃

度
測
定

の
提
案

が

で
き
る

。（
知

識
・
態

度
）

 
6.

 
薬

物
血
中

濃
度
の

推
移
か

ら
薬
物

療
法
の

効
果
お

よ
び
副

作
用
に

つ
い
て

予
測
で

き
る

。（
知
識

・
技
能

）
 

7.
 

臨
床
検
査

値
の
変

化
と
使

用
医
薬

品
の
関

連
性
を

説
明
で

き
る
。

 
8.

 
薬

物
治
療

の
効
果

に
つ
い

て
、
患

者
の
症

状
や
検

査
所
見

な
ど
か

ら
評
価

で
き
る

。
 

9.
 

副
作
用
の

発
現
に

つ
い
て

、
患
者

の
症
状

や
検
査

所
見
な

ど
か
ら

評
価
で

き
る
。

 
10

. 
薬

物
治
療

の
効
果

、
副
作

用
の
発

現
、
薬

物
血
中

濃
度
等

に
基
づ

き
、
医

師
に
対

し
、
薬
剤
の
種

類
、
投

与
量

、
投

与
方
法
、

投
与
期

間
等
の

変
更
を

提
案
で

き
る

。（
知

識
・
態
度

）
 

11
. 
報

告
に
必

要
な
要

素
（

5W
1H

）
に
留
意

し
て
、

収
集
し

た
患
者

情
報
を

正
確
に

記
載
で

き
る
。
（
技

能
）

 
12

. 
患

者
の
薬

物
治
療

上
の
問

題
点
を

列
挙
し

、
適

切
な
評

価
と
薬
学

的
管
理

の
立
案

を
行
い

、
SO

AP
形

式
等

で
適
切

に
記
録
す

る
。
（
知
識

・
技
能
）

 
13

. 
医

薬
品
・

医
療
機

器
等
安

全
性
情

報
報
告

用
紙
に

、
必
要

事
項
を

記
載
で

き
る

。（
知

識
・
技
能

）
 

 （
4
）
チ
ー
ム
医
療
へ
の
参
画
 
〔
Ａ
（
４
）
参
照
〕
 

G
IO

 
医
療
機
関
や
地
域
で
、
多
職
種
が
連
携
・
協
力
す
る
患
者
中
心
の
チ
ー
ム
医
療
に
積
極
的
に
参

画
す
る
た
め
に
、
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
多
職
種
の
役
割
と
意
義
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
情

報
を
共
有
し
、
よ
り
良
い
医
療
の
検
討
、
提
案
と
実
施
が
で
き
る
。
 

【
①
医
療
機
関
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
】

 
1.

 
前

）
チ
ー

ム
医
療

に
お
け

る
薬
剤

師
の
役

割
と
重

要
性
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
前

）
多
様

な
医
療

チ
ー
ム

の
目
的

と
構
成

、
構
成

員
の
役

割
を
説

明
で
き

る
。

 
3.

 
前

）
病
院

と
地
域

の
医
療

連
携
の

意
義
と

具
体
的

な
方
法

（
連
携

ク
リ
ニ

カ
ル
パ

ス
、
退

院
時
共

同
指
導

、
病
院
・

薬
局
連
携

、
関
連

施
設
と

の
連
携

等
）
を

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
薬

物
療
法

上
の
問

題
点
を

解
決
す

る
た
め

に
、
他
の
薬

剤
師
お
よ

び
医
師
・
看

護
師
等

の
医
療
ス

タ
ッ
フ

と
連
携

で

き
る
。
（
態
度

）
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G
 
薬

学
研
究
 

G
IO

 
薬
学
・
医
療
の
進
歩
と
改
善
に
資
す
る
た
め
に
、
研
究
を
遂
行
す
る
意
欲
と
問
題
発
見
・
解
決

能
力
を
身
に
つ
け
る
。
 

 （
1
）
薬
学
に
お
け
る
研
究
の
位
置
づ
け
 

G
IO

 
研
究
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
て
生
涯
に
わ
た
り
医
療
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
薬
学
に
お
け
る
研
究
の

位
置
づ
け
を
理
解
す
る
。
 

1.
 
基
礎
か
ら
臨
床
に
至
る
研
究
の
目
的
と
役
割
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
研
究
に
は
自
立
性
と
独
創
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

 
3.

 
現
象
を
客
観
的
に
捉
え
る
観
察
眼
を
も
ち
、
論
理
的
に
思
考
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

 
4.

 
新
た
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
創
造
的
精
神
を
養
う
。（
態
度
）

 
 （
2
）
研
究
に
必
要
な
法
規
範
と
倫
理
 

G
IO

 
自
ら
が
実
施
す
る
研
究
に
係
る
法
令
、
指
針
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
遵
守
し
て
研
究
に
取
り
組

む
。
 

1.
 
自
ら
が
実
施
す
る
研
究
に
係
る
法
令
、
指
針
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

 
2.

 
研
究
の
実
施
、
患
者
情
報
の
取
扱
い
等
に
お
い
て
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
正
義
性
、
社
会
性
、
誠
実
性
に
配
慮
し
、
法
規
範
を
遵
守
し
て
研
究
に
取
り
組
む
。（
態
度
）

A-
(2

)-④
-3
再
掲

 
 （
3
）
研
究
の
実
践
 

G
IO

 
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
知
識
や
技
能
を
総
合
的
に
活
用
し
て
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を

培
う
。

 

1.
 
研
究
課
題
に
関
す
る
国
内
外
の
研
究
成
果
を
調
査
し
、
読
解
、
評
価
で
き
る
。
（
知
識
・
技
能
）

 
2.

 
課
題
達
成
の
た
め
に
解
決
す
べ
き
問
題
点
を
抽
出
し
、
研
究
計
画
を
立
案
す
る
。（
知
識
・
技
能
）

 
3.

 
研
究
計
画
に
沿
っ
て
、
意
欲
的
に
研
究
を
実
施
で
き
る
。（
技
能
・
態
度
）

 
4.

 
研
究
の
各
プ
ロ
セ
ス
を
適
切
に
記
録
し
、
結
果
を
考
察
す
る
。（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

 
5.

 
研
究
成
果
の
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
適
切
な
質
疑
応
答
が
で
き
る
。（
知
識
・
技
能
・
態
度
）

 
6.

 
研
究
成
果
を
報
告
書
や
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
技
能
）
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4.
 

地
域
住
民

の
衛
生

管
理
（
消

毒
、
食

中
毒
の

予
防
、
日

用
品
に
含

ま
れ
る

化
学
物

質
の
誤

嚥
誤
飲

の
予
防

等
）
に
お

け
る
薬
剤

師
活
動

を
体
験

す
る
。
（
知

識
・
技

能
）
 

 【
③
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
】
〔
Ｅ
２
（
９
）
参
照
〕
 

1.
 

前
）

現
在

の
医

療
シ

ス
テ

ム
の

中
で

の
プ

ラ
イ

マ
リ

ケ
ア

、
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

を
討

議
す

る
。

（
態
度
）
 

2.
 

前
）

代
表

的
な

症
候

（
頭

痛
・

腹
痛

・
発

熱
等

）
を

示
す

来
局

者
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
収

集
と

疾
患

の
推

測
、

適
切
な
対

応
の
選

択
が
で

き
る
。
（
知

識
・
態

度
）
 

3.
 

前
）

代
表

的
な

症
候

に
対

す
る

薬
局

製
剤

（
漢

方
製

剤
含

む
）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
の

適
切

な
取

り

扱
い
と
説

明
が
で

き
る

。（
技
能

・
態
度

）
 

4.
 

前
）
代
表

的
な
生

活
習
慣

の
改
善

に
対
す

る
ア
ド

バ
イ
ス

が
で
き

る
。
（
知
識

・
態
度

）
 

5.
 

薬
局

製
剤

（
漢

方
製

剤
含

む
）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
、

健
康

食
品

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

医
療

機
器

等

を
リ
ス
ク

に
応
じ

適
切
に

取
り
扱

い
、
管

理
で
き

る
。
（
技
能
・

態
度
）
 

6.
 

来
局
者
か

ら
収
集

し
た
情

報
や
身

体
所
見

な
ど
に

基
づ
き
、
来
局

者
の
病

状
（
疾
患
、
重
症
度
等
）
や
体
調

を
推
測

で
き
る

。（
知

識
・
態

度
）
 

7.
 

来
局
者
に

対
し
て

、
病
状

に
合
わ

せ
た
適

切
な
対

応
（
医

師
へ
の

受
診
勧

奨
、
救

急
対
応

、
要
指

導
医
薬

品
・
一

般

用
医
薬
品

お
よ
び

検
査
薬

な
ど
の

推
奨
、

生
活
指

導
等
）

を
選
択

で
き
る

。（
知
識
・

態
度
）
 

8.
 

選
択

し
た

薬
局

製
剤

（
漢

方
製

剤
含

む
）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
、

健
康

食
品

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

医

療
機
器
等

の
使
用

方
法
や

注
意
点

な
ど
を

来
局
者

に
適
切

に
判
り

や
す
く

説
明
で

き
る

。（
知
識

・
態
度

）
 

9.
 

疾
病
の
予

防
お
よ

び
健
康

管
理
に

つ
い
て

の
ア
ド

バ
イ
ス

を
体
験

す
る

。（
知

識
・
態

度
）
 

 【
④
災
害
時
医
療
と
薬
剤
師
】
 

1.
 

前
）
災
害

時
医
療

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

2.
 

災
害
時
に

お
け
る

地
域
の

医
薬
品

供
給
体

制
・
医

療
救
護

体
制
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
3.

 
災

害
時
に

お
け
る

病
院
・

薬
局
と

薬
剤
師

の
役
割

に
つ
い

て
討
議

す
る

。（
態

度
）
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薬
学
準
備
教
育
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
例
示
）
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【
③
ス
ト
レ
ス
】
 

1.
 

主
な
ス
ト

レ
ス
学

説
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
2.

 
人

生
や
日

常
生
活

に
お
け

る
ス
ト

レ
ッ
サ

ー
に
つ

い
て
例

示
で
き

る
。

 
3.

  
ス
ト

レ
ス
コ

ー
ピ
ン

グ
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
 【

④
生
涯
発
達
】
 

1.
 

こ
こ
ろ
の

発
達
の

原
理
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
2.

 
ラ

イ
フ
サ

イ
ク
ル

の
各
段

階
に
お

け
る
こ

こ
ろ
の

発
達
の

特
徴
お
よ
び
発
達
課
題

に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
3.

 
こ

こ
ろ
の

発
達
に

か
か
わ

る
遺
伝

的
要
因

と
環
境

的
要
因

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑤
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
】
 

1.
 

性
格
の
類

型
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
2.

 
知

能
の
発

達
と
経

年
変
化

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

3.
 

役
割
理
論

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

4.
 

ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
形

成
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
 【

⑥
人
間
関
係
】
 

1.
 

人
間
関
係

に
お
け

る
欲
求

と
行
動

の
関
係

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

2.
 

主
な
対
人

行
動
（

援
助
、

攻
撃
等

）
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
3.

 
集

団
の
中

の
人
間

関
係
（

競
争
と

協
同
、

同
調
、

服
従
と

抵
抗
、

リ
ー
ダ

ー
シ
ッ

プ
）
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
4.

 
人

間
関
係

と
健
康

心
理
と

の
関
係

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 （
3）

薬
学
の
基
礎
と
し
て
の
英
語

 

G
IO

 
薬
学
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
英
語
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
読
む
】
 

1.
 

科
学
、
医

療
に
関

連
す
る

英
語
の

代
表
的

な
用
語

を
列
挙

し
、
そ

の
内
容

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

科
学
、
医

療
に
関

し
て
英

語
で
書

か
れ
た

文
章
を

読
ん
で

、
内
容

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
書
く
】
 

1.
 

自
己
紹
介

文
、
手

紙
文
な

ど
を
英

語
で
書

く
こ
と

が
で
き

る
。（

知
識
・

技
能
）

 
2.

 
自

然
科
学

各
分
野

に
お
け

る
基
本

的
単
位

、
数
値

、
現
象

の
英
語

表
現
を

列
記
で

き
る
。

 
3.

 
科

学
、
医

療
に
関

連
す
る

英
語
の

代
表
的

な
用
語

、
英
語

表
現
を

列
記
で

き
る
。

 
4.

 
科

学
、
医

療
に
関

連
す
る

簡
単
な

文
章
を

英
語
で

書
く
こ

と
が
で

き
る

。（
知

識
・
技

能
）

 
 【

③
聞
く
・
話
す
】
 

1.
 

英
語
の
基

礎
的
音

声
を
聞

き
分
け

る
こ
と

が
で
き

る
。
（
技
能
）

 
2.

 
英

語
の
会

話
を
聞

い
て
内

容
を
理

解
し
て

要
約
で

き
る

。（
技
能

）
 

3.
 

英
語
に
よ

る
簡
単

な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
が
で

き
る

。（
技
能

・
態
度

）
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薬
学

準
備
教

育
ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
（

例
示
）
 

 （
1）

人
と
文
化

 

G
IO

 
人
文
科
学
、
社
会
科
学
お
よ
び
自
然
科
学
な
ど
を
広
く
学
び
、
物
事
を
多
角
的
に
み
る
能
力
を

養
う
。
 

 下
記
の
到

達
目
標

の
う
ち

複
数
の

も
の
を

バ
ラ
ン

ス
よ
く

達
成
す

る
。

 
 

1.
 

人
の
価
値

観
の
多

様
性
が

、
文
化

・
習
慣

の
違
い

か
ら
生

ま
れ
る

こ
と
を

、
実
例

を
あ
げ

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

言
語
、
歴

史
、
宗

教
な
ど

を
学
ぶ

こ
と
に

よ
っ
て

、
外
国

と
日
本

の
文
化

に
つ
い

て
比
較

で
き
る

。
 

3.
 

文
化
・
芸

術
に
幅

広
く
興

味
を
持

ち
、
そ

の
価
値

に
つ
い

て
討
議

す
る

。（
態

度
）
 

4.
 

文
化
活
動

、
芸
術

活
動
を

通
し
て

、
自
ら

の
社
会

生
活
を

豊
か
に

す
る

。（
態

度
）
 

5.
 

日
本
社
会

の
成
り

立
ち
に

つ
い
て

、
政
治

、
経
済

、
法
律

、
歴
史

、
社
会

学
な
ど

の
観
点

か
ら
説

明
で
き

る
。
 

6.
 

日
本
の
国

際
社
会

に
お
け

る
位
置

づ
け
を

、
政
治

、
経
済

、
地
理

、
歴
史

な
ど
の

観
点
か

ら
説
明

で
き
る

。
 

7.
 

宇
宙
・
自

然
現
象

に
幅
広

く
興
味

を
持
ち

、
人
と

の
関
わ

り
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

8.
 

地
球
環
境

保
護
活

動
を
通

し
て
、

地
球
環

境
を
守

る
重
要

性
を
自

ら
の
言

葉
で
表

現
す
る

。（
態

度
）
 

 ※
到
達
目

標
達
成

の
た
め

の
学
問

領
域
の

例
示

  

宗
教
、
倫

理
、
哲

学
、
文

学
、
外

国
語
、

芸
術
、

文
化
人

類
学
、

社
会
学

、
政
治

、
法
律

、
経
済

、
地
理

、
歴
史

、
 

科
学
史
、

宇
宙
、

環
境
 

 （
2）

人
の
行
動
と
心
理

 

G
IO

 
人
の
行
動
と
心
理
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
と
考
え
方
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
人
の
行
動
と
そ
の
成
り
立
ち
】
 

1.
 

行
動
と
知

覚
、
学

習
、
記

憶
、
認

知
、
言

語
、
思

考
、
性

格
と
の

関
係
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
2.

 
行

動
と
人

の
内
的

要
因
、

社
会
・

文
化
的

環
境
と

の
関
係

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

3.
 

本
能
行
動

と
学
習

行
動
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
4.

 
レ

ス
ポ
ン

デ
ン
ト

条
件
づ

け
と
オ

ペ
ラ
ン

ト
条
件

づ
け
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
5.

 
社

会
的
学

習
（
モ

デ
リ
ン

グ
、
観

察
学
習

、
模
倣

学
習
）

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

6.
 

健
康
行
動

の
理
論

（
健
康

信
念
モ

デ
ル
、

変
化
の

ス
テ
ー

ジ
モ
デ

ル
な
ど

）
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
 【

②
動
機
づ
け
】
 

1.
 

生
理
的
動

機
、
内

発
的
動

機
、
お

よ
び
社

会
的
動

機
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。

 
2.

 
欲

求
と
フ

ラ
ス
ト

レ
ー
シ

ョ
ン
・

葛
藤
と

の
関
連

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

3.
 

適
応
（
防

衛
）
機

制
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
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3.
 

電
子
の
粒

子
性
と

波
動
性

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 （
5）

薬
学
の
基
礎
と
し
て
の
化
学
 

G
IO

 
薬
学
を
学
ぶ
上
で
必
要
な
化
学
の
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
原
子
の
構
造
か
ら
分
子
の

成
り
立
ち
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
物
質
の
基
本
概
念
】
 

1.
 

原
子
、
分

子
、
イ

オ
ン
の

基
本
的

構
造
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

原
子
量
、

分
子
量

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

原
子
の
電

子
配
置

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

周
期
表
に

基
づ
い

て
原
子

の
諸
性

質
（
イ

オ
ン
化

エ
ネ
ル

ギ
ー
、

電
気
陰

性
度
な

ど
）
を

説
明
で

き
る
。
 

5.
 

同
素
体
、

同
位
体

に
つ
い

て
、
例

を
挙
げ

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
化
学
結
合
と
分
子
】
 

1.
 

イ
オ
ン
結

合
、
共

有
結
合

、
配
位

結
合
、

金
属
結

合
の
成

り
立
ち

と
違
い

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

分
子
の
極

性
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

3.
 

共
有
結
合

性
の
化

合
物
と

イ
オ
ン

結
合
性

の
化
合

物
の
性

質
（
融

点
、
沸

点
な
ど

）
の
違

い
を
説

明
で
き

る
。
 

4.
 

代
表
的
な

結
晶
構

造
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

5.
 

代
表
的
な

化
合
物

の
名
称

と
構
造

を
列
挙

で
き
る

。
 

 【
③
化
学
反
応
を
定
量
的
に
捉
え
る
】
 

1.
 

溶
液
の
濃

度
計
算

と
調
製

が
で
き

る
。
（
技
能

）
 

2.
 

質
量
保
存

の
法
則

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

代
表
的
な

化
学
変

化
を
化

学
量
論

的
に
捉

え
、
そ

の
量
的

関
係
を

計
算
で

き
る

。（
技

能
）
 

4.
 

酸
と
塩
基

の
基
本

的
な
性

質
お
よ

び
強
弱

の
指
標

を
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

酸
化
と
還

元
に
つ

い
て
電

子
の
授

受
を
含

め
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
④
化
学
反
応
の
基
本
操
作
】
 

1.
 

化
合
物
の

秤
量
、

溶
解
、

抽
出
、

乾
燥
、

ろ
過
、

濃
縮
を

実
施
で

き
る

｡（
技

能
）
 

 （
6）

薬
学
の
基
礎
と
し
て
の
生
物
 

G
IO

 
薬
学
を
学
ぶ
上
で
必
要
な
生
物
学
の
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
細
胞
、
組
織
、
器
官
、

個
体
、
集
団
レ
ベ
ル
で
の
生
命
現
象
と
、
誕
生
か
ら
死
へ
の
過
程
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修

得
す
る
。

 
 【
①
 生

体
の
基
本
的
な
構
造
と
機
能
】
 

1.
 

多
細
胞
生

物
で
あ

る
高
等

動
物
の

成
り
立

ち
を
、
生
体
高

分
子
、
細
胞
、
組
織
、
器

官
、
個

体
に

関
係
づ

け
て
概

説

で
き
る
。
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4.
 

科
学
、
医

療
に
関

連
す
る

代
表
的

な
用
語

を
英
語

で
発
音

で
き
る

。（
技
能
）

 

 （
4）

薬
学
の
基
礎
と
し
て
の
物
理
 

G
IO

 
薬
学
を
学
ぶ
上
で
必
要
な
物
理
学
の
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
物
質
お
よ
び
物
体
間
の

相
互
作
用
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。
 

 【
①
 基

本
概
念
】
 

1.
 

物
理
量
の

基
本
単

位
の
定

義
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

S
I
単
位
系

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

基
本
単
位

を
組
み

合
わ
せ

た
組
立

単
位
を

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

物
理
量
に

は
ス
カ

ラ
ー
量

と
ベ
ク

ト
ル
量

が
あ
る

こ
と
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
②
 運

動
の
法
則
】
 

1.
 

運
動
の
法

則
に
つ

い
て
理

解
し
、

力
、
質

量
、
加

速
度
、

仕
事
な

ど
の
相

互
関
係

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

直
線
運
動

、
円
運

動
、
単

振
動
な

ど
の
運

動
を
数

式
を
用

い
て
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

慣
性
モ
ー

メ
ン
ト

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
】
 

 
 

1.
 

エ
ネ
ル
ギ

ー
と
仕

事
の
関

係
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 
 

2.
 

エ
ネ
ル
ギ

ー
の
種

々
の
形

態
（
熱

エ
ネ
ル

ギ
ー
、

化
学
エ

ネ
ル
ギ

ー
、
電
気

エ
ネ

ル
ギ
ー

な
ど
）
の

相
互
変

換
に

つ

い
て
、
例

を
挙
げ

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
④
波
動
】
 

 
 

1.
 
光
、

音
、
電

磁
波
な
ど

が
波
で

あ
る
こ

と
を
理

解
し
、

波
の
性

質
を
表

す
物
理

量
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑤
レ
ー
ザ
ー
】
 

1.
 

レ
ー
ザ
ー

の
性
質

を
概
説

し
、
代

表
的
な

応
用
例

を
列
挙

で
き
る

。
 

 【
⑥
電
荷
と
電
流
】
 

1.
 

電
荷
と
電

流
、
電

圧
、
電

力
、
オ

ー
ム
の

法
則
な

ど
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

抵
抗
と
コ

ン
デ
ン

サ
ー
を

含
ん
だ

回
路
の

特
性
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
⑦
電
場
と
磁
場
】
 

1.
 

電
場
と
磁

場
の
相

互
関
係

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

電
場
、
磁

場
の
中

に
お
け

る
荷
電

粒
子
の

運
動
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
⑧
量
子
化
学
入
門
】
 

 
 

1.
 

原
子
の
ボ

ー
ア
モ

デ
ル
と

電
子
雲

モ
デ
ル

の
違
い

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 
 

2.
 

光
の
粒
子

性
と
波

動
性
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
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3.
 

老
化
に
関

す
る
学

説
を
概

説
で
き

る
。
 

 【
⑧
生
態
系
】
 

1.
 

個
体
群
の

変
動
と

環
境
変

化
と
の

関
係
に

つ
い
て

例
示
で

き
る
。
 

2.
 

生
態
系
の

構
成
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

 【
⑨
総
合
演
習
】
 

1.
 

植
物
組
織

の
切
片

を
作
製

し
、
顕

微
鏡
で

観
察
し

な
が
ら

構
造
を

説
明
で

き
る

。（
技

能
）
 

2.
 

動
物
の
組

織
標
本

を
顕
微

鏡
で
観

察
し
、

構
造
を

説
明
で

き
る
。
（
技

能
）
 

3.
 

倫
理
に
配

慮
し
て

実
験
動

物
を
取

扱
う

。（
技

能
・
態

度
）
 

4.
 

実
験
動
物

を
解
剖

し
、
臓

器
の
配

置
お
よ

び
形
態

を
観
察

す
る
。
（
技

能
）
 

 （
7）

薬
学
の
基
礎
と
し
て
の
数
学
・
統
計
学

 

G
IO

 
薬
学
を
学
ぶ
上
で
基
礎
と
な
る
数
学
・
統
計
学
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
修
得
し
、
そ
れ
ら
を

薬
学
領
域
で
応
用
す
る
た
め
の
基
本
的
技
能
を
身
に
つ
け
る
。
 

 【
①
数
値
の
扱
い
】
 

1.
 

大
き
な
数

や
小
さ

な
数
を

SI
接

頭
語

、
べ
き

、
お
よ

び
対
数
を

使
い

、
的
確

に
表
す

こ
と
が
で

き
る

。（
知
識
・
技

能
）
 

2.
 

有
効
数
字

の
概
念

を
説
明

し
、
有

効
数
字

を
含
む

値
の
計

算
が
で

き
る

。（
知

識
・
技

能
）
 

 【
②
種
々
の
関
数
】
 

 
 

1.
 

指
数
関
数

お
よ
び

対
数
関

数
を
、

式
お
よ

び
グ
ラ

フ
を
用

い
て
説

明
で
き

る
。
（
知
識

・
技
能
）
 

 
 

2.
 

三
角
関
数

を
、
式

お
よ
び

グ
ラ
フ

を
用
い

て
説
明

で
き
る

。（
知

識
・
技

能
）
 

 【
③
微
分
と
積
分
】
 

 
 

1.
 

極
限
の
基

本
概
念

を
概
説

で
き
る

。
 

 
 

2.
 

導
関
数
の

基
本
概

念
を
理

解
し
、

代
表
的

な
関
数

の
微
分

が
で
き

る
。
（
知
識

・
技
能

）
 

 
 

3.
 

原
始
関
数

の
基
本

概
念
を

理
解
し

、
代
表

的
な
関

数
の
不

定
積
分

お
よ
び

定
積
分

が
で
き

る
。（

知
識
・

技
能
）
 

 
 

4.
 

微
分
方
程

式
の
成

り
立
ち

を
理
解

し
、
基
本
的

な
微
分

方
程
式
（

変
数

分
離
型

）
の

一
般
解

と
特

殊
解
を

求
め
る

こ

と
が
で
き

る
。
（
知
識

・
技
能
）
 

 
 

5.
 

偏
微
分
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

 【
④
確
率
】
 

 
1.
 

場
合
の
数

、
順
列

、
組
合

せ
の
基

本
概
念

を
理
解

し
、
そ

れ
を
用

い
た
計

算
が
で

き
る

。（
知
識

・
技
能

）
 

 
2.
 

二
項
分
布

お
よ
び

正
規
分

布
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

 
3.
 

確
率
の
定

義
と
性

質
を
理

解
し
、

計
算
が

で
き
る

。（
知
識
・
技

能
）
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2.
 

動
物
、
植

物
、
微

生
物
の

細
胞
に

つ
い
て

、
そ
れ

ら
の
構

造
の
違

い
を
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

細
胞
内
器

官
の
構

造
と
働

き
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

4.
 

細
胞
膜
の

構
造
と

性
質
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

5.
 

ウ
イ
ル
ス

と
フ
ァ

ー
ジ
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

 【
②
 生

体
の
調
節
機
構
】
 

1.
 

生
体
の
持

つ
ホ
メ

オ
ス
タ

シ
ス
（

恒
常
性

）
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

2.
 

生
体
の
情

報
伝
達

系
、
防

御
機
構

（
神
経

系
、
内

分
泌
系

、
免
疫

系
）
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

 【
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
】
 

1.
 

運
動
エ
ネ

ル
ギ
ー
、

ポ
テ
ン

シ
ャ

ル
エ
ネ

ル
ギ
ー
、

熱
エ
ネ

ル
ギ

ー
、
化
学

エ
ネ
ル

ギ
ー
な

ど
の

相
互
変

化
に
つ

い

て
例
を
あ

げ
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
④
代
謝
】
 

1.
 

代
謝
（
異

化
、
同

化
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

独
立
栄
養

生
物
と

従
属
栄

養
生
物

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

嫌
気
呼
吸

お
よ
び

酸
素
呼

吸
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

4.
 

光
合
成
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

 【
⑤
細
胞
分
裂
・
遺
伝
・
進
化
】
 

1.
 

細
胞
の
増

殖
、
死

に
つ
い

て
概

説
で
き
る

。
 

2.
 

遺
伝
と

DN
A
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

3.
 

遺
伝
の
基

本
法
則

（
メ
ン

デ
ル
の

法
則
な

ど
）
を

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

遺
伝
子
の

組
換
え

、
連
鎖

を
説
明

し
、
組

換
え
価

を
求
め

る
こ
と

が
で
き

る
。
 

5.
 

染
色
体
地

図
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

6.
 

減
数
分
裂

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

7.
 

性
染
色
体

に
よ
る

性
の
決

定
と
伴

性
遺
伝

を
説
明

で
き
る

。
 

8.
 

進
化
の
基

本
的
な

考
え
方

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑥
発
生
・
分
化
】
 

1.
 

卵
割
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

個
体
と
器

官
が
形

成
さ
れ

る
発
生

過
程
を

概
説
で

き
る
。
 

3.
 

外
胚
葉
、

中
胚
葉

、
内
胚

葉
か
ら

分
化
す

る
組
織

を
特
定

で
き
る

。
 

4.
 

細
胞
の
分

化
の
機

構
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

5.
 

多
細
胞
生

物
に
お

け
る
、

細
胞
の

多
様
性

と
幹
細

胞
の
性

質
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

 【
⑦
誕
生
・
成
長
・
老
化
】
 

1.
 

生
殖
の
過

程
（
性

周
期
、

妊
娠
、

出
産
な

ど
）
を

概
説
で

き
る
。
 

2.
 

ヒ
ト
の
成

長
、
老

化
に
関

す
る
基

本
的
現

象
を
説

明
で
き

る
。
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 （
9）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

G
IO

 
情
報
を
ま
と
め
、
他
者
へ
わ
か
り
や
す
く
伝
達
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
】
 

1.
 

プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
を

行
う
た

め
に
必

要
な
要

素
を
列

挙
で
き

る
。
 

2.
 

目
的
に
応

じ
て
適

切
な
プ

レ
ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
を

構
成
で

き
る
。
（
技

能
）
 

3.
 

目
的
、
場

所
、
相

手
に
応

じ
た
、

わ
か
り

や
す
い

資
料
を

作
成
で

き
る

。（
技

能
）
 

 【
②
文
書
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】
 

1.
 

定
め
ら
れ

た
書
式

、
正
し

い
文
法

に
則
っ

て
文
書

を
作
成

で
き
る

。（
知
識
・

技
能
）
 

2.
 

目
的
（
レ

ポ
ー
ト

、
論
文

、
説
明

文
書
な

ど
）
に

応
じ
て

適
切
な

文
書
を

作
成
で

き
る

。（
知
識

・
技
能

）
 

 【
③
口
頭
・
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】
 

1.
 

口
頭
発
表

と
ポ
ス

タ
ー
発

表
の
違

い
と
特

徴
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

課
題
に
関

し
て
意

見
を
ま

と
め
、

決
め
ら

れ
た
時

間
内
で

発
表
で

き
る

。（
技

能
）
 

3.
 

効
果
的
な

プ
レ
ゼ

ン
テ
ー

シ
ョ
ン

を
行
う

工
夫
を

す
る

。（
技
能

・
態
度

）
 

4.
 

質
問
に
対

し
て
的

確
な
応

答
が
で

き
る

。（
技

能
）
 

5.
 

他
者
の
プ

レ
ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
に

対
し
て

、
優
れ

た
点
お

よ
び
改

良
点
を

指
摘
で

き
る

。（
知
識

・
態
度

）
 

- 9
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【
⑤
統
計
の
基
礎
】
 

1.
 

測
定
尺
度

（
間
隔

、
比
率

尺
度
、

順
序
尺

度
、
名

義
尺
度

）
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 2.
 

大
量
の
デ

ー
タ
に

対
し
て

、
適
切

な
尺
度

を
選
び

、
表

や
グ
ラ
フ

を
用
い

て
的
確

に
表
す

こ
と
が

で
き
る

。（
技
能

）
 

3.
 

平
均

値
、

分
散

、
標

準
誤

差
、

標
準

偏
差

な
ど

の
基

本
的

な
統

計
量

に
つ

い
て

説
明

し
、

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知
識
・

技
能
）
 

4.
 

デ
ー
タ
の

相
間
と

、
そ
れ

に
基
づ

く
基
本

的
な
回

帰
分
析

（
直
線

〔
線
形

〕
回
帰

）
が
で

き
る
。
（
知

識
・
技

能
）
 

 
 

5.
 

母
集
団
と

標
本
の

関
係
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 
 

6.
 

検
定
の
意

義
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 （
8）

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

 

G
IO

 
情

報
伝

達
技

術
（

IC
T）

の
発

展
に

合
わ

せ
た

効
果

的
な

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

利
用

法
と

セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
必
要
な
情
報
を
活
用
す
る
能
力
を
修
得
す
る
。

 
 【
①
基
本
操
作
】
 

1.
 

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

を
構
成

す
る
基

本
的
装

置
の
機

能
と
接

続
方
法

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

、
タ
ブ

レ
ッ
ト

端
末
な

ど
の
モ

バ
イ
ル

機
器
を

安
全
か

つ
有
効

に
利
用

で
き
る

。（
知
識
・
技

能
）
 

3.
 

電
子
デ
ー

タ
の
特

徴
を
知

り
、
適

切
に
取

り
扱
う

こ
と
が

で
き
る

。（
技
能
）
 

4.
 

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

の
仕
組

み
を
概

説
で
き

る
。
 

5.
 

無
線

L
AN

を
使
用

す
る
た

め
の
注

意
点
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

6.
 

マ
ナ
ー
を

守
り
、

電
子
メ

ー
ル
の

送
信
、

受
信
、

転
送
な

ど
が
で

き
る

。（
技

能
・
態

度
）
 

7.
 

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

に
接
続

し
、
W
e
b
サ

イ
ト
を

閲
覧
で

き
る

。（
技

能
）
 

8.
 

検
索
サ
イ

ト
、
ポ

ー
タ
ル

サ
イ
ト

の
特
徴

に
応
じ

て
、
必

要
な
情

報
を
収

集
で
き

る
。
（
技
能
）
 

 【
②
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
利
用
】
 

1.
 

ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
使

用
上
の

ル
ー
ル

、
マ
ナ

ー
を
守

る
。
（
態
度
）
 

2.
 

ワ
ー
プ
ロ

ソ
フ
ト

、
表
計

算
ソ
フ

ト
、
プ

レ
ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
ソ

フ
ト
を

用
い
る

こ
と
が

で
き
る

。（
技
能
）
 

3.
 

グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ソ

フ
ト
、

化
学
構

造
式

描
画
ソ
フ

ト
を
用

い
る
こ

と
が
で

き
る

。（
技

能
）
 

4.
 

画
像
フ
ァ

イ
ル
の

形
式
と

そ
の
特

徴
に
応

じ
て
、

デ
ー
タ

を
適
切

に
取
り

扱
う
こ

と
が
で

き
る
。
（
技

能
）
 

5.
 

デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の

特
徴
と

活
用
に

つ
い
て

概
説
で

き
る
。

 
 

 【
③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
情
報
倫
理
】
 

1.
 

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
ー

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

2.
 

ア
カ
ウ
ン

ト
と
パ

ス
ワ
ー

ド
を
適

切
に
管

理
で
き

る
。
（
技
能
・

態
度
）
 

3.
 

デ
ー
タ
や

メ
デ
ィ

ア
を
適

切
に
管

理
で
き

る
。
（
態
度

）
 

4.
 

著
作
権
、

肖
像
権

、
引
用

と
転
載

の
違
い

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に

お
け
る

個
人
情

報
の
取

り
扱
い

に
配
慮

す
る
。
（
態

度
）
 

6.
 

ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
サ
ー

ビ
ス
（

S
NS
）
の
種

類
と
特
徴

、
留
意

す
べ
き

点
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

7.
 

情
報
倫
理

、
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
ー
に

関
す
る

情
報
を

収
集
す

る
こ
と

が
で
き

る
。
（
技
能

）
 

8.
 

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

ウ
イ
ル

ス
の
侵

入
経
路

に
応
じ

て
、
適

切
な
予

防
策
を

講
じ
る

こ
と
が

で
き
る

。（
技
能
・
態

度
）
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【
⑤
地
域
に
お
け
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連
携
体
制
と
薬
剤
師
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4
）
②
〕
 

1.
 

地
域
社
会

に
お
け

る
保

健
、

医
療

、
福

祉
の

現
状

と
問

題
点

を
調

査
し

、
地

域
に

よ
る

違
い

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
 

2.
 

諸
外
国
に

お
け
る

薬
剤
師

の
活
動

分
野
に

つ
い
て

、
日
本

と
比
較

し
な
が

ら
説
明

で
き
る

。
 

  C
 
薬

学
基
礎
 

 C
1
 
物
質
の
物
理
的
性
質

 
 【
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
発
的
な
変
化
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
②
、
③
〕
 

 
 

1.
 

代
表

的
な

物
理

変
化

、
化

学
変

化
に

伴
う

熱
力

学
量

（
エ

ン
タ

ル
ピ

ー
変

化
、

エ
ン

ト
ロ

ピ
ー

変
化

、
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

 ル
ギ
ー
変

化
な
ど

）
を
説

明
し
、

求
め
る

こ
と
が

で
き
る

。（
技

能
）
 

 
 

2.
 
各
種

熱
力
学

量
の
値
か

ら
、
物

理
変
化

、
化
学

変
化
の

過
程
を

推
測
す

る
こ
と

が
で
き

る
。
 

 【
②
物
理
平
衡
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
〕
 

1.
 

物
質
の
溶

解
平
衡

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

界
面
に
お

け
る
平

衡
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

吸
着
平
衡

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

代
表
的
な

物
理
平

衡
の
観

測
結
果

か
ら
平

衡
定
数

を
求
め

る
こ
と

が
で
き

る
。
（
技
能

）
 

 【
③
溶
液
の
化
学
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）〕

 

1.
 

イ
オ
ン
の

輸
率
と

移
動
度

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

電
解
質
の

活
量
係

数
の
濃

度
依
存

性
（

D
eb

ye
-H

üc
ke

l 
の
式
）

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
④
電
気
化
学
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
⑦

〕
 

1.
 

N
er

ns
tの

式
が

誘
導
で

き
る
。
 

2.
 

膜
電
位
と

能
動
輸

送
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑤
相
互
作
用
の
解
析
法
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）〕

 

1.
 

生
体
分
子

間
相
互

作
用
の

解
析
法

を
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑥
立
体
構
造
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
〕
 

1.
 

タ
ン
パ
ク

質
の
立

体
構
造

の
自
由

度
に
つ

い
て
概

説
で
き

る
。
 

2.
 

タ
ン
パ
ク

質
の
折

り
た
た

み
過
程

に
つ
い

て
概
説

で
き
る

。
 

 【
⑦
相
互
作
用
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
〕
 

1.
 

転
写
・
翻
訳
、

シ
グ

ナ
ル
伝

達
に

お
け
る

代
表
的

な
生
体

分
子
間

相
互
作

用
に
つ

い
て
、
具

体
例

を
挙
げ

て
説
明

で

き
る
。
 

2.
 

生
体
高
分

子
と

医
薬

品
の

相
互

作
用

に
お

け
る

立
体

構
造

的
要

因
の

重
要

性
を

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。
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薬
学
ア
ド
バ
ン
ス
ト
教
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
例
示
）
 

 ※
 
薬
学

教
育
モ

デ
ル
・

コ
ア

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

に
関
連

す
る

項
目
が

あ
る
場

合
に
は

、
「
〔
関
連

コ
ア
カ

リ
〕
」

と
し

て
、
該
当
項
目
を
記
載
し
て
い
る
。
 

 A
 
基

本
事
項

 
 【
①
患
者
安
全
と
薬
害
の
防
止
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：（

1
）
③
〕
 

1.
 

W
H

O
の

患
者
安
全

の
考
え

方
に

基
づ
き

、
医
療

提
供
プ

ロ
セ
ス

や
患
者

環
境
に

お
け
る

潜
在
的

な
リ
ス

ク
を
見

出

し
、
対
応

策
を
提

案
で
き

る
。
 

 【
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3）

①
〕
 

1.
 

心
理
療
法

の
基
礎

理
論
（
精

神
分

析
、
認
知

行
動
療

法
、
来
談
者

中
心
療

法
な
ど
）
と
そ
の

活
用

法
に
つ

い
て
説

明

で
き
る
。
 

2.
 

代
表
的
な

精
神
障

害
（

統
合
失
調

症
、
う
つ
病

な
ど

）・
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ

障
害
（
境
界

性
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ

ィ
障
害

、

自
己

愛
性

パ
ー

ソ
ナ

リ
テ

ィ
障

害
な

ど
）
・

発
達

障
害

の
症

状
お

よ
び

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

特
徴

に
つ

い
て

概

説
で
き
る

。
 

  B
 
薬

学
と
社

会
 

 【
①
医
薬
品
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
に
係
る
法
規
範
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
②
〕
 

1.
 

レ
ギ
ュ
ラ

ト
リ
ー

サ
イ
エ

ン
ス
に

基
づ
く

医
薬
品

等
の
品

質
、
有

効
性
及

び
安
全

性
の
評

価
法
に

つ
い
て

説
明
で

き

る
。
 

2.
 

医
薬
品
等

の
開
発

と
規
制

に
お
け

る
国
際

調
和
の

動
向
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
②
医
療
、
福
祉
、
介
護
の
制
度
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3
）
①
〕
 

1.
 

諸
外
国
の

医
療
、

福
祉
、

介
護
の

制
度
に

つ
い
て

、
日
本

と
比
較

し
な
が

ら
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
医
薬
品
と
医
療
の
経
済
性
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：（

3
）
②
〕
 

1.
 

医
薬
品
等

に
係
る

知
的
財

産
権
保

護
の
仕

組
み
（

申
請
、

承
認
な

ど
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
2.

 
日

本
と
諸

外
国
に

お
け
る

知
的
財

産
権
保

護
に
対

す
る
考

え
方
の

違
い
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。

 
3.

 
医

薬
品
の

創
製
に

関
わ
る

仕
組
み

に
つ
い

て
、
日

本
と
諸

外
国
で

ど
の
よ

う
に
異

な
る
か

を
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

国
際
的
な

医
薬
品

市
場
の

動
向
と

企
業
展

開
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
5.

 
希

少
疾
病

に
対
す

る
医
薬

品
（
オ

ー
フ
ァ

ン
ド
ラ

ッ
グ
）

開
発
の

現
状
と

問
題
点

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

6.
 

代
表
的
な

薬
剤
経

済
評
価

手
法
を

用
い
て

、
薬
物

治
療
の

効
率
性

を
評
価

で
き
る

。
 

 【
④
地
域
に
お
け
る
薬
局
の
役
割
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4
）
①
〕
 

1.
 

諸
外
国
に

お
け
る

薬
局
の

機
能
と

業
務
に

つ
い
て

、
日
本

と
比
較

し
な
が

ら
説
明

で
き
る

。
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2.
 

代
表
的
な

セ
ン
サ

ー
を
列

挙
し
、

原
理
お

よ
び
応

用
例
を

説
明
で

き
る
。
 

3.
 

薬
学
領
域

で
繁
用

さ
れ
る

そ
の
他

の
分
析

技
術
（
バ

イ
オ
イ

メ
ー

ジ
ン
グ
、

マ
イ
ク

ロ
チ
ッ

プ
な

ど
）
に
つ

い
て
概

説
で
き
る

。
 

4.
 

同
位
体
を

利
用
し

た
分
析

法
の
原

理
を
説

明
で
き

る
。
 

  C
3
 
化
学
物
質
の
性
質
と
反
応
 

 【
①
基
本
事
項
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1
）
①
〕
 

1.
 
反

応
中
間

体
（
カ

ル
ベ
ン

）
の
構

造
と
性

質
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
転

位
反
応

の
特
徴

を
述
べ

る
こ
と

が
で
き

る
。
 

3.
 
ハ

ー
ド
ソ

フ
ト
理

論
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
②
有
機
化
合
物
の
立
体
構
造
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：（

1
）
②
〕
 

1.
 

分
子
模
型

、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

ー
ソ
フ

ト
な
ど

を
用
い

て
化
学

物
質
の

立
体
構

造
を
シ

ミ
ュ
レ

ー
ト
で

き
る

。（
知

識
・

技
能
）
 

 【
③
ア
ル
ケ
ン
・
ア
ル
キ
ン
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2）

②
〕
 

1.
 

共
役
化
合

物
の
物

性
と
反

応
性
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
④
芳
香
族
化
合
物
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
③
〕
 

1.
 

芳
香
族
化

合
物
の

求
核
置

換
反
応
の

反
応
性

、
配
向

性
、
置

換
基
の

効
果
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

代
表
的
芳

香
族
複

素
環
の
求

核
置
換

反
応
の

反
応
性

、
配
向

性
、
置

換
基
の

効
果
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
⑤
概
説
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3）

①
〕
 

1.
 

代
表
的
な

官
能
基

の
定
性
試

験
を
実

施
で
き

る
（
技

能
）
 

 【
⑥
ア
ル
デ
ヒ
ド
・
ケ
ト
ン
・
カ
ル
ボ
ン
酸
・
カ
ル
ボ
ン
酸
誘
導
体
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3）

④
〕
 

1.
 

ニ
ト
リ
ル

類
の
基

本
的
な
性

質
と
反

応
を
列

挙
し
、

説
明
で

き
る
。
 

 【
⑦
核
磁
気
共
鳴
（
N
M
R
）
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4）

①
〕
 

1.
 

重
水
添
加

に
よ
る

重
水
素
置

換
の
意

味
を
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

有
機
化
合

物
中
の

代
表
的
カ

ー
ボ
ン

に
つ
い

て
、
お

お
よ
そ

の
化
学

シ
フ
ト

値
を
示

す
こ
と

が
で
き

る
。
 

3.
 

代
表
的
な

化
合
物

の
部
分
構

造
を

1
H 
N
MR

と
併
せ
て

1
3
C
 N
M
R
か

ら
決
定

で
き
る

。（
技
能
）
 

 【
⑧
質
量
分
析
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4
）
③
〕
 

1.
 

代
表
的
な

フ
ラ
グ

メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

高
分
解
能

マ
ス
ス

ペ
ク
ト

ル
に
お
け

る
分
子

式
の
決

定
法
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
⑨
旋
光
度
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4
）
〕
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C
2
 
化
学
物
質
の
分
析

 
 【
①
酸
・
塩
基
平
衡
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
①
〕
 

1.
 

代
表
的
な

緩
衝
液

の
特
徴

と
そ
の

調
製
法

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
定
性
分
析
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3
）
①
〕
 

1.
 

日
本
薬
局

方
収
載

の
代
表

的
な
医

薬
品
の

確
認
試

験
を
実

施
で
き

る
。
（
技
能

）
 

 【
③
定
量
分
析
（
容
量
分
析
・
重
量
分
析
）
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3
）
②
〕
 

1.
 

日
本
薬
局

方
収
載

の
重
量

分
析
法

を
実
施

で
き
る

。（
技
能
）
 

 【
④
分
光
分
析
法
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4）

①
〕
 

1.
 

ラ
マ
ン
ス

ペ
ク
ト

ル
法
の

原
理
お

よ
び
応

用
例
を

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

化
学
発
光

・
生
物

発
光
の

原
理
お

よ
び
そ

れ
を
利

用
す
る

測
定
法

を
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

円
偏
光
二

色
性
測

定
法
の

原
理
お

よ
び
応

用
例
を

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

電
子
ス
ピ

ン
共
鳴

ス
ペ
ク

ト
ル
測

定
法
の

原
理
お

よ
び
応

用
例
を

説
明
で

き
る
。
 

5.
 

代
表

的
な

分
光

分
析

法
を

用
い

て
、

代
表

的
な

生
体

分
子

（
核

酸
、

タ
ン

パ
ク

質
）

の
分

析
を

実
施

で
き

る
。

(
技

能
) 

 【
⑤
核
磁
気
共
鳴
（
N
M
R
）
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定
法
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4
）
②
〕
 

1.
 

核
磁
気
共

鳴
（

NM
R）

ス
ペ
ク
ト

ル
測
定

法
の
生

体
分
子

解
析
へ

の
応
用

例
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑥
質
量
分
析
法
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4）

③
〕
 

1.
 

質
量
分
析

法
の
生

体
分
子

解
析
へ

の
応
用

例
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

LC
-M

S
や

LC
-M

S/
M

S
を

用
い

て
、
医

薬
品
や

生
体
分

子
の
分

析
を
実

施
で
き

る
。
（
技
能
）
 

 【
⑦
Ｘ
線
結
晶
解
析
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4
）
④
〕
 

1.
 

X
線

結
晶
解
析

を
用
い

た
生
体
分

子
の
構

造
決
定

法
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑧
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
5）

①
〕
 

1.
 

超
臨
界
流

体
ク
ロ

マ
ト
グ

ラ
フ
ィ

ー
の
特

徴
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑨
電
気
泳
動
法
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
5）

②
〕
 

1.
 

電
気
泳
動

法
を
用

い
て
試
料

を
分
離

分
析
で

き
る

。（
技
能

）
 

 【
⑩
分
析
の
準
備
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
6）

①
〕
 

1.
 

分
析
目
的

に
即
し

た
試
料

の
前
処

理
法
を

実
践
で

き
る

。（
技
能

）
 

 【
⑪
分
析
技
術
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
6
）
②
〕
 

1.
 

臨
床
分
析

で
用
い

ら
れ
る

代
表
的

な
分
析

法
を
実

践
で
き

る
。（

技
能
）
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3.
 

反
応
廃
液

を
適
切

に
処
理
す

る
。
（
技
能

・
態
度

）
 

 【
⑮
プ
ロ
セ
ス
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
】

 
1.
 

医
薬
品
製

造
に
用

い
ら
れ
る

試
薬
、

溶
媒
、

反
応
装

置
が
持

つ
べ
き

条
件
を

列
挙
で

き
る
。
 

2.
 

工
業
的
生

産
に
お

け
る
精
製

法
を
列

挙
し
、

そ
の
特

徴
を
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

医
薬
品
製

造
に
お

け
る
原
子

経
済
（

原
子
効

率
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

医
薬
品
製

造
に
お

い
て
環
境

保
全
に

配
慮
す

べ
き
点

を
列
挙

し
、
そ

の
対
処

法
を
概

説
で
き

る
。
 

  C
4
 
生
体
分
子
・
医
薬
品
の
化
学
に
よ
る
理
解
 

 【
①
生
体
内
で
機
能
す
る
小
分
子
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1
）
②
〕
 

1.
 

生
体
内
に

存
在
す

る
代
表
的

な
複
素

環
化
合

物
を
列

挙
し
、

構
造
式

を
書
く

こ
と
が

で
き
る

。
 

2.
 

代
表
的
な

生
体
内

ア
ミ
ン
を

列
挙
し

、
化
学

的
性
質

を
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
生
体
内
で
起
こ
る
有
機
反
応
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
④
〕
 

1.
 

薬
物
代
謝

酵
素
の

反
応
機
構

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

化
学
構
造

か
ら
代

謝
物
を
予

測
で
き

る
。
 

 ［
創
薬
探
索
研
究
─
医
薬
品
リ
ー
ド
化
合
物
の
探
索
と
最
適
化
─
］
 

【
③
概
説
】
 

1.
 

古
典
的
な

医
薬
品

開
発
か
ら

理
論
的

な
創
薬

へ
の
歴

史
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
④
リ
ー
ド
化
合
物
の
探
索
】
 

1.
 

ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ

の
対
象
と

な
る
化

合
物
の

起
源
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

代
表
的
ス

ク
リ
ー

ニ
ン
グ
法

を
列
挙

し
、
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

コ
ン
ビ
ナ

ト
リ
ア

ル
ケ
ミ
ス

ト
リ
ー

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑤
リ
ー
ド
化
合
物
の
最
適
化
】
 

1.
 

定
量
的
構

造
活
性

相
関
の
パ

ラ
メ
ー

タ
を
列

挙
し
、

そ
の
薬

理
活
性

等
に
及

ぼ
す
効

果
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

体
内
動
態

・
薬
物

代
謝
を
考

慮
し
た

ド
ラ
ッ

グ
デ
ザ

イ
ン
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 

副
作
用
、

毒
性
の

軽
減
を
目

的
と
し

た
ド
ラ

ッ
グ
デ

ザ
イ
ン

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

4.
 

ド
ラ
ッ
グ

デ
ザ
イ

ン
に
お
け

る
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ー
の

利
用
法

を
説
明

で
き
る

。
 

  C
5
 
自
然
が
生
み
出
す
薬
物
 

 【
①
薬
用
植
物
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1
）
①
〕
 

1.
 

薬
用
植
物

の
歴
史

に
つ
い
て

概
説
で

き
る
。
 

2.
 

代
表
的
な

有
毒
植

物
に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
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1.
 

比
旋
光
度

測
定
に

よ
る
光
学

純
度
決

定
法
を

説
明
で

き
る
。
 

2.
 

比
旋
光
度

と
絶
対

配
置
の
関

係
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑩
無
機
化
合
物
・
錯
体
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
5）

①
〕
 

1.
 

錯
体
の
安

定
度
定

数
に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

錯
体
の
安

定
性
に

与
え
る
配

位
子
の

構
造
的

要
素
（

キ
レ
ー

ト
効
果

）
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 ［
有
機
化
合
物
の
合
成
］
 

【
⑪
官
能
基
の
導
入
・
変
換
】
 

1.
 
ア

ル
ケ
ン

の
代
表

的
な
合

成
法
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
ア

ル
キ
ン

の
代
表

的
な
合

成
法
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
有

機
ハ
ロ

ゲ
ン
化

合
物
の

代
表
的

な
合
成

法
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

4.
 
ア

ル
コ
ー

ル
の
代

表
的
な

合
成
法

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

5.
 
フ

ェ
ノ
ー

ル
の
代

表
的
な

合
成
法

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

6.
 
エ

ー
テ
ル

の
代
表

的
な
合

成
法
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

7.
 
ア

ル
デ
ヒ

ド
お
よ

び
ケ
ト

ン
の
代

表
的
な

合
成
法

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

8.
 
カ

ル
ボ
ン

酸
の
代

表
的
な

合
成
法

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

9.
 
カ

ル
ボ

ン
酸

誘
導

体
（

エ
ス

テ
ル

、
ア

ミ
ド

、
ニ

ト
リ

ル
、

酸
ハ

ロ
ゲ

ン
化

物
、

酸
無

水
物

）
の

代
表

的
な

合
成

法

に
つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

10
. ア

ミ
ン
の

代
表
的

な
合
成

法
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

11
. 代

表
的
な

官
能
基

選
択
的

反
応
を

列
挙
し

、
そ
の

機
構
と

応
用
例

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

12
. 化

学
反
応

に
よ
っ

て
官
能

基
変
換

を
実
施

で
き
る

。（
技
能
）
 

 【
⑫
炭
素
骨
格
構
築
反
応
】
 

1.
 
D
i
e
ls
-
Al
d
er

反
応
に

つ
い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 
転

位
反
応

を
用
い

た
代
表

的
な
炭

素
骨
格

の
構
築

法
を
列

挙
し
、

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
代

表
的
な

炭
素

-炭
素

結
合
生
成

反
応
（

ア
ル
ド

ー
ル
反

応
、
マ

ロ
ン
酸

エ
ス
テ

ル
合
成

、
ア
セ

ト
酢
酸

エ
ス
テ

ル
合

成
、
M
i
ch
a
el

付
加
、

M
an
n
ic
h
反
応

、
G
r
ig
n
ar
d
反
応

、
W
it
t
i
g
反
応

な
ど
）

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑬
精
密
有
機
合
成
】
 

1.
 

代
表
的
な

位
置
選

択
的
反
応

を
列
挙

し
、
そ

の
機
構

と
応
用

例
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

代
表
的
な

立
体
選

択
的
反
応

を
列
挙

し
、
そ

の
機
構

と
応
用

例
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

官
能
基
毎

に
代
表

的
な
保
護

基
を
列

挙
し
、

そ
の
応

用
例
を

説
明
で

き
る
。
 

4.
 

光
学
活
性

化
合
物

を
得
る
た

め
の
代

表
的
な

手
法
（

光
学
分

割
、
不

斉
合
成

な
ど
）

を
説
明

で
き
る

。
 

5.
 

固
相
合
成

法
の
特

徴
を
説
明

で
き
る

。
 

6.
 

グ
リ
ー
ン

ケ
ミ
ス

ト
リ
ー
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
⑭
総
合
演
習
】
 

1.
 

課
題
と
し

て
与
え

ら
れ
た
化

合
物
の

合
成
法

を
立
案

で
き
る

。（
知
識
・

技
能
）
 

2.
 

基
本
的
な

医
薬
品

を
合
成
で

き
る

。（
技

能
）
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2.
 

糖
質
の
定

性
お
よ

び
定
量
試

験
を
実

施
で
き

る
。
（
技
能
）
 

3.
 

ア
ミ
ノ
酸

の
定
性

お
よ
び
定

量
試
験

を
実
施

で
き
る

。（
技

能
）
 

4.
 

タ
ン
パ
ク

質
の
定

性
お
よ
び

定
量
試

験
を
実

施
で
き

る
。（

技
能
）
 

5.
 

核
酸
の
定

性
お
よ

び
定
量
試

験
を
実

施
で
き

る
。
（
技
能
）
 

 【
④
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
と
機
能
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3
）
①
〕
 

1.
 
タ

ン
パ
ク

質
の
分

離
、
精

製
と
分

子
量
の

測
定
法

を
説
明

し
、
実

施
で
き

る
。
（
知
識

・
技
能
）
 

2.
 
タ

ン
パ
ク

質
の
ア

ミ
ノ
酸

配
列
決

定
法
を

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
タ

ン
パ
ク

質
の
代

表
的
な

二
次
構

造
（
モ

チ
ー
フ

）
や
機

能
領
域

（
ド
メ

イ
ン
）

を
説
明

で
き
る

。
 

4.
 
タ

ン
パ

ク
質

発
現

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

を
解

析
す

る
た

め
の

技
術

（
２

次
元

電
気

泳
動

法
、

ペ
プ

チ
ド

質
量

分
析

に
基

づ

く
タ
ン
パ

ク
質
の

同
定
方

法
な
ど

）
を
説

明
で
き

る
。
 

5.
 
タ

ン
パ
ク

質
間
相

互
作
用

の
解
析

に
用
い

ら
れ
る

主
な
方

法
（
免

疫
沈
降

、
t
w
o-
h
yb
r
i
d
法
な

ど
）
に

つ
い
て

説
明

で
き
る
。
 

6.
 
プ

ロ
テ
オ

ー
ム
、

メ
タ
ボ

ロ
ー
ム

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑤
遺
伝
情
報
を
担
う
分
子
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4）

②
〕
 

1.
 
３

種
類
の

D
NA

に
み
ら
れ

る
B
型

以
外
の

二
重
ら

せ
ん
の

構
造
（

A
型

、
Z
型

）
に
つ

い
て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 
バ

イ
オ
イ

ン
フ
ォ

マ
テ
ィ

ク
ス
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 
ト

ラ
ン
ス

ク
リ
プ

ト
ー
ム

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑥
転
写
・
翻
訳
の
過
程
と
調
節
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4
）
④
〕
 

1.
 

低
分
子

RN
A
(s
i
RN
A、

m
iR
N
A)
に

よ
る
遺

伝
子
発

現
の
調

節
機
構

に
つ
い

て
分
子

レ
ベ
ル

で
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑦
遺
伝
子
の
変
異
・
修
復
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4）

⑤
〕
 

1.
 

一
塩
基
変

異
（

SN
P
s）

が
機
能
に

お
よ
ぼ

す
影
響

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

遺
伝
子
多

型
（

SN
P
s）

の
解
析
に

用
い
ら

れ
る
方

法
（

RF
L
P、

S
S
C
P
法
な

ど
）
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 

遺
伝
子
多

型
（
欠

損
、
増

幅
）
の

解
析
に

用
い
ら

れ
る
方

法
（
ゲ

ノ
ミ
ッ

ク
サ
ザ

ン
ブ
ロ

ッ
ト
法

な
ど
）
に
つ
い

て

説
明
で
き

る
。
 

 【
⑧
組
換
え

D
N
A】

 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4）

⑥
〕
 

1.
 
遺

伝
子
ラ

イ
ブ
ラ

リ
ー
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

2.
 
P
C
R
法

に
よ
る

遺
伝
子

増
幅
の
原

理
を
説

明
し
、

実
施
で

き
る
。
（
知

識
・
技

能
）
 

3.
 
P
C
R
を

実
施
で

き
る

。（
技

能
）
 

4.
 
R
N
A
の

逆
転
写

と
逆
転

写
酵
素
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

5.
 
D
N
A
塩

基
配
列

の
決
定

法
を
説
明

で
き
る

。
 

6.
 
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

を
用
い

て
特
徴

的
な
塩

基
配
列

を
検
索

で
き
る

。（
技
能
）
 

7.
 
細

胞
（
組

織
）
に

お
け
る

特
定
の

D
NA

お
よ
び

RN
A
を
検

出
す
る

方
法
を

説
明
で

き
る
。
 

8.
 
外

来
遺
伝

子
を
細

胞
中
で

発
現
さ

せ
る
方

法
を
概

説
で
き

る
。
 

9.
 
遺

伝
子
発

現
を
細

胞
中
で

人
工
的

に
抑
制

す
る
方

法
を
概

説
で
き

る
。
 

10
. 遺

伝
子
改

変
生
物
（

遺
伝
子

導
入

•欠
損
動
物
、
ク
ロ
ー

ン
動
物
、
遺
伝
子

組
換
え

植
物
）
の
作

製
法
に

つ
い
て

概
説
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 【
②
生
薬
と
は
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1
）
〕
 

1.
 

生
薬
の
歴

史
に
つ

い
て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

生
薬
の
生

産
と
流

通
に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
生
薬
の
同
定
と
品
質
評
価
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：（

1
）
④
〕
 

1.
 

代
表
的
な

生
薬
の

確
認
試
験

を
実
施

で
き
る

。（
技
能
）
 

 【
④
生
薬
由
来
の
生
物
活
性
物
質
の
構
造
と
作
用
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
①
〕
 

1.
 

脂
質
や
糖

質
に
分

類
さ
れ

る
生
薬

由
来
の

代
表
的

な
生
物

活
性
物

質
の
構

造
を
生

合
成
経

路
に
基

づ
い
て

説
明
で

き

る
。
 

2.
 

芳
香
族
化

合
物
に

分
類
さ

れ
る
生

薬
由
来

の
代
表

的
な
生

物
活
性

物
質
の

構
造
を

生
合
成

経
路
に

基
づ
い

て
説
明

で

き
る
。
 

3.
 

テ
ル
ペ
ノ

イ
ド
、

ス
テ
ロ

イ
ド
に

分
類
さ

れ
る
生

薬
由
来

の
代
表

的
な
生

物
活
性

物
質
の

構
造
を

生
合
成

経
路
に

基

づ
い
て
説

明
で
き

る
。
 

4.
 

ア
ル
カ
ロ

イ
ド
に

分
類
さ

れ
る
生

薬
由
来

の
代
表

的
な
生

物
活
性

物
質
の

構
造
を

生
合
成

経
路
に

基
づ
い

て
説
明

で

き
る
。
 

 【
⑤
天
然
生
物
活
性
物
質
の
利
用
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
④
〕
 

1.
 

天
然
資
源

か
ら
医

薬
品
の

種
（
シ

ー
ズ
）

の
探
索

法
に
つ

い
て
、

具
体
的

に
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

シ
ー
ズ
の

探
索
に

貢
献
し

て
き
た

伝
統
医

学
、
民

族
植
物

学
を
例

示
し
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 

医
薬
原
料

と
し
て

の
天
然

物
質
の

資
源
確

保
に
関

し
て
問

題
点
を

列
挙
で

き
る
。
 

4.
 

サ
プ
リ
メ

ン
ト
や

健
康
食

品
な
ど

と
し
て

使
わ
れ

て
い
る

代
表
的

な
天
然

生
物
活

性
物
質

を
列
挙

し
、
そ
の

用
途
を

挙
げ
る
こ

と
が
で

き
る
。
 

 【
⑥
海
洋
生
物
由
来
の
生
物
活
性
物
質
の
構
造
と
作
用
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）〕

 

1.
 

海
洋
生
物

由
来
の

代
表
的
な

生
理
活

性
物
質

を
列
挙

し
、
そ

の
基
原

、
作
用

を
説
明

で
き
る

。
 

  C
6
 
生
命
現
象
の
基
礎
 

 【
①
細
胞
小
器
官
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1）

②
〕
 

1．
 オ

ー
ト
フ

ァ
ジ
ー

に
つ
い

て
分
子

レ
ベ
ル

で
説
明

で
き
る

。
 

2．
 細

胞
核
を

構
成
す

る
核
膜

、
核
小

体
の
構

造
と
機

能
を
分

子
レ
ベ

ル
で
説

明
で
き

る
。
 

 【
②
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
と
核
酸
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2）

⑤
〕
 

 
1.
 

D
N
A
を
抽

出
で
き

る
。

(技
能

) 

 【
③
生
体
分
子
の
定
性
、
定
量
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：（

2
）
⑧
〕
 

1.
 

脂
質
の
定

性
お
よ

び
定
量
試

験
を
実

施
で
き

る
。
（
技
能
）
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C
8
 
生
体
防
御
と
微
生
物
 

 【
①
免
疫
応
答
の
制
御
と
破
綻
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：（

2
）
①
〕
 

 
1.
 

代
表
的
な

免
疫
賦

活
療
法

に
つ
い

て
分
子

レ
ベ
ル

で
説
明

で
き
る

。
 

 【
②
免
疫
反
応
の
利
用
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
②
〕
 

 
1.
 

モ
ノ
ク
ロ

ー
ナ
ル

抗
体
と
ポ

リ
ク
ロ

ー
ナ
ル

抗
体
の

作
成
方

法
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
③
ウ
イ
ル
ス
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3
）
③
〕
 

 
1.
 

代
表
的
な

動
物
ウ

イ
ル
ス

の
培
養

法
、
定

量
法
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

 【
④
消
毒
と
滅
菌
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3）

⑤
〕
 

 
1.
 

主
な
滅
菌

法
を
実

施
で
き

る
。（

技
能
）

 
 【
⑤
検
出
方
法
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3
）
⑥
〕
 

 
1.
 

細
菌
の
同

定
に
用

い
る
代

表
的
な

試
験
法
（

生
化

学
的
性

状
試
験
、

血
清
型

別
試

験
、
分
子

生
物

学
的
試

験
）
に

つ

い
て
説
明

で
き
る

。
 

 
2.
 

代
表
的
な

細
菌
を

同
定
で

き
る
。
（
技

能
）
 

 【
⑥
代
表
的
な
病
原
体
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
4
）
②
〕
 

 
1.
 

プ
リ
オ
ン

の
構
造

と
感
染

機
構
に

つ
い
て

分
子
レ

ベ
ル
で

説
明

で
き
る
。
 

  D
 
衛

生
薬
学
 

 D
1
 
健
康
 

 【
①
食
品
機
能
と
食
品
衛
生
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3）

②
〕
 

1.
 

食
品
の
褐

変
を
引

き
起
こ
す

主
な
反

応
と
そ

の
機
構

を
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

主
な
食
品

添
加
物

の
試
験
法

を
実
施

で
き
る

。（
技
能
）
 

3.
 

遺
伝
子
組

換
え
食

品
の
現
状

を
説
明

し
、
そ

の
問
題

点
に
つ

い
て
討

議
す
る

。（
知
識
・
態

度
）
 

  D
2
 
環
境
 

 【
①
化
学
物
質
の
毒
性
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1
）
①
〕
 

1.
 
環

境
ホ

ル
モ

ン
（

内
分

泌
撹

乱
化

学
物

質
）

が
人

の
健

康
に

及
ぼ

す
影

響
を

説
明

し
、

健
康

影
響

に
対

す
る

予
防

策

を
提
案
す

る
。
（
態
度

）
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で
き
る
。
 

11
. 遺

伝
子
改

変
生
物
（

遺
伝
子

導
入

•欠
損
動
物
、
ク
ロ
ー

ン
動
物
、
遺
伝
子

組
換
え

植
物
）
の
利

用
法
に

つ
い
て

概
説

で
き
る
。
 

12
. ゲ

ノ
ム

情
報

の
創

薬
へ

の
利

用
に

つ
い

て
、

創
薬

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

探
索

の
代

表
例

（
イ

マ
チ

ニ
ブ

な
ど

）
を

挙
げ

、

ゲ
ノ
ム
創

薬
の
流

れ
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

13
. ゲ

ノ
ム
の

生
物
種

間
多
様

性
と
そ

の
創
薬

で
の
重

要
性
を

説
明
で

き
る
。
 

 【
⑨
A
T
P
の
産
生
と
糖
質
代
謝
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：（

5
）
②
〕
 

 
1.
 

A
T
P
産
生

阻
害
物

質
を
列
挙

し
、
そ

の
阻
害

機
構
を

説
明
で

き
る
。
 

 
2.
 

ア
ル
コ
ー

ル
発
酵

、
乳
酸
発

酵
の
生

理
的
役

割
を
説

明
で
き

る
。
 

3.
 

A
T
P
以
外

の
高
エ

ネ
ル
ギ
ー

化
合
物

に
つ
い

て
、
化

学
構
造

を
も
と

に
高
エ

ネ
ル
ギ

ー
を
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑩
脂
質
代
謝
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
5
）
③
〕
 

 
1.
 

リ
ン
脂
質

の
生
合

成
を
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑪
飢
餓
状
態
と
飽
食
状
態
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
5）

④
〕
 

 
1.
 

ケ
ト
原
性

ア
ミ
ノ

酸
と
糖

原
性
ア

ミ
ノ
酸

の
種
類

や
エ
ネ

ル
ギ
ー

変
換
経

路
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
⑫
細
胞
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
6
）
③
〕
 

 
1.
 

主
な
細
胞

外
マ
ト

リ
ッ
ク

ス
分
子

の
構
造

と
機
能

を
分
子

レ
ベ
ル

で
説
明

で
き
る

。
 

 【
⑬
が
ん
細
胞
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
7
）
③
〕
 

1.
 

が
ん
幹
細

胞
に
つ

い
て
分
子

レ
ベ
ル

で
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

が
ん
細
胞

の
浸
潤

、
転
移
に

つ
い
て

分
子
レ

ベ
ル
で

概
説
で

き
る
。
 

  C
7
 
人
体
の
成
り
立
ち
と
生
体
機
能
の
調
節
 

 【
①
ホ
ル
モ
ン
・
内
分
泌
系
に
よ
る
調
節
機
構
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2）

②
〕
 

 
  

1.
 

代
表
的
な

ホ
ル
モ

ン
を
挙
げ

、
そ
の

生
合
成

経
路
、

お
よ
び

分
泌
調

節
機
構

を
分
子

レ
ベ
ル

で
説
明

で
き
る

。
 

 
 

【
②
オ
ー
タ
コ
イ
ド
に
よ
る
調
節
機
構
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2）

③
〕
 

 
1.
 

代
表
的
な

オ
ー
タ

コ
イ
ド
の

生
合
成

経
路
、

お
よ
び

分
泌
調

節
機
構

を
分
子

レ
ベ
ル

で
説
明

で
き
る

。
 

 【
③
神
経
伝
達
物
質
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
〕
 

 
1.
 

代
表
的
な

神
経
伝

達
物
質
の

生
合
成

経
路
、

分
泌
調

節
機
構

、
お
よ

び
分
解

経
路
を

分
子
レ

ベ
ル
で

説
明
で

き
る
。
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【
④
特
殊
な
患
者
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3
）〕

 

1.
 

胃
ろ
う
造

設
者
、
人
工
肛

門
造
設

者
、
気

管
切
開

患
者
に

お
け
る

薬
物
治

療
・
投

与
設
計

に
お
い

て
注
意

す
べ
き

点

を
説
明
で

き
る
。

 
  E
4
 
薬
の
生
体
内
運
命
 

 【
①
T
D
M
（
T
h
e
r
a
pe
u
t
i
c
 D
r
u
g
 
M
o
n
i
to
r
i
n
g）

と
投
与
設
計
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
②
〕

 
1.
 

薬
物

の
タ
ン

パ
ク

結
合
、
代

謝
お
よ

び
生

体
膜
輸

送
の

測
定

・
解
析

結
果

に
基
づ

い
て

、
薬

物
動
態

学
的

特
徴
を

説

明
で
き
る

。
（
知

識
・
技

能
）

 
2.
 

2-
コ

ン
パ
ー

ト
メ
ン

ト
モ
デ

ル
に
基

づ
い
た

薬
物
速

度
論
解

析
が
で

き
る
。

（
知
識

・
技
能

）
 

3.
 

非
線
形
最

小
二
乗

法
を
用
い

た
速
度

論
パ
ラ

メ
ー
タ

の
算
出

が
で
き

る
。
（

知
識
・

技
能
）

 
4.
 

ベ
イ
ジ
ア

ン
法
や

ポ
ピ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
フ
ァ

ー
マ
コ

キ
ネ
テ

ィ
ク
ス

の
理
論

に
基
づ

い
た
投

与
設
計

が
で
き

る
。（

知

識
・
技
能

）
 

5.
 

生
理
学
的

薬
物
速

度
論
モ
デ

ル
に
基

づ
く
薬

物
濃
度

推
移
の

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
が

で
き
る

。
（
知

識
・
技

能
）

 
  E
5
 
製
剤
化
の
サ
イ
エ
ン
ス
 

 【
①
製
剤
化
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
②
〕
 

1.
 

代
表
的
な

製
剤
の

処
方
を

設
計
で

き
る

。（
知

識
・
技

能
）

 
2.

 
単

位
操
作

を
組
み

合
わ
せ

て
代
表

的
な
製

剤
を
調

製
で
き

る
。（

技
能
）

 
3.

  
 製

剤
に
関
連

す
る
代

表
的

な
試
験

法
を
実

施
し
、

製
剤
の

物
性
を

測
定
で

き
る

。（
技
能

）
 

 
 

4.
  

製
剤
の

物
性
値

か
ら

、
製
剤

の
品
質

を
判
定

で
き
る

。（
知
識
・

技
能
）

 
 

 
5.

  
製
剤
の

物
性
測

定
に

使
用
さ

れ
る
装

置
の
原

理
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。

 
 【

②
生
物
学
的
同
等
性
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2
）
③
〕
 

1.
 

生
物
学
的

同
等
性

の
レ
ギ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
 

2.
 

異
な
る
製

剤
処
方

間
（
先

発
品
と

後
発
品

、
開
発

途
中
の

製
剤
処

方
変
更

な
ど
）
の
生
物

学
的
同

等
性
を

評
価
で

き

る
。（

知
識
・

技
能
）

 
  Ｆ

 
薬

学
臨
床
 

 【
①
臨
床
実
習
の
基
礎
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1
）
③
〕
 

1.
  

治
験
実
施

計
画
書

の
事
前
審

査
を
体

験
す
る

。（
知
識
・
技

能
・
態

度
）

 
2.

  
治

験
薬
の

処
方
監

査
、
調
剤

、
服
薬

指
導
を

体
験
す

る
。（

知
識
・

態
度
）

 
3.

  
適

正
な
治

験
の
実

施
・
管
理

を
体
験

す
る

。（
知

識
・
態
度

）
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【
②
化
学
物
質
の
安
全
性
評
価
と
適
正
使
用
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1
）
②
〕
 

1.
 

化
学
物
質

の
中
毒

量
、
作
用

器
官
、

中
毒
症

状
、
救

急
処
置

法
、
解

毒
法
を

検
索
す

る
こ
と

が
で
き

る
。
（
技
能

）
 

2.
 

薬
物
中
毒

に
お
け

る
生
体
試

料
の
取

扱
い
に

つ
い
て

説
明
で

き
る
。
 

3.
 

代
表
的
な

中
毒
原

因
物
質
を

分
析
で

き
る

。（
技

能
）
 

  E
 
医

療
薬
学
 

 E
2
 
薬
理
・
病
態
・
薬
物
治
療
 

 【
①
漢
方
薬
の
基
礎
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1
0
）
①
〕
 

1.
 

漢
方
の
歴

史
に
つ

い
て
概
説

で
き
る

。
 

2.
 

漢
方
と
中

医
学
の

特
徴
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

 【
②
漢
方
薬
の
応
用
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1
0
）
②
〕
 

1.
 

漢
方
薬
の

薬
効
を

構
成
生
薬

の
薬
能

（
古
典

的
薬
効

）
で
説

明
で
き

る
。
 

2.
 

日
本

薬
局

方
に

収
載

さ
れ
て

い
な

い
頻

用
漢

方
処

方
（

麻
黄

湯
や

五
苓

散
な

ど
）

の
適

応
と

な
る

証
、

症
状

や
疾

患

に
つ
い
て

例
示
し

て
説
明

で
き
る

。
 

3.
 

漢
方
薬
の

剤
形
と

特
徴
に
つ

い
て
説

明
で
き

る
。
 

  E
3
 
薬
物
治
療
に
役
立
つ
情
報
 

 【
①
情
報
源
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1
）
②
〕
 

1.
 

収
集
・
評

価
し
た

臨
床
研

究
論
文

を
用
い

て
、
メ

タ
ア
ナ

リ
シ
ス

を
実
施

で
き
る

。（
技
能
）

 
 【

②
収
集
・
評
価
・
加
工
・
提
供
・
管
理
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1
）
③
〕
 

1.
 

臨
床
上
の

問
題
を

定
式
化

し
、
そ

の
解
決

の
た
め

の
情
報

を
収
集
・
評

価
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て

解
決
法

を
提
案

で

き
る
。
（
技
能

）
 

 【
③
生
物
統
計

、
臨
床
研
究
デ
ザ
イ
ン
と
解
析
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
1）

⑤
、
⑥
〕
 

1.
 

多
群
間
の

差
の
検

定
（
分

散
分
析

、
多
重

比
較
）

を
実
施

で
き
る

。（
技
能
）

 
2.

 
主

な
多

変
量

解
析

（
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

分
析

、
重

回
帰

分
析

な
ど

）
の

概
要

を
説

明
し

、
実

施
で

き
る

。
（

知

識
・
技
能

）
 

3.
 

点
推
定
と

区
間
推

定
を
実

施
で
き

る
。
（
技
能

）
 

4.
 

研
究
計
画

上
の
技

法
（

症
例
数
設

定
、
ラ
ン
ダ

ム
化

、
盲
検

化
な

ど
）
に
配
慮

し
て

、
有
効

性
や

安
全
性

を
評
価

す

る
た
め
の

臨
床
研

究
を
立

案
で
き

る
。
（
技
能

）
 

5.
 

観
察

研
究

に
お

け
る

交
絡

を
制

御
す

る
た

め
の

計
画

上
の

技
法

（
マ

ッ
チ

ン
グ

な
ど

）
、

統
計

解
析

上
の

技
法

（
層

化
な
ど
）

に
つ
い

て
説
明

で
き
る

。
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【
②
医
薬
品
の
供
給
と
管
理
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
2）

⑤
〕
 

1.
  

院
内
製
剤

の
調
製

を
体
験
す

る
。
（
技
能

・
態
度

）
 

2.
  

薬
局
製
剤

、
漢
方

製
剤
の
製

造
・
調

製
を
体

験
す
る

。（
技

能
・
態

度
）

 
3.

  
調

製
し
た

製
剤
の

品
質
試
験

を
体
験

す
る

。（
技

能
、
態
度

）
 

 【
③
患
者
情
報
の
把
握
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3
）
①
〕
 

1.
 
 
フ

ィ
ジ
カ

ル
ア
セ

ス
メ
ン
ト

を
実
施

し
、
薬

学
的
判

断
に
活

か
す
こ

と
が
で

き
る

。（
技
能

・
態
度

）
 

 【
④
処
方
設
計
と
薬
物
療
法
の
実
践
（
処
方
設
計
と
提
案
）
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：（

3
）
③
〕
 

1.
 
患

者
の

栄
養

状
態

や
体

液
量

、
電

解
質

な
ど

の
評

価
を

基
に

適
切

な
栄

養
療

法
や

輸
液

療
法

を
提

案
で

き
る

。
（

知

識
・
態
度

）
 

 【
⑤
処
方
設
計
と
薬
物
療
法
の
実
践
（
薬
物
療
法
に
お
け
る
効
果
と
副
作
用
の
評
価
）】
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：（

3
）
④
〕 

1.
 
薬

物
血

中
濃

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

必
要

な
医

薬
品

が
処

方
さ

れ
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
血

中
濃

度
測

定
を

体
験

す

る
。（

技
能
）

 
 【
⑥
移
植
医
療
に
お
け
る
薬
物
療
法
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3
）
〕
 

1.
 

移
植
（
心

・
肝
・

腎
・
肺
・

骨
髄
・

皮
膚
な

ど
）
患

者
へ
の

薬
物
療

法
の
設

計
を
体

験
す
る

。（
技
能
・

態
度
）

 
 【
⑦
専
門
領
域
で
活
動
す
る
薬
剤
師
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
3
）
〕
 

1.
 
が

ん
化
学

療
法
に

お
い
て

専
門
的

に
対
応

す
る
薬

剤
師
の

薬
物
療

法
を
体

験
す
る

。（
技
能
・
態

度
）

 
2.

 
精

神
科
領

域
に
お

い
て
専

門
的
に

対
応
す

る
薬
剤

師
の
薬

物
療
法

を
体
験

す
る

。（
技

能
・
態
度

）
 

3.
 
感

染
制
御

領
域
（
Ｈ

Ｉ
Ｖ
を

含
む
）
に
お
い

て
専
門

的
に
対

応
す

る
薬
剤

師
の
薬

物
療
法

を
体
験

す
る

。（
技
能
・
態

度
）

 
4.

 
妊

婦
・
授

乳
婦
に

専
門
的

に
対
応

す
る
薬

剤
師
の

薬
物
療

法
を
体

験
す
る

。（
技
能
・

態
度
）

 
5.

 
緩

和
ケ
ア

、
終
末

期
医
療

に
お
い

て
専
門

的
に
対

応
す
る

薬
剤
師

の
薬
物

療
法
を

体
験
す

る
。（

技
能
・

態
度
）

 
6.

 
施

設
に

お
い

て
専

門
領

域
（

救
急

医
療

、
腎

臓
病

薬
物

療
法

、
褥

瘡
治

療
、

医
薬

品
情

報
等

）
で

活
動

す
る

薬
剤

師

業
務
を
体

験
す
る

。（
技
能
・
態

度
）

 
 【
⑧
在
宅
（
訪
問
）
医
療
・
介
護
へ
の
参
画

】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
5
）
①
〕
 

1.
 
在

宅
患
者

の
病
態

や
生
理

的
特
性
、
療
養

環
境
等

を
考
慮

し
、
よ

り
適
切

な
薬
物

療
法
を

提
案
で

き
る

。（
知

識
・
態

度
）

 
 【
⑨
地
域
保
健
（
公
衆
衛
生
、
学
校
薬
剤
師
、
啓
発
活
動
）
へ
の
参
画
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
5
）
②
〕
 

1.
 
地

域
保

健
に

お
い

て
専

門
的

な
領

域
で

対
応

す
る

薬
剤

師
の

活
動

（
プ

ラ
イ

マ
リ

ケ
ア

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
の

ア
ド

バ

イ
ス
、
糖

尿
病
療

養
指
導

、
漢
方

医
療
、

ア
ン
チ

ド
ー
ピ

ン
グ
活

動
等
）

を
体
験

す
る

。（
技
能

・
態
度

）
 

 【
⑩
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
】
 
〔
関
連
コ
ア
カ
リ
：
（
5
）
③
〕
 

1.
 
 
対

応
し
た

来
局
者

の
病
状
や

健
康
状

態
に
関

し
て
、

継
続
的

な
観
察

や
指
導

を
体
験

す
る
。
（
技

能
・
態

度
）
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 - 
  

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
関

す
る

恒
常

的
な

組
織

の
設

置
に

つ
い

て
 

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

平
成

２
３

年
７

月
２

６
日

設
置

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

高
等

教
育

局
長
 

  

１
．

目
 

的
 

  
  

  
  

薬
学

系
人

材
養

成
の

在
り

方
に

関
す

る
検

討
会

の
審

議
を

踏
ま

え
、

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

訂
に

関
す

る
恒

常
的

な
組

織
を

設
置

す
る

。
 

 

２
．

役
割

 

（
１

）
薬

剤
師

国
家

試
験

出
題

基
準

の
改

正
や

法
制

度
・
名

称
等

の
変

更
に

対
応

し
た

、
モ

デ
ル

・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

訂
 

（
２

）
学

生
へ

の
教

育
効

果
の

検
証

等
、

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
検

証
・

評
価

 

（
３

）
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
訂

に
必

要
な

調
査

研
究

 
（

４
）

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
関

係
機

関
へ

の
周

知
徹

底
、

各
大

学
の

取
組

状
況

の
検

証
等

、
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

活
用

に
必

要
な

事
項

 
（

５
）

そ
の

他
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
訂

に
必

要
な

事
項

 

 

３
．

設
置

組
織

の
構

成
等

 

（
１

）
専

門
的

な
調

査
研

究
等

を
行

い
、

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

訂
の

原
案

の
作

成

等
を

行
う

組
織

（
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

訂
に

関
す

る
専

門
研

究
委

員

会
）

を
設

置
し

、
文

部
科

学
省

が
主

催
す

る
。

 

（
２

）
（

１
）

の
委

員
会

の
構

成
は

別
紙

の
通

り
と

す
る

。
 

（
３

）
必

要
に

応
じ

、
調

査
研

究
等

を
分

担
さ

せ
る

た
め

必
要

な
組

織
を

置
く

こ
と

が
で

き
る

も

の
と

す
る

。
 

（
４

）
必

要
に

応
じ

、
関

係
者

か
ら

の
意

見
等

を
聴

く
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

 ４
．

委
員

 
 

（
１

）
委

員
に

つ
い

て
は

、
薬

学
教

育
、

薬
剤

師
国

家
試

験
等

に
つ

い
て

優
れ

た
識

見
を

有
す

る

者
、

そ
の

他
関

係
者

の
う

ち
か

ら
委

嘱
す

る
。

 
 

（
２

）
委

員
の

任
期

は
、

委
嘱

し
た

日
の

属
す

る
会

計
年

度
の

翌
会

計
年

度
末

ま
で

と
す

る
。

 
 

（
３

）
必

要
に

応
じ

委
員

を
追

加
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

（
４

）
委

員
は

再
任

さ
れ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 ５

．
そ

の
他

 

３
の

組
織

に
関

す
る

庶
務

は
、

高
等

教
育

局
医

学
教

育
課

が
処

理
す

る
。

 

 

- 1
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 - 
 

薬
学

系
人
材

養
成
の
在

り
方

に
関

す
る
検
討

会
 

委
員

名
簿

 
 

（
◎

座
長
、

○
副
座
長

）
 

 ○
 

市
川
 

厚
 
 
 

 
武

庫
川

女
子
大
学

薬
学

部
長

 
稲

垣
 

美
智

子
 
 
金

沢
大

学
大

学
院
医
療

保
健

学
総

合
研
究
科

教
授

 
乾

 
 

賢
一

 
 
 
京

都
薬

科
大

学
長

 
○

 
井

上
 

圭
三
 
 

 
帝

京
大

学
副
学
長

 
生

出
 

泉
太

郎
 
 
公

益
社

団
法

人
日
本
薬

剤
師

会
副

会
長

 
太

田
 

茂
 

 
 
 
広

島
大

学
大

学
院
医
歯

薬
学

総
合

研
究
科
教

授
 

勝
野

 
眞
吾

 
 
 
岐

阜
薬

科
大

学
長

 
北

澤
 

京
子

 
 
 
日

経
Ｂ

Ｐ
社

 
日
経
メ

デ
ィ

カ
ル

副
編
集
長

 
倉

田
 

雅
子

 
 
 
納

得
し

て
医

療
を
選
ぶ

会
事

務
局

長
 

◎
 

永
井
 

良
三
 
 

 
自

治
医

科
大
学
長

 
野

木
森

 
雅

郁
 
 
ア

ス
テ

ラ
ス

製
薬
株
式

会
社

代
表

取
締
役
会

長
 

橋
田

 
充
 

 
 
 
京

都
大

学
大

学
院
薬
学

研
究

科
教

授
 

平
井

 
み
ど

り
 
 
神

戸
大

学
医

学
部
附
属

病
院

薬
剤

部
長
・
教

授
 

松
原

 
和
夫

 
 
 
一

般
社

団
法

人
日
本
病

院
薬

剤
師

会
副
会
長

 
村

上
 

雅
義

 
 
 
公

益
財

団
法

人
先
端
医

療
振

興
財

団
専
務
理

事
 

望
月

 
正
隆

 
 
 
東

京
理

科
大

学
薬
学
部

教
授

 
望

月
 

眞
弓

 
 
 
慶

応
義

塾
大

学
薬
学
部

長
 

森
山

 
芳
則

 
 
 
岡

山
大

学
薬

学
部
長

 
計

 
１

８
名

 
※

５
０

音
順

・
敬
称
略

  
平

成
２

５
年

１
２
月
２

５
日

現
在
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 - 
 

平
成

2
5
年

度
 

公
益

社
団

法
人

日
本

薬
学

会
 

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

お
よ

び
 

実
務

実
習

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

訂
に

関
す

る
調

査
研

究
委

員
会

 

 委
員

長
 

松
木

 
則

夫
 

 
東

京
大

学
大

学
院

薬
学

系
研

究
科

教
授

 

 委
 

員
 

赤
池

 
昭

紀
 

 
名

古
屋

大
学

大
学

院
創

薬
科

学
研

究
科

教
授

 

有
賀

 
寛

芳
 

 
北

海
道

大
学

大
学

院
薬

学
研

究
院

教
授

 

入
江

 
徹

美
 

 
熊

本
大

学
薬

学
部

教
授

 

太
田

 
茂

 
 

 
広

島
大

学
大

学
院

医
歯

薬
学

総
合

研
究

科
教

授
 

奥
 

 
直

人
 

 
静

岡
県

立
大

学
副

学
長

 

亀
井

 
美

和
子

 
日

本
大

学
薬

学
部

教
授

 

河
野

 
武

幸
 

 
摂

南
大

学
薬

学
部

教
授

 

白
幡

 
晶

 
 

 
城

西
大

学
薬

学
部

教
授

 

鈴
木

 
匡

 
 

 
名

古
屋

市
立

大
学

薬
学

部
教

授
 

須
田

 
晃

治
 

 
一

般
社

団
法

人
薬

学
教

育
協

議
会

業
務

執
行

理
事

・
事

務
局

長
 

高
橋

 
寛

 
 

 
公

益
社

団
法

人
日

本
薬

剤
師

会
医

療
保
険

委
員

会
委

員
、

薬
局

薬
剤
師

部
会

幹
事
 

永
田

 
泰

造
 

 
公

益
社

団
法

人
日

本
薬

剤
師

会
常

務
理

事
 

中
村

 
明

弘
 

 
昭

和
大

学
薬

学
部

教
授

 

新
田

 
淳

美
 

 
富

山
大

学
薬

学
部

教
授

 

平
田

 
收

正
 

 
大

阪
大

学
大

学
院

薬
学

研
究

科
教

授
 

本
間

 
浩

 
 

 
北

里
大

学
薬

学
部

教
授

 

政
田

 
幹

夫
 

 
一

般
社

団
法

人
日

本
病

院
薬

剤
師

会
常

務
理

事
 

増
野

 
匡

彦
 

 
慶

應
義

塾
大

学
常

任
理

事
 

松
原

 
和

夫
 

 
一

般
社

団
法

人
日

本
病

院
薬

剤
師

会
副

会
長

 

望
月

 
眞

弓
 

 
慶

応
義

塾
大

学
薬

学
部

長
 

吉
田

 
博

明
 

 
日

本
製

薬
工

業
協

会
研

究
振

興
部

長
 

 

計
 

２
２

名
 

※
５

０
音

順
・

敬
称

略
 

 

平
成

２
５

年
１

２
月

２
５

日
現

在
 

- 1
15

 - 
 

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
訂

に
関

す
る

専
門

研
究

委
員

会
 

メ
ン

バ
ー

 
 

（
◎

座
長

、
○

副
座

長
）

 
 

赤
池

 
昭

紀
 

 
名

古
屋

大
学

大
学

院
創

薬
科

学
研

究
科

教
授

 
井

関
 

健
 

 
 

北
海

道
大

学
病

院
薬

剤
部

長
・

教
授

 
◎

市
川

 
厚

 
 

 
武

庫
川

女
子

大
学

薬
学

部
長

 
伊

藤
 

喬
 

 
 

昭
和

大
学

薬
学

部
教

授
 

井
上

 
圭

三
 

 
帝

京
大

学
副

学
長

 
入

江
 

徹
美

 
 

熊
本

大
学

薬
学

部
教

授
 

○
太

田
 

茂
 

 
 

広
島

大
学

大
学

院
医

歯
薬

学
総

合
研

究
科

教
授

 
奥

 
 

直
人

 
 

静
岡

県
立

大
学

副
学

長
 

永
田

 
泰

造
 

 
公

益
社

団
法

人
日

本
薬

剤
師

会
常

務
理

事
 

長
野

 
哲

雄
 

 
東

京
大

学
創

薬
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

特
任

教
授

 
中

山
 

洋
子

 
 

高
知

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
教

授
 

奈
良

 
信

雄
 

 
東

京
医

科
歯

科
大

学
医

歯
学

教
育

シ
ス

テ
ム

研
究

セ
ン

タ
ー

長
 

平
井

 
み

ど
り

 
神

戸
大

学
医

学
部

附
属

病
院

薬
剤

部
長

・
教

授
 

○
吉

富
 

博
則

 
 

福
山

大
学

薬
学

部
長

・
教

授
 

松
原

 
和

夫
 

 
一

般
社

団
法

人
日

本
病

院
薬

剤
師

会
副

会
長

 
計

 
１

５
名

 
 オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
 

花
井

 
十

伍
 

 
全

国
薬

害
被

害
者

団
体

連
絡

協
議

会
代

表
世

話
人

 
 

松
木

 
則

夫
 

 
公

益
社

団
法

人
日

本
薬

学
会

薬
学

教
育

委
員

会
委

員
長

 
望

月
 

正
隆

 
 

一
般

社
団

法
人

薬
学

教
育

協
議

会
代

表
理

事
 

計
 

３
名

  
※

５
０

音
順

（
敬

称
略

）
 

平
成

２
５

年
１

２
月

２
５

日
現

在
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荒
井
　
健
介

日
本
薬
科
大
学

責
任
者

入
江
　
徹
美

熊
本
大
学

上
原
　
知
也

千
葉
大
学

四
宮
　
一
総

日
本
大
学

白
幡
　
晶

城
西
大
学

鈴
木
　
巌

高
崎
健
康
福
祉
大
学

須
田
　
晃
治

薬
学
教
育
協
議
会

高
波
　
利
克

明
治
薬
科
大
学

中
山
　
尋
量

神
戸
薬
科
大
学

古
野
　
忠
秀

愛
知
学
院
大
学

松
野
　
純
男

近
畿
大
学

眞
野
　
成
康

日
本
病
院
薬
剤
師
会

宮
本
　
和
英

姫
路
独
協
大
学

山
田
　
純
一

日
本
薬
剤
師
会

吉
田
　
秀
幸

福
岡
大
学

有
賀
　
寛
芳

北
海
道
大
学

伊
藤
　
潔

九
州
保
健
福
祉
大
学

大
熊
　
芳
明

富
山
大
学

大
橋
　
綾
子

岩
手
医
科
大
学

責
任
者

奥
　
　
直
人

静
岡
県
立
大
学

２
Ｇ
兼
任

川
崎
　
清
史

同
志
社
女
子
大
学

木
立
　
由
美

青
森
大
学
　

高
橋
　
悟

武
庫
川
女
子
大
学

築
地
　
信

星
薬
科
大
学

富
田
　
泰
輔

東
京
大
学

中
森
　
慶
滋

日
本
薬
剤
師
会

橋
本
　
均

大
阪
大
学

平
田
　
收
正

大
阪
大
学

５
Ｇ
兼
任

福
原
　
正
博

新
潟
薬
科
大
学

前
田
　
拓
也

兵
庫
医
療
大
学

山
田
　
武
宏
　

日
本
病
院
薬
剤
師
会

３
Ｇ
（
Ｃ
薬
学
基
礎
：
物
理
）

４
Ｇ
（
Ｃ
薬
学
基
礎
：
生
物
）

-
 1

1
8
 -

赤
池
　
昭
紀

名
古
屋
大
学

６
Ｇ
兼
任

石
川
　
さ
と
子

慶
應
義
塾
大
学

大
原
　
　
整

日
本
薬
剤
師
会

小
澤
　
孝
一
郎

広
島
大
学

桂
 
 
 
 
正
俊

日
本
薬
剤
師
会

亀
井
　
美
和
子

日
本
大
学

５
Ｇ
兼
任

黒
田
　
照
夫

岡
山
大
学

立
石
　
正
登

長
崎
国
際
大
学

中
川
　
左
理

神
戸
学
院
大
学

中
嶋
　
弥
穂
子

崇
城
大
学

責
任
者

中
村
　
明
弘

昭
和
大
学

中
村
　
敏
明

日
本
病
院
薬
剤
師
会

野
呂
瀬
　
崇
彦

北
海
道
薬
科
大
学

長
谷
川
　
洋
一

名
城
大
学

平
井
　
み
ど
り

日
本
病
院
薬
剤
師
会

古
澤
　
康
秀

明
治
薬
科
大
学

増
田
　
和
文

就
実
大
学

松
永
　
民
秀

名
古
屋
市
立
大
学

吉
田
　
博
明

日
本
製
薬
工
業
協
会

石
崎
　
幸

城
西
国
際
大
学

内
呂
　
拓
実

東
京
理
科
大
学

大
坪
　
忠
宗

広
島
国
際
大
学

奥
　
　
直
人

静
岡
県
立
大
学

４
Ｇ
兼
任

金
田
一
 
 
成
子

日
本
薬
剤
師
会

周
東
　
智

北
海
道
大
学

高
須
　
清
誠

京
都
大
学

谷
口
　
雅
彦

大
阪
薬
科
大
学

寺
田
　
智
祐

日
本
病
院
薬
剤
師
会

西
村
　
基
弘

安
田
女
子
大
学

本
間
　
浩

北
里
大
学

責
任
者

増
野
　
匡
彦

慶
應
義
塾
大
学

眞
鍋
　
敬

静
岡
県
立
大
学
　

松
本
　
司

い
わ
き
明
星
大
学

三
浦
　
剛

東
京
薬
科
大
学

山
岸
　
丈
洋

奥
羽
大
学

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
訂

に
関

す
る

調
査

研
究

チ
ー

ム
委

員

日
本

薬
学

会

１
Ｇ
（
Ａ
基
本
事
項
、
Ｂ
薬
学
と
社
会
、
Ｇ
薬
学
研
究
）

２
Ｇ
（
Ｃ
薬
学
基
礎
：
化
学
）

-
 1

1
7
 -
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尾
鳥
　
勝
也

北
里
大
学
　

木
内
　
祐
二

昭
和
大
学

幸
田
　
幸
直

筑
波
大
学

佐
藤
　
英
治

福
山
大
学

責
任
者

鈴
木
　
匡

名
古
屋
市
立
大
学

高
橋
　
寛

日
本
薬
剤
師
会

滝
口
　
祥
令

徳
島
大
学

中
嶋
　
幹
郎

長
崎
大
学

永
田
　
泰
造

日
本
薬
剤
師
会

中
村
　
仁
　

東
北
薬
科
大
学

新
田
　
淳
美

富
山
大
学

野
村
　
忠
之

日
本
薬
剤
師
会

前
田
　
徹

金
城
学
院
大
学

政
田
　
幹
夫

日
本
病
院
薬
剤
師
会

６
Ｇ
兼
任

松
下
　
良

金
沢
大
学

松
原
　
和
夫

日
本
病
院
薬
剤
師
会

村
井
　
ユ
リ
子

東
北
大
学

矢
野
　
育
子

日
本
病
院
薬
剤
師
会

山
下
　
美
妃

北
海
道
薬
科
大
学

山
本
　
晃
之

日
本
薬
剤
師
会

渡
邊
　
博
志

熊
本
大
学

渡
邊
　
真
知
子

帝
京
大
学

※
グ
ル
ー
プ
ご
と
５
０
音
順
・
敬
称
略

平
成
２
５
年
１
２
月
２
５
日
現
在

７
Ｇ
（
Ｆ
薬
学
臨
床
）

-
 1

2
0
 -

足
立
　
達
美

千
葉
科
学
大
学

小
椋
　
康
光

昭
和
薬
科
大
学

責
任
者

太
田
　
茂

広
島
大
学

大
谷
　
壽
一

日
本
病
院
薬
剤
師
会

上
村
　
直
樹

東
京
理
科
大
学
／
日
本
薬
剤
師
会

亀
井
　
美
和
子

日
本
大
学

１
Ｇ
兼
任

工
藤
　
な
を
み

城
西
大
学

見
坂
　
武
彦

大
阪
大
谷
大
学

榊
原
　
明
美

日
本
薬
剤
師
会

角
　
大
悟

徳
島
文
理
大
学
薬
学
部

戸
田
　
晶
久

第
一
薬
科
大
学

野
地
　
裕
美

徳
島
文
理
大
学
香
川
薬
学
部

原
田
　
均

鈴
鹿
医
療
大
学

平
田
　
收
正

大
阪
大
学

４
Ｇ
兼
任

平
野
　
和
也

東
京
薬
科
大
学

矢
ノ
下
　
良
平

帝
京
平
成
大
学

赤
池
　
昭
紀

名
古
屋
大
学

１
Ｇ
兼
任

家
入
　
一
郎

九
州
大
学

出
雲
　
信
夫

横
浜
薬
科
大
学

伊
藤
　
清
美

武
蔵
野
大
学

伊
藤
　
智
夫

北
里
大
学

河
野
　
武
幸

摂
南
大
学

小
暮
　
健
太
朗

京
都
薬
科
大
学

小
林
　
道
也

北
海
道
医
療
大
学

酒
井
　
郁
也

松
山
大
学

佐
久
間
　
信
至

摂
南
大
学

高
野
　
克
彦

北
陸
大
学

髙
山
　
朋
子

日
本
薬
剤
師
会

田
中
　
芳
夫

東
邦
大
学

辻
　
稔

国
際
医
療
福
祉
大
学

服
部
　
尚
樹

立
命
館
大
学

政
田
　
幹
夫

日
本
病
院
薬
剤
師
会

７
Ｇ
兼
任

責
任
者

望
月
　
眞
弓

慶
應
義
塾
大
学

６
Ｇ
（
Ｅ
医
療
薬
学
）

５
Ｇ
（
Ｄ
衛
生
薬
学
）

-
 1

1
9
 -
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　薬剤師国家試験
出題基準





 

（
３

）
 出

題
の

考
え

方
 

①
全

般
的

な
出

題
の

考
え

方

・
 

薬
剤

師
と

し
て

具
備

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
基

本
的

な
知

識
、

技
能

及
び

態
度

を

評
価

す
る

問
題

と
す

る
。

 

・
 

高
い

倫
理

観
、

医
療

人
と

し
て

の
教

養
及

び
医

療
現

場
で

通
用

す
る

実
践

力
を

確

認
す

る
こ

と
に

配
慮

す
る

。
 

・
 

７
科

目
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

相
互

に
関

連
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

具
体

的
な

問

題
の

作
成

に
当

た
っ

て
は

、
重

複
の

な
い

よ
う

科
目

間
の

調
整

に
は

十
分

な
配

慮
が

必
要

で
あ

る
。

 

・
 

資
格

試
験

と
し

て
過

度
に

難
解

な
問

題
は

避
け

る
。

 

・
 

問
題

の
文

章
構

成
や

条
件

設
定

に
留

意
し

、
解

答
す

べ
き

設
問

肢
の

数
が

１
つ

で

は
な

い
場

合
に

は
、

正
解

数
を

明
記

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
 

・
 

分
野

ご
と

に
問

題
の

難
易

度
が

偏
ら

な
い

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
 

・
 

可
能

な
限

り
、

正
し

い
も

の
（

又
は

正
し

い
も

の
の

組
合

せ
）

を
問

う
問

題
と

す

る
。

 

・
 

画
像

や
写

真
等

を
利

用
し

た
問

題
の

出
題

も
検

討
す

る
。

 

・
 

各
種

基
準

等
の

数
値

は
、

記
憶

す
る

こ
と

が
必

須
又

は
極

め
て

有
用

な
数

値
で

あ

る
場

合
を

除
い

て
、

数
値

そ
の

も
の

を
問

う
出

題
は

し
な

い
こ

と
と

す
る

。
 

・
 

各
試

験
法

を
問

う
出

題
に

つ
い

て
は

、
保

健
衛

生
上

の
意

義
が

大
き

く
、

か
つ

、

当
該

科
目

に
お

い
て

汎
用

さ
れ

て
い

る
も

の
、

又
は

原
理

的
に

重
要

な
も

の
の

み
を

出
題

し
、

そ
の

意
義

、
測

定
原

理
等

、
試

験
又

は
測

定
実

施
の

た
め

に
必

要
と

さ
れ

る
基

礎
知

識
を

問
う

こ
と

と
す

る
。

ま
た

、
専

門
業

務
に

お
い

て
習

得
す

べ
き

操
作

等
の

詳
細

は
出

題
し

な
い

こ
と

と
す

る
。

 

・
 

末
梢

的
な

事
項

や
、

一
部

の
例

外
的

な
事

項
を

取
り

上
げ

る
よ

う
な

問
題

の
出

題

は
で

き
る

だ
け

避
け

る
。

 

②
必

須
問

題
及

び
一

般
問

題
に

お
け

る
出

題
の

考
え

方

【
必

須
問

題
】

 

・
 

必
須

問
題

は
、

医
療

の
担

い
手

で
あ

る
薬

剤
師

と
し

て
特

に
必

要
不

可
欠

な
基

本

的
な

資
質

を
確

認
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

に
か

ん
が

み
、

各
科

目
に

お
け

る
基

礎
的

な
内

容
を

問
う

も
の

と
す

る
。

 

・
 

五
肢

択
一

形
式

で
問

う
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

な
お

、
正

し
い

解
答

肢
の

組
合

せ

を
問

う
形

式
や

、
解

答
肢

の
正

誤
の

組
合

せ
を

問
う

形
式

は
と

ら
な

い
。

 

【
一

般
問

題
】

 

・
 

一
般

問
題

は
、

薬
剤

師
が

直
面

す
る

一
般

的
な

課
題

を
解

釈
・

解
決

す
る

た
め

の

資
質

を
確

認
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

に
か

ん
が

み
、

一
般

問
題

（
薬

学
理

論
問

題
）

は
各

科
目

に
お

け
る

技
能

・
態

度
を

含
む

薬
学

の
理

論
に

基
づ

い
た

問
題

と
な

る
よ

う
留

意
す

る
。

 

 

薬
剤

師
国
家

試
験
出
題

基
準
 

薬
剤

師
国

家
試

験
出

題
基

準
（

以
下

、「
出

題
基

準
」
と

い
う

。
）
は

、
薬

剤
師

試
験

委
員

が
試

験
問

題
を

作
成

す
る

う
え

で
「

妥
当

な
出

題
範

囲
」
と
「

ほ
ぼ

一
定

の
問

題
水

準
」
を

保
つ

た
め

に
策

定
さ

れ
る

基
準

で
あ

り
、
そ

の
内

容
に

つ
い

て
は

、
学

術
の

進
歩

及
び

薬
剤

師
業

務
の

変
化

に
伴

い
、
お

お
む

ね
４

年
を

目
途

に
見

直
し

を
行

い
、
薬

剤
師

国
家

試
験

の

改
善

を
図

っ
て

い
く

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。
 

 
平

成
２

２
年

９
月

に
策

定
さ

れ
た

出
題

基
準

は
、
平

成
１

８
年

度
に

薬
学

教
育

の
修

業
年

限
が

６
年

間
と

な
り

、
平

成
２

３
年

度
に

、
６

年
制

課
程

を
修

了
す

る
薬

学
生

が
国

家
試

験

を
受

験
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

た
も

の
で

あ
る

。
平

成
２

５
年

１
２

月
に

薬
学

教
育

モ
デ

ル
・

コ
ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
６

年
制

課
程

に
特

化
し

た
内

容
に

改
訂

さ
れ

（
以

下
、
「

改
訂

モ
デ

ル
・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
」
と

い
う

。
）
、
平

成
３

２
年

度
に

は
、
改

訂
モ

デ
ル
・
コ

ア

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
下

で
６

年
制

課
程

を
修

了
す

る
薬

学
生

が
国

家
試

験
を

受
験

す
る

こ
と

か
ら

、
医

道
審

議
会

薬
剤

師
分

科
会

薬
剤

師
国

家
試

験
出

題
基

準
改

定
部

会
に

お
い

て
出

題

基
準

の
改

定
に

向
け

た
検

討
を

行
っ

た
。

 

本
出

題
基

準
は

、
医

道
審

議
会

薬
剤

師
分

科
会

薬
剤

師
国

家
試

験
制

度
改

善
検

討
部

会
に

お
い

て
、
平

成
２

８
年

２
月

に
ま

と
め

ら
れ

た
「

薬
剤

師
国

家
試

験
の

あ
り

方
に

関
す

る
基

本
方

針
」

に
基

づ
き

、
改

訂
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

内
容

を
基

本
と

し
、

医
学

・

薬
学

の
進

歩
と

現
状

を
踏

ま
え

て
策

定
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

（
１

）
 試

験
科

目
 

 
試

験
科

目
は

、
薬

剤
師

法
施

行
規

則
の

規
定

に
よ

り
、
「

物
理

・
化

学
・

生
物

」
、
「

衛

生
」
、「

薬
理

」
、「

薬
剤

」
、「

病
態
・
薬

物
治

療
」
、「

法
規
・
制

度
・
倫

理
」
及

び
「

実
務

」

と
す

る
。

 

（
２

）
 出

題
項

目
 

 
今

回
の

出
題

基
準

見
直

し
の

基
本

的
な

考
え

方
は

、
改

訂
モ

デ
ル

･
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

基
本

と
し

、
医

療
や

制
度

の
現

状
を

考
慮

し
策

定
し

た
も

の
で

あ
る

。
な

お
、
各

科

目
の

出
題

項
目

は
、
現

行
の

出
題

基
準

の
体

系
を

参
考

に
、
必

要
に

応
じ

て
項

目
間

の
入

れ
替

え
等

を
適

切
に

行
っ

た
上

で
、
「

大
項

目
」
、
「

中
項

目
」
、
「

小
項

目
」

及
び

「
小

項

目
の

例
示

」
と

し
て

整
理

し
た

も
の

で
あ

り
、

必
ず

し
も

改
訂

モ
デ

ル
･
コ

ア
カ

リ
キ

ュ

ラ
ム

の
記

載
順

等
に

対
応

す
る

も
の

で
は

な
い

。
ま

た
、
出

題
項

目
は

、
あ

く
ま

で
も

出

題
に

際
し

、
準

拠
す

べ
き

基
準

で
あ

っ
て

、
出

題
が

す
べ

て
こ

の
範

囲
に

拘
束

さ
れ

る
も

の
で

は
な

い
。

 

各
科

目
の

出
題

項
目

は
、

別
表

Ⅰ
～

Ⅶ
に

示
す

と
お

り
で

あ
る

。
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【
薬

理
】

 

・
 

「
薬

理
」

は
、

薬
理

作
用

や
作

用
機

序
に

関
す

る
基

礎
知

識
（

総
論

）
及

び
代

表

的
な

治
療

薬
の

薬
理

作
用

や
作

用
機

序
（

各
論

）
を

中
心

に
出

題
す

る
。

 

・
 

臨
床

適
用

時
の

副
作

用
・

相
互

作
用

や
剤

形
が

問
題

と
な

る
場

合
を

除
い

て
、

薬

物
名

は
塩

等
を

付
さ

な
い

薬
物

本
体

の
み

を
表

記
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

 

【
薬

剤
】

 

・
 

「
薬

剤
」

は
、

薬
物

の
体

内
動

態
及

び
製

剤
に

関
す

る
基

礎
知

識
を

問
う

問
題

と

す
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

問
題

数
が

偏
ら

な
い

よ
う

に
留

意
し

て
出

題
す

る
。

 

【
病

態
・

薬
物

治
療

】
 

・
 

「
病

態
・

薬
物

治
療

」
は

、
患

者
の

病
態

生
理

を
理

解
し

、
適

正
か

つ
安

全
な

薬

物
治

療
法

の
遂

行
等

の
た

め
に

必
要

な
知

識
を

問
う

こ
と

と
し

、
代

表
的

な
疾

患
の

病
態

生
理
（

基
本

的
な

臨
床

検
査

も
含

む
）
、
適

切
な

治
療

薬
の

選
択

と
使

用
上

の
注

意
、

薬
物

治
療

に
役

立
つ

情
報

（
医

薬
品

情
報

、
患

者
情

報
、

個
別

化
医

療
）

及
び

臨
床

研
究

デ
ザ

イ
ン

や
生

物
統

計
に

つ
い

て
出

題
す

る
。

 

・
 

治
療

薬
の

薬
理

作
用

や
作

用
機

序
に

関
し

て
は

「
薬

理
」

に
お

い
て

出
題

す
る

こ

と
を

基
本

と
す

る
。

 

【
法

規
・

制
度

・
倫

理
】

 

・
 

「
法

規
・

制
度

・
倫

理
」

は
、

薬
剤

師
と

し
て

の
業

務
を

遂
行

す
る

た
め

に
必

要

な
法

的
知

識
及

び
こ

れ
ら

の
関

連
す

る
各

種
の

制
度

並
び

に
医

療
の

担
い

手
と

し
て

の
任

務
を

遂
行

す
る

た
め

に
保

持
す

べ
き

倫
理

規
範

的
知

識
や

態
度

に
つ

い
て

問
う

問
題

を
出

題
す

る
。

 

・
 

法
律

等
に

照
ら

し
て

薬
剤

師
の

行
動

等
の

適
正

性
を

問
う

よ
う

な
問

題
も

出
題

す

る
。

 

・
 

法
規

制
の

原
則

又
は

例
外

に
焦

点
を

当
て

た
問

題
を

出
題

す
る

場
合

に
は

、
場

面

設
定

を
行

う
等

、
原

則
を

問
う

問
題

か
、

例
外

を
問

う
問

題
か

が
明

確
に

な
る

よ
う

配
慮

す
る

。
 

・
 

法
令

、
制

度
の

新
設

や
改

正
内

容
に

関
す

る
設

問
は

、
当

該
法

令
等

の
改

正
内

容

が
周

知
さ

れ
る

ま
で

の
間

は
、

原
則

と
し

て
出

題
し

な
い

も
の

と
す

る
。

 

・
 

法
律

の
う

ち
、

衛
生

科
目

で
出

題
さ

れ
る

法
規

は
原

則
と

し
て

出
題

し
な

い
も

の

と
す

る
。

 

【
実

務
】

 

・
 

「
実

務
」

は
、

医
療

や
公

衆
衛

生
等

に
携

わ
る

薬
剤

師
の

業
務

に
関

す
る

基
礎

的

及
び

実
践

的
な

知
識

、
技

能
及

び
態

度
を

問
う

問
題

を
出

題
す

る
。

 

・
 

「
実

務
」

は
、

薬
剤

師
が

、
医

薬
品

を
一

商
品

と
し

て
で

は
な

く
、

生
命

と
関

連

性
が

高
い

も
の

で
あ

る
こ

と
を

常
に

意
識

し
、

患
者

を
支

援
し

、
副

作
用

の
早

期
発

 

・
 

一
般

問
題

（
薬

学
実

践
問

題
）

は
、

医
療

や
公

衆
衛

生
等

の
実

務
に

お
い

て
直

面

す
る

一
般

的
な

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

基
礎

力
、

実
践

力
及

び
総

合
力

を
確

認
す

る
た

め
、
症

例
、
事

例
を

挙
げ

る
等

、
実

践
に

則
し

た
問

題
と

な
る

よ
う

留
意

す
る

。
 

③
各

科
目

に
お

け
る

出
題

の
考

え
方

【
物

理
・

化
学

・
生

物
】

 

・
 
「

物
理

」
は

、
医

薬
品

を
含

む
化

学
物

質
を

理
解

す
る

上
で

必
要

な
物

理
化

学
的

・

分
析

化
学

的
な

基
礎

知
識

及
び

考
え

方
が

身
に

つ
い

て
い

る
か

ど
う

か
を

問
う

こ
と

に
重

点
を

置
い

た
問

題
を

中
心

に
出

題
す

る
。

 

・
 

「
化

学
」

は
、
「

医
薬

品
・

生
体

分
子

の
性

質
を

理
解

す
る

こ
と

」
を

主
題

と
し

、

有
機

化
合

物
と

し
て

の
医

薬
品

・
生

体
分

子
の

物
性

、
反

応
性

及
び

分
子

レ
ベ

ル
で

の
作

用
機

序
等

に
関

す
る

基
礎

の
理

解
と

、
基

本
的

な
知

識
を

複
数

組
み

合
わ

せ
た

応
用

力
を

問
う

問
題

を
中

心
に

出
題

す
る

。
 

・
 

「
生

物
」

は
、

生
体

の
構

造
、

機
能

及
び

生
体

成
分

の
代

謝
等

に
関

す
る

基
礎

知

識
を

問
う

問
題

を
中

心
に

出
題

す
る

。
ま

た
、

感
染

症
の

病
原

体
、

免
疫

の
仕

組
み

等
に

関
す

る
基

礎
知

識
を

問
う

問
題

を
出

題
す

る
。

 

・
 

物
理

、
化

学
及

び
生

物
そ

れ
ぞ

れ
の

問
題

数
が

偏
ら

な
い

よ
う

に
留

意
し

て
出

題

す
る

。
 

・
 

「
物

理
・

化
学

・
生

物
」

で
は

、
小

項
目

ご
と

に
記

載
さ

れ
た

留
意

事
項

を
考

慮

し
な

が
ら

、
薬

剤
師

の
臨

床
現

場
と

の
関

連
性

が
高

い
問

題
を

出
題

す
る

。
 

【
衛

生
】

 

・
 

「
衛

生
」

は
、

薬
剤

師
に

よ
る

健
康

増
進

・
疾

病
予

防
、

環
境

衛
生

の
管

理
を

理

解
す

る
上

で
必

要
と

な
る

基
礎

科
学

で
あ

る
衛

生
化

学
・
公

衆
衛

生
学

、
栄

養
化

学
、

環
境

科
学

、
毒

性
学

、
環

境
微

生
物

学
、

疫
学

及
び

生
態

学
等

の
基

礎
知

識
に

つ
い

て
出

題
す

る
。

 

・
 

衛
生

関
係

法
規

と
し

て
、

食
品

衛
生

法
、

食
品

表
示

法
、

感
染

症
の

予
防

及
び

感

染
症

の
患

者
に

対
す

る
医

療
に

関
す

る
法

律
、

予
防

接
種

法
、

健
康

増
進

法
、

化
学

物
質

の
審

査
及

び
製

造
等

の
規

制
に

関
す

る
法

律
、

有
害

物
質

を
含

有
す

る
家

庭
用

品
の

規
制

に
関

す
る

法
律

、
特

定
化

学
物

質
の

環
境

へ
の

排
出

量
の

把
握

等
及

び
管

理
の

改
善

の
促

進
に

関
す

る
法

律
、

環
境

基
本

法
そ

の
他

環
境

保
全

に
係

る
法

規
、

及
び

学
校

保
健

安
全

法
に

つ
い

て
は

、
「

衛
生

」
に

お
い

て
出

題
す

る
。

 

・
 

医
薬

品
の

体
内

動
態

は
原

則
と

し
て

「
薬

剤
」

で
出

題
さ

れ
る

が
、

薬
毒

物
を

含

む
代

表
的

な
有

害
化

学
物

質
の

体
内

動
態

は
「

衛
生

」
に

お
い

て
出

題
す

る
。
ま

た
、

栄
養

化
学

に
つ

い
て

は
、
構

造
等

の
基

本
的

な
知

識
は

原
則

と
し

て
「

物
理
・
化

学
・

生
物

」
に

お
い

て
、

そ
の

栄
養

学
的

内
容

は
「

衛
生

」
に

お
い

て
出

題
す

る
。

 

・
 

「
衛

生
」

で
は

、
小

項
目

ご
と

に
記

載
さ

れ
た

留
意

事
項

を
考

慮
し

な
が

ら
、

薬

剤
師

の
臨

床
現

場
と

の
関

連
性

が
高

い
問

題
を

出
題

す
る

。
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【別表Ⅰ　物理・化学・生物】

大項目 中項目 小項目 小項目の例示

物質の物理的性質 物質の構造 化学結合 化学結合の様式について説明できる。

分子軌道の基本概念及び軌道の混成について説明できる。

共役や共鳴の概念を説明できる。

分子間相互作用 ファンデルワールス力の概要を説明できる。

静電相互作用について例を挙げて説明できる。

双極子間相互作用について例を挙げて説明できる。

分散カについて例を挙げて説明できる。

水素結合について例を挙げて説明できる。

電荷移動相互作用について例を挙げて説明できる。

疎水性相互作用について例を挙げて説明できる。

原子・分子の挙動 電磁波の性質及び物質との相互作用を説明できる。

分子の振動、回転、電子遷移について説明できる。

電子や核のスピンとその磁気共鳴について説明できる。

光の屈折、偏光及び旋光性について説明できる。

光の散乱及び干渉について説明できる。

結晶構造と回折現象の概要を説明できる。

放射線と放射能 原子の構造と放射壊変について説明できる。

電離放射線の種類を列挙し、それらの性質及び物質との相互作用について説明できる。

代表的な放射性核種の物理的性質について説明できる。

核反応及び放射平衡について説明できる。

放射線測定の原理と利用について概要を説明できる。

物質のエネルギーと平衡 気体の微視的状態と巨視的状態 ファンデルワールスの状態方程式について概要を説明できる。

気体の分子運動とエネルギーの関係について概要を説明できる。

エネルギーの量子化とボルツマン分布について概要を説明できる。

エネルギー 熱力学における系、外界、境界について説明できる。

熱力学第一法則を説明できる。

状態関数と経路関数の違いを説明できる。

定圧過程、定容過程、等温過程、断熱過程を説明できる。

定容熱容量及び定圧熱容量について説明できる。

エンタルピーについて説明できる。

化学変化に伴うエンタルピ一変化について説明できる。

ヒトの体及び薬物の基本的性質・特
性を理解するために必要な基礎知
識を問う

生命現象や薬物の薬効発現を理解
するために必要な基礎知識を問う

臨床で用いられる分析法を理解す
るために必要な基礎知識を問う

臨床で用いられる放射性物質の基
本的性質を理解し、安全な取扱い
に必要な基礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる気体の微視的状態と巨
視的状態の基礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる熱力学的な基礎知識を
問う

 

見
・

発
生

防
止

に
努

め
る

こ
と

を
含

め
、

医
薬

品
の

安
全

性
と

有
効

性
の

確
保

の
た

め
に

薬
の

専
門

家
と

し
て

業
務

に
携

わ
る

べ
き

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
か

を
問

う
こ

と
と

す
る

。
 

・
 

患
者

の
希

望
に

沿
っ

た
医

療
に

貢
献

で
き

る
よ

う
人

間
関

係
の

必
要

性
を

理
解

し
、

薬
物

の
適

正
使

用
の

た
め

の
情

報
提

供
が

で
き

る
か

等
を

問
う

問
題

を
出

題
す

る
こ

と
と

す
る

。
 

・
 

実
践

に
即

し
た

問
題

抽
出

・
解

決
能

力
を

確
認

す
る

観
点

か
ら

、
実

践
の

場
で

取

り
得

る
解

答
肢

の
中

か
ら

最
も

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

問
題

も
出

題
す

る
。

 

・
 

「
実

務
」

は
、

他
科

目
す

べ
て

と
関

連
す

る
こ

と
か

ら
、

重
複

の
な

い
よ

う
科

目

間
の

調
整

に
は

十
分

な
配

慮
が

必
要

と
な

る
。

 

（
４

）
 適

用
時

期
と

次
回

改
定

 

 
本

出
題

基
準

に
つ

い
て

は
、

第
１

０
６

回
薬

剤
師

国
家

試
験

（
平

成
３

２
年

度
実

施
）

か
ら

適
用

す
る

。
ま

た
、
出

題
基

準
に

つ
い

て
は

、
学

術
の

進
歩

及
び

薬
剤

師
業

務
の

変

化
に

伴
い

、
お

お
む

ね
４

年
を

目
途

に
改

定
す

る
。

 

223



各種の化学平衡 錯体・キレート生成平衡について説明できる。

沈殿平衡について説明できる。

酸化還元平衡について説明できる。

分配平衡について説明できる。

化学物質の定性分析・定量分析 定性分析 代表的な無機イオンの定性反応の概要を説明できる。

日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し、その内容の概要を説明できる。

定量分析（容量分析・重量分析） 中和滴定（非水滴定を含む）の原理、操作法及び応用例を説明できる。

キレート滴定の原理、操作法及び応用例を説明できる。

沈殿滴定の原理、操作法及び応用例を説明できる。

酸化還元滴定の原理、操作法及び応用例を説明できる。

日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析の内容を説明できる。

日本薬局方収載の代表的な純度試験を列挙し、その内容を説明できる。

日本薬局方収載の重量分析法の原理及び操作法を説明できる。

機器を用いる分析法 分光分析法 紫外可視吸光度測定法の原理及び応用例を説明できる。

蛍光光度法の原理及び応用例を説明できる。

赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原理及び応用例を説明できる。

原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析法及びICP質量分析法の原理及び応用例を説明できる。

旋光度測定法（旋光分散）の原理及び応用例を説明できる。

分光分析法を用いた日本薬局方収載の代表的な医薬品の分析方法を説明できる。

核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の原理及び応用例について概要を説明できる。

質量分析法 質量分析法の原理及び応用例を説明できる。

X線分析法 Ｘ線結晶解析の原理及び応用例について概要を説明できる。

粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法について概要を説明できる。

核磁気共鳴（NMR）スペクトル測
定法

医薬品を含む化学物質の核磁気共
鳴（NMR）スペクトル測定を正しく実
施し、得られた結果を正しく判断す
るために必要な基礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の質量分析
を正しく実施し、得られた結果を正し
く判断するために必要な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質のX線分析
を正しく実施し、得られた結果を正し
く判断するために必要な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質の溶液中で
の酸・塩基平衡以外の化学平衡を
理解するために必要な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質の定性分析
を正確に実施するために必要な基
礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の定量分析
を正確に実施するために必要な基
礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の分光分析
を正しく実施し、得られた結果を正し
く判断するために必要な基礎知識を
問う

自発的な変化 エントロピーについて説明できる。

熱力学第二法則について説明できる。

熱力学第三法則について説明できる。

ギブズエネルギーについて説明できる。

熱力学関数を使い、自発的な変化の方向と程度を予測できる。

化学平衡の原理 ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの関係を説明できる。

ギブズエネルギーと平衡定数の関係を説明できる。

平衡定数に及ぼす圧力及び温度の影響について説明できる。

共役反応の原理について説明できる。

相平衡 相変化に伴う熱の移動について説明できる。

相平衡と相律について説明できる。

状態図について説明できる。

溶液の性質 希薄溶液の束一的性質について説明できる。

活量と活量係数について説明できる。

電解質溶液の電気伝導率及びモル伝導率の濃度による変化を説明できる。

イオン強度について説明できる。

電気化学 起電力とギブズエネルギーの関係について説明できる。

電極電位（酸化還元電位）について説明できる。

物質の変化 反応速度 反応次数と速度定数について説明できる。

微分型速度式を積分型速度式に変換できる。

代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。

代表的な（擬）一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることができる。

代表的な複合反応（可逆反応、平行反応、連続反応等）の特徴について説明できる。

反応速度と温度との関係を説明できる。

代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応、酵素反応等）について説明できる。

化学物質の分析 分析の基礎 分析の基本 分析に用いる器具の正しい使用法を説明できる。

測定値を適切に取り扱うことができる。

分析法のバリデーションについて説明できる。

溶液中の化学平衡 酸・塩基平衡 酸・塩基平衡の概念について説明できる。

pH及び解離定数について説明できる。

溶液のpHの測定法を説明できる。

緩衝作用や緩衝液について説明できる。

医薬品を含む化学物質の分析を正
しく実施・解析するために必要な基
礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の溶液中で
の酸・塩基平衡を理解するために必
要な基礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる熱力学的な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる熱力学的な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる相平衡に関する基礎知
識を問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる溶液の性質に関する基
礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の状態や生
体との相互作用を理解するために
必要となる酸化還元に関する基礎
知識を問う

医薬品を含む化学物質の変換過程
を理解するために必要な基礎知識
を問う
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炭素－炭素二重結合の立体異性（cis, trans ならびにE, Z 異性）について説明できる。

フィッシャー投影式とニューマン投影式で表記された有機化合物の構造を理解できる。

エタン、ブタン等の立体配座とその安定性について説明できる。

アルカン アルカンの基本的な性質について説明できる。

シクロアルカンの環のひずみを決定する要因について説明できる。

置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因について説明できる。

アルケン・アルキン アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、その特徴を説明できる。

アルケンの代表的な酸化、還元反応を列挙し、その特徴を説明できる。

アルキンの代表的な反応を列挙し、その特徴を説明できる。

芳香族化合物 代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と反応性を説明できる。

芳香族性の概念を説明できる。

芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる。

代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

官能基の性質と反応 概説 代表的な官能基を列挙し、性質を説明できる。

官能基の性質を利用した分離精製法を説明できる。

有機ハロゲン化合物 有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。

求核置換反応の特徴について説明できる。

脱離反応の特徴について説明できる。

アルコール・フェノール・エーテル アルコール、フェノール類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。

エーテル類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。

アルデヒド類及びケトン類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。

カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。

アミン アミン類の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。

電子効果 官能基が及ぼす電子効果について説明できる。

アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カ
ルボン酸誘導体

カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。
医薬品等に含まれるアルデヒド・ケ
トン・カルボン酸・カルボン酸誘導体
の性質・反応性を理解するために必
要な基礎知識を問う

医薬品等に含まれるアミンの性質を
理解するために必要な基礎知識を
問う

医薬品等に含まれる代表的官能基
の性質・反応性を理解するために必
要な基礎知識を問う

アルカンの構造異性体を列挙できる。

医薬品等の基本骨格であるアルケ
ン、アルキンの反応性を理解するた
めに必要な基礎知識を問う

医薬品等の基本骨格である芳香族
化合物の性質・反応性を理解する
ために必要な基礎知識を問う

医薬品等に含まれる代表的官能基
の性質を理解するために必要な基
礎知識を問う

医薬品等に含まれるハロゲンの性
質・反応性を理解するために必要な
基礎知識を問う

医薬品等に含まれるアルコール・
フェノール・エーテルの性質・反応性
を理解するために必要な基礎知識
を問う

有機化合物の基本骨格の構造と
反応 医薬品等の基本骨格であるアルカ

ンの性質を理解するために必要な
基礎知識を問う

熱分析 熱重量測定法の原理を説明できる。

示差熱分析法及び示差走査熱量測定法の概要を説明できる。

分離分析法 クロマトグラフィー クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。

薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。

液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。

ガスクロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。

クロマトグラフィーを用いた試料の定性・定量法を説明できる。

電気泳動法 電気泳動法の原理及び応用例を説明できる。

臨床現場で用いる分析技術 分析の準備 分析目的に即した試料の前処理法を説明できる。

臨床分析における精度管理及び標準物質の意義を説明できる。

分析技術 臨床分析で用いられる代表的な分析法を列挙できる。

免疫化学的測定法の原理を説明できる。

酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明できる。

代表的なドライケミストリーについて概要を説明できる。

代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、超音波、内視鏡検査、核医学検査等）について概要を説明できる。

化学物質の性質と反応 化学物質の基本的性質 基本事項 代表的な化合物をIUPAC規則に基づいて命名することができる。

薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。

基本的な化合物のルイス構造式について説明できる。

有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。

ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。

基本的な有機反応（置換、付加、脱離）の特徴を理解し、分類できる。

炭素原子を含む反応中間体（カルボカチオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を説明できる。

反応の過程を、エネルギー図を用いて説明できる。

基本的な有機反応機構を表記する電子の動きについて説明できる。

有機化合物の立体構造 構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。

キラリティーと光学活性の関係を説明できる。

エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。

ラセミ体とメソ体について説明できる。

絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を識別することができる。

医薬品を含む化学物質の電気泳動
による分離を正しく実施し、得られた
結果を正しく判断するために必要な
基礎知識を問う

基礎から応用への橋渡しを考慮し
て、臨床現場で用いられる代表的な
分析技術の正しい実施に必要とな
る適切な準備を選択するための基
礎知識を問う

基礎から応用への橋渡しを考慮し
て、臨床現場で用いられる代表的な
分析技術を正しく実施し、得られた
結果を正しく判断するために必要な
基礎知識を問う

医薬品等の基本的性質を理解する
ために必要な基礎知識を問う

医薬品等の立体構造を理解するた
めに必要な基礎知識を問う

医薬品を含む化学物質の熱分析を
正しく実施し、得られた結果を正しく
判断するために必要な基礎知識を
問う

医薬品を含む化学物質のクロマトグ
ラフィーによる分離を正しく実施し、
得られた結果を正しく判断するため
に必要な基礎知識を問う
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低分子内因性リガンド誘導体が医薬品として用いられている理由を説明できる。

生体内で起こる有機反応 代表的な生体分子（脂肪酸、コレステロール等）の代謝反応を有機化学の観点から説明できる。

異物代謝の反応（発がん性物質の代謝的活性化等）を有機化学の観点から説明できる。

医薬品の化学構造と性質、作用 医薬品と生体分子の相互作用 医薬品と生体分子との相互作用を化学的な観点（電子効果、立体効果等）から説明できる。

医薬品の化学構造に基づく性質 医薬品の構造からその物理化学的性質（酸性、塩基性、疎水性、親水性等）を説明できる。

プロドラッグ等の薬物動態を考慮した医薬品の化学構造について説明できる。

医薬品のコンポーネント 代表的な医薬品のファーマコフォアについて説明できる。

バイオアイソスター（生物学的等価体）について、代表的な例を挙げて説明できる。

医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質を説明できる。

ヌクレオシド及び核酸塩基アナログを有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

β－ラクタム構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

酵素に作用するその他の代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

カテコールアミン骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

ステロイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

ベンゾジアゼピン骨格及びバルビタール骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

オピオイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

受容体に作用するその他の代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。

DNAと結合する医薬品（アルキル化剤、シスプラチン類）を列挙し、それらの化学構造と反応機構を説明できる。

DNA鎖を切断する医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴と作用等を説明できる。

DNAを標的とする医薬品の基本構
造と作用等を化学的に理解するた
めに必要な基礎知識を問う

DNAに作用する医薬品の構造と
性質

DNAにインターカレートする医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴と作用等を説明できる。

受容体に作用する医薬品の構造
と性質

医薬品の物性、動態に影響を及ぼ
す化学構造を理解するために必要
な基礎知識を問う

医薬品の薬効に関わる部分構造を
化学的に理解するために必要な基
礎知識を問う

酵素に作用する医薬品の構造と
性質

フェニル酢酸、フェニルプロピオン酸構造等をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。
酵素を標的とする医薬品の基本構
造と作用等の化学的な理解に必要
な基礎知識を問う

アセチルコリンアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質、作用等について説明できる。
受容体を標的とする医薬品の基本
構造と作用等の化学的な理解に必
要な基礎知識を問う

受容体のアゴニスト及びアンタゴ
ニスト

代表的な受容体のアゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）との相違点について、内因性リガンドの構
造と比較して説明できる。

受容体に作用する医薬品の構造を
化学的に理解するために必要な基
礎知識を問う

生体内物質、医薬品等の代謝反応
を理解するために必要な基礎知識
を問う

医薬品と生体高分子の相互作用に
影響を及ぼす因子を理解するため
に必要な基礎知識を問う

酸性度・塩基性度 アルコール、フェノール、カルボン酸、炭素酸等の酸性度を比較して説明できる。

含窒素化合物の塩基性度を比較して説明できる。

化学物質の構造決定 核磁気共鳴（NMR） 1H及び13C NMRスペクトルより得られる情報を説明できる。

有機化合物中の代表的プロトンについて、おおよその化学シフト値を示すことができる。

1H NMRの積分値の意味を説明できる。

1H NMRシグナルが近接プロトンにより分裂（カップリング）する基本的な分裂様式を説明できる。

医薬品等の1H NMRを解析できる。

赤外吸収（IR） IRスペクトルより得られる情報を説明できる。

IRスペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属することができる。

質量分析 マススペクトルより得られる情報を説明できる。

測定化合物に適したイオン化法を選択できる。

ピークの種類（基準ピーク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明できる。

代表的な化合物のマススペクトルを解析できる。

無機化合物・錯体の構造と性質 無機化合物・錯体 代表的な典型元素と遷移元素を列挙できる。

代表的な無機酸化物、オキソ化合物の名称、構造、性質を列挙できる。

活性酸素と窒素酸化物の名称、構造、性質を列挙できる。

代表的な錯体の名称、構造、基本的な性質を説明できる。

医薬品として用いられる代表的な無機化合物及び錯体を列挙できる。

代表的な生体高分子を構成する小分子（アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチド等）の構造に基づく化学的性質を説明できる。

生体内で機能する小分子 細胞膜受容体及び細胞内（核内）受容体の代表的な内因性リガンドの構造と性質について説明できる。

代表的な補酵素が酵素反応で果たす役割について、有機反応機構の観点から説明できる。

活性酸素、一酸化窒素の構造に基づく生体内反応を化学的に説明できる。

生体内に存在する代表的な金属イオン及び錯体の機能を化学的に説明できる。

生体反応の化学による理解 リン化合物（リン酸誘導体等）及び硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステル等）の構造と化学的性質を説明できる。

酵素阻害薬と作用様式 不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応機構に基づいて説明できる。

基質アナログが競合阻害薬となっている代表的な医薬品を列挙できる。

遷移状態アナログが競合阻害薬となっている代表的な医薬品を列挙できる。

酵素阻害薬の構造を化学的に理解
するために必要な基礎知識を問う

医薬品の標的となる生体高分子（タンパク質、核酸等）の立体構造とそれを規定する化学結合、相互作用について説明できる。
医薬品が相互作用する生体高分子
の構造を化学的に理解するために
必要な基礎知識を問う

医薬品の機能と関連する生体内小
分子の構造と性質を理解するため
に必要な基礎知識を問う

生体内で機能するリン、硫黄化
合物

リン化合物（リン酸誘導体等）及び硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステル等）の生体内での機能を化学的性質に基づき説
明できる。生体内物質・医薬品の部分構造で

あるリン、硫黄化合物の性質と機能
を理解するために必要な基礎知識
を問う

医薬品等の構造を確認するために
必要な核磁気共鳴に関する基礎知
識を問う

医薬品等の官能基を確認するため
に必要な赤外吸収に関する基礎知
識を問う

医薬品等の構造を確認するために
必要な質量分析に関する基礎知識
を問う

医薬品や生体内物質に含まれる無
機化合物・錯体の性質を理解する
ために必要な基礎知識を問う

生体分子・医薬品の化学による
理解

医薬品の標的となる生体分子の
構造と化学的な性質

医薬品の標的となる生体高分子
の化学構造

医薬品等の性質・反応性を理解す
るために必要な官能基の酸性度・
塩基性度に関する基礎知識を問う
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生命現象を担う分子 生体の主要構成分子 代表的な脂質の種類（リン脂質、糖脂質、コレステロール、脂肪酸、中性脂肪等）の種類、構造、性質、役割を説明できる。

代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。

代表的な多糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。

アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。

タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。

ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、構造、性質を説明できる。

脂質、糖質、アミノ酸、タンパク質、核酸の定性又は定量試験の原理と方法を説明できる。

生体に必須な微量成分 ビタミン（補酵素型を含む）の種類、構造、性質、役割を説明できる。

代表的な必須微量元素の種類、役割を説明できる。

生命活動を担うタンパク質 タンパク質の基本

タンパク質の翻訳後の成熟過程（フォールディング、細胞小器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。

タンパク質の細胞内での分解（リソソーム、プロテアソーム、オートファジー）について説明できる。

膜輸送体の種類、構造、機能を説明できる。

血漿リポタンパク質（キロミクロン、VLDL、LDL、HDL）の構造、機能を説明できる。

酵素 酵素反応の特性と反応速度論、代表的な可逆的阻害を説明できる。

酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明できる。

代表的な酵素活性調節機構（アロステリック調節、化学修飾、チモーゲン等）を説明できる。

生命情報を担う遺伝子 遺伝情報を担う分子 DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何かを説明できる。

染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セントロメア、テロメア等）を説明できる。

遺伝子の構造（プロモーター、エンハンサ一、エキソン、イントロン等）を説明できる。

RNAの種類（hnRNA、mRNA、rRNA、tRNA、miRNA等）と機能について説明できる。

複製 DNA複製の過程について説明できる。

テロメラーゼの機能について説明できる。

DNA変異に対する代表的な修復について説明できる。

転写・翻訳 DNAからRNAへの転写の過程について説明できる。

エピジェネティックな転写制御について説明できる。

転写因子による転写制御について説明できる。

RNAのプロセシング（キャップ構造、スプライシング、snRNP、ポリA鎖等）について説明できる。

RNAからタンパク質への翻訳の過程について説明できる。

組換えDNA 遺伝子工学技術（遺伝子クローニング、cDNAクローニング、PCR、組換えタンパク質発現法等）を説明できる。

遺伝子改変生物（遺伝子導入・欠損動物、クローン動物、遺伝子組換え植物）について説明できる。遺伝子組換え技術の基本原理を理
解するための基礎知識を問う

生命現象を担う必須微量成分に関
する基礎知識を問う

多彩な機能を持つタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接
着タンパク質、防御タンパク質、調節タンパク質）のそれぞれの役割を説明できる。種々のタンパク質の機能、成熟・分

解を理解するための基礎知識を問
う

酵素の機能と調節を理解するため
の基礎知識を問う

遺伝情報を担う核酸の機能を理解
するための基礎知識を問う

DNA複製の過程と調節を理解する
ための基礎知識を問う

遺伝子発現の過程と調節を理解す
るための基礎知識を問う

生命現象を担う主要構成分子の種
類、構造、性質、役割を理解するた
めの基礎知識を問う

イオンチャネルに作用する医薬品の代表的な基本構造（ジヒドロピリジン等）の特徴と作用等を説明できる。

自然が生み出す薬物 薬になる動植鉱物 薬用植物 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効等を挙げることができる。

代表的な薬用植物を外部形態から説明し、区別できる。

植物の主な内部形態について説明できる。

法律によって取扱いが規制されている植物（ケシ、アサ）の特徴を説明できる。

生薬の基原・用途 代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類由来）を列挙し、その基原、薬用部位を説明できる。

代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途等を説明できる。

生薬の副作用 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。

生薬の同定と品質評価 生薬の同定と品質評価法について説明できる。

日本薬局方の生薬総則及び生薬試験法について説明できる。

代表的な生薬を鑑別できる。

代表的な生薬の確認試験を説明できる。

代表的な生薬の純度試験を説明できる。

薬の宝庫としての天然物 生薬由来の代表的な生物活性物質を化学構造と生合成経路に基づいて分類できる。

芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づいて分類できる。

天然生物活性物質の利用 医薬品として使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード化合物を説明できる。

農薬等で使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

生命現象の基礎 細胞の構造と機能 細胞の基本 細胞膜を構成する代表的な生体成分（膜脂質、膜タンパク質等）を列挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

エンドサイトーシスとエキソサイトーシスについて説明できる。

細胞小器官（核、ミトコンドリア、小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソーム等）やリボソームの構造と機能を説明できる。

細胞骨格（微小管、中間径フィラメント、マイクロフィラメント）の構造と機能を説明できる。

医薬品として使用されている天然物
又はその誘導体を理解するために
必要な基礎知識を問う

生命体の最小単位である細胞の構
造と機能を理解するための基礎知
識を問う

品質や薬理作用に関連する生薬の
成分について基礎知識を問う

微生物由来の代表的医薬品の化学
構造と薬理作用に関する基礎知識
を問う

微生物由来の生物活性物質の
構造と作用

微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

薬用植物に関して薬剤師に必要な
基礎知識を問う

代表的な生薬に関して必要な基礎
知識を問う

生薬によって引き起こされる副作用
のうち重要なものを問う

代表的な生薬の品質を担保するた
めに薬剤師に必要な基礎知識を問
う

生薬由来の生物活性物質の構
造と作用

脂質や糖質に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

イオンチャネルに作用する医薬
品の構造と性質

イオンチャネルを標的とする医薬品
の基本構造と作用等を化学的に理
解するために必要な基礎知識を問
う
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器官系概論 人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置及び機能を説明できる。

組織、器官を構成する代表的な細胞の種類（上皮、内皮、間葉系等）と形態的及び機能的特徴を説明できる。

各器官の構造と機能 中枢神経系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

末梢（体性・自律）神経系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

骨、筋肉（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

代表的な骨格筋及び関節の名称を挙げ、位置を示すことができる。

筋収縮の調節機構について説明できる。

皮膚（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

心臓（組織の構造と機能）について説明できる。

血管系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

リンパ管系（組織の構造と機能）について説明できる。

肺、気管支（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

胃、小腸、大腸等の消化管（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

肝臓、膵臓、胆嚢（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

泌尿器系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

生殖器系（組織の構造と機能）について説明できる。

内分泌系（組織の構造、構築細胞の種類と機能）について説明できる。

感覚器系（組織の構造と機能）について説明できる。

血液・造血器系（血液細胞の種類と機能）について説明できる。

生体機能の調節 神経による調節機構 神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達の調節機構について説明できる。

代表的な神経伝達物質（アセチルコリン、カテコールアミン、GABA等）を挙げ、生理活性及び作用機構について説明できる。

神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機構の代表例を列挙できる。

神経による筋収縮の調節機構について説明できる。

生理活性物質による調節機構 代表的なホルモンの産生器官、生理活性及び作用機構について説明できる。

代表的なオータコイドの生理活性及び作用機構について説明できる。

代表的なサイトカイン、増殖因子の生理活性及び作用機構について説明できる。

恒常性の調節機構 血圧の調節機構について説明できる。

血糖の調節機構について説明できる。

体液の調節機構について説明できる。

尿の生成機構、尿量の調節機構について説明できる。

体温の調節機構について説明できる。

血液凝固・線溶系の機構について説明できる。

性周期の調節機構について説明できる。

神経細胞と神経伝達を理解するた
めの基礎知識を問う

生理活性物質とその生理作用を理
解するための基礎知識を問う

各器官に関する基本的理解を問う

恒常性の調節機構を理解するため
の基礎知識を問う

人体組織に関する基本的理解を問
う

ATPの産生と糖質代謝 解糖系及び乳酸の生成について説明できる。

電子伝達系（酸化的リン酸化）とATP合成について説明できる。

グリコーゲンの代謝について説明できる。

糖新生について説明できる。

脂質代謝 脂肪酸の生合成とβ酸化について説明できる。

コレステロールの生合成と代謝について説明できる。

飢餓状態と飽食状態 飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体の利用等）について説明できる。

余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説明できる。

その他の代謝系 アミノ酸分子中の炭素及び窒素の代謝（尿素回路等）について説明できる。

ヌクレオチドの生合成と分解について説明できる。

ペントースリン酸回路について説明できる。

細胞内情報伝達 細胞間コミュニケーションにおける情報伝達様式（内分泌、パラクリン、オートクリン、接触型）を説明できる。

細胞膜受容体からGタンパク質（Gs、Gi、Gq）を介する細胞内情報伝達について説明できる。

細胞膜受容体タンパク質等のリン酸化を介する細胞内情報伝達について説明できる。

細胞内情報伝達におけるセカンドメッセンジャー（cAMP、cGMP、DG、IP3、Ca
2+、PIP3）について説明できる。

細胞内（核内）受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。

細胞間コミュニケーション 細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の種類と特徴を説明できる。

主な細胞外マトリックス分子の特徴を説明できる。

細胞の分裂と死 細胞増殖の基本 細胞周期とその制御機構について説明できる。

体細胞と生殖細胞の細胞分裂について説明できる。

幹細胞、胚性幹細胞（ES細胞）、人工多能性幹細胞（iPS細胞）について説明できる。

細胞死（アポトーシスとネクローシス）について説明できる。

正常細胞とがん細胞の違いについて説明できる。

がん遺伝子とがん抑制遺伝子について説明できる。

人体の成り立ち 遺伝と発生 遺伝のしくみについて説明できる。

代表的な遺伝疾患を列挙できる。

個体発生について説明できる。

細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の役割について説明できる。

細胞間の接着に関する基本的理解
を問う

細胞の増殖とその調節を理解する
ための基礎知識を問う

人体の成り立ちと生体機能の調
節 遺伝と発生を理解するための基礎

知識を問う
遺伝子多型（一塩基多型を含む）について説明できる。

生体エネルギーと生命活動を支
える代謝系

クエン酸回路（TCAサイクル）について説明できる。

脂質の代謝を理解するための基礎
知識を問う

エネルギー状態による代謝調節を
理解するための基礎知識を問う

主要生体構成成分の代謝を理解す
るための基礎知識を問う

糖からのエネルギー産生機構を理
解するための基礎知識を問う

細胞間コミュニケーションと細胞
内情報伝達 細胞内情報伝達の過程と調節を理

解するための基礎知識を問う
細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。
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真菌・原虫・蠕虫 真菌の特徴を説明できる。

原虫及び蠕虫の特徴を説明できる。

消毒と滅菌 滅菌、消毒及び殺菌、静菌の概念を説明できる。

主な滅菌法及び消毒法について説明できる。

病原体としての微生物 感染の成立と共生 感染の成立（感染源、感染経路、侵入門戸等）と共生（腸内細菌等）について説明できる。

感染に関する基本知識を問う 日和見感染と院内感染について説明できる。

代表的な病原体 DNAウイルス（ヒトへルペスウイルス、アデノウイルス、パピローマウイルス、B型肝炎ウイルス等）の特徴を説明できる。

RNAウイルス（ノロウイルス、ロタウイルス、ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、エコーウイルス、ライノウイルス、A型肝炎ウイル
ス、C型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、麻疹ウイルス、風疹ウイルス、日本脳炎ウイルス、狂犬病ウイルス、ムンプスウイル
ス、HIV、HTLV等）の特徴を説明できる。

グラム陰性らせん菌（へリコバクター・ピロリ、カンピロバクター・ジェジュニ/コリ等）及びスピロへータの特徴を説明できる。

抗酸菌（結核菌、らい菌等）の特徴を説明できる。

マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアの特徴を説明できる。

真菌（アスペルギルス、カンジダ、ムーコル、白癬菌等）の特徴を説明できる。

原虫（マラリア原虫、膣トリコモナス、クリプトスポリジウム等）、蠕虫（アニサキス、エキノコックス等）の特徴を説明できる。

種々の病原性微生物とそれによる
感染症を理解するための基礎知識
を問う

【注意】特に病態等に関して問題に
含まれる疾患は、薬理、病態・薬物
治療の小項目「細菌感染症の病
態、薬物治療」「ウイルス感染症の
病態、薬物治療」「真菌感染症の病
態、薬物治療」「原虫・寄生虫感染
症の病態、薬物治療」の出題基準を
超えないこと

グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌等）及びグラム陽性桿菌（破傷風菌、ガス壊疸菌、ボツリヌス菌、ジフテリア菌、炭疸菌、セレ
ウス菌、ディフィシル菌等）の特徴を説明できる。

グラム陰性球菌（淋菌、髄膜炎菌等）及びグラム陰性桿菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ属菌、チフス菌、エルシニア属菌、クレブシエ
ラ属菌、コレラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリオ、緑膿菌、レジオネラ、インフルエンザ菌等）の特徴を説明できる。

真菌・原虫・蠕虫に関する基礎知識
を問う

消毒と滅菌に関する基本知識を問
う

生体防御と微生物 身体をまもる 生体防御反応 異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアー及び補体の役割について説明できる。

免疫反応の特徴（自己と非自己の識別、特異性、多様性、クローン性、記憶、寛容）を説明できる。

自然免疫と獲得免疫及び両者の関係を説明できる。

体液性免疫と細胞性免疫について説明できる。

免疫を担当する組織・細胞 免疫に関与する組織（脾臓、胸腺、リンパ節、パイエル板）を列挙し、その役割を説明できる。

免疫担当細胞（Th1、Th2、キラーT、B、NK、樹状細胞、マクロファージ等）の種類と役割を説明できる。

免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明できる。

分子レベルで見た免疫のしくみ 自然免疫及び獲得免疫における異物の認識を比較して説明できる。

MHC抗原の構造と機能及び抗原提示での役割について説明できる。

T細胞とB細胞による抗原認識の多様性（遺伝子再構成）と活性化について説明できる。

抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。

免疫応答の制御と破綻 炎症の一般的症状、担当細胞及び反応機構について説明できる。

自己免疫疾患について説明できる。

臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制薬等）について説明できる。

感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。

腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる。

免疫反応の利用 ワクチンの原理と種類（生ワクチン、不活化ワクチン、トキソイド、混合ワクチン等）について説明できる。

モノクローナル抗体とポリクローナル抗体の違いと作製方法について説明できる。

血清療法と抗体医薬の基礎について説明できる。

抗原抗体反応を利用した検査方法（ELISA、ウエスタンブロット法等）について説明できる。

微生物の基本 細菌 原核生物、真核生物、ウイルスの特徴を説明できる。

細菌の分類や性質（系統学的分類、グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌等）を説明できる。

細菌の構造と増殖機構について説明できる。

細菌の異化作用（呼吸と発酵）及び同化作用について説明できる。

細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、形質転換）について説明できる。

薬剤耐性菌及び薬剤耐性化機構について説明できる。

代表的な細菌毒素について説明できる。

グラム染色について説明できる。

ウイルス ウイルスの構造、分類及び代表的なウイルスの増殖機構について説明できる。

免疫系に関わる主なサイトカイン（TNF-α、IL-1、IL-2、IL-4、IL-5、IL-6、IL-10、IL-12、IFN-α、IFN-β、IFN-γ等）の作用を説明で
きる。

アレルギーを4種類に分類し、担当細胞及び反応機構について説明できる。

抗体の医療への応用を理解するた
めの基礎知識を問う

微生物を理解するための基礎知識
を問う

ウイルスを理解するための基礎知
識を問う

免疫機構を理解するための基礎知
識を問う

免疫系の制御とその破綻・免疫
系の応用 免疫機構に関わる疾患を理解する

ための基礎知識を問う

【注意】特に病態等に関して問題に
含まれる疾患は、薬理、病態・薬物
治療の出題基準を超えないこと

免疫機構を担う細胞の機能を理解
するための基礎知識を問う

免疫機構を担う分子の機能を理解
するための基礎知識を問う
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栄養と健康 栄養 五大栄養素を列挙し、それぞれの役割について説明できる。

各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを説明できる。

食品中の三大栄養素の栄養的な価値を説明できる。

五大栄養素以外の食品成分（食物繊維、抗酸化物質等）の機能について説明できる。

エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、推定エネルギー必要量の意味を説明できる。

日本人の食事摂取基準について説明できる。

栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。

疾病治療における栄養の重要性を説明できる。

食品機能と食品衛生 炭水化物、タンパク質が変質する機構について説明できる。

油脂が変敗する機構及び油脂の変質試験について説明できる。

食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。

食品成分由来の発がん性物質を列挙し、その生成機構を説明できる。

代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。

特別用途食品と保健機能食品について説明できる。

食品衛生に関する法的規制について説明できる。

食中毒と食品汚染

食中毒の原因となる代表的な自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。

化学物質（重金属、残留農薬等）やカビによる食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。

環境 化学物質の毒性 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。

重金属、PCB、ダイオキシン等の代表的な有害化学物質や農薬の急性毒性、慢性毒性の特徴について説明できる。

重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。

薬物の乱用による健康への影響について説明できる。

代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。

代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）の試験法を列挙し、説明できる。

個々の化学物質の使用目的にかんがみ、適正使用とリスクコミュニケーションの重要性について説明できる。

毒性試験の結果を評価するために必要な量一反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）等について説明できる。

化学物質の安全摂取量（1日許容摂取量等）について説明できる。

有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法、化管法等）を説明できる。

化学物質による発がん 発がん性物質等の代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を説明できる。

遺伝毒性試験（Ames試験等）の原理を説明できる。

発がんに至る過程（イニシエーション、プロモーション等）について説明できる。

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
化学発がんを理解するための基礎
知識を問う

化学物質・放射線の生体への影
響

肝臓、腎臓、神経等に特異的に毒性を示す代表的な化学物質を列挙できる。薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
環境化学物質や乱用薬物の毒性及
び対処法を理解するための基礎知
識を問う

化学物質の安全性評価と適正使
用

化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、説明できる。
薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
化学物質の安全性を理解するため
の基礎知識を問う

代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品及び予防方法について説明でき
る。薬剤師による健康増進、疾病予防

の管理を理解する上で必要となる
食中毒と食品汚染に関する基礎知
識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
栄養に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
食品機能と食品衛生に関する基礎
知識を問う

【別表Ⅱ　衛生】

大項目 中項目 小項目 小項目の例示

健康 社会・集団と健康 健康と疾病の概念 健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。

保健統計 集団の健康と疾病の現状及びその影響要因を把握する上での人口統計の意義を説明できる。

人口統計及び傷病統計に関する指標について説明できる。

人口動態（死因別死亡率等）の変遷について説明できる。

疫学 疾病の予防における疫学の役割を説明できる。

疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）について説明できる。

疫学の種類（記述疫学、分析疫学等）とその方法について説明できる。

リスク要因の評価として、オッズ比、相対危険度、寄与危険度及び信頼区間について説明できる。

疾病の予防 疾病の予防とは 疾病の予防について、一次、二次、三次予防という言葉を用いて説明できる。

健康増進政策（健康日本２１等）について説明できる。

感染症とその予防 現代における感染症（日和見感染、院内感染、新興感染症、再興感染症等）の特徴について説明できる。

感染症法における感染症とその分類について説明できる。

代表的な性感染症を列挙し、その予防対策について説明できる。

予防接種の意義と方法について説明できる。

生活習慣病とその予防 生活習慣病の種類とその動向について説明できる。

生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙し、その予防法について説明できる。

食生活や喫煙等の生活習慣と疾病の関わりについて説明できる。

母子保健 新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な検査項目を列挙できる。

母子感染する代表的な疾患を列挙し、その予防対策について説明できる。

労働衛生 代表的な労働災害、職業性疾病について説明できる。

労働衛生管理について説明できる。

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
母子保健に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
労働衛生に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
健康と疾病の概念について基礎知
識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
保健統計の理解及び取扱いに関す
る基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
疫学の理解及び取扱いに関する基
礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要な基礎
知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
感染症に関する基礎知識を問う

薬剤師による健康増進、疾病予防
の管理を理解する上で必要となる
生活習慣病に関する基礎知識を問
う
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【別表Ⅲ　薬理】

大項目 中項目 小項目 小項目の例示

薬の作用と体の変化 薬の作用機序 用量と作用 薬の用量と作用の関係を説明できる。

薬物の標的分子 薬物が作用する仕組みについて、代表的な受容体、酵素、イオンチャネル及びトランスポーターを例に挙げて説明できる。

受容体 アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明できる。

代表的な受容体を列挙し、刺激あるいは遮断された場合の生理反応を説明できる。

受容体と情報伝達系 薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系を列挙し、活性化あるいは抑制された場合の生理反応を説明できる。

薬効に影響を及ぼす要因 薬物の選択（禁忌を含む）、用法、用量の変更が必要となる要因（年齢、疾病、妊娠等）について具体例を挙げて説明できる。

薬物相互作用 薬理作用に由来する代表的な薬物相互作用を列挙し、その機序を説明できる。

薬理学実験 薬効や副作用に関する薬理実験の代表的な研究方法とデータの解析について説明できる。

医薬品の安全性 薬物依存性・耐性 薬物依存性、耐性について具体例を挙げて説明できる。

副作用と毒性 薬物の主作用と副作用、毒性との関連について説明できる。

副作用と有害事象 薬物の副作用と有害事象の違いについて説明できる。

薬の効き方 神経系に作用する薬 自律神経系に作用する薬 交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

副交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬等）を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

中枢神経系に作用する薬 全身麻酔薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

睡眠障害治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

統合失調症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

うつ病・双極性障害治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

神経症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

てんかん治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

パーキンソン病治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

認知症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

脳内出血・脳梗塞等に関連する治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

片頭痛治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

中枢興奮薬、その他の中枢神経系に作用する薬物の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

抗炎症薬 抗炎症薬（ステロイド性及び非ステロイド性）及び解熱性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

免疫抑制薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

関節リウマチ治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

体性神経系に作用する薬・運動
神経系及び骨格筋に作用する薬

運動神経系及び骨格筋に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

免疫・炎症・アレルギー及び骨・
関節に作用する薬

免疫・アレルギーに作用する薬 アレルギー治療薬 (抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬等) の薬理 (薬理作用、機序、主な副作用) を説明できる。

放射線の生体への影響 電離放射線を列挙し、生体への影響を説明できる。

代表的な放射性核種（天然、人工）と生体との相互作用を説明できる。

電離放射線を防御する方法について説明できる。

非電離放射線（紫外線、赤外線等）を列挙し、生体への影響を説明できる。

生活環境と健康 地球環境と生態系 地球規模の環境問題の成因、人に与える影響について説明できる。

生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明できる。

化学物質の環境内動態（生物濃縮等）について例を挙げて説明できる。

地球環境の保全に関する国際的な取組について説明できる。

人が生態系の一員であることを踏まえて環境問題を説明できる。

環境保全と法的規制 典型七公害とその現状及び四大公害について説明できる。

環境基本法の理念を説明できる。

環境汚染（大気汚染、水質汚濁、土壌汚染等）を防止するための法規制について説明できる。

水環境 原水の種類を挙げ、特徴を説明できる。

水の浄化法、塩素処理について説明できる。

水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定法について説明できる。

下水処理及び排水処理の主な方法について説明できる。

水質汚濁の主な指標を列挙し、測定法について説明できる。

富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を挙げ、対策を説明できる。

大気環境 主な大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源、健康影響について説明できる。

主な大気汚染物質の測定法について説明できる。

大気汚染に影響する気象要因（逆転層等）を説明できる。

室内環境 室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測定法について説明できる。

室内環境と健康との関係について説明できる。

廃棄物 廃棄物の種類と処理方法を列挙できる。

廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。

マニフェスト制度について説明できる。

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
室内環境の保全及びその評価指標
を理解するための基礎知識を問う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
廃棄物及びその取扱い法を理解す
るための基礎知識を問う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
水環境や水質汚濁及び水の浄化法
を理解するための基礎知識を問う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
大気環境や大気汚染を理解するた
めの基礎知識を問う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
公害・環境汚染及びそれらを防止す
る法的規制を理解するための基礎
知識を問う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
地球環境・生態系及びそれらの保
全を理解するための基礎知識を問
う

薬剤師による疾病予防、環境衛生
の管理を理解する上で必要となる
放射線生体影響を理解するための
基礎知識を問う
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薬物の基本構造と薬効 化学構造と薬効の関連性 代表的な薬物の基本構造と薬効の関連を説明できる。

骨粗しょう症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

循環器系に作用する薬 不整脈治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

虚血性心疾患治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

高血圧症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

低血圧治療薬・末梢血管拡張薬等の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

血液・造血器系に作用する薬 止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

抗血栓薬、抗凝固薬及び血栓溶解薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

貧血治療薬･白血球減少症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

妊娠・分娩・避妊に関連する薬物の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

呼吸器系に作用する薬 気管支喘息・慢性閉塞性肺疾患の治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

消化器系に作用する薬 胃・十二指腸潰瘍治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

その他の消化性疾患治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

制吐薬・催吐薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

肝疾患・膵臓疾患・胆道疾患治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

代謝系・内分泌系に作用する薬 代謝系に作用する薬 糖尿病治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

脂質異常症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

高尿酸血症・痛風治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

内分泌系に作用する薬 副腎皮質ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

甲状腺ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

その他のホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

感覚器系・皮膚に作用する薬 感覚器系に作用する薬 緑内障治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

その他の眼疾患（白内障・加齢性黄斑変性等）の治療薬、散瞳薬・縮瞳薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

めまい（動揺病、メニエール病等）の治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

皮膚に作用する薬

抗菌薬 抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、抗菌スペクトル、主な副作用）を説明できる。

抗ウイルス薬

原虫・寄生虫感染症治療薬 原虫感染症・寄生虫感染症治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

抗悪性腫瘍薬 抗悪性腫瘍薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

骨・カルシウム代謝に作用する
薬

カルシウム代謝異常に関連する治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

循環器系・血液系・造血器系・泌
尿器系・生殖器系に作用する薬

心不全治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

ウイルス感染症（ヘルペスウイルス感染症、サイトメガロウイルス感染症、インフルエンザ、ウイルス性肝炎、HIV）治療薬の薬理（薬
理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

褥瘡・皮膚潰瘍治療薬、その他の皮膚疾患（アトピー性皮膚炎、尋常性乾癬、尋常性痤瘡等）の治療薬の薬理（薬理作用、機序、主
な副作用）を説明できる。

病原微生物（感染症）・悪性新生
物（がん）に作用する薬

抗真菌薬 抗真菌薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

泌尿器系・生殖器系に作用する
薬

排尿障害治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

呼吸器系・消化器系に作用する
薬

鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。
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ポピュレーションファーマコキネティクスの概念と応用について説明できる。

製剤化のサイエンス 製剤の性質 固形材料 粉体の性質について説明できる。

結晶（安定形及び準安定形）や非晶質、無水物や水和物の性質について説明できる。

固形材料の溶解現象（溶解度、溶解平衡等）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明できる。

固形材料の溶解に影響を及ぼす因子（pHや温度等）について説明できる。

固形材料の溶解度や溶解速度を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

半固形・液状材料 流動と変形（レオロジー）について説明できる。

高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度等）について説明できる。

分散系材料 界面の性質（界面張力、分配平衡、吸着等）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明できる。

代表的な分散系（分子集合体、コロイド、乳剤、懸濁剤等）を列挙し、その性質について説明できる。

分散した粒子の安定性と分離現象（沈降等）について説明できる。

分散安定性を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

薬物及び製剤材料の物性 製剤分野で汎用される高分子の構造を理解し、その物性について説明できる。

薬物の安定性（反応速度、複合反応等）や安定性に影響を及ぼす因子（pH、温度等）について説明できる。

薬物の安定性を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

製剤設計 代表的な製剤 製剤化の概要と意義について説明できる。

（日本薬局方準拠） 経口投与する製剤の種類とその特性について説明できる。

粘膜に適用する製剤（点眼剤、吸入剤等）の種類とその特性について説明できる。

注射により投与する製剤の種類とその特性について説明できる。

皮膚に適用する製剤の種類とその特性について説明できる。

その他の製剤（生薬関連製剤、透析に用いる製剤等）の種類と特性について説明できる。

製剤化と製剤試験法 代表的な医薬品添加物の種類・用途・性質について説明できる。

製剤化の単位操作、汎用される製剤機械及び代表的な製剤の具体的な製造工程について説明できる。

汎用される容器、包装の種類や特徴について説明できる。

製剤に関連する試験法（日本薬局方準拠）を列挙し、説明できる。

生物学的同等性 製剤の特性（適用部位、製剤からの薬物の放出性等）を理解した上で、生物学的同等性について説明できる。

DDSの必要性 DDSの概念と有用性について説明できる。

コントロールドリリースの概要と意義について説明できる。

コントロールドリリース技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。

ターゲティング（標的指向化） ターゲティングの概要と意義について説明できる。

投与部位ごとに、代表的なターゲティング技術を列挙し、その特性について説明できる。

ターゲティング技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。

吸収改善 吸収改善の概要と意義について説明できる。

投与部位ごとに、代表的な吸収改善技術を列挙し、その特性について説明できる。

DDS（Drug Delivery System：薬
物送達システム）

代表的なDDS技術を列挙し、説明できる。

コントロールドリリース（放出制
御）

投与部位ごとに、代表的なコントロールドリリース技術を列挙し、その特性について説明できる。

【別表Ⅳ　薬剤】

大項目 中項目 小項目 小項目の例示

薬の生体内運命 薬物の体内動態 生体膜透過 薬物の生体膜透過における単純拡散、促進拡散及び能動輸送の特徴を説明できる。

薬物の生体膜透過に関わるトランスポーターの例を挙げ、その特徴と薬物動態における役割を説明できる。

吸収 経口投与された薬物の吸収について説明できる。

非経口的に投与される薬物の吸収について説明できる。

薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学的要因等）を列挙し、説明できる。

薬物の吸収過程における相互作用について例を挙げて説明できる。

初回通過効果について説明できる。

分布 薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、タンパク結合の強い薬物を列挙できる。

薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タンパク結合並びに組織結合との関係を定量的に説明できる。

薬物のタンパク結合及び結合阻害の測定・解析方法を説明できる。

血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児等への移行について説明できる。

薬物のリンパ及び乳汁中への移行について説明できる。

薬物の分布過程における相互作用について例を挙げて説明できる。

代謝 代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起こる組織並びに細胞内小器官、反応様式について説明できる。

薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明できる。

代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される薬物を列挙できる。

プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて説明できる。

薬物代謝酵素の阻害及び誘導のメカニズムと、それらに関連して起こる相互作用について、例を挙げて説明できる。

排泄 薬物の尿中排泄機構について説明できる。

腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再吸収の関係を定量的に説明できる。

代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

薬物の排泄過程における相互作用について例を挙げて説明できる。

薬物動態の解析 薬物速度論

線形1－コンパートメントモデルに基づいた解析ができる（急速静注・経口投与 [単回及び反復投与]、定速静注）。

体内動態が非線形性を示す薬物の例を挙げ、非線形モデルに基づいた解析ができる。

モーメント解析の意味と、関連するパラメータの計算法について説明できる。

組織クリアランス（肝、腎）及び固有クリアランスの意味と、それらの関係について、数式を使って説明できる。

薬物動態学－薬力学解析（PK-PD解析）について説明できる。

治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明し、TDMが有効な薬物を列挙できる。

薬物動態パラメータを用いて患者ごとの薬物投与設計ができる。

線形コンパートメントモデルと、関連する薬物動態パラメータ（全身クリアランス、分布容積、消失半減期、生物学的利用能等）を説明
できる。

TDM（Therapeutic Drug
Monitoring）と投与設計

TDMを行う際の採血ポイント、試料の取り扱い、測定法について説明できる。
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【別表Ⅴ　病態・薬物治療】

大項目 中項目 小項目 小項目の例示

薬の作用と体の変化 身体の病的変化を知る 症候 以下の症候・病態について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾患を推測できる。

ショック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意識障害・失神、チアノーゼ、脱水、全身倦怠感、肥満・やせ、黄疸、発疹、貧血、出血傾
向、リンパ節腫脹、浮腫、心悸亢進・動悸、胸水、胸痛、呼吸困難、咳・痰、めまい、頭痛、運動麻痺・不随意運動・筋力低下、腹痛、悪
心・嘔吐、嚥下困難・障害、食欲不振、下痢・便秘、吐血・下血、腹部膨満（腹水を含む）、タンパク尿、血尿、尿量・排尿の異常、月経
異常、関節痛・関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、知覚異常（しびれを含む）・神経痛、視力障害、聴力障害

病態・臨床検査 尿検査及び糞便検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

血液検査、血液凝固機能検査及び脳脊髄液検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

血液生化学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

免疫学的検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

代表的なフィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

薬物治療の位置づけ 薬物治療の位置づけ 代表的な疾患における薬物治療と非薬物治療（外科手術、食事療法等）の位置づけを説明できる。

医薬品の安全性 医薬品の安全性 以下の障害を呈する代表的な副作用について、推定される原因医薬品、身体所見、検査所見及び対処方法の概要を説明できる。

血液障害・電解質異常、肝障害、腎障害、消化器障害、循環器障害、精神障害、皮膚障害、呼吸器障害、薬物アレルギー（ショックを
含む）、代謝障害、筋障害

病態・薬物治療 神経系の疾患 以下の疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

統合失調症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

神経症、不眠症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

てんかんについて、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

パーキンソン病について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

片頭痛について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

脳炎・髄膜炎、多発性硬化症、筋萎縮性側索硬化症、ナルコレプシー、薬物依存症、アルコール依存症

炎症 炎症の病態（病態生理、症状等）を説明できる。

代表的な生理機能検査（心機能、腎機能、肝機能、呼吸機能等）、病理組織検査及び画像検査の検査項目を列挙し、目的と異常所
見を説明できる。

体性神経系・筋の疾患の病態、
薬物治療 進行性筋ジストロフィー、ギラン・バレー症候群、重症筋無力症

脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医
薬品の選択等）を説明できる。

中枢神経系の疾患の病態、薬物
治療

うつ病、躁うつ病（双極性障害）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

認知症（アルツハイマー型認知症、脳血管性認知症等）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき
る。

免疫・炎症・アレルギー及び骨・
関節の疾患

創傷治癒の過程について説明できる。

吸収改善技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。
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消化器系疾患の病態、薬物治療 以下の上部消化器疾患について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

胃食道逆流症（逆流性食道炎を含む）、消化性潰瘍、胃炎

炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病等）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

膵炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

胆道疾患（胆石症、胆道炎）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

機能性消化管障害（過敏性腸症候群を含む）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の消化器疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

慢性便秘、感染性腸炎、急性虫垂炎、腹膜炎

代謝系・内分泌系の疾患 代謝系疾患の病態、薬物治療 糖尿病とその合併症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

脂質異常症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

高尿酸血症、痛風について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

低血糖症について、病態と治療の概要を説明できる。

内分泌系疾患の病態、薬物治療 バセドウ病、慢性甲状腺炎（橋本病）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

クッシング症候群について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の内分泌系疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

感覚器・皮膚の疾患 眼疾患の病態、薬物治療 緑内障について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

白内障について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

加齢性黄斑変性について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の眼疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

角膜炎、結膜炎、網膜症、網膜色素変性症

耳鼻咽喉疾患の病態、薬物治療 めまい（動揺病、メニエール病等）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の耳鼻咽喉疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

アレルギー性鼻炎、花粉症、副鼻腔炎、中耳炎、口内炎・咽頭炎・扁桃炎

皮膚疾患の病態、薬物治療 アトピー性皮膚炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

白癬について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の皮膚疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

感染症・悪性新生物（がん） 細菌感染症の病態、薬物治療

扁桃炎、細菌性肺炎、肺結核、百日咳、マイコプラズマ肺炎

以下の消化器感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

急性虫垂炎、胆嚢炎、胆管炎、病原性大腸菌感染症、偽膜性大腸炎、腹膜炎

蕁麻疹、接触性皮膚炎、薬疹（スティーブンス-ジョンソン症候群、中毒性表皮壊死症を含む）、尋常性乾癬、光線過敏症、褥瘡、尋常
性痤瘡

以下の呼吸器感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法及び薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明でき
る。

先端巨大症、高プロラクチン血症、下垂体機能低下症、副甲状腺機能亢進症・低下症、粘液水腫、アジソン病、アルドステロン症、尿
崩症、褐色細胞腫

肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性を含む）、薬剤性肝障害）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明
できる。

アナフィラキシーショックについて、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　

以下の全身性自己免疫疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

全身性エリテマトーデス、シェーグレン症候群、ベーチェット病

骨・関節疾患の病態、薬物治療 骨粗しょう症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の骨・関節疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

変形性関節症、骨軟化症（くる病を含む）

循環器系疾患の病態、薬物治療 不整脈について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

高血圧症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の循環器系疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

閉塞性動脈硬化症（ASO）、心原性ショック、弁膜症、感染性心内膜炎

以下の貧血について、病態と治療の概要を説明できる。

播種性血管内凝固症候群（DIC）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の血液系疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

血友病、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、特発性血小板減少性紫斑病（ITP）、白血球減少症、血栓塞栓症

急性及び慢性腎不全、慢性腎臓病（CKD）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

過活動膀胱及び低活動膀胱について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の泌尿器系疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

糸球体腎炎、糖尿病性腎症、薬剤性腎症、尿路感染症（腎孟腎炎、膀胱炎、尿道炎）、尿路結石

前立腺肥大症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の生殖器系疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

子宮内膜症、子宮筋腫

以下の妊娠・分娩に関連する疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

異常妊娠、異常分娩、不妊症、性機能不全

呼吸器系・消化器系の疾患 呼吸器系疾患の病態、薬物治療 気管支喘息について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

慢性閉塞性肺疾患について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

間質性肺炎（肺線維症を含む）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の呼吸器疾患について、病態と治療の概要を説明できる。

上気道炎（かぜ症候群を含む）、気管支炎、肺炎、インフルエンザ、肺結核、胸膜炎

循環器系・血液系・造血器系・泌
尿器系・生殖器系の疾患

急性及び慢性心不全について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

血液・造血器系疾患の病態、薬
物治療 鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血（悪性貧血等）、再生不良性貧血、自己免疫性溶血性貧血（AlHA）、腎性貧血

臓器移植（腎臓、肝臓、骨髄、臍帯血、輸血）について、拒絶反応及び移植片対宿主病（GVHD）の病態（病態生理、症状等）・薬物治
療（医薬品の選択等）を説明できる。

免疫・炎症・アレルギー疾患の病
態、薬物治療

関節リウマチについて、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

泌尿器系・生殖器系疾患の病
態、薬物治療

ネフローゼ症侯群について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
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以下の白血病について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

急性（慢性）骨髄性白血病、急性（慢性）リンパ性白血病

悪性リンパ腫及び多発性骨髄腫について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

大腸癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の消化器系の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

胃癌、食道癌、肝癌、胆嚢・胆管癌、膵癌

肺癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の頭頚部の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

脳腫瘍、喉頭・咽頭の悪性腫瘍

乳癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

以下の泌尿器・生殖器・皮膚の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

腎癌、膀胱癌、前立腺癌、子宮癌、卵巣癌、悪性黒色腫

がん終末期医療と緩和ケア がん終末期の病態（病態生理、症状等）と治療を説明できる。

がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）と薬物治療（医薬品の選択、WHO三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

医療の中の漢方薬 漢方薬の基礎 配合生薬の組合せによる漢方薬の系統的な分類について概要を説明できる。

漢方薬の応用 漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方（陰陽、虚実、証等）、治療法について概要を説明できる。

漢方薬の注意点 漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して説明できる。

バイオ・細胞医薬品とゲノム情報 組換え体医薬品 組換え体医薬品の特色と有用性を説明できる。

代表的な組換え体医薬品を列挙できる。

組換え体医薬品の安全性について説明できる。

遺伝子治療 遺伝子治療の原理、現状及び倫理的問題点を説明できる。

細胞、組織を利用した移植医療 移植医療の現状及びゲノム情報の取扱いに関する倫理的問題点を説明できる。

摘出及び培養組織を用いた移植医療について説明できる。

臍帯血、末梢血及び骨髄に由来する血液幹細胞を用いた移植医療について説明できる。

胚性幹細胞（ES細胞）、人工多能性幹細胞（iPS細胞）を用いた細胞移植医療について説明できる。

薬物治療に役立つ情報 医薬品情報 情報 薬物治療に必須の医薬品情報を列挙できる。

医薬品の市販後に行われる調査・試験の種類、目的と得られる医薬品情報について概要を説明できる。

情報源 医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類法の概要と代表的な二次資料、三次資料の特徴を説明できる。

厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業等の発行する資料を列挙し、概要を説明できる。

医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけ及び各項目の記載内容・記載方法について説明できる。

医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文書との違いについて説明できる。

収集・評価・加工・提供・管理 目的（効能効果、副作用、相互作用、薬剤鑑別、妊婦への投与、中毒等）に適した主な情報源を列挙できる。

MEDLINE等の医学・薬学文献データベース検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を理解し、検索法を説明できる。

各種の医薬品情報（臨床試験等の原著論文を含む）の信頼性、科学的妥当性等を評価する際に必要な基本的項目を説明できる。

医薬品（後発医薬品等を含む）の開発過程で行われる試験（非臨床試験、臨床試験、安定性試験）の種類、目的と得られる医薬品情
報について概要を説明できる。

以下の感覚器感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

副鼻腔炎、中耳炎、結膜炎

以下の尿路感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

腎孟腎炎、膀胱炎、尿道炎

以下の性感染症について、病態（病態生理、症状等）、予防方法及び薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

梅毒、淋病、クラミジア症

髄膜炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

以下の皮膚細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

伝染性膿痂疹、蜂窩織炎

感染性心内膜炎、胸膜炎について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

MRSA、緑膿菌等

破傷風、敗血症

サイトメガロウイルス感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

インフルエンザについて、感染経路と予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

伝染性単核球症、ウイルス性下痢症、麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、上気道炎（かぜ症候群を含む）、気管支炎

真菌感染症の病態、薬物治療 以下の真菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

白癬、カンジダ症、ニューモシスチス肺炎、肺アスペルギルス症

以下の原虫・寄生虫感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明できる。

悪性腫瘍 腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の違い）を説明できる。

悪性腫瘍について、以下の項目の概要を説明できる。

悪性腫瘍の治療における薬物治療の位置づけについて概要を説明できる。

悪性腫瘍の病態、疾患

代表的ながん化学療法のレジメンについて、構成薬物及びその役割、副作用、対象疾患の概要を説明できる。

以下の薬剤耐性菌による院内感染について、感染経路と予防方法、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要
を説明できる。

以下の全身性細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法及び薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明
できる。

以下のウイルス感染症について、感染経路と予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）の概要を説明で
きる。

原虫・寄生虫感染症の病態、薬
物治療 マラリア、トリコモナス症、アニサキス症

組織型分類及び病期分類、悪性腫瘍の検査（細胞診、組織診、画像診断、腫瘍マーカー（腫瘍関連の変異遺伝子、遺伝子産物を含
む））、悪性腫瘍の疫学（がん罹患の現状及びがん死亡の現状）、悪性腫瘍のリスク及び予防要因

抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む）、血小板減少等）とその軽減のための
対処法を説明できる。

へルペスウイルス感染症（単純ヘルペス、水痘・帯状疱疹、脳炎）について、予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬
品の選択等）の概要を説明できる。

ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）について、感染経路と予防方法及び病態（病態生理（急性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、肝細胞が
ん）、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

後天性免疫不全症候群（AIDS）について、感染経路と予防方法及び病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で
きる。

ウイルス感染症の病態、薬物治
療
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心臓疾患を伴った患者における薬物動態と薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

その他の要因 薬物の効果に影響する生理的要因（性差、閉経、日内変動等）を列挙できる。

妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミン血症、腹水等）における薬物動態と薬物治療で注意すべき点を説明できる。

医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し、管理する際の方法と注意点（知的所有権、守秘義務等）について説明できる。

EBM（Evidence-based Medicine） EBMの基本概念と実践のプロセスについて説明できる。

メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。

生物統計 臨床研究における基本的な統計量（平均値、中央値、標準偏差、標準誤差、信頼区間等）の意味と違いを説明できる。

帰無仮説の概念及び検定と推定の違いを説明できる。

主なパラメトリック検定とノンパラメトリック検定を列挙し、それらの使い分けを説明できる。

主な回帰分析（直線回帰、ロジスティック回帰、Cox比例ハザード回帰等）と相関係数の検定について概要を説明できる。

基本的な生存時間解析法（カプラン・マイヤー曲線等）について概要を説明できる。

臨床研究デザインと解析 臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴について概要を説明できる。

臨床研究におけるバイアス・交絡とその回避法について概要を説明できる。

副作用の因果関係の評価法（副作用判定アルゴリズム等）について概要を説明できる。

優越性試験と非劣性試験の違いについて説明できる。

介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲検化等）について概要を説明できる。

医薬品の比較・評価 病院や薬局において医薬品を採用選択する際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明できる。

患者情報 情報と情報源 薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。

患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明できる。

収集・評価・管理 問題志向型システム（POS）を説明できる。

SOAP形式等の患者情報の記録方法について説明できる。

医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報について概要を説明できる。

患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説明できる。

個別化医療 遺伝的素因 薬物の主作用及び副作用に影響する代表的な遺伝的素因について、例を挙げて説明できる。

薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵素・トランスポーターの遺伝子変異等）について、例を挙げて説明できる。

コンパニオン診断に基づく薬物治療について、例を挙げて説明できる。

年齢的要因 低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児における薬物動態と薬物治療で注意すべき点を説明できる。

高齢者における薬物動態と薬物治療で注意すべき点を説明できる。

臓器機能低下 腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

臨床研究の結果（有効性、安全性）の主なパラメータ（相対リスク減少、絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発生率等）を説明し、
計算できる。

医薬品情報に基づいて、代表的な医薬品間（同種同効薬、先発医薬品と後発医薬品等）の有効性や安全性について比較・評価する
ための項目を列挙できる。

臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や再現性）と外的妥当性（研究結果の
一般化の可能性）について概要を説明できる。

観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集積、コホート研究、ケースコントロール研究、ネステッドケースコントロール研
究等）について概要を説明できる。

介入研究の効果指標（真のエンドポイントと代用のエンドポイント、主要エンドポイントと副次的エンドポイント）の違いを例を挙げて説
明できる。

代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研究、ケースコントロール研究等）の長所と短所を挙げ、それらのエビデンスレベ
ルについて概要を説明できる。
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信頼関係の構築 コミュニケーション 意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。

言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。

相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションのあり方が異なることを例を挙げて説明できる。

対人関係に影響を及ぼす心理的要因について説明できる。

相手の心理状態とその変化に配慮した対応の仕方について説明できる。

自分の心理状態を意識して他者と接することの重要性を説明できる。

相手の考えや感情を理解するための適切な聴き方、質問の仕方を説明できる。

自分の考えや感情を相手に伝えるための適切な方法を説明できる。

他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決に導くための方法を説明できる。

学習のあり方 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。

得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともにわかりやすく表現できる。

インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。

薬学教育の概要 「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明できる。

薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づける。

生涯学習 生涯にわたって継続的に自ら学習する重要性を認識し、その方法と意義について説明できる。

次世代を担う人材の育成 後輩等への適切な指導方法について概要を説明できる。

薬学と社会 人と社会に関わる薬剤師 人と社会に関わる薬剤師 人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明できる。

人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について説明できる。

人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について説明できる。

薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について説明できる。

倫理規範や法令に則した行動を説明できる。

薬剤師と医薬品等に係る法規範 薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。

薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその意義について説明できる。

薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定について説明できる。

医療提供施設の種類、定義と要件について説明できる。

医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定とその意義について説明できる。

医療の提供体制と安全の確保等に関する医療法の規定とその意義について説明できる。

個人情報の取扱いについて説明できる。

薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について説明できる。

医薬品等の開発から承認までのプロセスと法規範について説明できる。

治験の意義と仕組みについて説明できる。

医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明できる。

自己研鑽と次世代を担う人材の
育成

必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。

薬剤師の社会的位置づけと責任
に係る法規範

薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。

医薬品等の品質、有効性及び安
全性の確保に係る法規範

「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医
療機器、再生医療等製品）の定義について説明できる。

【別表Ⅵ　法規・制度・倫理】

大項目 中項目 小項目 小項目の例示

プロフェッショナリズム 薬剤師の使命 薬剤師の活動分野 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について説明できる。

患者安全と薬害の防止 医薬品の役割とリスクについて説明できる。

WHOによる患者安全の基本的な考え方について説明できる。

医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明できる。

医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。

重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を説明できる。

代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を説明できる。

薬学の歴史と未来 薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について説明できる。

薬物療法の歴史と人類に与えてきた影響について説明できる。

薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）について説明できる。

将来の薬剤師と薬学が果たす役割について概要を説明できる。

薬剤師に求められる倫理観 生命倫理 生命の尊厳について説明できる。

生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。

生と死に関わる倫理的問題について概要を説明できる。

科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概要を説明できる。

医療倫理 医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について説明できる。

薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）について説明できる。

医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。

患者の権利 患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を説明できる。

患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。

患者の自己決定権とインフォームド・コンセントの意義について説明できる。

知り得た情報の適切な取扱い（守秘義務等）と患者等への情報提供の重要性について説明できる。

薬学研究 薬学における研究の位置づけ 医薬品の創製における基礎から臨床に至る研究の目的と薬剤師の役割について説明できる。

研究における自立性と独創性の重要性について説明できる。

研究に必要な法規範と倫理 自らが実施する研究に係る法令、指針について説明できる。

研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明できる。

臨床研究における倫理規範（へルシンキ宣言等）について説明できる。

人を対象とする研究において遵守すべき倫理指針の概要を説明できる。

研究の実践 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を守ることの重要性を説明できる。

研究を実践するプロセスの概要を説明できる。

代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原因と社会的背景及びその後の対応を説
明できる。
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【別表Ⅶ　実務】

大項目 中項目 小項目 小項目の例示

薬学臨床基本事項 医療人としての基本 医療人として 患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説明できる。

患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮した関わり方について説明できる。

患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を説明できる。

現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を説明できる。

様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について個々の場面に合わせて説明できる。

常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい行動ができる。

自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める行動ができる。

チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割を積極的に果たすことができる。

チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚した行動ができる。

薬学的管理を実施する際のインフォームド・コンセントについて具体的に説明できる。

患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応ができる。

医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動ができる。

一次救命処置（心肺蘇生、外傷対応等）について説明できる。

薬剤師業務の基礎 臨床業務の基礎 医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケアについて説明できる。

保険調剤における薬剤師業務を具体的に説明できる。

健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明できる。

薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。

病院における薬剤部門の位置づけと業務の流れについて他部門と関連づけて説明できる。

病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を具体的に説明できる。

急性期医療（救急医療・集中治療・外傷治療等）や周術期医療における適切な薬学的管理について説明できる。

周産期医療や小児医療における適切な薬学的管理について説明できる。

終末期医療や緩和ケアにおける適切な薬学的管理について説明できる。

外来化学療法における適切な薬学的管理について説明できる。

薬学臨床実践 処方箋に基づく調剤 処方箋と疑義照会 処方箋の記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。

注射薬処方箋の記載事項（医薬品名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確認できる。

処方箋の監査の意義、その必要性と注意点について説明できる。

薬歴、診療録、患者の状態等から処方が妥当であるか判断できる。

薬歴、診療録、患者の状態等から判断して適切に疑義照会ができる。

処方箋に基づく医薬品の調製 薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を適切に記入できる。

適切な手順で後発医薬品を選択できる。

処方箋に従って計数・計量調剤ができる。

錠剤の粉砕及びカプセル剤の開封の可否を判断できる。

一回量（一包化）調剤の必要性を判断できる。

製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策について説明できる。

薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法規範について説明できる。

医薬品等の取扱いに関する「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の規定について説明できる。

日本薬局方の意義と構成について説明できる。

生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法規範について説明できる。

健康被害救済制度について説明できる。

レギュラトリーサイエンスの必要性と意義について説明できる。

麻薬、向精神薬、覚せい剤原料等の取扱いに係る規定について説明できる。

毒物劇物の取扱いに係る規定について説明できる。

社会保障制度と医療経済 医療、福祉、介護の制度 日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明できる。

医療保険制度（成り立ち、種類、仕組み、現状）について説明できる。

療養担当規則について説明できる。

公費負担医療制度（生活保護等）について説明できる。

介護保険制度の基本的な仕組みについて説明できる。

薬価基準制度の概要を説明できる。

調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みの概要を説明できる。

医薬品と医療の経済性 医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概要を説明できる。

国民医療費の動向について概要を説明できる。

後発医薬品とその役割について説明できる。

薬物療法の経済評価手法について概要を説明できる。

地域における薬局と薬剤師 地域における薬局の役割 地域における薬局（健康サポート薬局を含む）の機能と役割について説明できる。

医薬分業の意義と動向を説明できる。

かかりつけ薬剤師・薬局による薬学的管理の意義について説明できる。

セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。

災害時の薬局の役割について説明できる。

医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる。

地域包括ケアの理念、薬局と薬剤師の役割について説明できる。

学校薬剤師の役割について説明できる。

地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について説明できる。

地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携について説明できる。

特別な管理を要する薬物等に係
る法規範

覚せい剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について説明できる。

地域における保健、医療、福祉
の連携体制と薬剤師

在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明できる。
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基本的な身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見の薬学的管理への活用について説明できる。

患者の基本的な身体所見を観察・測定・評価し、薬学的管理に活かすことができる。

医薬品情報の収集と活用 医療スタッフ及び患者のニーズに合った医薬品情報が提供できる。

緊急安全性情報、安全性速報、不良品回収、製造中止等の緊急情報を適切に取り扱うことができる。

患者の診断名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。

治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠に基づいた処方を立案できる。

処方設計の提案に際し、薬物投与プロトコルやクリニカルパスを活用できる。

患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とその対処法を説明できる。

アドヒアランス向上のために、処方変更、調剤や用法の工夫が提案できる。

患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足等が評価できる。

入院患者の持参薬について、継続・変更・中止の提案ができる。

処方提案に際して、医薬品の経済性等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。

医薬品の効果と副作用について、モニタリングすべき症状と検査所見等を説明できる。

薬物血中濃度の推移から薬物療法の効果、副作用及び相互作用について予測できる。

臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる。

薬物治療の効果について、患者の症状や検査所見等から評価できる。

副作用の発現について、患者の症状や検査所見等から評価できる。

患者の薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、SOAP形式等で適切に記録できる。

医薬品・医療機器等安全性情報報告用紙に必要事項を記載し、報告できる。

チーム医療への参画 多職種連携協働とチーム医療 保健、医療における多職種連携協働及びチーム医療の意義について説明できる。

多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明できる。

チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明できる。

医療機関におけるチーム医療

他職種と連携・協力して、患者の最善の治療・ケアが提案できる。

地域におけるチーム医療 地域の保健、医療、介護、福祉に関わる職種とその連携体制（地域包括ケア）及びその意義について説明できる。

地域住民への情報提供・健康教育の重要性を説明できる。

地域医療を担う職種間で地域住民に関する情報共有ができる。

処方設計と薬物療法の実践（処
方設計と提案）

患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・腎機能や全身状態、妊婦・授乳婦、小児、高齢者等の生理的特性、遺伝子の特性、心理・希
望等）や薬剤の特徴（作用機序や製剤的性質等）に基づき、適切な処方を提案できる。

治療薬物モニ夕リングが必要な医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の提案ができる。

処方設計と薬物療法の実践（薬
物療法における効果と副作用の
評価）

患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作用歴等）を適切な手順で聞き取るこ
とができる。

他職種と患者の状態（病状、検査値、アレルギー歴、心理、生活環境等）、治療開始後の変化（治療効果、副作用、心理状態、QOL
等）について情報共有の重要性を説明できる。

薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、投与方法、投与期間等の変更を提
案できる。

医療機関における多様な医療チーム（ICT、NST、緩和ケアチーム、褥瘡チーム等）の目的と構成、構成員の役割、その中での薬剤師
の重要性を説明できる。

病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局連携、関連施設との連携等）を説
明できる。

注射薬処方箋に従って注射薬調剤ができる。

皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明できる。

代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

注射剤・散剤・水剤等の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。

無菌操作の原理とその基本的な操作について具体的に説明できる。

注射剤（高カロリー輸液等）の無菌的混合操作について具体的に説明できる。

抗悪性腫瘍薬等の取扱いにおけるケミカルハザード回避の手技を具体的に説明できる。

特別な注意を要する医薬品（劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切な取扱いができる。

調製された薬剤の適切な鑑査について具体的に説明できる。

服薬指導 患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者教育ができる。

代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。

患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等）の取扱い方法を説明できる。

医師の治療方針を理解した上で、患者への適切な服薬指導を実施できる。

妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対ができる。

お薬手帳、健康手帳、患者向け説明書等を使用した服薬指導ができる。

収集した患者情報を薬歴や診療録等に適切に記録することができる。

医薬品の供給と管理 医薬品管理の流れを説明できる。

医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。

医薬品の供給・保管・廃棄について適切に実施できる。

医薬品の適切な在庫管理を実施できる。

医薬品の適正な採用と採用中止の流れについて説明できる。

劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬及び覚せい剤原料の適切な管理と取扱いができる。

特定生物由来製品の適切な管理と取扱いができる。

代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理方法を説明できる。

院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理等について説明できる。

薬局製剤（漢方製剤を含む）の取扱いについて説明できる。

安全管理 特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と注意点を列挙できる。

調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具体的に説明できる。

感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる。

施設内で衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる。

代表的な消毒薬の用途、使用濃度及び調製時の注意点を説明できる。

臨床検体・感染性廃棄物を適切に取り扱うことができる。

施設内での感染対策（予防、蔓延防止等）について具体的に説明できる。

薬物療法の実践 患者情報の把握

インシデント（ヒヤリハット）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避するための具体策と発生後の適切な対処法を実施することが
できる。

患者・来局者及び種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬物療法に必要な情報を収集で
きる。
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かかりつけ薬剤師・薬局の業務を具体的に説明できる。

健康サポート薬局の具体的な業務を説明できる。

在宅（訪問）医療・介護への参画 在宅医療・介護の目的、仕組み、関わる職種、支援の内容を説明できる。

在宅患者の終末期医療について説明できる。

地域保健への参画 学校薬剤師が行う業務内容とその意義を説明できる。

現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーションの重要性を説明できる。

来局者から収集した情報や身体所見等に基づき、来局者の病状（疾患、重症度等）や体調を推測できる。

疾病予防及び健康管理について適切な生活指導やアドバイスができる。

災害時医療と薬剤師 災害時における地域の医薬品供給体制・医療救護体制について説明できる。

災害発生時における病院・薬局の役割と薬剤師の活動について説明できる。

災害時に派遣される医療チームと薬剤師の関わりを説明できる。

地域の保健・医療・福祉への参
画

在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景を説明できる。

在宅医療・介護に関する薬剤師の役割と管理業務（訪問薬剤管理指導業務、居宅療養管理指導業務、医療廃棄物の取扱い等）につ
いて説明できる。

プライマリケア・セルフメディケー
ション

薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品、一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療機器等のリスクに応じた適切な取扱い、管
理ができる。

来局者に対して、病状に合わせた適切な対応（医師への受診勧奨、救急対応、要指導医薬品、一般用医薬品及び検査薬等の推奨、
生活指導等）を選択できる。

選択した薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品、一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療機器等の使用方法や注意点（副作
用・相互作用等含む）等を来局者に適切にわかりやすく説明できる。

在宅患者の病状（症状、疾患と重症度、栄養状態等）とその変化、生活環境等の情報収集の方法、他職種との情報共有について説
明できる。

地域保健における薬剤師の役割と代表的な活動（薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、アンチドーピング活動等）について説明でき
る。

地域住民の衛生管理（消毒、食中毒の予防、日用品を使用する場合の危険行為等に対する対処法）における薬剤師活動を説明でき
る。
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